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この報告 書 は 、 日本 自転 車 振興会 か ら競 輪収益 の一部 であ

る機械工 業振興 資金 の補助 を受 けて 、昭和52年 度に実施 した

「オ ンライ ン情 報処 理 の利用促 進 に 関す る調査 」の一 環 と し

て と りま とめ た もので あ ります 。
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当財 団 で はか ね て 「オ ンラ イ ン利用 推進委 員 会 」を設 置 して、 オ ンラ イ ンシ

ステ ムに 関す る調 査 研 究 を行 な って い る。

今 回同委 員 会 は オ ン ライ ンシ ス テム振 興 に 関す る政 策 的 課題 を改 めて見 直 す

た め、 予備 調 査 と して、 広 い範 囲 の オ ンライ ンユ ー ザーか ら全 般 的 な問題 点 に

関 す る意見 を求 め る と共 に 、主 と して制度 的 問題 点 に関 し専 門 家 に よ る討議 を

行 な った。

本書 は その結 果 を ま とめ た もの で あ り、予備 調 査 で はあ るが年 ご とに複雑 さ

を増 す オ ン ライ ンシ ステ ム 促進 問題 の鳥 撤図 を示 す もの と して 意義 あ る もの と

信 じて い る。

今 回本調 査 討議 に ご協 力 頂 い た ユー ザー 、委員 会委員 の方 々 に厚 くお 礼 申 し

上 げ た い。

昭和53年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 植 村 甲 午 郎
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わ が 国 にお け るオ ン ラ イ ン ・シ ステ ム を推 進 振興 す るた めの 諸 施策 は 後段

で 述べ る理 由 に よ り、 全面 的 に見 直 す必 要が あ る と考 え られ る。

その た め第 一 に,オ ン ライ ン シス テ ム全般 にわ た る問題 を洗 いあ げ るた め、

広 く現 オ ンラ イ ンユ ー ザ ーの 意 見 を聞 くこ と と した。 また第 二 に、 オ ン ライ ン

シス テムの 回 線利用 制 度 面 につ い ては特 に経 験 の深 い専門 家 に よ り関連 問 題 を

改 め て討 議 す るこ と と した。

本報 告書 は上 記2段 階 の 調 査 、 討 議 の結 果 を ま とめた もの で あ り、次 の段 階

で実 施 され る予 定 の、 オ ン ライ ンシ ステ ム振 興施 策 検討 の土 台 、 背 景 とな る も

の で あ る。

なお本 調 査 実 施の ひ とつ の 契 機 とな った、 米国 に おけ る通 信 政策 動 向に関 す

る資 料 を付 載 した 。

昭和52年3月 現在 で、 わ が 国の オ ン ライ ン シ ステム は形 の 上 で見 れ ば 次 の

よ うな規 模 に達 して い る。

稼動 オン ライ ン シ ステ ム数

オ ン ラ イ ンシ ステ ム接 続 コン ピュー タ台数

利用 特 定通 信 回線 数

利用 公衆 通信 回線数

オ ン ライ ン端 末 台 数(推 定)

1,999

3,052

52,631

8,565

14万 台 以 上

しか し、 次 の よ うな オ ン ラ イ ン シ ステ ム をめ ぐる環境 や条 件 な どの進 歩 、 生

起 に 注 目す る必要 が あ る。
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オ ンラ イ ン化 動 向,問 題 点

(1)[三 二二 二二]
LSI超LSIの 発 達

メ モ リの低 廉 化

マイ ク ロ プ ロセ ッサ の普 及

ネ ッ トワー ク アー キ テ クチ ュア思 想

ディ ジ タル伝 送 の 実用 化

衛 星通 信 の実現

その 他

(2) ネ ッ ト ワ ー ク パ タ ー ン の 進 歩

ス タ ー

ト リ ー

リ ン グ

そ の 他

(3)

産業 構 造改 革 の 要 因 また は メデ ィ ア と

して の オ ン ラ イ ン化

垂 直結合、共同化

水平結合、共同化

中小企業 のオンライ ン化、共 同化

その他

(4) 情報 サー ビス業 の展開一
オ ン ライ ン情 報 処 理 サ ー ビス

オ ン ライ ン情報 提 供 サ ー ビス

デー タ ベー ス とオ ンラ イ ン情 報 サー

ビスの 結 合

その他
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主 な 課 題

(標 準化な ど)

回線利用制限

回線利用制限、 回線料金

回線利用制限、回線料金

公正競争、 プライバシー



また最近の米国 におけ る動向 も参考 として見脱す ことがで きない。

(5)

回線 の再 販 売、 共 同 使 用 自由 化

(1976FCC決 定)

.
ハb 第 二 次 コ ン ピ ュ ー タ ・イ ン ク ワ イ ア リ

通信と情報処理の境界

通信業者と情報処理業者の業務

以上 のよ うな環境、動 向を注視 しなが ら、 オンライン化問題 をふ りか え り、

本報告 自体 が大方の参考 にな るこ とを期す と共に、次 の振興施策検討へ の手掛

りと したい、 とするのが本調査 の趣旨であ る。
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2・ 全 般 的 問 題 点 調 査 結 果 の総 括

現 在 オ ン ライ ンシ ス テ ム を運 営 す る主 要174企 業(公 機 関 を含 む)に 対 し

オ ン ライ ンシス テ ム を め ぐ る次 の10項 目につ い て の問題 の有無 、 意見 、 要望

な ど を質 問 し、 各 ユ ー ザー か ら詳 細な 回答 を得 た。

① ハ ー ドウ ェ ア

② ソフ トウェ ア

通 信 関係'

④ 回 線提 供 条件

⑤ 情 報化 基盤

⑥ コン ピ ュー タ メー カー

情 報処 理 サー ビス業

⑧ ソ フ トウェ ア業

⑨ 情 報 処 理振 興 施 策

⑩ その他

2.1オ ンライ ン シス テ ム振 興 に関 し、 問題 の あ る項 目

この種 の 調 査 で、 問題 あ りとす る回答 率 が20～30%を 超 え る事 項 は要

注 意 項 目 と考 え られ る。

上 記10項 目の うち、 順 序 は不 同 で あ るが 、次 の3項 目 に最 も問題 が あ る

とされ てい る。

① ハ ー ドウ ェアの 端 末 機 に 問題 が あ る。

「特 に問 題 あ り」 「問題 あ り」の合 計 回答率59.80/o

主 な 問題 内容 、 意 見、 要望 は
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価格、互換 性

② 通信 関係の回線料金水準に問題があ る。

「特 に問題 あ り」、 「問題 あ り」の合計回答率62.7%

主 な問題内容、意見、要望は

値上理 由な し、設備費過高

③ 回線提供条件に問題があ る

「特に問題 あ り」、 「問題 あ り」の合 計回答率は回線共 同使用、他 人使

用者の場合

共同使用 条件 について5■3%

他 人使用条件 につ いて45.0%

相互接続条件 につ いて4&7%

メ ッセー ジ通 信条件 につ いて46.2%

主な問題内容、 意見、要望 は

利用制限不用 また は無意味、個 別認可理 由不 明、為替交換は メ ッセ

ージ通信概 念 の外

2.2回 線利用方式1こよる意見の差

通信回線 を共同使用 また は他 人使用方式で利用 して いるユー ザーは、上記

の よ うに回線提供条件 に問題 あ りとしている。 しか し回線 を単独使用方 式だ

けで利用 してい るユーザーの場合は提供条件 に問題 あ りとする意識 の割合は

少 ない。

2.5項 目 ごと の代 表 的 問 題、 意 見等

① ハ ー ドウェ ア

内部 メ モ リ容 量 不 足 、 電 源空 調 等 設 備条件 高価 、 互換 性

② ソ フ トウ ェア

OSメ モ リ量 過 大 、 フ ァー ムウ ェ ア化 促進 、 オ ン ライ ン ・バ ッチ 同一 仕
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様 言 語

③ 通 信 関係

ロー カル回 線 品 質、 切 り分 け問 題 、 夜 間土 日祝 日保 守 、保守 応 接 態 度、

料金 水準

④ 回線提 供条 件

共 同使 用 業種 関係 拡 大、 他 人使 用 条件 再 緩和 、 メ ッセ ー ジ通 信 排 除理 由

な し

⑤ 情 報 化基 盤

標準 化 ・互換 性 切望 、要 員 人事 困難 、 公 的統 一 デー タベ ース

⑥ コンピ ュー タ メー カ ー

マニ ュ アル難解 ・ ハ ー ド先 行 ・ソフ ト不 備 ・ 互換 性
、

⑦ 情 報処 理 サー ビ ス業

公社 兼営 反 対 、 国 際 サー ビス拡 大

⑧ ソフ トウ ェア業

料金 体 系 不 明確 、 情 報不 足

⑨ 情 報処 理 関連 施 策

ユ ー ザー に も助成 策 、 端末 機 流 通 にJECC的 機 関

⑩ その他

共 同 オ ン ライ ン化 の 必要 、 民 間VAN認 め よ。
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回線利用制度 関連 問題点討議 の総括

オン ライ ンシステム をめぐる通信 回線利用 の制度面 に関 し経験の深い専門家

10人 によ り、 次の項 目について討議 を重ね た。

① 情報処理 と通信処理

② 回線使 用条件

③ キ ャリヤの守備範囲

④ 民間の活動範 囲

⑤ 回線利用 の 自由度

⑥ 料金

その討議の要 旨は次の通 りで ある。

3.1情 報 処理 と通 信 処理

わ が 国のオンライン関連 通 信 制 限 の基 本 を非 常 に単純 化 してい えば、 公衆 電

気通信 は国家独 占 →コン ピュー タ と回線 の結 合 は全 体 と して 電気 通 信 →従 って

民間の オンライン シス テ ム回線使 用 は一定 の 制 限 を受 ける、 とい う図式 とな る。

回線利 用 制 限 を これ また単 純 化L .てい え ば3種 類 とな る。第 一 は交 換 禁 則

(純社 内システ ム を除 き、原 則 と して デ ー タ が コ ン ピュー タ を介 して送 信 端 末

と異な る端末で受信 され て は な らな い)で あ り、 第二 は メ ッセー ジ通信 禁 則

(純社内 システ ム を除 き、原 則 と して伝 送 情 報 は その内 容 が変 化 しな け れ ばな

らない)で あ り、第 三 は コン ピュー タを介 す る異種 通信 回 線 の接 続制 限 で あ る 。

上 の 第 二禁 則 は、 換 言 す れ ば オ ンラ イ ン シス テ ム にお いて すべ て 情報 は 「処

理」されな けれ ばな らな い、 とい うこ とに帰 す る。 ところが最 近 で は高度 な ネ

ッ トワークでは ネ ットワー ク自体 が 「処 理 」に類 す る高 度 な機 能 を もつ こ とが
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あ り、本 来 の 「情 報 処理 」機 能 との境 界 が問 題 とな るお それ が あ る。何 故 な ら

ば・「処 理 」の 定義 解 釈 如何 は 、先 述 の図 式 か ら、 回線利 用 が制 約 され または

制 約 され ない岐 れ 目 とな る。

米国における第 一 次 コン ピュー タ ・イ ンク ワイ ア リお よび第 二 次 コン ピュ ー

タ ・インクワイ アリの 議論 を参照 しなが ら、今 回 の討 議 の結 論 は 次 の通 りで あ

る。

④ ネットワーク内で コ ン ピュー タを用 いて行 わ れ る、 メ ッセ ー ジ/回 線交

換vス ピ ー ド変 換 、パ ルス変 換 、伝 送 エ ラー の検 出 ・訂 正 、AD/DA変

換 、 シ グナル プロセ シン グ、 時分 割 多重化 、な ど を 「通 信処 理 」の 範 疇

に入 る もの と考 える。

上記以外 の処理はす べ て情 報 の 内容 を変 更 す るか または それ に準 ず る

情 報処 理 」の 範 疇 に入 る もの と考 え る。

(ロ)現 行法 を前提とす る と き、 「通 信 処 理 」の比 重 の大 きい オ ン ライ ン シ ス

テムは(純 社 内 シス テ ムを除 き)、 わ が国 の メ ッセ ー ジ通 信 禁 則 に抵 触 す

るお それ が あ る。

内 ただ し、討 論 者 は、 オ ン ラ イン システ ムに対 す る メ ッセ ー ジ通 信禁 則 自

体 に反 対 で あ る。

5.2回 線使用条件

今 回の討議の基調 と して窮極的 には、 メッセー ジ通信 のみ を主 目的 とす る

システムを制限す る以 外、現 回線利用制限全廃が必要 と考 えるが.当 面次 の

よ うな意見で ある。

ω 共 同使用

基準 認可業務関係 と して、製造業 一卸売業 一小売業 の タテの関係に、

現 実問題 として少 くとも倉庫業、運輸業(代 理店等 を含む)を 加 えるべ

きである としてい る。なお、金融業、同資本系列同志 も基準認可業務関

係 に加 えるべ きだ とす る意 向が強い。
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(ロ)他 人 使用

昭 和51年 の制 限 緩 和(複 数 端 末、 複 数 電算 機 シ ステ ムの 条件 付 き許

容)を と りあ えず 一 歩進 め、 共 同使 用 の業 務 関係 をみ た す限 り、 複数 端 、

末 の一 電 算 機接 続 規 定 を廃 すべ きだ と して い る。

内 相 互接 続

少 く と もすべ て 個 別 認 可 に か か る点 が 問 題 であ り、換 言 す れ ば基 準

認 可方 式 に 引 き直 して もよい パ ター ンの あ るこ とが示 唆 され て い る。

(⇒ メ ッセ ージ通 信

オ ンラ イ ンシ ス テム に伴 な うメ ッセ ー ジ通信 の不 可避 性 、 必要 性 と、

止 む を得 な い と きメ ール ボ ッ ク ス方 式 な どで制 約 を回避 す る現 状 の 歪 み

が 指摘 され て い る 。

3.3キ ャ リヤ の守 備 範 囲

全 国 的 な官 庁 シ ステ ム、 公 共 シス テム を除 き、 民間 との 競合 お よ び採 算 性

へ の疑 問 か ら、 多 くの各 種 シス テ ムな い し一 般 的設備 提 供 サ ー ビスの キ ャ リ

ア兼営 は問 題 が あ る と して い る。

なお、 全 国的 な シス テ ムや 公共 シス テ ムにつ いて も、 結 果 は別 と して少 く

と も民 間の 参 加 の機 会 は与 え るべ きだ とす る意 見が あ る。

5.4民 間 の 活動 範 囲 、

主 としてVAN(ValiueAddedNetwork－ 付 加 価 値 通信業)の 問題

で あ るが、 わ が国 に おい て も民 間のVAN業 務 を認 め よ と し てい る。

3.5回 線 利 用 の 自 由度

3つ の角 度 か ら検討 され た。

仔)現 在 も今 後 も、混 合 使 用 に対 す る ニ ーズ は高 い もの と判 断 され る。

㈲ 今 回の 料金 体 系 にお け る符 号 品 目 と帯域 品 目の 分離 につ いて は、 各 種
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の見方 ができるが、結論 としては回線利用 の 自由度 を減ず る面の ほ うが

強 く、国際回線での音声級回線値上 と共 に、全体 としてユ ーザーは不 満

である、 としてい る。

内 仮に回線使用条件 の寛厳 と付加料金 の有無 を対比交換 させ る考 え方 を

欧州方式 と呼 ぶ とすれ ば、現在 のよ うな複雑かつユーザ ーとしては反対

の多 い回線利用制限状態 よ りは、欧州方式への転換 を是 とす る考 え もあ

る。ただ し、料金 水準 自体が高す ぎるので単純な欧州方式採用 は考 え ら

れ ない として いる。

3.6料 金

最近 は線路 建設運営 コス トが著 しく下 っているはずであることが指摘 され

回線料金 についての原価主義の明確化の必要、遠近格差の修正、料金改訂手

続の是正の要 が強調 され た。今回の料金改訂 については、 公共料金 としてあ

ま りにも値上 り率 の大 巾なことが 指摘 された。
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第 1 部

オ ン ライ ン シス テ ム振 興 に 関 す る基 本 意 見 調査

174ユ ーザ ーの 意見



〔調 査 の 目的 〕

オ ンラ イ ン シス テ ム ま たは情 報 ネ ットワー クの形 成 お よび運 用 につ いて 、現

在(ま たは今 後)オ ン ライ ンユ ーザ ーが 抱 いて い る問 題 ・意 見 を広 く調 査 し・

オ ンライ ンシス テ ム振 興 施 策 の検 討 に資 す る こ とを 目的 と して本 調 査 を行 なっ

た。

〔調査 項 目 〕・

調 査項 目は次 の通 りでs各 項 日 ご とに、 「1.特 に問 題 あ り」 「2.問 題 あ

り」 「3.問 題 な し」 の選 択 を求 め る と共 に、 問題 あ る と きの具 体 的 内容.意

見、 要 望 な どの 自由記 入 を 要請 した。

項 目

1.ハ ー ドウ ェア

1.1中 中処 理装 置 、内 部 記憶 装 置

1.2周 辺 装 置

1.3通 信制 御 装 置(中 継 機 器 を含 む)

1.4端 末 機

1.9そ の 他

2.ソ フ トウ ェア

2.1オ ペ レー シ ョンシス テ ム

2.2デ ータベ ース管 理 プ ログ ラム

2.3通 信 制 御 プ ロ グラ ム

2.4オ ンラ イ ン ・ア プ リケ ー シ ョン
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2.9そ の他

3.通 信 関 係(電 電 公 社 及 び国 際電 電)

3.1サ ー ビス品 目

3.2回 線 品 質

3.3技 術 基 準

3,4保 守(切 り分 け問 題 を 含む)

3.5回 線 利 用料 金 体系

3.6回 線 利 用料 金 水 準

3.9そ の他

4.回 線 提 供 条件(電 電 公 社 及 び 国際電 電)

4.1共 同 使 用

4.2他 人 使 用

4.3相 互 接 続

4.4メ ッセ ー ジ通 信

4.9そ の他

5.情 報 化 基盤

5.1各 種 標 準化

5.1.1コ ー ド

5.1.2帳 票 様 式

5.1.3プPグ ラム言 語

5.1.9そ の他(具 体 的 に)

5.2磁 気 テ ー プの互 換 性

5.3要 員教 育,訓 練

5.4デ ータ保 護 、 プ ライバ シ ー

5.5外 部 情 報(デ ータベ ース)

5.9そ の他
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6.コ ンピュ ータ メ ーカ

保 守 、 マニ ュアル 、 情報 提 供 な ど

7.情 報 処理 サ ー ビス業

(公社 サ ー ビス、 関 連 サ ー ビスを 含 む)

+一 ビス内 容 、要 員、料 金 な ど

8.ソ フ トウ ェア業

製 品 、要 員,サ ー ビス、 料 金 な ど

9.情 報 処理 振 興 施策

研 究 開発 、 助成 、 税 制 な ど

10.そ の他 オ ン ライ ンシス テ ム促 進 に関す る問 題(具 体 的 に)

例:

.VAN等 第2次 回 線 提 供 サ ー ビスの必 要 性

・自動 決 済 方 法 の認 可

本調 査 で は、 わが 国 の 主 な オ ン ライ ン=・一ザ ー45・ 社 を調 査 対 象 と した・

〔調 査時 点 〕

本 調査 は昭 和53年1月 を 調査 時 点 と して い る。

〔回 収状 況 〕

発送 数451、 回 答 数174、 回収 率38.6%で あつ た。
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項 目別 に、 問 題が 「特 にあ り」 、 「あ り」 、 「な し」 の3肢 択 一 回 答 を求

め たが この種 の調査 で 、 「問 題 な し」が60%を 下 回 る項 目 と くに50%を

下 廻 る項 目は 、有 意 に要注 意 項 目で あ ると考 え られ る。

そ の よ うな要 注意項 目と、問 題 の代 表 的 内容(意 見)は 次 の通 りで あ る。

端的 に いえ ば 、 オ ン ライ ンシス テム発 展 の カギ は、 「端末 機 の価格 ・互換

性 」、 「回 線 料金 体 系 ・水 準 、回 線提 供 条件 」にか か る。

端末機

回線料金体系

回線料金水準

回線提供条件

コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ

高価格 、互換性、流通機構

符号帯域品 目分離疑問,長 距離過高

値 上理 由な し

制限不用、計算処理 というよりファイル操作

の時代に制限無意味

マニ ュアル難解、ハ ー ド先行 ソフ ト不備

なお、回線提供条件 に関 し、単独使用 のみの回線利用者 の場合 はと くに問題

が多 いとい うわけではない。 これ に対 し、共同使用 および他人使用 の回線利用

者の場合、問題 あ りとす る割合か半数か 半数近 くと増加する。

問題 の有無 の分布割合 と、問題の内容 、意 見の代表的存例を掲 げれば 次の通

りである。
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ア ン

問 オ ン ライ ンシス テム また は コン ピ ュー タネ ッ トワ ークの形 成 お よび運 用 に おい て、

項 目 問 題 の 有 無

Q1、 ハ ー ドウ ェア 特にあり あ り な し

1.1 中央処理装置、内部記憶装置 3.0% 34.9% 62.0%

1.2 周 辺 装 置 2.4% 329% 64.8%

1.3 通信制御装置 30% 3α9% 66.0%'

(中継機器を含む)

1.4 端 末 機 &5% 51.2% 40.2%

1.9 その他(具 体的に)

Q2 ソフ ト ウ ェ ア

21 オ ペ レ ー シ ョン シ ス テ ム 6.2% 28.6% 65.2%

22 デ ータ ベ ース管 理 プ ロ グ ラム 4.6% 28.8% 66.7%

23 通 信制 御 プ ログ ラム 7.2% 337% 59.0%

24 オ ン ラ イ ン ・ア プ リ ケ ーシ ョン 25% 26.3% 71.3%

29 その他(具 体的に)

Q3 通信関係(電 電公社及び国際電電)

31 サ ービス品 目 1.9% 178% 80.3%

32 回 線 品 質 6.2% 32.9% 60.9%

〉

33 技 術 基 準 1.3% 123% 86.5%

a4 保守(切 り分け問題を含む) &8% 27.7% 63.5%

35 回線利用料金体系 11.8% 34.2% 540%'

36 回線利用料金水準 16.5% 46.2% 37.3%

39 その他(具 体的に)
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ケ ト

現 在(も しくは今 後)か か えて いる問題 ・意見

問題 の具 体的 内 容、 意見 、

コ アメモ リ容量 不 足

操 作 性、 騒 音、 ダイ レク トア クセ ス ファ イん 領 域 不足

設備条件(空 調、電源)高 度過ぎ経費増

部分的故障多し、機種変更困難、低価格機種、互換性

OSメ モ リ容 量過 大 、OS互 換性

イ ニシ アルセ ッ トの時 間 か か りす ぎ

プア ーム ウェ ア化 要望

ア プ リケ ーシ ョンの拡 大 に伴 ない アプ リケ ーシ ョン相互 間 お よび シス テム コ ン トロ ール 間の

イ ンタ ーフェイ ス が問題 とな る

新機 種 の とき メ ーカ ー ソフ トの リ リース遅 れ る。 オ ン ライ ン ・パ ッチ同一 仕様 言 語必 要

300bps必 要、DDXは 早 期 に全 国 ベ ース で、9.6Kと4.8Kの 中間速 度 を

ローカル回線悪い

単向方式のとき分岐数増加 下り専用単向力式にPD不 用

切 り分けに問題多 し、夜間、土、日、祝対策、公社内管理力式統一の要

符号帯域品目分離反対、長距離高すぎる、電話料とのリンクは不可能

値上げ理由なし、設備費高すぎる

公社内部で技術基準の徹底を、態度が官僚的すぎる
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項 目 問 題 の 有 無

Q4 回線提供条件 ・轟 公社及び国際) 特 に あ り あ り な し

4.1共 同 使 用 6.3% 25.2% 68.5%

4.2他 人 使 用 48% 240% 71.2%

4.3相 互 接 続 4.9% 29.6% 65.5%

44メ ツセ ー ジ通 信 9.0% 21.4% 69.7%

49 その他(具 体的に)

ただし共同使用、他人使用回線をもつ回答書4 0社 につ いて は

4.1共 同 使 用 1&0% 333% 48.7%

4,2他 人 使 用 15.0% 30.0% 55.0%

4.3相 互 接 続 15.4% 333% 51.3%

44メ ツセ ー ジ通 信 25.6% 20.5% 53.8%

4.9そ の 、 他

Q5 情報化基盤

5.1 各種標準化 3.0% 32.3% 64.7%

5.1.1 コ ー ド 3.〔% 35.5% 60.4%

5.1.2 帳 票 様 式 1.3多 30.5% 68.2%

5.1.3 プ ログ ラム言 語 2.6あ 31.4% 66.0%

5.1.9 その他(具 体的に)

5.2 磁 気 テ ープの互 換 性 3.1% 26.4% 70.4%

5.3 要員教育、訓練 26% 37.8% 59.6%

5.4 デ ー タ保 護 、 プ ライ バ シ ー 1.3% 24.7% 74.0%

55 外 部情報(デ ータベ ース) 0.7% 15.1% 84.2%

5.9 その他(具 体的に)
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制限不用、MSG通 信必要、業種制限無意味、個別認可廃止

複数端末の一電算機接続条件廃止

認可に長期を要し個別認可にする理由も不明

MSG通 信排除の理由なし、問い合せ ・IR・DB管 理などのMSGは ファイル利用形態のひとつ、
為替交換はMSG通 信概念外計算よりもファイル操作の時代では各種制限無意味

国際デーテルで電算機接続を認めよ。

標準化促進、標準化にはすでに時期を失 した

統一伝票でも実際には各種がありなお発行者側の使用できるスペースがない

自然語に近い高級言語

互 換性 必 要、 カセ ッ トテー プの 規格 統一 も

人 事移 動困 難、給 与 体系 ・労使 関 係一 考 の 要

今 か ら対 策必 要、 索 引範 囲 自動 制御 方 式 を

政 府 に よるデー タベ ー ス,一 元化
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コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ

保 守 、 マ ニ ュ ア ル 、 情 報 提 供 な ど

情 報 処理 サ ー ビス業

(公 社サ ー ビス、 関 連 サ ービス を含 む)

サ ー ビス 内容 、 要員、 料 金 な ど

ソ フ ト ウ ェ ア 業

製 品 、 要 員 、 サ ー ビ ス、 料 金 な ど

特 に あ り

2.4%

あ り な し

48.8%48.8%

一28一



マ ニュ アル 難解

遠 隔 保守 が可 能 な こ と

異 機 種 間互 換性

ハ ー ド先 行、 ソフ ト不 備

週 休2日 制 で保 守 体勢 弱 い

公 社兼 営 反対

設 備 サー ビス赤 字 を回 線 サ ー ビス で うめ るのは お か しい

国際 情 報 処理 サ ー ビスは

④ サ ー ビス エ リア拡 大(外 地 サ イ ド)

㊥ 通 信速 度 の 高速化 を

DRESSは 運 用上 の制 約 が多 す ぎ る

一般に経営不安定

要員教育不十分

料金体系不明確

ソフト関連情報不足
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項 目 問 題 の 有 無

Q9 情報処理振興施策 28% 20.1% 77.1%

研究 開発 、 助成 、 税制 な ど

、

Q10. そ の他 オ ン ライ ンシステ ム促 進 に関 す る

問題(具 体的に)

例:

・VAN等 第2次 回線 提供 サ ー ビス の必

要性

.

・自動決済方法の認可

v
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問 題 の 具 体的 内容、 意見、 要望 な どで主 な もの

メー カー だけ でな く先進 ユー ザ ー に も助 成 を

端 末機 につ きJECC的 機 関 を

万一 の ときパ ニ ック を起 こす 社会的 シ ステ ムに っ いて は現在 の プ ログ ラム能 力 を主 とす る

資格制 度 とは別 な資 格制 度 を償 却 負担 減 に さ らに強 力措置 を

民間VANを 認めよ

共同オンライン化の必要

自動決済システムの中継に複数の民間企業を認めよ

自動決済方式は顧客の完全な了解がないと問題が多すぎる
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項 目別 に、 寄 せ られ た ユ ーザ ーの 問題 とす る内容 、意 見、 要 望 な どの代表 例

を次 に掲 げ る。
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1ハ ー ド ウ ェ ア:全 般)

○ 価格 の低減 、 装置 の小 型 化、設置 条件(電 源、 空 調)の 緩 和 、 メ ンテ ナ ンス周期 の延 長、

メ ンテ ナ ンス時間 の短 縮、 障害 復 旧時間 の短 縮、 運 転 の 自動 化 ・無 人 化、 自己診 断機 能 の

拡 充

○ 最 近 の オ フ ィス ・コ ンピュー タに代 表 され る分 散処 理用 ミニ コ ンの価 格性能 比 の 向上 は、

目 をみ は らせ るもの が あ る。 しか し、 中'大 型機 の中 央処 理装 置 ・周 辺装置 ・通信制 御 装

置 な どは 、 ミニ コ ンに比 べ、 それ程顕 著 で は ない。

○ 障害 対 策 の一 環 と してバ ックア ップ機 の導 入 が必要 。

○ オ ンライ ンシステ ム では、 障害 対 策 が重要 なの で、 障 害 対策 を考慮 した場 合 、 バ ーードウ エ

アに対 す る投 資 が多 くな る。

○ 安全対策(地 震、火災、妨害等)

○ ハ ー ド上 の 障害 が発生 し、 原 因追 究 に時間 が か 入る。(デ ュアル シス テ ムでな い ためで あ

る)
。メモ リーHOLTが 発 生 し、 メモ リーか、 デ ィス クか、 ケー ブル か、 通信 制御 か、 監視

装置 が あ りなが らわ か らない ことが起 る。

○ 騒 音 が大 きす ぎる。通 常 で75～80ホ ー ンで あ りオ ペ レータ の作業 効率 が著 る しく低 下

す る。 作 業 環 境 を良 くす るた め防 音対 策 に と り くんで い た だき たい。

○ 信 頼性 ・操 作 性 ・コス トパ フ ォー マ ンス の向上。

○ パ フォー マ ンス の見 積 りが困難 。

○ オ ンラ イ ン シス テ ム も し くは コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クシス テ ムの領域 に お いては、 従

来 の イ メー ジ のオ フ ライ ンバ ッチ お よびオ ンライ ン を分 け て考 える システ ム思 考 では、 柔

軟 な シス テ ム を形 成 す る ことは むず か しく、 オ ンライ ン ・バ ッチ共存 のデ ータ.プ アイ ル

を構 成 す る必 要 あ り。

○ 異 な る コン ピ ュータ間 で プ ログ ラムを伝送 す る ことは不 可能 に 近 く、 ソー ス プ ログラ ムや

デ ータで さ えフ ォーマ ッ ト変換 や コー ド変 換 が必 要 とな る。 また デ ィス ク'プ アイル の 伝

送 に関 して は、 フ ァイ ル編 成 が機 種 に よ つて異 な る為 めん ど うで あ る。

○ デ ータ量 の増 加 に伴 う レベル ア ップが スム ース にい か な い。 特 に電電 公社 直営 の場合、 レ
ベル ア ップで な く追 加 導 入 とな り、 ロー ドシェアー、MPい ず れに して も分割 損 が発 生 し、

非 効率 とな るo

○ 全 体 と して、 価格 水 準 が 高 く、形 状 が大 き い こ と、 環境 条 件(温 度 ・湿度 ・供給 電源 の質 ・

粉塵)が 厳 しい こと。

○ 通 信方 式 が 各 メーカ ー毎 に異 な って い て汎 用性 が ない。

○ ホ ス⊥ 、 端 末機 な ど、 それ ぞれ メー カーが異る とイ ン ター フ ェイ ス が と りに く 〉、 同 メー

カ三端 末 で も伝送 手順 が異 姻 つ亘 ・る ・

○ 通 信処 理 に関 す るイ ンタ ーフ ェイ スの標 準 化 が遅 れて い る。

○ 国産 機 での プ ラコ ン メー カニ が活躍 に欲 しい。

o
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1-1中 央 処理 装置、 内部 記憶 装 置

○ 中央 処理 装 置 にっ い て は、 異機 種(モ デ ル)の ネ ッ トワー クの構築 が困難 。

○ オ ン ライ ン端 末が 増加 す るに対 し大型cpuに な る。 制御 プロ グ ラムの占 め る割 合 が 多 く

な つて い る。

○ 負荷(cpu)の 集 中 に よ りcpuが 常 に ネ ックにな る。(ポ ー リ ング型式 の端 末増 加 に

よる。

○ バ ッチ 処理 との競合 問 題 オ ンライ ンプ ロ グ ラムは そ の性 質上 、cpuの 利 用効 率 は低 い

が、 メ モ リ占有 率 が 高 い ためパ ッチ処理 と競合 す る。 概 ね メモ リ.リ ミテ ッ ドに な つて い

る。 オ ンライ ンは専 用機 とした い が、 稼動 率 が低 く、 採 算 が とれ ない。 他 の処 理 を一 諸 に

のせ ると、 上記 の よ うな ジ ョ ブス ケジ ュ ー リング上 の問題 をかか える こ とに な る。

○ 高 トラフ ィ ック を処 理 す る場合cpu速 度 が遅 い。

○ オ ンライ ン時 の フ リーメkリ ー容量 が少 ない(150MB)た め、 バ ッチ プ ロ グラ ムの マル

チ ・ランが制約 さ れ る。

○ オ ンライ ンシス テ ムの トラ ンザ ク シ ョ ンの増 加 に対 応 で き る、 よ り高速 の中央 処理 装 置 お

よび よ り大容量 の内 部記 憶 装置 を持 つ計 算機 が必要 とな る。

○ 中央 処理 装 置の 速度、 内部 記憶 装 置 の最 大容量 の不 足。

○ メモ リ容量 不足、 拡 張 不 可能 。

○ 価格 体 系、 特 に メモ リー増設 に と もな う価格 が高 い。形 状 が大 きい。

○ 超LSI使 用 で高 速、 低 価格 化。

○ 小型 化、 パ フ ォー マ ンス ア ップ と設 備 負担 の軽 減化 。・

○ 空 調、受 電 設備 に金 が かNつ て い る。 な ん とか な らない もの だろ うか?

○ 付帯 設 備 に多額 の投 資 が強 い られ る。

1-2'周 辺 装 置

00N-LINEシ ス テ ムの運 用上 使 用 周 辺装 置 として の ダイ レク ト.ア クセス.フ ァイル

の領域 が不 足 しが ちで あ る。

○ 外 部記憶 の高速 用 と して、 ドラム を使 用 して い るが、 高速 ア クセス の低価 格 デ ィス クが欲

しい。

ODiskを 中心 に外 部記 憶 装置 は更 に高 速、 大 容 量化 され る必 要 を感 じて い る。

ODisk装 置(200MB・300MB)→ 小型 化 ・安価 の方 向へ

大 容量 記 憶 装置 → 高 速 化 の 方向 へ

○ オ ンライ ン'デ ー タベ ース の増 加 に対 応 ず るた め、 よ り大 容量 でかっ 設置 スペ ース の小 さ
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い磁気 デ ィス ク装 置 が必 要 とな る。

○ オ ンライ ンフ ァイル 用 と して廉 価 で、 高速 の ラ ンダム ・アクセ スで きるデ バイ ス の開発 が

望 まれ る。

○ 外部記 憶装 置 に関す る問題 、 現在 使用 中 の磁 気 デ ィス ク装 置 は容量 にお い て水 準 の数 分 の

1、 速 度に お いて2分 の1以 下 で、 コス トパ ー フォー マ ンスが低 い。 現在 水 準 の も のに か

えるだ けで も相 当の メ リ ッ トが あるが オ ン ライ ンにおけ る外 部記 憶 の重 要性 を考 える と、

よ り高速 大容 量 の装 置 と、比較 的 低 速 な超 大 容量 の装 置 が ほ しい。 しか も フ ァイルの保 護

を考 えて高 い リ.ダンダ ン シー を持 たせ られ る よ うに価 格的 に も安 くな らな ければ な らな い。

ODASDア クセス タイ ムの 向上。

ODISKの 信 頼性 が確 立 せ ず、1回/2.5ケ 月位 の トラブル が発 生す る。

○ 信頼性の向上

○ 障害 時 の リカバ リー ・デ ー タ を現在 磁 気 テー プ にセ ー ブ して い るが、 多量 デ ータ入 力時 に

磁気 テ ー プのス ピー ドが遅 い為、 全体 の処理 能 力 が悪 い。

○ メ ーカー の政策 か も しれ ない が、 中央処 理装 置 のモ デル に よ つて、 接 続可 能 な周 辺装置 の

制約 を うけ る。 端 末機 に関 して も、 同様 の こ とがい え る。

○ 周辺装置 も、 カ タ ログ記 載 の能力 を発揮 しない ケー ス。

○ 操作性、騒音、人間工学的な配慮の不足。

○ 電源、空調設備等の設定条件が厳 しすぎる。

1-5通 信制御装置(中 継機器を含む)

○ 異機 種(HOST)間 ネ ッ トワー ク形成 に一般的 な通信 制御 装 置(プ ロ グ ラム記 憶 な し)

が使 えな い こ とや、 通 信 制 御方 式 が異 る毎 に、 装置 を必 要 とす'るた め、 コス ト高 を招 いて

い るo

○ 異機 種 接続 の 問題 イ ンター フ ェー ス の標 準化 の き ざしは あ るが、 現 在 の ところ は開発 の

困難 性(仕 様 が十 分 わ か りに くい)保 守 の責任 分担 等 の問題 でや む を得 ず標準 製 品 でが ま

んす る こ とも多 い と思 わ れ る。 端 末専 門 メー カー 等 で.良い も のが多 く出 まわ る よ うに な つ

て きてい る ので、 ユ ー ザ ー と しては、 ニー ズに適合 した 良い端 末 が 自由に接 続 で き る よ う

なイ ンタ ー フェ イス の標 準 化 を望 ん で いる。 ・

○ 異機 種間 イ ンタ ー フ ェイ ス が よ くない。分 岐 回線 を使 う とノイ ズが はい る機 種 が ある。

00Sの 関係 で端 末機 が く く りつ けに な つて しま う6公 衆 回線用 の1,200bpsの モデ ム機

種 が少 な い 。'

○ イ ン ハ ウ ス オ ン ラ イ ンデ チ ヤ.ネル ィ ン タ ー フ エ ー ス ガ、 サ ー ビ ス サ レ テ イ ナ イ(全 テ
モ デ ム イ ンタ ー フ エ ー ス)為 、 レス ポ ンス ニ 限 界 ガ ア ル 。

〇 一 部 を除 い てボ ス コ ン ピ ュー タメ ーカの端 末 以外接 続 で きない。

○ 通信制 御装 置 の回線 接 続 余裕 が少 な く、1,200bps以 上 の回線 の増 設 が で きない。
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○ 現 在 あ る中継機 は処 理 能 力上 一 回線 しか接 続 で きない為、 多量 デ ー タ入 力時 にデ ータ の送

受信で待 ち状態 が 多 く発 生 して い る。

回線 を増設 した くて も、イ ンター フ ェース と価 格 の問題 が あ り増 設 でき ない。

・繋 讐煕 ご,禦 ラ;二繊 三ご二㌍ 兜 三激 ㌫ 歴
ア ップ時 な どは、 そ の影響 は全 端 末 にお よぶ の で実 施 が困 難 で あ る。

○ 安 くな ・た ・-P・ ・cess・r}・ よる回線 制御 システ ム にた え る もPの 開発 ・

○ 形状 が 大 きい。

○ 無 停電装 置 と付 帯設 備 も大 き くな つて来 る。

i-4端 末 機

・蒜 蹴 蕊 漂 ぷC認1蕊 、晶 鑑 ㌶ 臨 監 の
相 異 が問題 であ る。

○ ホス ト ・コ ン ピュー タ の メ ーカ と異 な る メー カ の端 末 を使 用 して い るた め、 通 信 制御 プ ロ

グラムの変 更等 の際 、 対 応 しに くい。

○ 高 性能、 低 価格 の端 末機 が見 当 らない。

○ 低 価格 端 末機 が も つと市場 に出 て欲 しい。(回 線Interface、 通信 制御 方式 の 自由度

をも つた もの)

○ 端 末機 の簡 易化 、 低廉 化 を積 極 的 に推 進 して欲 しい。

○議孟`㌣ 翼欝鶴㌘;二藍驚蓑竪蔀㌶ 灘麗是㌶;票墨イ～竺

価格 の低廉 化 が 望 まれ る。

○ イ ンタ ー フ ェース が標 準 化 され て いな い。'.

○ 仕様 の標 準化、 多様 化 。

・鍵 鷲 嚇 、㌶ ㌫ よこぶ 鍵 ㌫ 論 ・騨 が多し漸は

○ 端 末機、 主 にCRT端 末 を中心 に更 に小型化(表 示 容量 の圧 縮 では ない)の 期待 あ り。

○ 実際 の利 用者 の立場 に立 って、 人 間工 学 的に操 作性 を重視 した端 末機 を作 る様 メー カー に

要求 して いる。

○ 通信制御 機 能 と入 出力 制御 機 能 の最 低限 必要 な機 能 を核 と して、 ユ ーザ ーの ニー ズに応 じ

て入 出力機 能 な ど を ビル トイ ンで きる もの を考 えてほ しい。

○ プ リンタ ーの騒 音 、 大 き さ、 放 熱 の問題。

○ 動 作速度 、 騒 音。
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○ 故 障 しやす い 故障 の とき に全 国 に ち らば つて いるの で メー カーに 部品 が地 方 にそ ろつ て
い ない。

○ 障 害 の頻 発、 設 置、 移 設等 の煩 雑 な こ と。

○ 端 末機 の設 備条件 が頭 初 の打合 せでOKで あ りなが ら使用 後に 問題 点(空 調 、 ホ コ リ等)

が よ く発 生 す る。 で き れば設 備条 件 のい らな い端末機 の開発 が 望 ま しい。

○ 次 々 と発表 され る新 種 端 末 の調査 、 テ ス トが て ま どる。

○ 故 障 頻度 高 く、 保 守 サ ー ビス も余 り良 くな い。

○ 当初 の予測 デ ータ量 よ り多 くは な つて いる が、 回線 効率(伝 送 効率)が 、予 想O.6よ り下

廻 り、 送 信 時 間帯 に多 少影 響 が 出 てい る。 回線 速度 が上 が ると、復 改 記号 な ど、 大巾 に効

率 を下 げ て い る。

2ソ フ ト ウ ェ ア(全 般)

○ 全 般的 に み て、 ハー ド開発 に比較 し、 ソフ ト開 発が 追 い つい て こない。

○ 不 完 全 な ソフ トを提 供 され、 ユ ーザ側 が テス トす る様 な状態 が 多い。

○ 大 規模 シ ス テムの 作成 にお いて、 各 サ ブプ ログ ラムの結 合 を行 な うと一 部 に弱 い所 が発 生

しバ ラ ンスが とれ な い場 合 が多 い。

○ ユ ーザ ー適 用業 務 の多少 の変更 で あ つて も、 ソフ トウエア変更 が大 巾 にな る場 合 が多 い。

○ オ ン ライ ン用 の簡 易 言語 の開発 、 特 に制度 改 正、 機 能 の拡 充 な どに 伴 うシステ ム改 正 に係

る負担 の軽 減方策 が望 ま れ る。

○ コ ン ピュー タ ・メー カーの過 当競 争 に起 因 して、メーカー ・ソフ トウェ アの リ リ.一ス時期 が当初
の予定 よ り大巾 に遅 れ る ケー スが 目立 って い る。

こ う した営 業先 行 の姿勢 はユ ーザ ー側 の メ ーカ不信 につな が る もの で あ り、厳 に懐 しむべ
きであ る。

○ 現 時点 で問題 のな い よ うにす るた め ソフ トウェアで は、OSを 含 め処理 業務 に適 合 した

新 規 開発 を行 い、 特 別 な業 務処 理 を可 能 に した り、 パ ー フ ォーマ ンス の向上 に 努 めて現 在

に至 ってい る。

○ ジ ョ ブ コン が複雑 で ある。

○ イ ンタrフ ェース の標 準 化 を一層 促進 す る必要 があ ろ う。 信頼 性 の 向上 。

2-1オ ペ レー シ ョン シス テム

○ オ ペ レー テ ィング シス テム に よるcpu使 用 率 が高 い(50～60%)。

○ 汎 用 オ ペ シスで あ るので、 特定 業 種 で見 た場 合 ロス が多 い。 さ りとて1企 業 で開発 、 メ ン

テは や る力 がない。OSが 大 きい とオ ーバ ー ヘ ッ ド、 コア等ユ ーザー が こま る。

○ 機 能 の充 実(オ ペ レー タ介 在 の減 少)と オ ーバ ーヘ ッ ドの縮 少。
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00Sに も種 々問 題 点 が発 生 す る。 又、OSの 使 用 す るメモ リーマ ップは 太 き過 ぎ る。

○ もつ と効率 の よい もの にす る必 要 が ある。

○ 昔 に比 較 す ればOSは 安 定 して い るが未 だOSに よる システ ム ダ ウ ンは多 い。OSが 大 き

くな りす ぎてそ れ を管 理 す る人 が多 く必 要 とな つて い る。

・○ メー カー の方針 どお りに グ レー ド ・ア ップ し なけれ ば取 残 され、 将 来 メ ンテナ ンス され な

くな る恐 れが十 分 あ るが、 グ レー ド・ア ップの た めに は相 当 のユ ーザ ー負担 が必要 で あ る。

○ バ ー ジ ョン ・ア ップ と安 定性OSの バ ー ジ ョン ・ア ップは あ る程 度 はや む を得 ない が、
ユーザ に とつて必 らず しもな くて よい機 能 のバ ー ジ ョン ・ア ップ まで押 しつ け られ る こ と

があ る。 旧 バ ージ ョンの保 守 がで きない とい う理 由 か らで あ る。 ユ ーザ が困 るの はバ ージ

ョン ・ア ップが あ る と、 必 らず と い つて よい程、 メモ リ占有率 が 高 くな る こ と と、 虫 が い

くつ か出 る こと であ る。 新 ら しい機 能 を必要 と しな けれ ば、バ ー ジ ョ ン ・ア ップは不 要 な

こ とが多 く、・使 い こん だOSバ ー ジ ョ ンの方 が信頼 性 も高 い。

OVirtualMemory(仮 想 記 憶)を 導 入す る事 を考慮 してい る。 しか し、 概 念 的 には

非常 に 有効 で あるが、 現 実 には そ の処理 効率 面 で現状 よ りも向 上す る とい う保証 が無 い為

夫 だ検 討 中 で あ る。具 体 的 に は仮 想 メモ リー に対 応 す る同 じだけ の実 メモ リー が無 い と処

理速 度 が落 ち るのぞ盲 なーでが ε「三ず 懸念 。又 、現状 のOSと 実際 に比較 した資 料 が メ ご カー

に も無 い。

○ 便用HOST-COMPUTER間 のオペ レーテ ィ ングシス テ ムの完 全互換 性 の欠如 ・

○ 不 要 の ソフ トの削 除 が複 雑、 専 門 化要 員 。

○ 端 末 増加 す る時 変 更準 備 が大 変 で あ る。

○ 評価 が 困難 で あ る。 ユ ーザ で変 更 でき な い。

○ 現 在 、 当 社 はRJEとTSSの 処 理 を行 な って い る が、 現 在 のオ ペ レー テ ィ ング'シ ス テム

で はTSSの ハ ング ・ア ヅプ は、RJE、 バ ッチ のハ ングア ップに もつ なが る。 ま たTSS

は、 オペ レー シ ョ ン ・ミスが ハ ング ・ア ップに つな が りす ぎる。

○ バ ージ ョ ン ・ア ップの ため のテ ス トに、 人 手 と 日数 が か か りす ぎ るの で、 も つ と簡単 に バ
ージ ョ ン ・ア ップが で き るよ うに、 ソフ トウ ェアの 信頼性 を高 めた り、 テ ス トを容 易 にす

る ことは で きな い か。

○ 何 もか も夜 実行 せ ねば な らない プ ログ ラ ムが出 て困 って い る。'

2--2デ ー タベ ー ス管 理 プ ログ ラム

○ デ ータ ・ベ ース管 理 プ ログ ラムは、 デ ー タ量 に よ り、 イ ニ シャル セ ッ トに 時間 がかXり 過

ぎる。

○ デー タ'ベ ース の ロ ックとア ンロ ックの 間 に他 が待 た され る時 間 が長す ぎ る。

○ デ ータ ・ベ ース構 造 を設計 す る場合 、 業 務 面 か らの指 向 と、処 理効 率面 か らの指 向 とが相

反す る。 即 ち単－D/B間 でのTree構 造 で は縦 仕 → 下)へ のア クセ スは 問題 ない が、

複 数D/Bを 横 方 向 にア クセス しな け れ ばな らない 問い合 せ に答 える場 合、 処 理 速度 が非常

に遅 くな る。

○ オ ンライ ンプ ロ グ ラムがDB、 多重 ア ク セス制御 を行 ってい る(OSレ ベ ル'プ アイ ル管
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理 プ ログ ラムで はな い)為 別 のオ ン ライ ンプ ログ ラム とのDBの 共 有 が 出来 ない。 パ ラ メ
ータ言語 に な つてい る が、端 末 増 設等 で融 通性 に乏 しい。

○ 汎用 パ ッケ ー ジとは い つて もユ ーザ ーが組 まな けれ ば な らな い部分 が まだ 大 きい。

○ デ ィス ク等 の 新製 品 に対 し、 リフ トウェ ア開発 が遅 れぎみ で あ る こ と。'

○ オ ンライ ン関 係 の専 任者(専 門家)が 必要 で ある。

○ 実用 的 な性 能 に欠 け る。

○ 使用 可能 パ ッケージ甚 だ少 な し。

OVSAM関 係 の トラ ブル。

○ パ フ ォーマ ンス ・ア ップ

2-5通 信 制 御 プ ログ ラム

○ 最 近 メ ー カー側 か ら提 供 され る ソフ トも相 当な機 能が付 加 され、 レベ ル ア ップ されて きて

い るが、 反 面 相 当 な コ アー を使用 す る ため、 メモ リーが割 り安 に なつ て来 た とは い え、 ユ
ーザ 負担 に な つて来 て い るのは良 くない

。

ONCPが 複 雑 に な つて来 た。(ト ラブル時解 析 に時 間 が かNる)

○ ユ ーザ を簡 単 に変 更 で きない。

○ シス テ ム変 更 が容易 に で き ない。(デ バ ッ'ク時間帯 も含 む)

○ 異機 種 間 を対 象 に した デ ー タ通信 及 び網 間接 続 を可能 な ら しめ る汎 用 的 な通 信 制御 プ ログ

ラムが ない。 個別 に作成 せ ざ る を得 な い。

○ 通 信制 御 手順 の標 準 化 をは か り、 メー カが違 うホ ス ト端 末 の収容 が簡 単 に で き る よ うに考

えるべ き では ない か。 現状 の ま までは ユー ザ ーは余計 な コス トを負担 しな け れば な らない。

○ ユ ーザ ー負担 が大 きい。 一 定 の基 準 の下 で の サ ー ビスが欲 しい。 通信 制 御 は ユ ーザ ーに と

りブ ラ ックボ ックス的存 在 で よい。

○ 他 社 系統(提 携 を除 く)端 末 機 の接 続 にっ い て、 ホス トコ ン ピュー タ ー メー カ ー主導 では

な く、 テ ー ブル追 加程 度 で可 能 な ソフ トウ エアー の開発 。

○ 回線 は増 減 等単純 な こ とに メ ンテ ナ ンス作業 が かか りす ぎ る。

同上、 運 用 開始 後4年 を経 た が、 業 務 別 デー タボ リュ ーム等 が変 動 してい るのに、 適 切 な

メンテナ ンス が施 され てい な いた め、 必要 以上 に メモ リー を食 って しまって い る。

○ 通 信制 御 プ ロは、 テ レ ックス デー ター の扱 い にっ いて問題 点 が多 い。

○ 集 線装 置経 由 にお い て、 異速 度端 末、 異 機種 端 末 の伝送 制御 機能 が う ま く分担 され て いな

いo

OOSの 関 係 で端末 機 が く く りつけ に な つて いる。

OCPUメ ー カー ま たは系 列 ・提 携 会社 以 外 の端 末機 を接続 す るこ とが至 難 で ある。 また通
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○

○

○

○

○

信制御 ソフ トの標 準 化 が進 ん でい ない た め、 多種 類 の端 末 を接 続 しに くい。

通信 制御 プ ログラ ムが数 種類 あ り無駄 が 多 い。

汎用 プロ グ ラム と専用 プ ロ グラム の分化 。

不親 切 なエ ラー ◆メ ッセ ージ。

通信 制御 手順 の標 準 化 に よ つて機 器変 更 を容易 にす る必要 が あ る。

通信 制御 方 式 の簡 易 化、 又 は統 一 。

2-4ア プ リケー シ ョン プ ログ ラム

○ 大規 模 な シ ステ ム を作 り上 げ て しま うと、'担当者 の人事 ローテ ー シ ョンをは か りな が ら シ

ステ ム維持 要員 を確保 す るのが難 しい。

○ オ ンライ ン プロ グ ラム の保守 の面 で要員 とそ の能力 確保 。

○ メー カー に対 して、DB/DCを 使 用 す る有 効 な るオ ンライ ンア プ リケ ー シ ョン'プ ログラ
ム ・テ ス トユ ー テ ィ リテ ィの開 発 を要 求 してい る。

○ オ ンライ ン'ア プ リケー シ ョン'プ ログ ラム サポ ー ト ・ア プ リケー シ ョ ンの種 類 が少 な

いo

Oど ん なApPlicationに 対 しても使用 に耐 える良いPack旦geの 出現 を望む。

○ ニーズ が急 速 に変 わ りっ っあ り、 プ ログ ラム の修 正 が多 い。(社 内 の問題)

Ouserprogrom開 発 の 容易 性 向上 。

○ 現 在 の コ ン ピュー タ ー は まだ まだ操 作(含 むJCS)が 複 雑 で ある。 も つと簡 単 に使 え る

よ うに で き るは ず で あ る。

○ 障害 時(含 ハ ー ド障 害)の リラ ンル ーチ ンの標準 化 と能 力強 化 が望 まれ る。

3通 信 関 係(全 般)

○ 申込 後 回 線 開通 まで の 日数 を短縮 のこ と。 開 通 日は な るべ くユ ー ザ ーの希 望 日たあ わせ る
こ と。

○ 土 曜午後 、 休 日等 の開 通検 査 を実 施 の こ と。

○ 通 信局 に よ つて対 応 、 解釈 、 方式 、 方法 等 相違 が あ って戸惑 う こ とが多 い 。見 解 を統一 の

こ と。

○ 申込 か ら設 置 ま で に要 す る時間 が 長 い。

○ 申込 か ら回線 開通 ま での期 間 が な がす ぎ る。(1ケ 月 ぐ らい に な らない か?)

ONTTの 営 業 サ イ ドが現 状 のユ ー ザ ーへ のサ ー ビス状況(回 線 品 質、 保守 体制)に つ いて
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認 識 が少 なす ぎ る。

○ 計 算 セ ンタ ーの移 転 の場合 の よ うに、 一度 に多 数 の通 信 回線 を切 換 えな ければ な らな い場

合 の期 間 を短 縮 で きな いか。

○ デ ー タ通信 回線 の工 事 検査 に於 ける立 会 検会 と簡易 検 査 区 分 を廃 止 し
、 大手 ユ ー ザー に対して は

、 簡 易 検査 の みに して は如何。

公 社、 ユ ー ザー共 に労 力 の節 減 に な る。

5-1サ ー ビス 品 目

○ 愁 ご鴎 晶'て ・従来品目との差異についての明示が欲 ・い・ ㈱ ・D-1 ・D-

0300bps回 線 の提 供 を要 望す る。

09・6Kと48Kと の間 に相 応 の速度 のサ ー ビス が あ つ ても よい。

09600bpsか ら・4SOOObpsま で の間 に 、12000bpsや24000bpsが ほ しい
。

OD-1種 別 の4800、9600bps高 速 デー タ伝送 をサ ー ビス品 目 と して正式 に認 め て欲

しいo

O帯 域 使用 をD-7な どに も適 用 で き ない か。

○ 自営 モ デ ムで符 号電 送 のみ でD5規 格 、符 号 電送 の み と同一 のサ ー ビス品 目が ほ しい
。D1規格 を利 用 して符 号電 送

の み を使 って い るの が割 高。

○ 周 波数 帯域 の 伝送 保 証 して い る回線 で 高速 符 号 伝送 に規制 を加 えるの を解除 して欲 しい
。

○ 回線 の利 用 に対 し、 よ り一層 の 自由度 を期待 した い
。

○ 公衆 通信 回線 の認 可 が不 十分 。

○ 低 価格 、 高 品質 の デー タネ ッ ト網 の早 期 開発。

○ 公社 で開発 中 の新 デ ー タ網(回 線 交換 サ ー ビス、 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス)は 大都 市 中心 の

t語 誌1'われている力澗 に地方へも拡大し詮 国ベースで利用できるよ… 考慮

○ 曇繁 罐 嶽 議 塑 ぎ
、覧灘 ㌘織 鷲 ㌫ ・・(回線交

ODDXの 早期全国普及。高速回線で使用するモデムに時分割機能を付与
。

ODDX計 画実施をもう少 し明確にする。

○ デジタル通信網の強化と低価格化。

・KDD(額 霞 蒜 鶏 鶴 交馳V。NU、 に行,前 に
制度.サ ービ。、して

や る こ とが あ る よ うに 思 われ る。
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き一2回 線 品 質

OD-1回 線 を利 用 してい るが、D-1の 品 質 が冷 過 されて い る。

OD-1回 線 の通信 で レベル減 衰 が起 り通 信 リ トライが まれ に発 生す る こ とが ある。

OD-1規 格 回線使 用 時、 変 復調 装置 との 整合 がむ つ か しく、 ビ ッ ト誤 りが多発 す る場 合 が

ある。(と くに当社 ではD-1規 格 回線 は中継 回線 に使 用 してい るの で影響 が大 きい)

OD-1の 品質 を向上 して も らい た い。

○ 東 京.一 大阪 間 で トラブル発 生 が多 い。(D-1回 線)

04800bpsの モ デ ムに ス クラ ンブ ラー を内蔵 して欲 しい。 プ ロ グラム伝送 がで き ない。

○ 特 定 回線 を使用 してい るが、 地 域 毎 に品 質 の バ ラっ きが多 い。

○ 地 域的 にバ ラっ き が あ り、 老 朽 回 線 の早 期 改善 を希 望 す る。瞬 断 に対 す る原 因究 明 方法 の

確 立 と、 そ の他 障 害 原 因 の早 期 発 見 方法 。

○ ロー カル回線 の 品質 向 上 を希 望。

○ 地方 電話 局経 由の 回線 に ノ イズ が 多 く地 域 に よ りバ ラっ きが大 きい。

○ 回線 品質

地域 に ょり回線 品 質 の劣下 して い る所 が あ り、 ユ ーザ ー としての対 応 手段 がな い(例 千

葉 南方 面、 品川 方 面、 大 阪 南方 面)ま た瞬 断 も各方 面 で発 生 して い る。

○ 地 方 に よ り誤 り率 が高 い場合 が あ る。

○ 回線 品 質 一 テ レックス 回線 の 誤字、 取 り扱 いに 問題 点 が 多 い。

○ 回線品 質 は、 遠距 離 間 の接続 の場 合 の品質 向上 が望 まれ る。

○ 規格 以下 に つい ては、障 害 が ま まあ り、 更 に品質 向上 を期待 した い。

○ 概 ね基準 内 に ある が、瞬 断 の撲 滅 を要 望 す る。

OlO-8程 度 ま で レベ ル ア ップす る と ともに特 に高速 回線 の瞬 断 をな くす こ と。

○ 時 々瞬 断 あ り。

○ 夏 期 な どカ ミナ リ、 停 電 な どの電圧 の不 安定 要 因 に よ る回 線切 断、 回線 エ ラーな どあ る。

デ ータ精度 の低 下。

○ 毎 日基 準値 以上 の ビ ッ トエ ラー が発 生 しない 日はな い。

○ オ ン ライ ン処理 関係 障害 原 因 の うち で、 回線 異 常 に よる ものが比 較 的多 くみ られ るので、

特 に回線 品質 の 向上 が望 まれ る。

○ も う一 段 の品質 向上 を望 む。

○ 品質 確認 す る簡 便 な 方法、 安 価 な ツ ール。
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5-5技 術 基 準

○ 特定 通信 回線(D-1)、 公 衆通 信 回線 でセ ンター コ ンピ ュータ変 更 の場 合 の手 続後 変 更

審 査 が長 び きす ぎる。

○ 分岐 の制限 が厳 しす ぎ る。 又、 そ の品 質 との関係 が 問題。

04800bpsの 分岐 数o

O単 方 向通信 方 式(下bだ け で上 りは使 用 しない)の場合 、2線 式 の分岐 数 「2」 を4線 式同

様 「5」 まで として も らい たい。

公社 内部 に お ける技 術基 準 の徹 底 をはか つて も らいたい。

○ 分岐 条 件 が素 人 に解 り難 い。 申請 前 に確 認 で きる よ うな窓 口(TELで も良 い)が 欲 しい。

○ 下 り専 用 の単 方 向通 信 方 式 の場 合 、端 末側 の`PDI取 付 けは不 要 と思 わ れ る。

○ モデ ム等 の技 術水準 に合 せ た基 準 に して も
,らい たい(厳 しすぎる)。

○ 回線 の利 用 に対 し、 よ り一層 の 自由度 を期 待 したい。

o

5-4保 守

○ 公社内の回線管理方式(EX回 線管理Na)が 営業部門と保守部門では異なる。 しかも相
互連絡がないため、ユ ーザーサイ ドで二重管理する必要あ り。

○ 公社への回線障害窓 口が公社内の上位局/下 位局の設定によりユーザーとしては回線単位
に申告先を選択する必要がある為、申告先を一本化又はユーザーのセンター近辺に設定 し
てほしい。

○ 公社保守部門の回線測定機器が十分配置されておらず障害個所の切分けに相当の時間がか
かる。又、地区による保守技術の格差が大きい。

○ 回線障害時の応答が遅い。回線 と端末の切分けを公社側でも簡単にできるようにして欲 し
い。回線移設等でっまらない障害が多い。

○ 電電公社側のエラーの場合など、保守体制が十分でない、即時対応体制が不十分である。

○ 保守要員の技術 レベルの向上及び管理体制の強化が必要。

○ トラブルのときのNTTの 対応が非常に官僚的で技術面で各端末に相応の人を配置できな
い当社のような場合、そのコミュニケーション面で困難を感 じる。

○ 特にDI回 線にっいて公社は不親切。

○ 回線が悪いという証拠を示さねば全 く動いてくれない。

○ 障害申告の場合、公社担当者によつて対応が異なり何回も説明を強いられたり、テス トを求められたりする
。また回復までに長時間を要することが多く、自然復旧するケースも非

常に多い。
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○ 専用線 の障 害時 は④ 局 間 チ ェ ックで な く、 公社 が各 端 末 に 出向 きモ デ ムーモ デム間 で チ エ
ツクす べ き と考 え る。(ロ)又 、 この場合 、 実際 のデ ー タ符号 を乗 せ た状態 でチ ェ ックす る。

○ 近年 オ ン ライ ンの重 要 性 が ます ます 高 ま り、 中断 が 許 さ れな くな つてい るが、 公社 の保守

態勢 が 旧態 依然 と してお り、複 雑 な回線 切 り分 け を含 め たチ ェ ック をユ ー ザー に要 求 して

い るの で、 早 期 回 復 を困 難 に してい る。

○ 障害切 り分 け時 に お いて あ ま りに も役人 的 で あ る。 ユ ーザ ーに 入 り込 み ユー ザー と協 調 す

る姿勢 を望 む。

○ モ デ ムの 自営、 直 営 に拘 らず、 公 社責任 範 囲 をモ デ ム迄 含 め て欲 しい。

○ セ ンター側 か ら切 り分 ける ツ ール を使用 す る場 合、 業 務 処理 と並 行 して出来 ない。

○ 端 末、 回線 の トラブ ル切 り分 けに困 難 が多 く、 回 復 が長 時間 に わ た る。

○ 障害 時、 公 社 分、 自営 分 の区 別 が っ きに くい。 サ ー ビスが悪 い 。

○ 回線 ダ ウ ン(ノ イ ズ、 レベル 低下)に よる端 末 ダ ウ ンが長 い。

○ 高速度(4800以 上)公 衆 通 信 回線 の サポ ー トが必 要。

○ 高速 回線(13規 格 等)の 障害 発 生時 の保 守 に っ いて特 に万 全の 体 制 を望 む。

○ 回線 工 事 ミスに よる長 時 間 オ ンライ ンダ ウ ンをな くす よ う、 末 端 の技 術 水 準向上 を望 む。

○ ビ ッ トエ ラ ーの測 定器 す ら持 ってい ない。雑 音 が は い つて い て も1分 間 ぐらい聞 いた だ け

で はい つてい ませ ん と答 えて くる。

○ 障 害発 生 か ら復 旧 まで 時間 が か か るこ とが多 い。 モ デ ム の ラ ン ピ切 れが 多発。

○ 回線 障害 に対 して、 も っ と迅 速 な保守 を望 む。

○ 保守 一 勤務 形 態 が違 うとき、 ど うしよ うもな い。 保 守 体制 は よ くない(時 間が かNる)。

○ 保守 時 間 が長 い、 原 因不 明 が多 い。

○ 障害 申請 ①TESTOKで 戻 っ た時 、 状態 が回 復 して も原 因 が解 らない時 が 多 い。

② 一 時 的 トラ ブル が頻発す る時、 デー タ レコ ーダ に よる記録 を要求 され るこ

とが あ る。

③ 耳(イ ヤー ホー ン)で 聞 える雑 音 除 去 に っ いて、 ペ ンデ ィ ングの ままで あ

るo

④D-1に っ いては、 回線 品質 の問 題 も あ り、 障 害 処理 が不親 切 で ある。

○ 回線障 害 の復 旧 に 時間 がか か りす ぎ る。 通常 で2時 間 以上 はか かる。 ま た、17時 以降、

土曜 日の12時 以 降 は保 守体 制 が で きて いな い。

技 術員 の個 々の レベ ル に も相 当差 が ある。

○ 回線開 設工 事、 開 通 検査 な ど公 社 の作業 を土曜 、休 日に も行 っ てほ しい。

○ 回線 の保 守 可能 時 間 は 実際 は9.OO～15.OO位 迄 で あ り、 それ 以後 は布 設 区間 に よつて ほ と

ん ど翌 日まわ しが多 い 。(ト ラブル の解 決 が1日 単 位 とな つて しま う)
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○ 長時間稼動のリアルタイムシステムに対する配慮を望む。

○ 原因不明の瞬断が多 く発生する。

○ オンラインサービス中は、保守体制を確保する必要がある。(土 曜日、16時 過 ぎ)

○ 土曜日の利用を拡大して欲 しい。

○ 業務上営業時間中のみの保守では将来 ともに問題あるオンラインタイム外の保守を可能 と
されたい。

○ ユーザーの希望に合った保守サービスの供給体制(夜 間、土曜、 日曜の対応)

○ ある日回線が止まったので問い合わせると中継局が指定した日以外に電話工事をしていた
ことがあつたo

O公 社内部の工事にょる障害、回線借用が比較的多く事前の連絡が不親切。

○

○

○

○

回線借用にっいては連絡が密であるが、工事後の点検 ・確認を確実に実施 してもらいたい。

回線使用事(平 日8:30・vl8:00)に 回線借用を申込まれる場合が多く、顧客対策に困

る。障害時、回復時間の縮少を望む。

地域格差の縮少化。計画停電は夜間にして欲 しい。

電算磯間を結ぶ回線の事前保守は極めて慎重に実施 し、万全を期してほしい。

3-5料 金 体 系

○ 専 用 料金 の 改定 理 由 の ひ とっ に通 話 料 との均 衡 維持 が あげ られて い て、 おお むね100分

相 当 と して い るが、 この理 由の 必然性 が よ くわ か らない。 専用 回線 お よび符 号 品 目の利 用

目的 か ら して も一般 の通 話 とは異 な るわ けで あ り、 む しろ情報 処理 にお け るオ ン ライ ン ・

デ ー タ伝 送 の普及 を考 えて料 金 は安 くす るべ きで あ る。端 末 は よい も のが出 て価格 も安 く

な つて き てい るの に、 回線 料 金 が平均 で43%も 上 昇 す る のでは、 オ ンライ ンシス テム化

を阻 害 す る ことに もな りかね な い。

○ 当初予 測 した料 金 よ り、 実利用 料 は 高 く、 オ ンライ ンシステ ム を割 り高 に してい る。 この

こ とは単 に 伝送 効率 か ら来 る問題 で もあ るが、 通常 の基 準料 金 よ り割 り安 に 出来 な いか。

大 きな ネ ッ トワー クシス テ ム を設 計 す る場 合、 速度 を高 め る と端 末 が高 価 に な りむつ か し

いo

Oい ろい ろ な機 器 を複 合 化 した回 線 の利 用 を 自由に使 用 で き るよ うに してほ しい。(一 定 の

保守 条 件 さえ満 た してい れば、 回 線 の利 用 方 法 の制 約 が ない よ うな方法 を望 む)

○ 今 後 の料 金 値 上 げ にっ い ては、 ユ ーザ ー側 の意 向 を十分 吸収 して慎 重 な配慮 を望 む。

○ 料 金 体系 は維持 し、 従 来 の費用 比較 が逆 転 しな い よ うに配慮 す べ きだ。.

ONTT、KDDと も回 線料 が高 い。NTTは 特 に遠距 離 が高 い。
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○ 黒字 で あ るのに 回線料 を上げ る(KDD)と か、 デー タ通 信 サ ー ビスめ 中に赤 字 の コ ン ピ
ュー タサ ー ビス と黒 字 の回線 サ ー ビス が あ る等 料 金 決定 に対 して ア ンフ ェアで あ る。

○ 音声 級 国 際回線 の料 金体 系 が53年4月1日 よ り改 訂 され るが、 従 来 と同 じ回 線(品 質 ・

技 術基 準 等)で あ りなが ら伝送 速度 に よ り10%、20%upの 料 金差 を設 定 す るのは納

得 でき ない。

○ 短 距離 区 間(0～60KM)で の1規 格 回線 とD-1回 線 の 費用 は・ 大容量 で借 りQI規

格回線 を安 くす べ き で ある。(現 行 はD-1回 線 の方 が安 い)

○ 符号 品 目の分離 は改悪 。

○ 距離 段階 数 が まだ多 い。

○ 遠 隔地 料 金 が高 い。

○ 遠 距離 料 金 の低減 を切 望す る。

○ 専用線 料 金 体系 と料 金 水準 に っい ては距 離 段階 め廃 止又 は 引下 げ を望 む。(デ 一夕符 号 の

み に限 って も良い)

○ 遠距 離 が 高す ぎる、D-1、D-1Sが 高 す ぎ る。

○ 遠 隔地 の 割安 化 を して 欲 しい。

OD-5、D-7等 を利 用 して い るが、 モ デ ム使用 料 金 が高 い と考 える。

○ 符号 品 目適 用 して もMODEM保 守 料 の値上 げ 幅 大 きす ぎ る。

○ 特定 回線 の大 口利 用者 に対 す る割 引制度 を適 用 す る ことに よつ て利 用拡 大 を図 り易 くす べ

きで あ る。

○ 符 号 伝送単 独 使用 のD-1ユ ーザ ー と して、 帯 域 品 目分 離 建 料金 制度 は承服 で き ない。

OD1規 格 回線 の うち、 専 ら符 号 伝送 の み に使用 す る もの にっい て は、D5、D7、D9等
・ の場合 と同様 に混 合 使 用料相 当分 を控 除 した料 金制 度 を作 るべ きであ る。

OD-1とD-1Sの 区別 を止 め てD-1Sレ ベル に統 一 して欲 しい。

○ 公平 に み て高 い。 薄利 多 売方 式 の料 金 体系 にす べ し。

○ 帯域 品 目 と符号 品 目の料 金差 が あ りすぎ る。(1200bps、2400bps)

○ 符 号品 目 よ りも帯 域 品 目が高価 に な つて い く傾 向に あ り、 これ は情 報処 理業 者 へ の締 めつ

けで あ る。

○ 公 衆通 信 回線 に於 い て、 土 曜、 日曜、 祭 日等 の 割引料 金 を検討 して欲 しい。

○ 回線 が悪 い とき に値 引す らして くれ ない。

5-6料 金 水 準

○ ハ ー ドウ エアは安 くな つてい るので 、合 理 化 を計 り、 人 件費 の ウエ イ トを低 くす るこ と。

-46一



○ 合 理化、 新 技 術 の導 入 に よる料金 水 準 の 低下 を望 む。

○ 黒 字経 営 に もかか わ らず 料金 値上 げ を行 う こ とは避 け てほ しい。DDX、KDDのVENUS

まどが今 後運 用 実用 化 を計画 されて い るが、 実施 に 当 た り料 金算定 な どユ ーザ ー側 の意 向

を十分 吸収 す る こ と。

○ 料金 が高 く、 独 占価 格 で あ る こ とに問題 が あ る。

○ 回線 料、 設 備料 が も つ と安 けれ ば利 度 用 度 が上 る。

04月 か ら実 施予 定 の料 金改 定 は承 服 しが た い。 現 行 で も諸 外国 に比 して高額 で あ り、 中遠

距 離 にっ いて は む しろ値 下 げす べ きで あ る。

○ 特 定通 信 回線 料金 の'534/1か らの値 上 げ が、 シス テム の採算性 に 重 大 な影響 を与 えて

い る。

○ 高価 で あ る。 今後 も値 上 げ が続 けば オ ンライ ン化へ の ブ レーキ とな る こ とは確 実 で ある。

○ 料 金 が非 常 に高 す ぎ る。情 報 化社 会 の発 展 の ため には も つ と低価格 にす べ きで、 そ れに よ

り使 用量 も増加 し、 技 術革 新 と ともに採 算 は とれ るは ずで あ る。

○ 米国 。HKG側 料 金 と比 較 し・ 日本側 料 金 が1・8倍 高 くな つてv}る 。値 下 げ をす べ きで あ

るo

O計 算 機使 用 コス トに 占め る費 用 と して、 比率 に関 して考 慮 す べ きで あ る。

OD-1回 線 の利用 を進 め て きた が53/4か らの値上 げ}とよ り、 回線 料 がが な り増額 に な る。

現在 で もマ ルチ ドロ ップ、 回線 分割 な どの工 夫 を して い るが、 今後 回線 を増設 す る際 よ り

以上 の工夫 が必 要 とな り、 ユ ーザ ー への イ ンパ ク トは大 きい。'

○ 専 用線 の料 金は総 体的 に高 い。 引 き下 げ を望 む。

○ 利用 度 が上 ってい るに も かか わ らず依 然高 い。

○ 相 対的 に高 い。

○ 欧 米諸 国 と比較 す る と料 金 が 高 い。

○ 黒 字部 門 で あ るに も かか わ らず、 料 金水準 が 高 す ぎ る。

○ 回線 利 用率 の値上 げ に不 満 であ る。

○ 専用 回線 の黒 字値 上 げ は納 得 で き ない。

○ 回線利 用 料金 は、 体 系、 水 準 と もに高価 であ る との印象 が 強 い。

○ 近 い将 来、 わが国 も欧 米 並み の 高度 情報 化 社会 の到来 が予想 され るが、 そ の実 現 に 当 って

は、 現 行1社 独 占に よ る回線 利用 料 金体 系 及 び水準 が大 きな ネ ック とな ろ う。

○ 電 々公 社 の サ ー ビス面 で も、 優 良情 報 サ ー ビス等 を育成 す る観点 か ら節度 あ る価 格政策 を

希 望 す る。
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4回 線 提 供 条 件(全 般)

○ ユーザー側の希望に応 じて、自由度を期待 したい。

○ いずれも法制上の緩和 を望みたい。

〇 一層の緩和を望む。

○ 左記の全ての制限条件を撤廃 し、回線開放 をすべきである。

○ 全般的に規制が強過ぎる。制限緩和を促進すべき。

○ 回線提供条件にっいて、法制上の問題もあるが、資源の効率的利用の観点から形式でない
実質的な運用を希望する。

特に、 コンピュータネットワークなど情報資源の共同利用を推進するためには、回線利用
にっいて、ある程度弾力的な運用が望まれ る。

○ 情報サービス業にとっては現在の回線提供条件に対 して極めて不満で、回線使用め自由化、
条件の緩和を望む。電電公社のデータ通信サービスと同一条件にすべきである。

現行法規は余 りにも制限条件が多過ぎるように思う。○
最低限のデータ、及びプライバシーの保護がなされれば、ある程度現行の制限条件を撤廃
してもよいのではないか。

○ 非常に制約が大きい。単なる交換機能以外の利用形態では原則 として、共同、他人使用の
各種条件を廃止すべきだ。

〇 一歩譲って現行の公衆法の基本を認めた上でも(公 社、会社の通信独占)制 限が厳しすぎ
る。情報処理業が付帯的に通信を行うのと、第2電 電公社やVAN(パ ケット網、VEN-
US)と は本質的に異なる。このことは現法思想の前提でもや り方があるはずである。

更に、独占エリアの通信業務 と自由競争のデータ処理を一元化 して公社が行うということ
は、現法自身が独禁法違反ではないだろうか。まして公社の収支は、赤字のデータ処理と
黒字の回線貸業がデータ通信 とい うことで一本になってお り、 その内容があまり明らかに
されてない。

○ 最近KDDに よるVENUSが 米国VAN等 と接続されることが検討されている。
米国は回線の制約は殆んど無く、民間のネットワーク指向が十分に熟しているが、我が国
では10年 にわた り回線が規制され続けてお りオ ンライン指向のレベルが低い。

この状態のままでKDDに より単純に回線を接続するということはKDDの 独断以外の何

ものでもない。それ以前に制度的に十分手を打たなければならない。
公社会社メーカー中心の情報化の発達はそれなりに意味がある。 しかし真の発展はコンピ
ュータ/通 信のユーザの展開なくしてはあ り得ない。現状の法律、その運用では情報処理

の未来は暗い。

○ 公衆通信回線における 「接続機器」の取扱い中に、電子計算機 を認めて欲 しい。 ミニコン(対電電公社)
ビュータを端末と認めるなら、一般大型電子計算機 も含めるべきである。

○ 国際デーテル回線で海外では電子計算機の接続が認められているが、'日本側ではその接続
が認められていない。これを認めて欲 しい。(対 国際電電)

○ 認可申請に際 して審査期間の短縮、手続きの簡素化を図って欲 しい。

○ 申請書が面倒な上、制約のため、わざわざ利用制限 となっている。
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○ 回線申請時(電 電公社)の 事務手続の簡略化を希望する。

○ 右 図 の様 な ケ ース の場 合 認 可 して も

よい と思 わ れ る。A社 はB社 の

Conputerを っ か つ て 自社 の 業務

を行 う。

東 京 の フ ァイ ルにA社 の東 京/大 阪

か らの トランザ ク シ ョ ンを処理 して

格納 し、 必 要 に応 じて引 き だ しrefer

した り、 端 末 へ の出 力 を行 う。 この

際 現 行の 規程 にふ れ るの は、A社 東

京 か らの入 力 が(形 態 をか えて)A社

大阪 へ 出力 され るこ と と、 メ ッセ ー

ジの交換 に利用 され る こ とで ある。

A社 とB社 は共 同利 用 の条件 をみ た

していな いo

A社 東京 支店 A社 大 阪 支 店

A社 の た めの フ ァ イ ル

東

京

大

阪

○ 次の形態の使用を認めてほしい。

同一共 業 グル ー プ

計算 セ ン ター

RJE/TSS端 末 自社 セ ン タ ー
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○ 本県 は近 い将来 、 次 の よ うなオ ンラ イ ン シス テム を考 えてい るが、 現行 制度 では個 別認

可 とな る見 込 で あ る。 この よ うな利 用形態 は、 今後他 所 で も考 え られ る と思 わ れ るので情

報処理 産 業振 興 の面 か ら も基 準認 可 と され るこ とが望 ま しい。

(対象 業務:自 動 車 税納 税照 会)

53年10月

実 施

民 間 計 等

セ ン タ ー

数年後 に実 施

一

の

タン

県

セ算

本

計

場 プ∠コ
!/

,づ,_.{=ニ コ

○ インテ リジ ェ ン トタ ー ミナル の扱 い→

ミニ コンを利 用 した 集 線 システ ム

インテ リジェン ト

ターミナル一
会 社 会社
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○ 通信交換禁止条件がある為、当社の現在のオンライン業務、また今後の開発にも困難な制
御が必要 とされる。

4-1共 同 使 用

○ 特定条件 を定めないで、共同使用は全そ認めてほしい。

○ 共同利用の 「基準認可の条件」における 「業務上の関係による基準」の項目に 「運輸業及
び倉庫業における業者 と利用者相互間」を追加 してほしい。

○ 共用出資会社は共同利用にしてほしい。

○ 共同使用に関する業務上の関係を証明する書式、サンプル等が少 く、不明確である。積極
的にデータ伝送利用を奨励するためにも、関連会社、子会社にっいては、資本関係(持 株
比率等)の みで可能にする等認可基準の運用面での配慮が希ましい。 、

○ 同系会社などの制限を撤廃 して欲 しい。

○ 条件が厳 しすぎる。

○ 基準認可の条件の大巾な拡大を望む。

○ 共同使用の認可基準がある特定の利用形態に限られており、この為、幅広い端末利用が不

可能。

○ 共同使用にし、低価格化が望ましいが、高 トラヒック時のレスポ ンスタイムの保証とデー
タ盗聴防止の技術的保証がないと不安である。

○ 共同使用関係にあるシステムを情報処理サービス業が受託運用できること。(あ たかも共

同使用の1メ ンバーの如 くに)

4--2他 人 使 用

○ オ ンライ ンシス テ ム との結 合 拡 大 が進 む現状 で は、 原 則 と して 自由 に考 えるべ きで ない か。

○ 現行 の 規 制策(認 可基 準、 利 用 制限)が ユ ーザ ーに とつて必要 なデ ータ の流 れ を阻 ん でお

り、 利 用 者 の意 欲 低下 とな つてい る。

○ 物 流 シス テ ムの オ ンライ ン化 が 普及 す る にっ れ て、 他 人使用 の必要 性 が高 ま ってい くが、

現 行 の デ ータ通 信規 則 は、 こ の点 に関 して不 明確 で わ か りに くい。

○ 計 算 セ ンター間 の コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの形 成 を阻害 す る条件 で あ る。

○ 他 人使 用 に関 して、 一般 ユ ーザ ー(計 算 セ ンタ ー経 営 を本業 としな いユー ザ ー)が 、 単 に

オ ン ライ ン業務 を受 託 で き るか ど うか不 明確 であ る。又、1-1規 格 等、 数 社 共同 で の利
用 の道 が あ つて も良い と思 う。

○ 手続 が 複雑 。.

○[Pt-一{ニ コ が可能でいつれか一方のcpuで 処理があ
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れば他 方 のcpuで は メ ッセ ージ通 信 で も良 い こ と。

4-5相 互 接 続

○ 公 衆 回線 と特定 回線 の混用 に お いて、 制約 あ り、 シ ステ ムデ ザイ ン上甚 だ不 自由。

○ 構内交換器と計算機の結合、公社回線 と構内回線の接続。

○ 郵政大臣の個別認可制度をやめてほ しい。

○ 郵政大臣個別認可の撤廃。

○'認 可 条件 の緩和 が望 まれ る。

○ 相互 接続 にっ い ては、 ダメな ケース を示 す規 制 だ けで な く、 接続 す る場合 の ハ ー ド、 ソフ

トの ある べ き形(チ ェ ック等)を 例 示 して欲 しい。

○ 相互接続の場合、認可が下りるまで相当期間 を要 し、計画が立てにくい。また、申請書類お
よび手続きが複雑である。また郵政大臣の認可を必要とする理由が不明確である。

○ 当社 の リー ス オ ンライ ン開 発 時 に、 ユ ー ザ ー側 が 回線 申込 しよ う とした とき、 期 間 の 問

題 が あ り、 ユ ーザー の 要望 を受 い れ られ な か つた。

今後 の問題 もあ り、 手続 き等 を容易 に して ほ しい。

○ 相互接続の認可申請の手続きが煩雑である。

4-4メ ッセー ジ通 信

○ シス テ ムが電 算機 処 理 を前提 と して い る以上 、 あ る部 分事 象 の形態 が メ ッセ ー ジ通信 に あ

た る と して もそれ を禁 止 す るのは、 今 後 のオ ンライ ン処理 の傾 向か らみ て きび しす ぎる と

思 う。 問 い合 せ、 情 報検 索、 デ ータ'ベ ー ス管 理等 では メ ッセ ージ通信 に相 当す る部分 も

あ るが そ れは あ く まで も電 算機 処理 に よ り蓄 積 され た フ ァイル の利 用 形態 の ひ とっ で あ り

単 な る メ ッセ ージ通 信 とは異 質 の もの で ある。

○ 業 務 遂行 の上 で計算 は いかに少 な い か を認識 す べき、 今 や計 算 す る こ とよ りプ アイ ル操 作

とな つてい る ことに気 付 くべ きで あ る。 又、 電話料 の低下 にっ い ては別途 対 策 を考 え るべ

きで ある。

○ メ ッセ ー ジ通信 の禁 止 は、 シス テ ムの運 用上 、 オ ンライ ンセ ンタ ー と して の業務 拡張 上 非

常 に きつい 制限 事項 とな つて お り、TOTALシ ス テ ム的 観点 か らも無駄 が多 くな つて し

ま つてい るo'

○ オ ンラ イ ン網 の拡 大 が進 む現 状 で あ り、 利 用 形態 が多 種 に わ た つて きてい る の で現実 の 問

題 と して メ ッセージ通 信 のみ を除 外 す る考 えは 再検討 す べ きでな いか。

○ デ ー タ伝送 に関係 す る メ ッセ ージ通 信 は認 め る こ と。

○ 共 同使用 者 間 での 情 報交 換(メ ッセ ー ジ通 信)が 禁 止 され て い るので、 通信 手段 が あ るに

も か かわ らず 他 の通 信手段(電 話 、 テ レッ クス)を 使用 せ ざる を得 な くな る。

○ 制 限緩和 ① デ ー タ処理 が主 で メ ッセ ージ通 信 が従 で ある システ ムは 「デ ー タ処理 」 シ ス
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○

○

○

○

テ ム と して扱 い規 制 しない。

② 「為 替」 は金 融機 関 のみが 営む もの であ るか ら、 一般 的な 「他 人 の通 信 の媒

介」 に含 め るべ きも のでは ない。

コン ピュー タ ・ネ ッ トワ ークに お け るノ ー ドでの メ ッセ ージ交換 を認 め る方 向 での検討 を

急 い で ほ しい。

実情 に合 わせ た制 限 緩和 。

メ ッセー ジ通信 を禁 止 してい る現 状 では もつ と通信 費 を安 くす べき。値 上 げ等、 も つて の

ほか!

当社 は メ ッセー ジ通 信 の み使 用 してい るが、 共 同使用、 他人使 用 を計画 して い ないの で問

題 がない 。

5情 報 化 基 盤

5-1各 種 標 準化

○ 標 準化 に っ いて は、 標 準 化 委 員 を設 け、 鋭 意 各種標 準 化 に取組 ん で い る尽 標 準 化分野 が

多 く、 徐 々に改善 さ れ てい る もの の、 問題 点 も多い。.

○ 多 種 の標 準 化、 特 に オ ンライ ン関 係 の ソフ トウ ェア、 回線 制御 方 式 な ど多岐 にわ た る標 準

化 の推 進 が強 く望 まれ る。

○ 総 合商 社 とい う業 務 の 性 格上 、 そ の営業 活動 は 非常 に多 岐 に渡 り、 従 って そ の システ ム化

にお け る標準 化 は、 コ ー ド、 帳表 様 式 は勿論 の事 、 そ の他様 々な要 素 か ら非常 に困難 な問

題 で全 て のシ ステ ム で論 議 の対 象 に な つてい る。

○ 親会 社 との標 準化 に於 いて、 従 来現 地 ベ ース で規定 開発 して来 た関 係上 、一 貫 性 を欠 く点

が あ り、 これ の切 り変 えが必 要 で ある。

OJISで 規定 してい ない 細部 で各社 ま ちま ちで あ り、機 種変 更 や他 社 とのデ ー タ交換 でネ

ック とな る。

○ 標準 化 に よる作業 効率 向上 に対 す る具 体 的実施 策 が行 いに くい。

○ 標準 化 は も つと強 力 に進 め る必 要 あ り。特 に回線 制御 手順 。

○

○

○

○

5.1.fコ ー ド

特 に異 業種 間 の標 準化 。

JISコ ー ドの設 定範 囲 を拡大 す るか、 業界 コー ドの設 定 が希 ま しい。(指 導 性 を発揮 す

る機 関)

コー ドは、 通 信 回線 方 式 が メ ーカ ーに よ つて違 うため、 システ ム 開発 に時 間 が か 」る。

電算機 の機 種 に よ つて 、使 用 す る内部 コー ドが 異 な る こ と。
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5.1.2帳 票 様 式.'」 ゴパ1'El'S-∴ 完 一・・、パ ∈:

敷 ㍉パe・め ノ"1㌧ 公 凸 ぎ● 一.:・ ・∴∫・・ぷ 丁《:N.J'□'1∴・:、.⊂:玉1ぽ;ご1↓・i・く}三ノL∵-㌔ 、1:.:;

○ コ ー ド統 一 化 を 図 り異 機 種 間 の デ ー タ 交 換 ～を容 易 埼 案 る。c～,・ば:こ,,や

ゴ◎ ・♪査 業 間 デ ∋ タ変 換 に際 しs－社 内 コ、t't,ドか らの 変 換 は混PP処 理 上 大 き な 負 担 範 あ ゑ 。,:)

〆}.J'レ 、'cτ ・'～

」:.㌦'lir"L;、 ・.'vL-一

〇 個別企 業間 で の コー ドの統 一 化 が望 まれ る。

。 伝送上,単位。一,を使用。てい砥 計算機 が8単パ 舗 喜 ぶ 富 め統ぶ
c・ い ・必 要 。㌣ ・::1=:・.:':・:'・'1・・::・i三三 言=詩 吉t・::・ 費 ℃ ・∫.IIgi'r`,三弓.1＼ 」二、'ご る 三 ユs't

'・
・ご、三二

〇JIS、ASCCI、EBCDICと コ ー ド種 類 が 多 い 、 統 一 で き な い か 。

把 ラ'(・ ・.三～'.1＼;、:t'1・:・ll・i・り}・ 、・.る㍉,:1そ 三∵三・・…こ.1・ ㌧:s・ ・;"rJ[∴ 豆}一〉 ③ 、-i・t;i:こ、∀一・ト ・tt、 ㌻:ll:迭

○ 旧 式 の026と029コ ー ドが 併 存 し 、 利 用 者 を 統 一 す る の が 困 難 。,∴ 、,、二r,

○ コ ー ドコ ンバ ー ト等 に プ ロ グ ラ ム 負 荷 が か か る 。

○ オ ン ラ イ ン 制 御 、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 下 の 制 御 コ ー ドの 標 準 化 欠 如 。

○ 背 番 号 な ど 強 力 に 推 進 す べ き で あ る 。 当 芸 轟:言 言.,

○ コ ー ドの 標 準 化 は 必 要 で あ る が 、 時 期 を 失 し た 面 が あ り 無 理 で あ ゑ 忠 言 手 芸1_t:t

ジざα讐曇藷籍謹言纏縫藷毒毒勘重
態を論 賛着滅這轟誌1㌻'ix:

繰 ㌶ ㌶ 議 ㌶艦 齢 帳票繍 ぷ 過ξ璽 煕 鷺ζ興 思

ナ ○ ・・:百貨 店 統r及 び チ'1.'f-.ン ス:.ト7統 ■伝 票 の様 式 の統 一 は 図.1らaて い る・も の;き 記 載 方 法 が

1'i;...':s統熱 ぷ'6's:s'ぷ ○
.≡ ∵ 攣 ご㌶:ぎ 誓 言il

O国 家 機 関 、公共 団 体 へ の提 出 レポ ー トの統 一 化。

・6法 ご あ纏 縫 魎 ξ:遠濠
の:㌶違,タ醒 揃 ま議 壷 ぎ識 ・・

現 状 で、 最 も障 害 と な るの は、 各種 帳票 の様 式 が コ ン ピュー タ向 きで ない こ どで ある。 コ
ー .ド体系 と も関連 ・し芯 これ 一6の全 て・ρ様 式 につ恥 ては官 公 庁 基準Z)よ う ～見もQ .LiS定 す る

こ とが必 要 で ない か。 .ゴ.、

○ 種 々 の帳 票 を作成 す6.と:端 末 で¢)]帳票 取換嵐 作 業 が問題 省 魯 るlg業iば:; .:

○ 社 内で の統 一 規格 化 な どが遅 れ苦 いゑ6壱 ■ 〔、ご二1∴:パ 主 ご1,・t・S::L.t,,;::.ご考㌧i 、二

5.1.5プ ロ グ ラ ム 言 語.i_⊆lf 、、i}

○ コ ンパイ ラー言語 、 ア セ ン ブラー言語 とも、 プ ア ミ リ イ機 種 随 兵 も審 金 套熟 担 曇れ てき・な

い 〇

二葛…:ジ:二習
。謙 ご〕富 じ識 滅 亡だ訪 副 だ 瀧 歪雇主 淫恥 ㍍るよ

よ うに してほ しい 。

δジ』潟 這忌 違 醜語6注OLごFδ 亘遠 浅 訪 三とぷ な、砂 。ず
っ 記 述方 式 ヵ邉 亘 た め問題 点 舷な るo:ie二:

.⊃1バ:㌦ 己控 二～ ◎

○ メー カー はJIS+aの 十αを強 調す る傾 向 が あ るが、 これは 事 実上標 準化 を否定 してい る。
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通信規約・1/oデ ・ミイス・メモ! .醸 どρ㌘ ㌘ ご1矯 の難 化を望む・

ρ・爆 ・謝 測 張機能裸 熟 ξ鰍 姪 焦 諦 ま全てJIS規格で統"す

OCOBOL・PC/1・ アF、4,7婚 星騨 ・:ρ・宇 匂 ∫ 異 な る のが こまる・

ジqば 特 別 な 変 更作 業 な し「奪1自由 に異 機 種間 で 口使 用p.:,..,,.:..:三

〇 特に小型、大型間の互換性。

'b':b岳
端燕 舟 る語 ぼヌ'一力:二酬 砧6泣 サ、p迦 換性、 。一デ,。 グ技術習

得 に問 題 あ り。

○ 現 時 点で デ_タ ベ_ス を使用 す る と、 メ モ リ_G美 童 バ δ、・仕様 及 び機 能 不足 でフ ァイ ル

設 計、 プ ログ ラ ミング も大型 で メ リッ トが な い。

○ も つ と自然語 に近 い高 級 言語 の開発 を期 待 したい。

○ 新 しい時代にて!チ じた三孝iを開発事べきであ廊 ㌔1.☆ 二.

○ オンライン用端末機㌘7週 警醒M媒 ・㌍ 蛾慣 担を大きくしている・

OSP法 等 に対 し利 用者 の生産 性 向上 に対 す る関心希 薄。,;.,:・"

5-2磁 気 テ ー プ の互 換 性

○ 磁気 テ ー プQillge.性 に っy・否}さ、;現琴 に不便 を蒙?て お り、.二業 界 全体 と して真 剣 に取組 む
必要 が あ る。"

'b

!づ 一輪 標 準 化 が望 翻 る・'''"":t.'層 ≡ ∴ 三1

0ラ ベル の大 き さ、 ラベ ル の名称 等 は標準 化 され て いるが、、ラベ ル の 内容、 チ ェ ック方 法 等

が各 メ ーカ ーに よ つて若 干相違 す るためニ メ 二方 ニ の違 う場合 の テ ープ交 換 では、 ラベ ル

∵ 撚璽:器i;:欝1;:躍1灘 二 ㌧いるこ、
が よ く あ る)^

○ 。タシジ トご'。=㍊治 法 主 そ異注 ぼ ジ'

,i,6i:主壷 三 ・言シφ縦 縞 ・漣:1二:二 ∵ ・1

遺 言ご法 語 睡 遍 在聯 麺 凝 曝 に苦労す・.

OMTに ょ る デ ー タ ー受 渡 し の 増 加 が 見 込 ま れ る の で 記 録 方 式(ハ ー ド ・ソ フ ト)記 録 内 容

の 標 準 化 促 進 。
.,.二,:こ 迭,

○ 使 用 上 の 自由 度 ・と互:換 性 の 実 現 。 、t∴..";・一.,ジ1・ .1・1・:i∴.-t

OMT交 換 は 今 後 拡 大 さ れ る の で ・ コ ー ドは 全 てEBq!Iこqこ 統 一 す べ き で あ る・(デ ィシ

テ ィは 当 面 や む を 得 な い か も し れ な い が)

志`1ひぷ 占∴ 二ls;.1:.、"+・'い中r・ ・-s':パ ー:∴'芯(・〉〈香r無 印:';1ぷ:1・1ひば5

・"一'5(〔デー



○ 技 術 的 な条件 の若 干 の差異 に よ る トラブルが あ る。

○ 外 部 との情報 交換 にお け る標 準 テー プ ラベ ルの設 定及 びgTKテ ー プ を基準 に し た体系 へ

の移行 。

○ 旧式7ト ラ ックが 大半 、9ト ラ ック化 に障害 が 予想 され る。

○ ホ ス トや端 末機 が異 る場合 、伝送 手順 の 相違 か ら来 る変 換 、修正 が多 くユ ーザ ー負 担 を大

き く して い る。

○ 磁 気 テー プ装 置各 種 を用意 しな ければ な らな くな り、 コス ト増 とな る。特 に、 カセ ッ トテ
ー プの規 格 統一 を望 む。

○ カ セ ッ トテ ー プ の コ ー ドの 統 一 化 。

5-5要 員教育、訓練

○ 情報処理技術者の質的向上と教育訓練方式の標準化の推進が望まれる。

○ 要 員 の交替 が教 育、 訓練 に 時間 が多 くか か るの で、 容 易 に で き ない 。

○ 系統的な教育、訓練の実施が困難。

、○ 特 に運用 教 育 がむ ず か しい。

○ 体 系 が ない。

○ 要 員教 育、 訓練 は 時 間 が と りに く く、 一 部 担 当者 に片寄 り勝 ちで あ る。

○ オ ンライ ンの要員 は、 パ ッチに 比較 して格 段 の能 力 と判 断 力 を要 求 され るた め、 この教育、

訓練 は重要 で あ り期 間 を要 す る。

○ 教育 に要 す る期 間 ・費 用 が莫 大 な もの にな つて きて い る。

○ 日常 業務 の 遂行 に追 われ 、不 充 分 な面 が ある。特 にDOWN対 策 の対 処 の標 準 的方 法 の

確立 を模 索 してい る。(当 社 と して、 オ ン ライ ンの 日常的 運 用 とは、 機 器 の整備 と障 害 処

理 の整備 を ポイ ン トと して 考 えて い る)

○ 機能 別 プ ログ ラマ集 団 で な いた め、 教育 の重 複 、脱 落、 均質 性 の 欠 如 が ある。

○ オ ン ライ ンの トラブル は、 ホス ト ・コ ンピュー タ(ハ ー ド、OS、 オ ンライ ン プログ ラム)

通 信制 御装 置(ハ ー ド、 エ ミュ レー シ ョ ン ・プロ グラ ム)、 モ デ ム(モ デム、TDM)、 端

末 の どこに原 因 が あるか ユ ー ザー側 でまず 調査 す る必 要 が あ り、 また それ は緊 急度 を要 す

る仕 事で もあ る。 そ の為、 オペ レー タや機 器 の トラブル を担 当 して い る人間 へ の教育 には

今以 上 に力 を そそ ぐ必 要 があ る。

○ 教育 、訓練 マ ニ ュア ル の整備 。

○ 教育 に時間 と費用 が かNり 、 要 員 の ロ ーテ ー シ ョンに常 に苦 慮 して い る。

○ 学校教育での水準向上が欲 しい。

○ 充実した教育施設(国 あるいは民間団体出資)の 設立→メーカーや中小企業電算学校では
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不十分 。 権威 と内 容 あ るもの。

5-4デ ー タ保 護、 プ ライバ シー

○ デ ータ保 護 に っい て も、 法 令的 側 面 のみ でな く、 技 術的側 面 か らの問題 検 討 が 必要 であ る
。

○ デ ータベ ー ス指 向の場 合 、 フ ァイ ル、 トラ ンザ クシ ョン等 形式 的 なデ ータ保 護 で は不十 分

であ り、1件1件 の デ ータに対 して、 機 密 デ ー タ保護 が望 ま しい。(但 し、 ア プ リケ ーシ
ョンプ ロ グ ラム に組込 む ので は な く、 簡 単 なパ ラメー タに よ り制 御 され る方 式 が 良い)

○ ユ ーザ ー 向 け簡 易 言語 を使用 す る端 末操 作者 に応 じた機 密保護 の 問題。(索 引 デ ー タ範 囲
の 自動 的 な限定 方 法等)

○ 野放図にオンライン化を進めると必らず将来に問題 となろう。今から予防的な手 を打つ必
要 あ り。

○ ハ ー ド ・ソ フ ト両面 で 不十 分 で あ る。

○ 事 故対 策 が確 立 されて いない。

○ 現 在 レベ ル の シス テム には、 技 術 的 に も不 可能 な点 が あ つて欠 け て いた か
、 現在 進 め ている

システ ム'レ ベ ルア ップに は基 本的 デ ザイ ン と して組 込 ん で行 きっ っ あ る
。

○ デ ー タ保 護、 プライバ シ ーにっ い て は、 特 にデ ー タ通信 にお ける問題 と して郵 政 省 も検 討

し
.ている と思 うが、 早 々に規制 す べ きで あ ろ う。

○ デ ー タ保 護 に関 し、 通 産省 よ り 「コン ピュ ータ シス テ ム安全対 策 基準 」 が 公表 され たが
、実 情 を無 視 した基準 も

か な りあ り、 今後 と も、 基準 の見 直 しを行 ってほ しい。

○ 公衆 回線 を使用 して いる場合 、 そ の電話 番号 さえわか れば 当社 の ホ ス ト ・コ ン ピュータ と

の通 信 は 誰 で も容 易 に で きる。 ま た、 当 社 内 にお いて も、 端 末 を操 作 す る人 間 に対 す る電

算 セ ンタ ー側 の監 視 には限界 があ る。

こ うい った意 味 で、 デ ー タ保護 、 プ ライ バシー の問題 は非 常 に重要 では あ るが、 これ らの

対策 を実 施 す るのに は標 準化 とい つた問題 にか らむ ため具 体的 な実施 に は困難 な面 が あ る。

5-5外 部 情報(デ ー タベ ース)

○ 外 部情報 をそれぞ れの ユ ーザ ー が収 集 し、 加 工、 蓄積 す る ことは国家的 に きわ め て不経 済

であ り、 公 的機 関 に よる一元 化 と共 同利 用 が望 ま しい。

○ 政府 が 中心 とな つて安 価 の デ ー タベ ース を作 るべ きであ る。

○ 国民的 情 報 にっ い て は一元 管理 の方 向 で。

○ 公 共的 デ ー タベ ース の整 備。

○ データ ベ ー ス相 互 の デ ー タフ ォ ーマ ッ ト、 項 目、 内 容等 す べて異 な り手 間 がか か る
。

○ オ ペ レー テ ィング シス テム下 の互 換 性 の欠 如。

○ 現 段階 では 、外 部情報 とのイ ン ター フェイ ス を必要 とす る システ ムは、 予 約 管 理 シ ステ ム
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であ り、 この シス テ ・に限 り、麟 化 は で きて いるが、 将来 の適 用業 務 の 拡 大 を考 え る と

各種 標 準 化 の必要 性 を感 じる。

○ 外 部 情報 が 容易 に安価 に提供 され るの が望 ま しい。

6コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ ー

○ 他 メー カー のホ ス トとの コ ンピ ュー タ結 合 や、 他 メー カー の端 末 の接 続 を行 な う場合 の障

害 が大 きす ぎ る。'

○ 通信 制御 方式 、 コー ドetcが 同 じJIS規 格、CCITT勧 告 に準拠 しなが ら・ メーカ ー

毎 に少 しづ っ異 るのが 現実 であ る。 ユ ーザ ー側 と して そ の差異 を カバー す る為 に余 分 の ハ
ー ド

、 ソフ トへの 出費 を強 い られ て いる。

○ 麟 の イ.・ 一 ・ ・イ ・技 術 が 同一 ・づ 一 内 の範 囲に とど ま ・てい る・ ・ 一 ・一間 のイ
ンタ ー フ ェイス標 準 化 を推進 す べ きであ る。

○ メー カ ー間 の互 換性 が とぼ しい。

○ 最新 シス テ ムの ため、 実 稼動 シス テ ムの方 に マ ニ ュ アルの 内容 が追 いつ かな い面 が あ る。

○ メー カ ー提 供 のマ ニ ュア ル(特 に、 翻訳 され た と思 わ れ るもの)程 読 み に くい書物 は無 い。

実際 に読 み、 理解 す る立場 に 立 って書 い て欲 しい。

○ 独習 でき るマ ニュア ル とVTR等 の充 実 が望 ま れ る。

〇 一般 に国産 メーカ ー にっ いて は マ ニュ アル の 不備 、 情報 提供 の少 い こと等 が い え る。

○ メー カー よ り提 供 され るマ ニ ュアル は読 み に くい。 関 連 マ ニ ュアル をも考 慮 し、 ユ ーザ ー

側 に立 った マ ニュア ル を作 成 して欲 しい。

○ マ ニ ュア ルの不 備 を感 じる。

○ 英文 のマ ニ ュアルが 多 い た め、理 解 に時 間 が かか りす ぎ る。 全 部 日本 語版 にす べ きであ る。

又、 メー カー都合 に よ るこ とば の 定義 が多 く、 ユ ーザ ー は不必 要 なこ とば の理 解 にふ りま

わ され る ケ ースが多 す ぎ る○

○ マ ニ ュアル、 情 報提 供 にっい ては、総 じて閉 鎖 的 で あ り、 タ イ ミングも遅 い。 マ ニ ュアル

の発 行、 修正 、虫 の連 絡、 対 応策、 シス テ ムの効 率改 善策 が、 ユ ーザ ーが まわ りか ら情 報

を集 め な い限 りわか りに くい。

○ ①保 守 部 品 の パー ツの不 備。 ② マ ニ ュアル の使 い に くさ。(マ ニ ュアル体系 、 表現 の難

しさ)

○ マ ニ ュアル は具 体例 が少 な く理解 に時 間が か か る。

○ マ ニュア ル:現 状 では一定 の知識 を持 た なけ れ ば理 解 す る のが困難 であ る。 マ ニ ュアル は

単 に規 則集 で な く、利 用 す る立場 か ら"こ の様 な場合 には、 こ うす れ ば良 い"

との記 述 を大幅 に増 す べ きで あ る。

○ 新機 種 の 第1号 機 納 入 の時 期 に は、 基 本的 な プログ ラム(シ ステ ム プ ログ ラムか らビジ ネ
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ス オ プ シ ョ ンま で)が 完備 され、 ドキ ュメ ン トも完成 され てい る こ と。

○ マ ニ ュア ルが 整備 され てい ない(特 に邦 文 もの がな い)。

○ マ ニュ アル や メー カー提供 プログ ラムの ミス等 の修正 が月 に1度 は必ず 郵送 されて くる。

その修 正 は ユ ーザ ーに よ つて行 われ て い るが、修 正後 に ま たそ の修 正 が郵送 されて くる場

合が あ り、信 頼 性 に乏 しい 。 また ミスが多過 ぎ る。

○ マ ニ ュア ル、 情報 提 供 は正 式 な もの と実際 に使用 す る と ダメな ときが よ くある。

○ ハー ドの 開発 に、 ソ フ ト開 発 が追 い つか な い こ とと、 ソ フ ト提 供 時 に マ ニ ュア ルが 完備 し

てい ない。 マ ニ ュア ル の メイ ンテナ ンス 方法 に っい て も、 改善 を希望 す る。

○ 情報 提 供 にっ いて も、 一般 的 に遅 く、 窓 口の一 本 化 も出来 て いな い。

○ 要員 の養 成 に っ いて、 ハ ー ドウ エアの専 門 家、 ソフ トウ ェアの専 門家 だ けで な く、 これ ら

の専 門知 識 に 加 えて、 幅 広 い一 般的 知識 、 システ ム的 思 考法 な どに精 通 した要 員(い わ ゆ

るSE)を 確保 す るこ とが高度 利用 の推 進、 ユ ーザ ーの 拡大 に 当た って の重要 な課 題 で あ

るo

Oマ ニ ュ アル類 は、 コ ン ピュー タ専 門要 員 のみ で な く、 一 般 の入 門者 用 に っ いて も配慮 して

いた だ きた い。

特 に コ ンピ ュー タ特 有 の表現 方法 に っい て留意 願 い たい 。

○ マ ニュ アル:Relupと マ ニュ アル入荷 の不一 致等 が多 い。

○ 障 害対 策 が 遅 い。 特 に 同機 種使用 他 ユ ー ザー で発覚 した障 害 の事前 連絡 が 遅 い。

○ 特 に オ ン ライ ン処 理 に おいて は、 事 故 の回 復時 間 が重要 である が、 保 守体 制 は まだ バ ッチ

処理 の意 識 か ら抜 け 出 して いな い し、保 守 員 のオ ンライ ン保守 技 術 も乏 しい。 また ユ ーザ
ーシス テ ムの理 解 も必 要 な こ とであ るの に、 そ の よ うな 意欲 も見 られ ない。

OCEの 技 術 レベ ル のバ ラつ き、CEの 専 門分 化 、SEの 専 門分 化、SE体 制 の不統 一(サ
ー ビス内容 があ い まい)

○ 定期 保 守実 施 の効果 が少 ない。
ハ ー ドの状 態 を容 易 に診 断 で きる ソフ トウ ェア等 の完備 。

○ 保守 レベ ル が低 く、 障害 発生 後、 原 因究 明 ま でに時 間 が と られ、 そ の後 の対 応 も遅 い。

○ 端 末機(中 継 機)の 定期 保 守後 の ハ ー ド ・ トラブル が多 い。

○ ハー ド的 には納 入時 点 で、 初期 障害 の症 状 が な くな つて いる こと。 保 守 にっ い ては、 保守

セ ンタ ーか らの遠 隔 保守 が容易 な こと。

○ オ フ ライ ン機 器 の保 守 員 の トレー ニ ングが不十 分 で あ る。(オ フ ライ ンOCR)

○ コ ン ピュー タ ・メー カ ーは大 部分週 休2日 制 を採用 して い るので、 土 曜 日、 月曜 日等 の保

守体制 が弱 い。

○ シス テ ム設 計 段 階 でのサ ポ ー'トが十分 で ない。

端 末機 ソ フ トに 対す るサ ポ ー ト体 制 が十 分 で ない。

障害 時 の保 守 体制 が即 時 対応 性 が不十 分 。(ホ ス ト、 端 末共)

一59一



そ れ ぞれ の機 能 を十 分 活用 出来 る よ うなマ ニ ュアル に な ってい ない。 説 明 方法 に も問題 が

あ る。

○ 業 界 が過 当競争 下 に あ る ため、 営 業部 門 の売 込 みが先 行 してお り、導 入後 の サ ー ビス面 に

問題 が多 い。

○ 点 検 保守 は休 日 しな けれ ば な らず、 交 代 出勤 が必要 で あ る。

○ 製 品 のCost/Performanceの 向上 。Software(特 にOperatingSyste⇒

の 向上 。MTBF、MTTRの 数段 の短縮(今 の機 械 は こわれ す ぎ る)。 災害 に強 い製

品の 開発(今 の機械 は災 害(特 に地震)に 対 して何 も考 慮 され てい ない。 対策 を設備 環境

に求 めず、 自 らの製 品 で 考 え よ)。

○ コ ンピ ュー タの使 い 方 に関 して の研究 が遅 れ てお り、 ユ ーザ ーが かか えて い る問題 に対 す

る解 決 の指針 を示 す こ とが で きな くな つて きて い るよ うに 思 われ る。

○ メ ーカ ーの トラブル に対 す る対 処 の仕方 と して、 自分 の処理 範 囲 に と らわ れ る こ とな く、
ユ ーザ ー側 の立場 に た つて対処 してほ しい。

○ コ ンサル テ ィ ング機 能 の充実 。 わ か りやす い マ ニ ュアルの提 供。 セ ンター ・オ ペ レー シ ョ
ンの 自動 化促 進。 障 害原 因 の究 臥 障 害 復 旧 が遅 い こ とが あ る。

○ システ ム プ ログ ラムの エ ラ ーが多 い。保 守 が遅 い。

・7情 報 処 理 サ ー ビ ス

(公社サ ー ビス)

○ 公 社 サ ー ビス は ソフ トウェ ア変 更 な どに時 間 が か かる。(ハ ー ド追加 等 に時 間 が か か るの

はや む を得 ない)

公 社 の ソフ ト修正 な ど全 て延払 い で一 部一括 払 いが 出来 な いの で困 る。(料 金 は年 々累 増

す る)

地 方 に一般 の情 報 処理 業 が整 って い ない。(例 えばCOMな ど)'

○ 電電 公 社 サ ー ビスは 全 く良 くない。 特 に残業 体制 が な く官 僚的 で ある。

○ 自由競争 のマ ーケ ッ トで独 占企 業 体(公 社)が 赤 字 をも つて情報 処理 サ ー ビス を行 うこ と

の国 家的 意味 は何 で あ ろ うか。 法 律 改正 の必要 があ る。

○ 公 社 サ ー ビス

DEMOS、DRESSに っい て は、 公社 の性 格 を超 えてお り、 民間 圧 迫 のサ ー ビスで あ る。

コ ンピュ ータ を持 ち込 ん だ計算 機 能 の提供 をや つてい るケ ース も あ り
、 公共 的 事 業 の範 囲

を逸脱 してい る。

回線 使用 に関 して、 公社 回 線 以外 に利 用 手 段 が な い とい う独 占的 立場 が問題 で あ る。

ODRESSの 利用 を検 討 した こ とが あ る が、 運 用上 の制約 が大 きす ぎ るた め使用 で きな か つ

た。(此 方 の希望 す る品名 の桁 数 が とれな い)

○ この部門 の赤 字 を他 の料 金 で カバ ー して い るの は異常。 民 間会 社 と同 じ条 件 で競争 す べ き

で あ り、 現状 は倒 産 会社 同様 で縮 小す べ き で ある。

○ 公 社 は基 本的 に回 線 サ ー ビス に徹 す べ き、 デ ータ処理 は民 間機 関 競 争 を促 進 す る政 策 が
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長 期的 にユ ーザ ニ の メ リッ トとな る。

○ 公 社 は回 線 に関 して の コモ ンキ ャ リアに徹 し、情 報 処理 サ ー ビス業 者 の充実 拡 大 に貢献 し

て欲 しい。

○ 公社 は デ ータ通信 サ ー ビス をや め て回線提 供 の サ ー ビスに徹 す るべ き で あ る。

(民間 サ ー ビス)

○ 情報 処理 産 業 は急速 な成 長 を見 せ てい るが、 い わゆ る経営 基盤 も弱 く乱立 の傾 向 を示 して

い る。 我社 にお いて も将 来、 業 務 委託 を計 画 してい るが、 法規 制 等 に よ つて業 界 の再 編成 、

技術 水 準 の 向上 等 指導 育 成 す べ きで あ ろ う。 幸い機 情 法(案)な る もの で、 方 向性 を示 し

っっ あ るが、具 体 的取 組 が 必要 で あ ろ う。

.○ 料金 の低廉 化。 実用 価 値 の 高 い ソフ トウェア パ ッケ ージの完 備 。

○ 情報 サ ー ビス業 者 の実 態 、特 に提 供 で きる ソ フ トウ ェアにっ いて の登録 制 、 公表 そ の他 の

PR活 動 が不足 してい る。

優 れ た ソフ トウェ アの 開 発 に は、 重点的 に補 助 金 を交付 す るな ど国 の施 策 面 で の配慮 をお

願 い した い。

○ 業 界 が未 だ揺藍 期 に あ るた め、豊 富 な 人材 の確保 とい う面 で問題 が あろ う。 こ れが ひい て

は製 品、 要員、 サ ー ビス 、料 金 な ど全 て に影響 してお り、 良質 に して、 低廉 な サー ビス を
提 供 す る には未 だ未 だ 日時 を要 しよ う。

○ 公社 サ ー ビスに っ い ては未 使 用 故NoComments

TSSサ ー ビス に関 して 下記 要望 あ り。

ServiceAreaの 拡 大(特 に外 地side)

通 信速 度 の高速 化(300bps→1200bps)

料 金 の値 下 げ

尚SoftwareSupportに っ い ては満 足 して い る。

8ソ フ ト ウ ェ ア 業

○ 業界 の育 成 、 最 低料 金 の保 証(ダ ンピ ング防 止)、 要 員の老 令化対 策 。

○ ソフ トウ エア の公開 な どそ の流 通 を促進 す る施 策 を望 む。 これ が ソフ トウエア業 の発 展 要

員の質 的 向上、 ソ フ トウ ェア料 金 の低下 、 更 にはユ ー ザ ー側 に大 き な波 及 効果 をも た らす

もの と考 える。

○ 当社 の場 合 、 オペ レー シ ョ ン、 プ ログ ラムは外部 に委 託 して い るが そ の要員、 サ ー ビス に
はか な りのバ ラっ きが あ る様 に見 える。 そ してその要 員、 サ ー ビス の質 に よりシス テ ム建設時

の効 率 は非 常 に違 って くる。従 っ て、 質 の客観 的 な ラ ンク付 けが行 なえ る様 な基準 が'

設定 され れば役 立 っ と思 われ る。(情 報 処理 技術者 試 験 は任意 の もので あ る)

○ ソフ トウェ ア業 界 の指 針 が現 状 と著 し く異 な る面 が あ るの ではな い か と感 じ られる。 ユ ー

ザーに対 す る強 力 な ア ピー ル活 動 と、業 界 全体 と して行 な う必要 が あ るの では ない か
。 ソ

フ トウ ェア業 を 目的 とす る企 業 体 は大 小 と りまぜ て東京 都 だ け で も数百 社 に のぼ る とい わ

れてい るが、 代表 団体 に とされ る ソフ トウェア産 業振 興 協会 に 加盟 してい るのは90社 で

20%前 後 であ ろ う。 小 企 業体 に対 す る対策 を ど うす るか と考 え な いか ぎ り
、 料金 問題 は解決

しな い と考 え られ る。 上記 の よ うに ユ ーザ ーに め ざめ て貰 う以 外 に適 当 な方法 はな い

ので は ない か。 特 に メー カー の系列 下 に ある ソフ トウェ アハ ウスの 下請 の使 用 方針 に も問

題 が あ る。
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

料金 が明確 で ない。 料金 表 は あ つ てな きが ご とき情 況 で あ る。 また製 品 が定義 づ け られ て

お らず、 一般 的 に製 品 と しての認 識 が低い。

価格 に っ いて規格 、 規 準 が あい ま いで あ る。

単 な る人件 費 しか認 め られてい な い。 ソフ トウェア の付 加価値 を認 め させ て い く努 力 が必

要。 それ に は、計 算機 メーカ ーの売 らん かな の過剰 サ ー ビス に も問題 が あ る。

端 末 ソフ トを主要 業 務 と してい る ソ フ トウエ ア会 社 は、 ホ ス トメー カ ーの下請 を中心 にや

ってい るが、 完成 後 の 修 正 な ど相 当割 り高 な料 金 とな つてい る。

SEの 能 力、 技術 水 準 の 向上 が必 要 で あ る。

プ ログ ラム品質 の バ ラ ツキ、 メ ンテナ ンス の困難 さ。

最 新 の オ ンライ ンシス テ ムな い し、 ネ ッ トワー ク シス テ ムの領域 にた ず さわ る プ ランナー

な い し プ ログ ラマー に要 求 され る技 術水 準 と しては、 現 在 の ソフ トウ ェア会 社 の要 員 では
一般 的 に スキ ル経験 が乏 しく、企 業 に お いて基 本 の教 育 を施 こ し直 す 必要 が あ り問題 を感

じて い る。(オ ンライ ン、 ネ ッ トワー ク領 域 に は即 座 に利用 しに くい)

一定 知識 レベル を持 ち
、 且 つ必 要 な時 に 供給 で きる体 制 が な く、 客 が要員 を教育 して初 め

て戦 力 とな る現状 で は 安心 して仕事 を頼 め な い。 一

常 時2～3名 の派遣 を受 け て いるが、 定着 性 が やx低 い。G邑 職、 転 職 が しば しば あ る)

シ ンク'タ ンク等 にお け る コン ピ ュー タ利 用 料 金 が高 い。

ソ フ トウ エ アの流 通 面 か ら制 度、 機 構 の整備 が必要 。

我 社 にお い て も、DATAMACS、ASI-ST等 使 用 してい る が、 いつ れ も米 国製 で あ り、

この分野 の振 興 策 が必 要 で あ ろ う。

9情 報 処 理 振 興 施 策

○ 外 部情報 、 処 理サ ー ビス業(共 同使用 、他 人使用)に っ い て プ ライ バ シー保護 に関 す る施

策 の推 進。

○ 情報 処 理 振興 税制 及 び ソフ トウ ェア生 産技 術 開 発 の問題 に重点 を置 いて改善 を望 む。
コ ンピュー タ ・シス テ ムの償 却 負担 の 問題 は未 だ技 術 革新 が続 い て いるの で特 に強 力 な軽

減 措置 が望 まれ る。

○ 情 報処 理 振興 を推 進 させ るた め、 投 資 に対 す る税制 上 の配慮 が必要 で ある。

○ 通 産 省 よ り 「コンピ ュータ シス テ ム安 全対 策 基準」 の策 定、 公 表 が な され てい るが、 安 全

基 準 の達 成 には、・か な りの コス トが 必要 で あ り、 税 制面、 低金 利 資金 貸付 等 の優遇 措 置 を

希望 す る。

○ ソフ トウ ェア生産 技術 開発 の促 進 。

○ ソ フ トウエアの流 通 促 進
ソフ トウ ェア販 売(ソ フ トウ ェア業 、一 般 ユ ーザ ー開 発 共)に お ける税 制優 遇措 置 。

○ 省 資源 の た め の助 成 を強化 すべ きで ある。 具 体 的 な対 策 と して は通 信 回線 料 を低 くお さ え
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書類 の運 搬 、 ハ ー ドコ ピーの減 少等 が促 進 され る様 にす る。

○ 情報 処理 振 興施 策 が、 プ ロジ ェ ク ト中心 に組 み立 て られ てお り、 よ り基 本 とな るSEの 能

力、 技術 水 準 の 向上 の面 が欠 け て いる。

○ 国民 背 番 号制 、住 所 コー ド、 登 記所 の権 利 設 定等、 国、 地 方行政 のな か で、 情 報処 理 の行

い易 い環境 条 件 を整 備 ・推 進 して ほ しい。

○ ソフ トウェア技 術 の開 発 に っ いて、 単 に 企業 単位 で の要 員養 成、 ソフ トウ ェアの開 発 に努

め るのみ で な く、 国 と しての従来 の補 助 金政 策 に加 えて、 国家 的見 地 か らの頭脳 集 団 を組

織 化 し強 力 な ソフ トウ ェアの研究 開発 に 着手 す る必 要 が あ る。

○ ソフ トウ ェ ア振 興 の資 金援 助 を拡 大 すべ きで ある。

○ 情 報処 理 技術 者 試 験制 度 のみ なお し

テ レ コム を主 体 と したConputernetWOrkが 一般 国 民 の生活 レベル まで広 ま って

来 てお り、 銀 行 の キ ャッシ ュデ ィス ペ ンサ ーネ ッ トワー ク、医 事/医 療 情 報 シス テ ム、 そ

の他 社 会的 にみ て一 旦 何 らかのmalfa'n:ctionが 発 生す る とパ ニ ックを引 きお こす可

能性 の ある シス テ ムが 増大 してお ります。 これ らの シス テムの設 計者 、保 守者 、 プ ログ

ラマ ー、 オ ペ レータ等 に何 らか の資格 付 け を国 家 と して行 なわ な ければ な らない時 期 に

来 て い る と思 い ます。

現 行 の プ ログ ラマ主 体 の能 力評 価 を目的 と した試験 制 度 を改訂 し、 変 化 す る社会 の

Reguirementに マ ッチ した資 格制 度 の導 入 を早急 に行 う必要 が あ る と思 い ます 。

○ パ ター ン情報 処 理 シス テ ム開 発 にお い て、 手 書 き文 字(漢 字 を含 む)と 音声 認識 技 術 を積

極 的 に開 発 してほ しい。

超LSIの 開発 促 進 に よ り、 ぐ 一 ドウェ アの低廉 化 を期 待 したい。 ソフ トウ ェアで は各 種

電算磯 間 の相互 接続 が簡 単 に行 えるOSの 開 発 促進。 実 用 性 の高 い ソフ トウ ェアパ ッケー

ジの 開発 促進 。 ソフ トウエア利用 の場合 、使 用料 の安 い ソフ トの開 発 を期待 す る。 画像 処

理 の 開発 を大 いに 期待 したい。

○ 研究 開発 には もつ と産学 共 同 を と り入 れ るべ きで あ る。

○ 情報処 理 サ ー ビス 業 は、 いわば 小売 業。 回線 や コ ン ピュー タは卸売 価格 で販 売 して欲 しい。

○ 情報 処理 サ ー ビス 業 に対 す る振 興策 が必 要 で はない か。

助 成 金 の強 化 に よる民間 での研 究開 発促 進(と くにデ ー タ通 信 分野)。
マ シ ン レンタル料 、'ソフ ト開発 費etc企 業努 力 を越 えた価 格競 争 に対 す る監視 、指

導。

○ 機情法 か ら情 報 処 理 サ ー ビス業 が対 象外 にな りそ うといわ れ てい るが、 大 い に異論 が ある。

情報 処 理 の 自由化 の な か で、 も つ とも基 盤 がぜ い弱 なのは、 情報 処 理 サ ー ビス業 で あ る。

それ は、 処理 設 備 えの投 資、 ソフ トウ ェアの保有 等 に相 当資金 が 必要 で あ る こ とと新 た に

安 全管 理 対策 な どの問題 も出 て きてい る。

情報処 理 サ ー ビス業 を対 象 と した設 備投 資 へ の融 資 策、 公 社 サー ビスへ の足 かせ等 を実現

して も らい た い。

○ オ ン ライ ン シス テ ム開発 の大 きな ネ ッ クに な つて い る、 伝送 手順 の標 準 化 を 目標 に現 在研

究 され てい るハ イ レベル 伝送 制御 手順(HDLC)に 統一 すべ く、 指 導 性 を発 揮 してほ し

いo
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○ オ ンライ ンシ ステ ム運 用 上 に発 生 す る諸 問題 にっ いて の問合 せ、 苦情 処 理 等 の窓 口機 能 を

振 興策 の一 つ と して貴 協 会 内 に設置 願 いた い。

○ ハ ー ド,ソフ ト業界 の助 成 だけ で な く、 業 界 で の先駆 的 ユ ーザー の シ ステ ム開発 に も助 成 ・

優遇 を望 む。

○ プ ログ ラ ミ ングの生産 性 向 上 の た めの 開発 の た め、 助成 を一般 ユ ーザ ーに も比較 的 容易 に

受 け られ る よ うに してほ しい。

10そ の他 オ ンライ ン シ ステ ム促 進 に関 す る 問題

○ 回線提 供、 回線使 用 上 の各 種 サ ー ビスは、 公社 独 占 で も良 い と思 うが、 使用 上 の制 限 が現

在 の ま まだ と我 が国 のネ ッ トワー クサ ー ビス、 オ ン ライ ン技術 の発展 が妨 げ られ る。

○ 通 信速度 の向 上、 ラ ン ダムア ク セス装 置 の大容 量 化 の発展 が期 待 出来 る よ うに な つて く る

と、 現在 の 同一企 業 内 での ク ロー ズ的 使用 か ら、 関係 企業 間 に ま たが る処理 が可 能 とな つ

て くる。

そ の ため、 回線 使用 規 制 の緩 和、 各 種 イ ンタ ー フェイ スの標 準化 の促 進 が 必要 となる。

○ 行政機 関(国'県 お よ び市町 村)を 対 象 と した オ ンライ ンネ ッ トワー クの構 築 に よる情報

資源 の共 同利用 が 考 え られ る。

OTSSに よ る メ ッセ ー ジス イ ッチ ングの実施 が法 的 にで きる配 慮 を希 望 した い。

○ コ ン ピュー タシ ス テム更新(導 入)積 立金 制度 の設立 一→ オ ン ラ イ ン シ ス テ ム は シ ス
テム ライ フが長 いの で、 レ ンタル よ り 「買 い取 り」 が多 くな る。 投 資額 も大 き くな る。 消

却 の平 準化 が必 要 。

OVAN:現 行 の法律 と運 用 に固執 す るな ら、 民 間の情 報 処理 サ ー ビス業 をVANと して認

め た ら ど うかo

○ 情報処理に関する回線利用の制限緩和 と料金値下げがまず第一である。公社の独占的回線
管理は情報処理に関する限 り撤廃 してもらいたい。また、民間業者による(外 資でもよい)
VANサ ービスも認めてもらいたい。

○ オ ンライ ンシス テ ム促 進 に関 し、 電電 公社 が デー タ通信 サ ー.ビスを提 供 して い るこ と、 回

線使 用 条件 が厳 しす ぎ る ことetcは 、 民間 レベル の技 術 力 高 度化 に大 き な障 害 とな る。

○ データ通信技術の早期向上および国家的立場からみての利益を明確にするためにもVAN

業者を認め競合すべきと思 う。

○ 日本 で もVANサ ー ビス を認可 し、 自由に競 争 させ る ことで、 高度 化 低価 格 化 をはか るべ

きで ある。

OVANサ ー ビス につ い て は、一 定 の規 模,技 術 基 準 の もとに複数 の民 間企業 に よる競争 サ
ー ビス の方 向で考 え られ ない か

。

OVANが 具 体的 に如何 な るServiceを 提 供 す るの か不 明故何 とも言 えぬがusersの

立場 と して は、 種 々利 用 し得 るServiceが 多 い とい う事 は、needsに 応 じたToo1
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の選択 がで き る とい う ことで早 期実 現 を希 望 したい。

ODDXネ ッ トめ拡張、 特 に 全国 的 ネ ッ トの早期 実現大VANの 早 期 認 可 。

○ 自動決済の問題は、将来拡大する方向は、時間の問題であろうと思われるが、これを中継
するシステムを提供する複数の企業体が出来ても良いのではないかと考える。

○ 自動決済を可能とするよう法改正すべし。

○ 銀行間の自動決済は、提携銀行間 といえども、顧客の側の取引に関 して行うことは現状で
は問題が多く、やるべきではない。自動振替方式で全く問題が多 くなり、異行間直接決済
に関して顧客との間で完全な了解がなされない限 り自動決済は無理である。

○ 当業界としては、法制の改正により、自動決済方法の認可が切に望まれる。現在、定期船
前払運賃は船社のB/L(船 荷証券)発 行店所にて、現金、小切手又は銀行振込通知書によ
り決済されているが、 これを荷主、船社、金融機関をオンラインで結び、自動口座振替え

が可能となれば、多大の省力効果(荷 主、船社双方)と 事務合理化(紛 失防止)が 期待で
きる。
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第 2 部

討 議

オ ンライ ンシステム振興 のた めの

基本的問題点



司会 野垣内 ご指 名 い ただ きま した ので 、潜 越 で すが取 りま とめ役 をつ とめ さ

せ て い ただ き ます。

昭和46年 の 公衆 法改 正 以来 わが 国 の オ ンラ イ ン シ ステ ムは急速 な発 展 を遂

げて きた。 それ には大 き く分 けて3つ の要 因 が あ るので は な いか と思 う。

オ ンライ ンシ ス テ ム発 展 の要 因

その1は い うまで もな くニ ーズ の問 題 で あ る。情 報 の 重要 性 が過 去 とは比 較

に な らぬ ほ ど高 ま って きて 、① よ り自由な 情 報 の選 択 、②情 報利 用 の広域 化 、

③ 情 報利 用 の便 宜 性 とい つた こ とが よ り強 く求 め られ て きた 。場所 と時 間 とを

選 ばず 、 必 要 な情 報 を 自由 に、即 時 に安 く しか も便 宜 な手 段 で入 手 した い とい

うニ ーズ で あ る。 この よ うな ニ ー ズは 、産 業 構 造改 革 の 要因 あ るい は媒体 と し

て の オ ン ラ イ ン化 とい う次元 に まで高 ま りつ つ あ る。 それ は、 また 同時 に オ ン

ラ イ ンに よ る情 報 サ ー ビ ス業 の展 開 を促 し て きた。

第2に 、 この よ うな 目的 的 な ニー ズ を裏 打 ちす る技術 的 な進 歩 で あ る。① 高

密 度 の素 子 と回路 の急速 な開 発 と これ に伴 う、②情 報 単 位当 りの ハ ー ド価 格 の

低 廉 化 、高 性能 の マ イク ロプ ロセ ッサ の 出現 、③ ネ ッ トワー ク構 成技 術 ・ネ ッ

トワー ク処理 技術 、TSS・ デ ー タ ベ ー ス等 の技 術 の発 展 は 目を見 張 る もの が

あ る。

また通 信 の立場 か らす る と、新 しい デ ィ ジ タル ・ネ ッ トワー クの提 供 、衛 星

通 信 や光 通 信 の利用 とい つた長 足 の進 歩 が見 られ る。最近では.ユ ーティリティ

・ネットワークとい う言葉 も生れて ,現 実論 として議論され るほ どに なって きた。

第3に は回線 利 用 制 度 の 自由 化 で あ る。 あれ か らすで に7年 近 くな るが、 昭

和46年 の公 衆電 気 通 信法 の改 正 は 、多 くの制 限 と問 題 を残 しなが ら も、 わが

国 の電気 通 信 史上画 期 的 な こ とで あ つて 、 これ が オ ンライ ン化 の促 進 に果 した

役 割 りは ま こ とに大 な る ものが あ る と信 じ る。 特 に公衆 網 の デ ー タへ の開放 と

特 定 回線 の共 同 ・他 人使 用 の緩 和 は 高 く評 価 され るべ きで あ る。

こ の結 果 、企 業 内 での 業務 別 あ るい は地域 別 コ ンピュ ータ ・シ ステ ムの複 合
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化、総 合化 、広域 化 が急 速 に進 め られ 、 さ らには 、関連 す る企 業 間 で の結 合 と

か複 合 化 ・共 同化 が は か られ る とと もに、 これが 企業 レ ベル 、産 業 レベ ル だ け

で は な しに、行 政 レベ ル あ るい は教 育 、医療 、公害 ・災害 対 策 とい つた い わゆ

る社 会 ・国民 生 活 の レベ ル に まで その ニ ーズ は高 ま って きて い る。

また同 時 に 、情 報 の 提 供 業 、処理 業 の発達 と、中小 企 業 の オ ンラ イ ン共 同化

が進 んで い る。 特 に前 者 に あ つては 外資 系企 業の 進 出 と、SITA・SWIF

T等 国際 共 同使 用 シ ステ ムが注 目され て い る。

この よ うに 、 わ が国 の オ ンラ イ ン シ ステ ムは 、 ここ数 年 間著 しい発 展 を とげ 、

なお今 後 もよ り高 度 な ニ ー ズ と可能 性 を持 って い るわけ で あ るが 、 そ の前 途 は

必 ず し も問題 な し とは 言 え ない。

(今 後の課題)

むしろ、技術的 に も制度的に もか な り大 きな課題 を抱 えてい る状況だ と思 う。

①ハ ー ド ・ソ フトの標 準化 ・互換性、②回線 の利用 制度 ・料金 、③国際化 、④

内外、公私の情報サ ー ビス業の公正競争 、⑤ セキ ュ リテ ィ、 プライバ シー問題

等国家的 なレベルで解 決 を迫 られて いる。

中で も回線問題の根 底 には、⑦通信 とは何 か、@電 気通信 と情報処理 の境界

は どこか、◎通信業者の守 備範囲は どこまでか、 とい う最 も基本 的な問題 が横

たわ ってい る。また料 金論 の根底 には、(∋公 益事業における料金決定 の思想、

Φ独 占価格決定の民主的手順 といつた底深い問題が ある。 ご承知 の ように、電

気通 信に関する基 本政策はわが国 と米国 では非常 に大 きな開 きがあ る。 その米

国 において、最近FCCは 上記 ④◎◎について第2回 目の イ ンクワイアiり産 出

した。 一また一昨年 には、回線の再販売 も含 めて電気通信の完全 自由化 とい う

歴史的な決定 を行 なってい る。

このよ うな事情 に鑑 みて、日本情報処理開発協会 オ ンライン利用促進委員会

は、 これ らの問題 の解決が わが国のオ ンラインシステムの今後 の展開に とつて

非常 に重要かつ喫緊で あ るとの認識 に立 ち、広 く全国のユーザか ら意 見 を求 め
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る と と もに 、特 に高 度 な シ ステム をお持 ち に な り日常 か らζれ らの問題 に深 い

関心 と見 識 をお持 ちの 専 門家 の皆 さん に お集 りい ただ い て徹底 した議 論 を交 し

てい た だ く こ とを決 定 した。忌 憧 の ない ご意 見 を承 りた い。

それ で は、 こ こに書 い て あ る プ ログ ラ ムに従 って進 め させ てい た だ きた い と

思 うが 、 お い おい 問題 を しぼ つて煮 詰 めて まい る として 、 それ ぞれ の話 の基 礎

に な る と思 うの で、 各社 にお け る オ ンライ ンの現状 を ネ ッ トワー ク を中心 に、

た とえば① 端 末 の状 態 、 ② コン ピュ ー タ と コ ン ピュー タ との接 続 ・③ ネ ッ トワ

ー ク自体 、④ あ るい は シ ス テムの利 用 の形 態(単 独使 用 、共 同使 用 、他 人使 用)

⑤ 態 様(デ ー タ の流 れ)に つ いて 御紹 介 をお願 い した い 。
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章1第

討 議参加各社 システムの概要



1ユ 近 畿 日本 ツ ー リ ス ト

司会 で は失 礼 で す が 、私 が 口 を切 った ので 、私 か ら先 に説 明 させ てい た

だ く。 私 は現 在近 畿 日本 ツ ー リス トにい る わ けでは な いが 、 この仕事 を最 初 か

ら手 が けて きたの と、 ツー リス トの システ ムは い ま もその方 向 で進 んで お るの

で御 紹 介 させ て い ただ く。

図1を 先 に ご らん い ただ きた い。 近 鉄 の グル ー プは この図 とは別 に独 立 した

小 さな シス テム を使 って お る とこ ろ もあ るが 、一 応 グル ー プ としてUNIVAC

1110を 共 同で 使 っ てい る。 それ を図1で 説 明 す る と、 右上 の方 は バ ッチ で 、

線 が 稲妻 型 に な つて お るの が オ ンラ イ ンで す 。一 番左 上 の方 に近 畿 日本鉄 道 本

社 の 「運 輸営 業 」す なわ ち特急 の座 席 予 約 をや つて い る。 この 回線 は 、鉄道 で

す ので 、大 部 分 が 自社 の私 設 回 線 だ が 、 一部 電 電 公社 の特 定 通 信 回線 を利 用 し

て い る。 この特急 座 席 予 約 システ ム の端 末(予 約用 専 用 端末)は 近 畿 日本 鉄

道 の駅 だ け で な しに、近 畿 日本 ツー リス トの営 業所 に も幾 らか は配 置 され て い

るが 、 それ は 多分 他 人使 用 や共 同 使 用 には な つて いない の で は ない か と思 う。

そ の次 に 、近畿 日本 ツ ー リ ス トの 「総 合旅 行 情 報 シ ステ ム 」で、 宿 泊 予約 、

企 画 旅行 、近 鉄 特急 ・航 空 券等 予約 、 お よび それ に伴 な う売 上 集計 、 そ の他清

算 事 務 を一 部含 めて や つて い る。 この2社 の電 電 公社 の 回線 に つい て は それ ぞ

れ 自社 の名 前 で 、 つ ま り鉄 道 は鉄 道 の名 前 で 、 ツ ー リス トは ツー リス トの名 前

で契 約 して い る。

それ か ら、下 の 方 に 「自動 車 販 売 」「百貨 店 」 「ホ テ ル 」 「不動 産 」 「タ ク

シー 」「 トラ ック 」 「運 輸 」「人 事 」とあ るが 、運 輸 と人事 は 近鉄 の本社 で や

つて お る仕 事 で ち よつ と違 うが 、 自動 車 販売 か ら トラ ックまで は全 部 で 会社 が

12あ つて 、 それ ぞれ オ ンラ イ ンでU-1110を 共同 で使 ってい る。 これ らの
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近 鉄 グル ー プの コ ン ピュ ー タ ・シ ス テ ム

1・ 図

(交通公社)

運 輸 営 業

私

十

特

一 般 事 務(近 鉄)

●勤 労 ・経理 ・株式

●鉄 道営 業(運 輸営 業,走 行 粁

●自 動 車

近鉄特急座席予約

睡
(290台)

●座 席 予 約

●座 席 照 会

●売 上 集 計

●特 急 統 計

一 JTB之_

(日本航空)

一 般 事 務(関 係会社)

●近畿 日本 ツー リス ト・近鉄百貨店

●近鉄 観光 ・近 商 ス トア ・枚方 丸物
'

●奈良近鉄タクシー・ダイヤモンドファミリー

●奈 良交通 ・近 畿車輌 ・近畿工 業

●東 京近鉄 百 貨店 ・近 鉄不動産

●近 鉄興 業 ・近 鉄運輸

端 末92台

ツー リスト総合旅行情報
JA L之

●宿 泊 予 約

●企 画 旅 行

●近鉄特急 ・航空券等予約

●売 上 集 計

(全 日 空)

AN A之

(東亜国内航空) 経営計算・技術計算(近鉄・関係会社)

TD AZ ●企 .画 室

●業 務 局

●技術研 究所

●全 日本コンサルタン ト・近鉄車輪

端 末143台関 西 汽船Z

一 括 処 理 業 務

(バ ッチ ・シ ス テ ム)

即 時 処 理 業 務

(オ ン ライ ン ・シ ステム 〉

(凡 例)

之

、
UNIVAC-1110

コ ン ピ ュー タ

⑯

百 貨 店 自動車販売(近鉄)人事 (近鉄)運輸 ト ラ ッ ク タ ク シ ー 不 動 産 ホ テ ル

●宿 泊

●フロント

業務

●問合せ

■電話登録

●売上集計

● クレジソト

●配送 問合

せ

●売上 、仕

入 れデー

タ収 集

●部品販売

■在庫管理

●債権管理

v:

●人事情報

検索

●定期券発

売

●発売デー

タ収集

●発送、到

着データ

収集

●収入計上

■売上デー

タ収集

●未収回収

管理

●収入金管

理

●売買物件

情報検索

端末36台 端末27台 端末12台
端末1台 端末2台 端末2台 端末2台 端末7台

名古屋都ホ

テル

新都ホテル

近鉄百貨店

東京近鉄百

貨店

近鉄 モー タ

ー ス

近 鉄ニ ュー

コーベ モー

ター ス

近鉄運輸 近鉄タクシー

名古 屋近鉄

タ クシー

阪 南近鉄 タ

ク シー

近鉄不動産

12社 →1 3 2 2. 2 2
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回 線 は近 畿 日本鉄 道 の それ ぞれ の会社 に対 す る他人 使 用 とい う形 で電電 と契 約

して い る。

次 に、 ツー リス トの シ ステム を中 心 に ご説 明 申 し上 げ る。 い ま申 し上 げ た よ

うな各社 の 中 で全 国 的 な ネ ッ トワー クを持 って お るの は近 畿 日本 ツ ー リ ス トで

あ る。

セ ンタニ にU-1110が あ り、札 幌 、東京 、仙 台 、 大 阪 、広 島 、 福岡 とい う

地点 にOKITAC4300(中 く らい の 四角形)を 置 き、 サ ブセ ンタ ー として

い る。 サ ブ セ ン ターの 機 能 は蓄 積 交換 に よ り、① 幹 線 の 特 定通 信 回線(1200

b/sが 甲心)と ロー カル の 回線(50～200b/s)を 接 続 しその通 信 処

里を行 な うこ と、 ② 自営 のNCUに よ りテ レ ック ス(公 衆 回線)と 特定 回

線 とを接 続 しU-1110と のや りと りを可能 にす る こ とで あ る。 この ほか に小

さい真 四角 が あ るが 、 これ は 「中継 装 置 」(ハ ー ドの みの コンセ ン トレ一 夕)

で 、幹線 の特 定 回線(9600b/s～4800b/sのD1、 お よ びD5)と50

b/s～200b/sの 端 末 ライ ンと を周 波 数 分割 また は時 分 割で 接 続 して い る。

その うちの1つ か ら、 日本 航空 、全 日空 、東亜 国 内航 空 、関 西 汽船 、 お よび京

阪 バ スの それ ぞれ 異 機 種 の コ ン ピュー タ との間 の リ ンク を と り、近 畿 日本 ツー

リス トの端 末 か らそ れ ぞれ の航 空会 社 等 の座 席 予 約 が 直接 で き るよ うに な つて

い る。端 末 の 数 は 、現 在 図2に 書 い て あ る175台 で あ.る。 ・

な お、前 述 の よ うに近 畿 日本 ツー リス トの テ レ ッ ク ス約150台 は もちろん 、

ホ テルや旅 館 あ る い は運 輸 機 関 にあ るテ レ ソ クス もコ ン ピュー タ と自動 的 に公

衆 網 に よつて接 続 で き る よ うに して あ る。

旅行 業 界 と運 輸業界 の コ ンピュ ータ の関係 が 図2に ま とめ て あ るが 、関係 す

る運 輸機 関 は 、航 空 会 社 の 国 内線3社 、関 西汽 船 、近 畿 日本 鉄 道 、京 阪 バ スで、

そ れ と全 部 つ なが つて お るの はい まは近 畿 日本 ツ ー リス トだ け の よ うで あ るが、

他 の2社 、交 通 公社 、 日本旅 行 もそ うい う方 向で進 ん で きてお る。

下 の方 に国 鉄 のMARSが 書 い てあ るが、 これ は多 分来 年 ぐ らい の 完成 にな

一74一



旅行予約 コン ピュー ターネ ッ トワーク 2図

京 阪 バ ス

OUK90-300'

近畿 日本鉄 道

UNIVAC1110

関 西'汽 船

OUK9700

日 本 航 空

IBM370/168

(53年4月)

全 日 空

UNIVAC1100

/40

東亜国内航空.

NEAC2200/500

立品末 台数 は

昭'和52年6月 現在

日電
々公 社J-3050

社
船
鉄
ス

3
汽

パ

空
西

阪

航
関
近
京

そ罐

トランザ クッシ ョン

110万 件/日

行
日本 トラフィッ

国鉄MARS

HITAC8700(4台)

航空3社
関西汽船
近

日本交通公社

IBM370/158(2台)

肇躍

るの で は な いか と思 うが、 い ま3社 との 間 の リンクを共 同 で進 めて お る シ ステ

ムで す 。国 鉄 の座 席 が100万 座 席/1日 カケル何 ヵ月 分 とい うこ とに な るの

で 、 現在 の ま まの ネ ッ トワー クあ るい は端 末 だ け では デ ー タ量 的 に も機 能 的 に

も足 りないの で 、 旅 行 会 社 各 社 と もその た め に ネ ッ トワー ク と端 末(特 殊

端 末)の 増 設 計 画 を同時 に進 めて い る。 もちろん このMARSと 接続 用 の ミニ

コ ン も当然 必 要 と して 、 この ネ ッ トワー クは大 分変 わ つて くる こ とに な る と思

う。 した が つて 、端 末 の台 数 も近 畿 日本 ツー リス トの場 合恐 ら く一 挙 に倍以 上

に な る だ ろ う。 ご く最 近 、 この旅 行 会 社3社 の ほか に東急 観 光 の オ ンラ2ン が

稼 動 し始 め た。 東 急 は い まの とこ ろは ま だ他 社 の コ ン ピュ ー タ との 間 の接続 は

ない けれ ど も、 い ず れ 同様 の形 で参 加 され て くる こ とは 自明 の理 だ ろ う と考 え

てい る。
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ツー リス トの特定 回線 の契約.は大へ んやや こしく'て、・各運輸機関 との共同使用

の.上にホテル等 に対す る他 人使用がかぶ さつてい る。

3図 近 畿 日本 ツ ー リス ト オ ン ラ イ ン ・ネ ッ トワー ク概 念 図
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1
,2野 村 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

市 村 それ では 引 き続 いて、 「NCCオ ンラ イ ン ・システ ムの概 要 」に沿

って説 明 す る。

私 の と ころは い わ ゆ る セ ンター業 で すの で 、皆 さん と若 干違 う とこ ろ もあ る

わ けで すが 、 一面 で は、野 村 証 券 の企 業 内 シ ステム も運用 して い るの で 、 エ ン

ドユー ザ ー とい う側 面 もあ り、 ち よ つとや や こし くな つて い る。

NCC
オ ンライ ン ・シス テ ム の概 要

シ ス テ ム

野村 券

総合 オ ンライ ン.シ ス

テ ム

証 券共 同オ ンライ ン.

システ ム

特 定 企 業 向オ ンライ ン

。シス テ ム

ア プ リ ケ ー

シ ョ ン

証券業務全般にわたる

オンライン

複数証券会社による共

同利用

損保業務全般にわたる

オンライン

使用電算機

UNIVAC-1110

(2台)

UNIVAC-1108

(2台)

(1台 は パ

UNIVAC-1108

(2台)

ツ クア ツ プ)

処 理 方式

リア ル タ イ ム

リモ ー ト 。バ ッ チ

TSS、 パ ッチ

リ アル タ イ ム

リモ ー ト.パ ッチ

TSS

リア ル タ イ ム

バ ッチ

サ ー ビ ス

時 間

&00～18.00オ ンライン

18.00～ パ ッチ

&00～1&00オ ンライン

1&00～ パ ッチ

900～17.00オ ンライ ン

17.00～ バ ッチ

回 線

C-2、D-5、D-7

D-9、1-3約200

B-1、C-2、D-5

D-7、D-9、1-3

約260

C-2、D-5、D-7

1-3約160

回線使用形態 単 独 使 用 他 人 使 用 他 人 使 用

端 末 機 約840 260 160

、ネ ッ トワ ー
ク の 型

ス タ ー 型 ス タ ー 型 ス タ ー 型

サ ー ビ ス

地 域

、

全 国 全 国 全 国

(
注

)

こ

の
他

に
公

衆

回

線

を

使

っ
た

デ

ー

タ
集

配

信

シ

ス
テ

ム

を
運

用
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現在NCCで は 、資 料 の1AO-一 ・ジ目に列記 して あ ります よ うに 、大 き く別 けて

3っ の オ ン ライ ン ・シ ステ ム を動 か してい る。小 さい レベ ルで は 、 この他 にT

SS、 リモ ー ト ・バ ッチの シ ステ ム もあ るが 、大 きな もの で言 うと、 そ こに書

い て あ るよ うに、1つ 目は 、野 村 証 券用 の総 合 オ ン ライ ン ・シ ステ ム 、2つ 目

は複 数 の証 券 会社 を対 象 と した 証券 共 同 オ ン ライ ン ・シ ステム 、3つ 目は、 受

託 業務 とい う こ とに な るが 、特 定 企業 向 けの オ ンラ イ ン ・シ ステム とい うこ と

に な る。

それ ぞれ の ア プ リケ ー シ ョン につ い て は、 概略 は そ こに書 い て あ るよ うに 、

野 村証 券 シ ステムの場 合 は 証券 業務 全般 に わた る オ ンラ イ ン とい うこ とで あ る。

証券 会社 で す か ら、 株 式 とか投 信 とか公社 債 とい つた もの の売 買 約 定 の オ ンラ

イン処理 、株 券 、債 券 の保 護 預 り管 理 、 そ のほ か に 支 店毎 の 勘 定 処 理 な ど、

業 務全 般 に わ た る処 理 をオ ンラ イ ンで や つて い る。 スケ ー ル の違 い は あ るが 、

それ と同様 に、複 数 の 証券 会 社 に対 す る共 同 オ ン ライ ン ・シ ステ ム を動 か して

い る。特定 企 業 向 け オ ンラ イ ン ・シ ステ ム とい うの は、損 保会 社 さん か らの受

託 業務 とい うこ とで 、 これ は シ ステ ムの 開発 か ら運 用 まで をや つて お るわ けで

す が、損 害 保 険契 約 の照 会 か ら始 ま って、入 金 管理 、事 故 管理 等 の オ ンラ イ ン

'で あ る
。

各 シ ステムで使 って い る コン ピュ ータ につ い て 申 します と、野村 証 券 は

uNIVACll10、 バ ック マ シ ンを入 れ て2台 構 成 に な つて い る。 証券 共 同

オ ンラ イ ン・シ ステム はUNIVACIlO8(2台),そ の次 の特 定 企業 向け オ ンラ

イ ン・シス テ ム も同 じ くUNIVAC1108(2台)と な って い る。Cれ は後 は ど説

明 す るが 、2つ の シ ステム で3台 のUN'IVAC1108を 共有 して お る と い う

処 理方 式 は、 野村証 券 の場 合 は リアル タ イム、 リモ ー ト ・バ ッチ 、TSS、

バ ッチ等全 ての モ ー ドのDPを や つて い る。以 下 、 共 同 オ ンラ イ ン ・シ ステム、

特定 企 業向 け オ ンラ イ ン ・シス テム もそ こに書 い て あ る とお りで あ る。

若干 省略 して、 回線 状 況 です が、 野村 証 券 の場 合 です と、C2か ら始 まって

C5、D7、D9か ら13ま で 、全 部 ひ つ く るめて約200回 線 。共 同 オ ン ラ
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イ ンの場 合 です と約B1、C2、D5、D7、D9で260回 線 。 特 定 企 業 向

け システムの 場 合 で す と約160回 線 とな つ ている 。

回線 使 用形 態 は、野 村 証 券 の場 合 は企 業 内 シ ステ ムで すか ら、 全 て単独 使用 、

ほか の2つ は他 人使 用 とい うこ とで 回線 を組 ん で い る。

端末 数 は 、 それ ぞれ約840、260、160台 で あ る。

ネ ッ トワ ー クの形 は 、厳 密 に言 うと若干 違 うが、 大 づ か み には どの システム

も スタ ー型 と思 って も らつて結 構 で あ る。

サ ー ビス地 域 は、 どの シ ステ ム も全 国 とい うこ とに な つて い る。

5図 に い つて 、 ネ ッ トワー クの 構成 です が 、一 番上 に書 い て あ るの が野 村 証

券 用 シ ステ ム とい うこ とで 、別 建 て にな?て い る。 セ ンター マ シ ンにはUNI-

VACl110、 バ ック マ シンを入 れ て2台 構 成 に な つて い る。 東京 一大 阪 を

高速 の48Kで 結 んで 、 その先 は それ よ り下 のD9か らC2の 回線 で ス ター型

をっ くつてい る。通常 は オ ンライ ン ・リアル タ イム ・シ ステ ムで動 か してい る

が 、 バ ックマ シ ンの方 に はTSS、 バ ッチ をほ う り込 ん で い る。

図 の下 の方 で すが 、 これ は 、証 券共 同 オ ン ライ ン ・シ ステ ム と特定 企 業 向 け

損 保 会社 の オ ン ライ ン ・シ ステ ムの ネ ッ トワ ークです 。真 ん中 か ら横 に線 を引

い て も らつて 、上 の方 が 証券 共 同 オ ン ライ ン ・システム 、下 の方 が損 保 会社 向

けの オ ンラ イ ン ・システ ム で あ る。真 ん申 に1台 置 い て 、 これ を両 者 か ら切 り

か えで きる よ うなバ ッ ク体 制 を とつて い る。バ ックマ シ ンの真 ん 中 の1台 は 、

通 常 は バ ソチ ・マ シ ンで使 ってい るが 、 その他 に リモー ト ・バ ッチ を流 して い

る。 回線 は 先 ほ ど全 部 他 人 使用 と 申 したが 、大 阪 と東京 の間 の1回 線 、 高速 の

13だ けは単 独 使用 で、 あ とは 全部 他 人使 用 で や つて い る。

現 在 そ うい う構 成 に な つて い るが、 い ま計画 中 の もの として 、下 の方 の 回線

の と ころにHITACM-180を つ な ぐ予 定 が あ る。 これは コ ン ビ。ユ一 夕 と コ

ン ピュ ータ をつ な ご う とい うこ とで や つてい るが、 コ ン ヒ。ユ一 夕 ・コ ン ビ。ユ一

夕 との や りと りが余 りに も繁 雑 に な り過 ぎる こ と もあ つて 、最終 的 には別 の形

にな るか も しれ ない 。多 分 ミニ コ ンを仲 立 ち させ てつ なげ るこ と に な るだ ろ う
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と思 ってい る。

NCCが 運用 す るオ ン ライ ン ・シ ステムの概 要 は以 上 の とお りで あ る。

5図NCCオ ン ライ ンネ ッ トワー クの構 成 昭 和53年1月 現 在

(1)野 村 証券 総 合 ナ ンライ ン

福 岡
中 継

広 島

中 継

名古屋
中 継

大阪1
中 継

阪

継中K

大

48

大阪2
中継

大阪3

中 継

U-1110

(東 京)

U-1110

(東 京)

仙 台

中 継

上半分:証 券共同

下半分:特 定企業向け
(2)証 券共同オ ンライ ンと

島

継

広

中

広 島

中 継

MACC

(大 阪)

MACC

(大 阪)

名古屋

中 継

阪

継中K

大

48

名古屋

中 継

特定企業向けオンライ ン

センター

48K中 継

U-1108

(東 京)

U-1108

(東 京)

U-1108

(東 京)

MACC

(東 京)

MACC

(東 京)

D5(2)

MACC

(東 京)

D7

台

継

仙

中
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小 嶋 野 村 コ ンピュ ー タ さん とほ ぼ同 じよ うなサ ー ビ スをや って お りま す。

詳 し く申 し ます と、個別 の 株価 情報 か ら市 況情 報 、経 済 ニ ュ ー スまで の 証券 に

関 す る総 合的 な情報 を オ ンラ イ ン リアル タ イム で全国 のユ ーザ ー に提供 して

お ります。 当社 のや つてお ります サ ー ビ ス全体 を 「デー タ通 信 」の2月 号 に出

して お ります 。 それ を コヒ。一 して お配 りしま したが 、か な りい ろん な こ とをや

つて い ます 。

一番 主 要 な業 務 はQUICKビ デ オ ー1と い うサ ー ビスで
、49年4月 か ら

始 め た。 そ の ほか のサ ー ビスは最近 始 めた もの で、 まだ 端末 数 も さほ ど多 くあ

りま せ ん。 この ビデ オ ー1と い うのが 現在 端 末 数 で5,200台 、 証券 会 社 さん

を 中心 に使 って いただ い て い ます。
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株式会社 市況情報 センター
〒100東 京 都千代田区

サ ー ビス(シ ス テム)の 概 要 システ ム の構 成 主

QUICKビ デ ナ ー1サ ー ビス(昭49.4開 始)
・主電子計算機 ・情報提供料

東 京 。大阪 両 証券 取 引所 の シス テム と直 結 し、個
HITAC84503台 端末機1台 当り月

別 銘柄 情 報 か ら市 況 情報 、経 済 ニ ュー スま での証 (東京) 初期費用は一切な

券 に関 す る総合 的 な情報 をオ ン ライ ン.リ アル タ HITAC87002台 ・契 約期 間 は2年 、

イ ムで 全国 の ユ ーザ ーに提 供 す る。 HITAC84501台

〈特長〉 (大阪)

・操 作 は コ ー ドキ ー と フ ァ ク シ ヨ ンキ ー を 押 す だ ・端末装置

けで、個別銘柄の現在値から各企業の財務デー コ ン トロー ラ とQUICK

タ まで約16,000'画 面 が呼 び 出せ る。' ビデ オー1(デ ィス プ レイ)

・ニ ュ ー ス は 、 ニ ュ ー ス キ ー を一 度 押 す だ け で 市 で構成。端末数は53年1

況 に 関 す る最 新 の ニ ユニ スが42秒 毎 に連 続 し 月現在 で 約5,200台

て画 面 に表示 され る。

QUICKビ デ オ一 五サ ー ビス(昭5212開 始) 。主電子計算機 ・情報提供料

QUICKビ デ オ ー1と 同様 、 オ ン ラ イ ン ・ リ ア HITACM-1702台 デ ィス プ レイ端 末

ル タイ ムに よる総 合 的 な証 券情 報 システ ム で あ る ,(東 京) 万 円、3台 目以降

が、 漢 字 シス テ ムの採用 や チ ャー ト表 示 な ど情 報 HITAC84502台 ジ エ ン トタ ー ミナ

内容、機能面を大幅に改善 した新証券情報システ (大阪) で き る。

ム で あ る 。 ・端末装置 (全国一 律 で、 回

〈特長〉 イ ンテ リジ ェ ン ト.タ ー ミ ・契約 期 間 は2年 、

・分 散処 理 システ ムで、 端末 には イ ンテ リジ ェ ン ナル(最 大64kw)と

ト.タ ー ミナ ル を 採 用 QUICKビ デオ ー ∬

ユ ーザ ー 。シス テ ムの端 末機 と して も利 用 可 能。 (デ ィス プ レイ)で 構 成。

●14イ ンチ型 デ ィス プ レイ装 置 に表 示画 面 を分

割 して、各種情報を多角的に組み合わせ活用で

き る。

・漢 字.ひ らが な を採 用 し、 ニ ュース は検索 型 と

な つ て い るo

・過 去5年 ま での ヒス トリカ ル.デ ー タが表 示 で

き る 。

・個 別銘 柄 す べ て と日経 ダウは グラ フ表 示 に よ り
` ・

傾 向 が みや す く工夫 され て い る。
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大 羊 町1-6-1大 手 町 ビ ルn3-216-5911

な 料 金 利 用 方 法 主 な る サ ー ビス.エ リア

・サ ー ビス時 間 ・全 国

額10万 円(遠 近 に関係 な く全 国一 律、 そ の他 平 日08.00～1900 ●ユ ーザ ー は各証 券

し) 土曜0&00～14.00 会社 が主 で、 他 に

以後毎年更新 銀 行、 保険 会社、

・申込 み は下記 へ 一般企業で利用さ

東 京(03)216-5911(代) れ て い る。

営業部

大阪(06)201-1621(代)

業務部

・

・サ ー ビス時間 ・上 記 と同様

機2台 を最 低基 本構 成 と し、2台 で 月額55 平 日08.00～1900

1台 増 設 ご とに12万 円。ITC(イ ンテ リ 土曜0&00～1400

ル)に 最 大8台 の デ ィス プレイ端 末 機 が接 続

・申込 み は上記 と同 じ

線料込み)

以後毎年更新

一
.

・
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サ ー ビス(シ ス テ ム)の 概 要 シス テ ムの構 成 主

QUICKホ ー ム プ リ ン タ ー サ ー ビ ス
・主要電子計算機 ・情報提供料

(昭5210開 始) HITACM-1702台 月額25,00

電話回線を用いて、一般個人投資家や機関投資家 (東京) ・契 約期 間 は1

でも簡単に手元の電話機で、株価情報がオンライ HITAC84502台

ン.リ アル タ イ ムで問 い合 わせ る こ とが で きる も' (大阪)

ので、東証、大証の全銘柄の株価情報、市況解説 ・端末装置

な どが プ リン トに出 力 され る。 サ ー マ ル プ リ ンタ ー

QUICKビ デ オ.X-300サ ー ビス
・主電子計算機 ・情報提供料

(昭526開 始) HITAC8350(1台) 端末機1台 当

東 京 外国為 替 市場 で発生 す る 「イ ンターバ ンク 。
・端末装置 回線使用料は

ドル.レ ー ト」 を中心 と して 「銀行 別 に対 顧客 ド ス タ ン ドア ロ ン 。タ イ プ の

ル 。レー ト」 「外 国為 替 に関連 す るニ ュー スお よ ビ デ オ 。デ ィ ス プ レ イ 。

び市況 情報 」 な どをオ ン ライ ン.リ アル タイ ムで
・端 末数 は53年1月 現 在 で

提 供 す る。 約50台 。

QUICKボ ー ド 。サ ー ビス(49.10開 始)
・東 京.大 阪両 取 引所 の コ ン ・店舗 の大 き さ

証券会社の店頭にある黒板を機械化して、取引所 ピユー タと直 結

で 時 々刻 々変 化 す る株 価 をオ ン ライ ン.リ アル タ
●QUICKボ ー ドーN、NS、

イ ムで一 覧 的 に表 示 す る。 M(標 準店舗用)とQUICK

ボード唱(大 型店舗用)の

4種 が あ り、 オ プ シ ョ ン と

して プ リ ンタが接続

QUICKプ レス.サ ー ビス(昭504開 始)

'
・主電 子計 算機

新聞相場欄の紙面作成に必要な、株式及び商品市 HITAC8350(1台)

況等の情報を主要新聞社にオンラインで提供する。

ビ デ オ.マ ス タ ー.サ ー ビス(昭4&8開 始) ・主電子計算機 ● コ ン ト ロ ー ラ

ロイター通信社 と特約で、欧米主要取引所の株式 ロイ ター通 信社 のIBM 機2台 目以降

.商 品 市況 等 の情 報 を、 ロ ン ドンの ロイ ター通 信 1800

社 の コ ン ピ ュー タ に ア ク セ ス し、 リ ア ル タ イ ム で ・端末装置.

提 供 す る。 コン トロー ラー とデ ィス プ レイ

一84一



な 料 金 利 用 方 法 主 な る サービス 。エ リア

0円(機 器の使用料、保守料を含む)

年、以後毎年更新

・サ ー ビス 時 間

平 日0900～20.00

土 曜0900～15.00

・申 込 み は 上 記 と同 じ

・個 人投 資 家 を中心

に、機 関投 資 家、

証券 会 社、,一般 企

業 で利 用 。

ひ

り月額20万 円

ユーザ ー負担

・サ ー ビス 時 間

平 日0&30～17.00

・申 込 は 上 記 と 同 じ
,

・全 国

・ユ ーザ ーは外国 為

替銀 行、 商 社 が主

で、 他 に証 券会 社 、

石油 会 社等 で利 用

され て い る。

に ょ って、 銘柄 が選 べ、 値 段 は規 模 に よ つて異 な る。 ・申込 は上 記 と同 じ ・全 国

・各証券会社

・主要新聞社

一及 び最初 の端 末機1台 当 り月額3,000ド ル端 末

1台 に っ き300ド ル

・サ ー ビス時間

0000～24.00

・申込 み は

東 京(03)216-5911(代)

海 外情 報 営業 部

・主要証券会社
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'

QUICK－ ビデ オ1

全 国 回 線 網

昭 和53年1月20日 現 在

7図
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東京～大阪回線 昭 和53年1月20日 現 在

東京証券取弓励(東 京〆イヤピル6F)
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7・図 に 主要 な業務 で あ る このQUICKビ デ オ ー1の 全 国 回線 網 をつ け て あ

ります が 、非 常 にわ か りに くい 資料 で恐 縮 で す。 コ ン ピュ ータ ・セ ンタ ーが 東

京 と大 阪 に あ り、 同 じ プ アィル を持 って 、 日本 を東京 エ リア と大 阪 エ リアの2

つ に分 け てサ ー ビスして い ます 。 四角 に囲 ん で あ るのが 分室 で 、 これ は 日本 経

済 新 聞社 の 支社 または支 局 の一 室 を借 りて 、 こ こに集 線 装置 を置 か して い た だ

い て 、 ロー カ ル回線 を し ぼ つてい ます 。 セ ンター とこの分室 の間 は現 在4800

bps、 端 末 が少 ない と ころは1200bpsで 結 んで い ます が 、ここで 回線 数

(1)と書 い て あ るの は ほ とん ど4800bps・ の 高速 に して い ます。

この図 の下 の方 に回線 数 が書 い て あ ります が 、現在 総 計約2300回 線 、全 部

D-1回 線 です 。 スタ ー型 ネ ッ トワー クの 典型 で、 こ こまで くる とス ター ネ ッ

トワー クの限界 で し て、将 来 は バ ケ ッ ト機 能 を もたせ た ル ープ ・ネ ッ トワー ク

に しな けれ ば な らぬ だ ろ うと考 えて い ます 。

参 考 ま で に、8図 に東京 と大 阪 の セ ンタ ー間 の回線 の状況 、 東 京 と大 阪 の コ

ン ピュ ータ の種類 、東京 証券 取 引所 お よび、大 阪 証 券取 引所 との 回線 上 の結 合

を一 覧 に してい ます 。 見 て い た だ くとわか る と思 い ます が 、東 京 証券 取 引 所 か

らは取 引 の銘柄 数 が 多 い の で1-3と い う大束 な回 線 で、東 京 セ ン ダー の方 は

同 じ ビル 内 なの で構 内線 で結 び、大 阪 セ ンタ ー とは1一 ・3で 結 んで い ま す。 大

阪 証券 取 引所 の方 は 銘柄 数 が少 な く、 トラ ンズ アク シ ヨ ン も少 ない の で、D-1

の1200bps回 線2本 で情 報 をい た だい て い ます。こ うい うか つ こ うで プア4

ル して 、 その ほか に 日本 経 済 新 聞社 、 日本 証券 金融 等 か らの情 報 も入 れ て、 当

社 の コ ン ピュ ー タで1回 編 集 し直 して各 ユ ーザ ーさん に流 す とい うか つ こ うに

な つ てい ます。

8450が ビデオ ー1用 です が 、M170を 入 れ てQUICKビ デオ 一且 とい う、

漢 字 シ ステム の採 用 や チ ャー ト表 示 な ど、現 在 の主 要 業務 を さ らに レベ ル ア ッ

プ した か つ こ うのVIDEO-一 .1サ ー ビ スを始 めた ばか りで あ る。 また紙 面 の

中程 に8350が あ ります が 、 これ は新 聞社 用 の シス テムで 、新 聞紙 面 に株 式

市況 欄 が 出 て くる と思 い ます が 、 その た め の情 報 を オ ンラ インで紙 聞社 に配 信
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して い ます 。 図面 の 一 番下 のMDSは 、磁 気 テ ー プ伝 送 用 で オ フ ライ ンで使 っ

てい ます 。

清 水D1回 線 の品 質 は い かが で すか 。

小 嶋 ロー カル のD-1回 線 に瞬 断 、雑 音 、漏 話 が あ つて苦 労 してい ます 。

2300回 線 の うち、約2000回 線 く らい が ロー カ ル のD-1回 線 で、 品質

が悪 くて 困 って い ます 。

清 水 東京 一夫 阪 とか大 阪 一広 島 とか は 。

小 嶋 そ うい うの はい いで す ね 。搬 送 区 間 の もの はい い が、1回 中継 所 に

お りて 市 内 の電話 局 に入 り、電 話 局 か らユ ー ザ に入 るケ ー ブル が地方 に よ って 、

た とえば千 葉 近辺 とか 八王 子近 辺 とか 、 あ る特定 の地 域 で 古 い ケ ー ブル を使 っ

てい るの か非 常 に悪 い 。 そ れ がい ま私 の顕 の痛 い とこ ろで、 電 電 公 社 に デ ー タ

を示 し て 悪 い です よ とい う こ とで で き る だけ 回線 をか えて も らって い ます が、'

回線 を か えない 限 りだ め とい う状 況 です.
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岡本 私 ど もの会 社 は企 業 内 の シ ステム で、多 少 外売 もや つて い るが 、厳

密 な意 味 で ネ ッ トワー ク と言 え るか ど うか わか らない ほ ど非 常 に シ ンプル なオ

ン ラ イ ン構 成 とな つて い る。昭 和47年 にい ま まで分散 配 置 され てい た コ ン ピ

ュー タ を本 社 に集中 して 、現在 はIBMS/370-M168が セ ンター マ シンで 、

1社1コ ン ピュ ータ とい う完 全 な集 中型 の オ ンラ イ ン構 成 に な つて い る。

私 ど もは千葉 、大 阪 、 岡 山県 の玉野 に大 き な工場 が あ るが 、 そ うい つた と こ

ろ には48 .,K-ll・psの 回 線 、(13で すが)を 使 った リモ ー ト ・バ ッチ の ネ ッ トワ

ー ク を持 って い る
。 端 末 は 富 士通 のF230/25で 完 全 に370の フロ ン ト ・エ

ン ド ・プ ロセ ッサ ー と して働 くよ うに な つて いてF230/25自 体 で は、 業務

処理 は行 な って い ない 。現 在 では 、 こ うい つた リモ ー ト ・バ ッチ用 の 回線 の 他

に、 タ イ ム シ ェ ア リング用 、 リアル タ イム処 理 システ ムで あ るIMSDB/DC

用 、APL用 の 回線 を そ れ ぞれ独 立 した形 で設置 してい る。従 って 、 当社 の場

合 、特定 の アプ リケ ー ジ ヨンに よ るオ ンラ イ ンシ ステ ムで は な く、 メー カ ー提

供 の汎用 オ ン ライ ン ソ フ トウェ アの上 に各 種 ア プ リケ ー シ ョ ンが乗 った形 で サ

ー ビ スされ てい る
。 リモー ト・バ ッチ の端 末 と してはF230/25PANAF-

ACOMU100、U200、IBM3780な どが関連 会社 も含 めて全 部 で11シ

ステム ほ ど設 置 され て い る。

それか ら、 タ イム シ ェ ア リング、IMSDB/DC、APLに っ いて は キ ャ ラ

ク ター ・デ ィ スプ レ イな い しは タ イプ ライ ター型 の端 末 が総 計60台 程 度 つ な

が つて い る。 回線 ス ピー ドは、.リ モー トバ ッチ が1200、2400、4800、

7200、9600、48Kbpsで その他 は200bp's程 度 か ら4800bps程 度
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までの もので運 用 して い る。

来年 の春 には、IBMの3033を 玉野 工場 に導 入 す る計 画 が あ り、 その時 点

で 、現在 リモ ー トバ ッチで 利用 して い る48Kbpsの 回線 を使 って3033と

168と を結 ん だ複 数 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クで あ るSNAに レベル ア ップ

す る予 定 で い る。 た だ 、完 全 なSNA化 とい う ことで は な くて 、現在 の シ ス テ

ム も混 在 させ なが ら除 々 に ネ ッ トワー ク化 を図 りたい と考 えて い る。

な お、現 在使 用 して い る通 信 回線 は先 ほ ど述べ た よ うにC規 格 回線 か らD規

格 、 それ に1規 格 の 回線 まで 、 ほ とん どの種 類 の 回線 を利 用 して い る。

しか し回線 数 として は それ ほ ど多 くな く全部 合 わ せて も20回 線程 度 、Dlに

つい ては ほ とん どTDM(9600で 使 ってい る リモ ー ト ・バ ッチ の シ ステムが

あ るが)に よ る分 割 利 用 を して い る。以 上 の よ うに厳 密 な意 味 では私 ど もは ま

だ ネ ッ トワー ク とい つた よ うな とこ ろまで に は な つて お らず 、SNAな どを利

用 して これ か ら整 理 ・統 合 しよ うと して い る と ころで あ る。
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石 橋9-1～3図 に従 って説 明 させ て い ただ きた い。

UNIVACl110が ホ ス ト・コ ン ヒ。ユ一 夕に な つて お り、 完全 な スタ ー型 の ネ

ッ トワー ク を構 成 して い る。 こ こに端 末 機 が書 い て あ るが 、上 の点 線 の中 は三

洋 電機 の 中 で 、三 洋電 機 は弱 電 の機 器 を製造 販 売 して お り、 われ わ れ の とこ ろ

で の 製 造部 門 と営業 部 門 が 点線 の枠 内 で あ る。 それ か ら、完 全 に資 本 系 統 で

50%以 上 の会社 で あ るが 、 下 が共 同利 用 の会社 で あ る。 「関係 会 社 」と書 い

て あ る のは製 造 部 門 の関 係会 社 で、 群 馬 、 鳥取 、 埼 玉 に あ る。

端 末機 はOUKと 沖 と日電 の も の を使 って い て、形 態 とし ては 完全 な イ ンテ リ

ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル と言 える か ど うか、LPあ るい はPTP、PTR、 いわ ゆ

るペ ー パ ー ・テ ー プ ・ベ ー ス の伝送 を して ライ ン ・プ リ ンター で帳 票 を受 け る

とい うバ ッチ ・ス タイ ル の も の と リアル が混 在 して い る。

9-1図 の一番 下 の 「商 品 セ ンタ ー 」とい うのは、 倉 庫 と商 品 の運 送 を担 当 す

る輸 送 機 関 で あ る。

そ の上 の 「専 門会 社 販 売 会 社 ク レジ ッ ト会 社 サ ー ビス 会 社 」とい うの

も傍 系会 社 で あ る が、 実 は機 械 化 を32年 か ら開 始 して以 来 、完 全 に集 中 処理

型 の機 械 化 にす る こ と をた て ま え として 進 め た関 係上 、 営 業 関係 で特 に結 び つ

きの強 い全 国に散 らば って い る会社 に つ い ては 、 大体 都 道府 県庁 の あ る市 に三

洋 電 機 専 用 の 合 同 ビル を建 てて 同居 し、 そ こに専 用 通 信 回線 を引 く とい う形 で

や ってい る。

次 は、 通 信 回線 の利 用 状 況 で あ る が、 ホス ト ・コ ン ピュー タか ら中継 機 を通

じて、 この左 側 が中継 回線 で、 大 阪 一旭 川、 大 阪 一札幌 とい う結 び方 をし て、

そ の中 継 機 を介 し て、 旭 川 の 中継 機 に は端 末 回 線 と して1200ボ ー が4回
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9-1図
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9-2図

2.通 信 回線 利 用 状 況

発

馬

中継局

中 継 回 線 数 端 末 回 線 数

48K

HZ

9.6K

BPS

4.8K

BPS
■

2400

BPS

1200

BPS

200

BPS

大

阪

旭 川 1 4
一

札 幌 1 6 1

東 京 1 2 45 9

静 岡 1 4

名古屋 2 14

岐 阜 1 2 1

金 沢 1 7

鳥 取 1 3,

広 島 1 7 1

高 松 1 8

福 岡 1 8 2

熊 本 1 7

鹿児島 1 3 3

(近 畿) 8 43 16

東
京
(

申
継
)

青 森 1 4

仙 台 1 8 1

新 潟 1 4

宇都宮 1 9

合 計 1 10 7 10 186 34
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9-3図

3.業 務 利用 状 況

(1)主 要 業 務

o営 業 リ・ア ル タ イ ム シ ス テ ム

(オ ー ダ ー ・ エ ン ト リ ー ・ シ ス テ ム)

o各 種 業 務 デ ー タ 収 集 シ ス テ ム

o各 種 業 務 帳 表 配 信 シ ス テ ム

o技 術 計 算 リ モ ー トバ ッ チ シ ス テ ム

oメ ッ セ ー ジ ・ ス イ ッ チ ン グ 。 シ ス テ ム

.② 通信回線利用構 成

シ ス テ ム 名 入 力 出 力

販 売 会 社 シ ス テ ム 37% 60%

社 内 営 業 シ ス テ ム 19 29

サ ー ビ ス ・ シ ス テ ム 5 5

製 造 シ ス テ ム 11 3

ク レ ジ ッ ト会社 シ ステ ム 14

3

経 理 シ ス テ ム 5

貿 易 シ ス テ ム 5

、

テ レ タ イ プ ・ 他 4
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線 つ な が って い る とい う形 に'な って い る。 この 回線 は いず れ もす べ てD1回 線 。

そ の一 番 下 の近畿 が括 弧 に なってい るが、;これ は 実 は コ ンピ ュー タ か らダイ レク

トに 回線 を引 い て お り、 そ うい う意 味 で 中継機 を介 さ'ない で、.端 末 機 を直 結 し

て い るわ け で あ る。 そ れ か ら、 東 京 一大 阪間 は1-1回 線 、48キ ロヘ ル ツで

結 ばれ、 そ の先 の東 京 を中 継 とし て さ らに分割 して、青 森 、 仙 台 、 新 潟 、 宇都

宮 に 中継 機 を置 き、 その 間 は9.6、4.8Kで 結 び、 その先 を さ らに分 割 して 右

側 の端 末 回線 につ な い で、 端 末機 として9-1図 の機器 が ぶ ら さが ってい る。

そ れ か ら、 仕 事 の 内容 で あ る が、 営 業 リアル タ イ ム ・シス テ ム と私 た ちは呼

んで い る が、 普通 い うオ ー ダ ー ・エ ン トリー ・シス テ ム と御 解 釈 願 えれ ば と思

うが、 生 産 部 門 か ら仕 上 が って きて か ら商 品 が販 売 店 に い くま での 過 程 をず っ

とオ ンライ ン化 してい る。 した が って、 生 産部 門 につ い て は品 物 が 仕 上 が って

くる前 の段 階、 いわ ゆ る生 産工 場 内の 管 理 の機 械 化 とい うの が あ るが、 これ は

別 に オ フライ ンで個 々に コ ン ピ ュー タ を入 れ て別 々の形 態 でや って い る。 た と

えば、IBMの シス テ ム3と か、OUKの90-600、 そ うい う機 械 を個 々

の工 場 に別 々に入 れ て い る。 端 末 と してつ なが って い る とこ ろは1ヵ 所 だ け で、

そ れ はIBMシ ステ ム9を 介在 して っ な げて あ るが、 こ こか らは漏 れ て い る。

も う一 つ は、 倉 庫 の 方 にNEAC200を イ ンライ ン形 態 の端 末機 と して置 い

て、 この 回線 に結 び つ け よ うと準 備 を進 めて お る最 中で あ る。

そ れ か ら、 主 体 に な る の は各 種 業 務 デ ータ集 配 信 で、 これ は経 理 販 売 管 理 業

務 等 、全 部 集 中 処理 をや って い る た め、 デ ー タ を集 めて きて、 そ の 処理 結 果 を

翌 日配 信 す る よ うなバ ッチ ・ス タイ ル の仕 事 の 引 き受 け に な ってい る。 一 応 こ

の コ ンピ ュー タ部 門 は独 立 採 算 制 に な って お り、 三 洋 電機 に所 属 は し て い る が、

い わ ゆ る計 算 セ ンタ ー とし て独 立 して お るわ け で は ない が、 社 内外 を問 わ ず 一

応 料 金 をい ただ い てや って お る とい う形 態 を と らてい る。 した が って 、 こ うい

うバ ッチ ・ス タイル の もの もす べ て デ ータ を伝 送 で受 け て、 そ れ を処 理 して そ

の 結 果 を送 り返 す 。郵 便 で送 って い る もの もか な りあ る が、 即時 性 の 必要 な帳

票 に 関 して は 回線 を通 じて ライ ン ・プ リンター で先方 に打 ち出す とい う形 で あ
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る。 これ が配 信 シ ステ ムで あ る。

そ れ か ら、 技 術 計 算 関 係 に関 し ての み リモ ー ト ・バ ッヂ を使 ってお り、 この

端 末 に はOUK1004、 そ うい うプ ロセ ッサ ー を使 って や ってい る。

.OKITAC4300も 最 近 使 い始 め て い る。

そ れ か ら、 メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング、 これ は 自社 内 な もの です か らほ ん の

わ ず か です がや ってい る。

この仕 事 の量 の 構 成 比 率 は、 入 力 と出 力 の比 率 は各 業 務 とも9-3図 に書 い

て い る よ うな比 率 に な って い る。 これ は キ ャ ラ クタ ー数 を数 えて と った もの で

あ る。 入 力 と出 力 の関 係 は どうな るか とい う と、 入 力 が大体1ヵ 月2億 キ ャラ

クター、 出力 が22億 キ ャラ クタ ー ぐ らい。 出 る方 が10倍 ぐ らい。加 工 をし

て 出 し てい る関 係 上 そ うい う比 率 で使 わ れ て い る。

そ れ か ら、 先 ほ ど落 とした が、9-1図 の機 器 の中 で、OUK1004とOKI

TAC4300Bは2400ボ ーで使 って い る端 末 、 これ は下 に 書 い て あ るが、 こ

の よ うな区 分 で使 っ てい る。
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ユ ー6コ グ ヨ

岸 本 私 ど もは現在150台 の端 末 機 を使 って お り、B1、IDOボ ー回

線 使 用 の端 末機 が50台 、 それ か らC2、200ボ ー回線 使 用 の端末 機 が100

台 とい う構 成 で 一応 全 国 ネ ッ トを して お る。

端 末 にっ なが る回線 はB1、C2で あ るが、 東 京 一大 阪 、東 京 一仙 台 とか 、

い わ ゆ る幹線 に 当 た る部 分 はす べ てD1を 使 って い る。49年 か らオ ン ラ イン

を始 めた が 、 出発 当初 一応D1で9600ボ ーを使 用 して お つたが 、 回線 の質 が

余 りよ くな い とい うこ とで、 端末 の関係 に もよ るが 、端 末 がバ カの な い端末 で

誤 字 が起 こ った らその ま ま出力 され る こ とが あ り、 現在9600ボ ー を7200

ボ ーに落 と してD1を 使用 して お るとい う状況 で あ る。7200ボ ー に落 として

か らほ とん ど エ ラ ーは な くな つた よ うで あ る。

や つて お る仕事 の 内容 は 、1つ は 自社 の オ ン ライ ン ・シ ステ ムで 、 自社 の オ

ー ダ ー ・エ ン トリー
、 販売 、在庫 、受 注 とい つ た こ とをや つて い るが 、 もう1

つは 代理 店 、三 洋 電機 さん で行 わ れ て い る販 売 会社 シ ステ ム に相 当 すぺ き もの

で、私 ど もの場 合は代 理 店 と申 して も資本 参 加 もな けれ ば人 材 の 派遣 もして い

ない い わ ゆ る独 立 した法 人 との取 引 関 係 の中 で オ ン ライ ン化 を進 め て、 本来 そ

の代 理 店 が 行 うべ き業 務 を コ ンピ ュー タを使 って も らお う とい うこ とで利 用 し

て い た だい て い る。 したが つて、 代理 店 の オ ン ライ ン ・シ ステ ム とい うの は私

ど もの会社 の本 来 の仕事 で は な しに、 代理 店 がみ ずか らの販 売 、在 庫 に関 す る

処理 を コ ン ピ ュー タ を利 用 してや つて いた だ く。 そ うい うと ころか ら、全 国 的

にわ が社 の 製 品 の在 庫 が ど うい つ状 況 にあ るのか あ る いは販 売 状 況 が ど うな の

か とい うこ と を情報 と してわ れ われ の方 で利 用 して 、、それ を生 産 計 画 あ るい は

資 金計 画 に流 用 して い く情報 を得 る とい うメ リッ トで われ われ は そ うい うシ ス
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テム を提 供 し、 ハ ー ドも人件 費 もわ が社 で負担 す る。 したが つて 、代理 店 の方

で は端末 の リー ス料 と回線 料 を負担 して い た だい た らわ れ わ れの方 です べ て サ

ー ビスい た します
、 こ うい うこ とで現 在運 営 して い る。

司会 代 理 店 負担 の 回線料 は幹 線 を除 い た部 分 で すか 。

岸 本 幹 線 全 部 含 ん で現在780万 ほ どか か つて お るが 、 そ れ を等 分 して、

したが つて390万 を端 末 台数 で 割 る とい う形 で個 々の端 末 に負 担 してい た だ

い てい る。

田 中 この回線 の場 合 は 、 共 同使用 で す か、 他 人使用 で す か。

岸 本 共 同使 用 で あ る。

田中 伺 ってい る と普 通 の 共 同使 用 よ りもか な りセ ンタ ー さん に近 い よ う

な機能 を お もちの よ うにみ え る。

岸本 そ うで す ね 、た だ 、 そ の 間 に完全 に独 立 した形 で は あ るが 、 われ わ

れ の方 か ら言 えば 出荷 した 商 品 、相 手 方 に した ら仕入 れ の商品 で あ るが 、 そ う

い う'もめ は わ れ われ の コ ン ピュ ー タの 中か ら出荷 した とい う情 報 を向 こ うに 与

えれ ば、 た と えば入 荷情 報 に して も普 通 の電 電 公社 で や つて い るDRESSの

よ うな形 式 で あ る と完 全 に品 名 、品 番 、 コー ドを打 た なけ れ ば な らぬが 、私 ど

もの場 合 は 商 品 に'く つつ いて い る伝 票 デ ンバ ー を端 末 側 か らタ イプ ・イ ンす れ

ば、 その伝 票 ナ ンバ ー が何 で あ るか は コ・ン ピユ一 夕の方 か ら出荷 した わ けで あ

るか らわか つ て い る とい うよ うな、双 方 の情報 の や りと りが 若干 含 まれ てい る

とい うこ とで あ る。

田・中 この場 合 、代理 店 は お た くの 商品 の 専売 店 か 、 あ るい は 他 の メー カ

ー品 もお扱 い か。

本

中

本

中

本

岸

田

岸

田

岸

それ以 外 に もち ろん 扱 って い るが 、主 と して専売 で あ る。

他 の メー カ ー の商 品 も引 き受 けて い らっしや るの か 。

そ れ も引 き受 け て い る。

そ うす ると、 そ の情 報 も入 るのか 。

入 る。 ただ 、 そ の比 率 は非 常 に少 な くて、 平均 した ら90%以 上 は
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わ が社 の製 品 を扱 って い る とい う こ とで あ る。

竹 内 代理 店 の数 は ど の く らいか 。

岸本 都 道 府 県 に大 体1社 あ り、東京 、大 阪 は3社 、大 きな都 道 府 県は2

～3社 あ るが 、全国 で50社 で あ る。

竹 内 回線 と端 末 を負 担 して も らうだけで 、 あ と使 用 料 とか手 数 料 とか は

取 らない とい う こ とか。'

岸 本 そ うで あ る。 そ の か わ りど うい う情 報 は われ われ の方 で 処理 して も

よい か を双方 か ら委 員 を出 して委 員 会 を設 け て 、 そ こで両 方 の利用 の範 囲 を決

めて い る。
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中 村 私 ど もの会 社 は 全国 各地 に工場 、支 社 が あ り、 本社 も東 京 本社 、 大

阪 本社 があ り、 あ と延 岡 に工 場 が た くさん あ る とい う形 で 、 い ろん な ところ に

企 業活 動 の場 所 が あ り、事務 処 理 コ ンピ ュー タ も東 京 、 大 阪 、延 岡 の3地 区 及

び富 士 、水 島 、 あ と コ ンピュ ー タが オ フライ ンに な つてい るの で書 い て ないが

守 山 、 こ こに も支 社 が あ り事務 処 理 コ ン ピュ ー タが あ る。 この よ うに シ ステ ム

部 門 が各地 に また が つて お り、 もと もと歴 史 的 に は それ ぞれ 別 々 に コ ン ピュー

タを動 か して いた わ け で あ る。

で は 、相 互 に関 係 あ るデ ータ を ど うや つて いた か とい う と、紙 テ ー プ ・ベ ー

スの テ レタ イ プ通 信 で 、 もちろん大 量 の デー タは 磁気 テ ー プの空 輸 とい うこ と

で や つて いた 。 それ が46年 ごろか らテ レ タ イプで は追 い つ か ない 、及 び運 転

人 員 の合 理 化 とい うこ と もあ り自動 化 し よ うとい うこ とで、 こ うい つた形 の ネ

ッ トワ ー クをつ く り上 げ て きた わけ で あ る。 先 ほ ど申 した東 京 、大 阪 、延 岡 の

3セ ンター を拠 点 と して それ ぞれ ス ター型 の3シ ステム を くつつ け た とい う形

の複 合 シ ステ ム とい うか複 合 ネ ッ トワー ク とい う形 に な つてい る。

や つて い る業務 は 、 オ ーダ ー ・エ ン トリーが多 くて 、 リアル タ イムの 比重 は

少 な く、 ほ とん ど リモ ー ト ・バ ッチ の形 態 で や つ て い る。T8Sは や つて い な

い 。 そ して 、 オ ー ダ ー ・エ ン トリー が主 だ と申 したが 、 そ の他 どん な業務 で も

い ろん な工 場 、支 社 、 営業 所 か らデ ータ を吸 い上 げ る必要 が あ るの で、伝送 に

関係 の ない業 務 は ほ とん ど な くて、 会計 に し て も給 与 計算 に して も何 らか の形

で ネ ッ トワー クを使 ってい る とい う形 で あ る。

も う少 し ネ ッ トワー クの説 明 をす る と、 ホ ス ト.コ ン ピュー タはIBM370

-158が2台 と
、延 岡 の はIBM370--145か らM-160に か えた。 そ して 、
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特 徴 とい うか普 通 とち よ つと違 うの は 、通 信 専用 の コ ンピ ュー タ、NEACの

3200シ リーズ とい うの を置 い て 、 それ に通 信制御 をや らせて い る。 これ を3

地 点 に置 い て 、IBMの 親 コ ン ピ ュー タはNEAC3200の 方 に つ な いで お

い て 、IBM同 士 は間 接 的 につ なが つ て お る とい うこ とで 、 コ ン ピュ ー タ ・ネ

ッ トワー クだ とい う宣 伝 を してい る。 しか も通 信 コ ンビ。ユ一夕 をた く さん置 い

て 、幹 線 の制御 のACT－ 皿 とい う もの と、端 末制御 用 のACT-1と い う も

の と、(歴 史的 にはACT-1が 最初 に で き、以 前 はACT-1同 士 を結 ん でい

たが)、 あ とACT－ 皿 とい う3つ 目の 通 信 専用 の コ ンピュ ータ を置 き・ これ は

公衆 回線接 続 を行 って い る。公衆 回線 は東 京地 区 で電 信 型16回 線 使 用 、電 話

型4回 線 使用 、電話 型 は これ か らだ ん だ ん増 設 してい く こと に な つて い るが 、

い まの と ころ東 京で しか接 続 して い ない 。電 信型 は東 京 と大 阪 とい う形 で接 続

してい る。

端 末 は、先 ほ どの三 洋電 機 さん と同 じで 、 ミニ.コンを イ ンテ リジェ ン ト ・タ

ー ミナル として、 ラ イ ン ・プ リンタ ー、 カ ー ド ・リー ダー、 あ るい は ペ ーパ ー

・テー プ関 係の1/Oを つ け 、 イ ンテ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナル と して使 って い

る。 これ が ほ とん ど各工 場 、支 社 に あ る。 と ころが 、分散 処 理 とい うこ とで は

な く、 イ ンプ ッ トの チ エ ツク、編 集 、 ア ウ トプ ッ トの編集 みたいなこ との 処理 は

端 末 側 で行 な ってい るが 、 それ 以 外 の処 理 は全 部 セ ン ターで 、東 京 、大 阪 とい

う ところで行 ってい る。 電 信 型 の端 末 は もちろん テ レ ック スで 、電 話 型 は機 種

はNEACの が 多 くて 、6300と い うよ うな シ リーズの もの を使 ってい る。

回線 は 、い ま まで のお話 よ り も回線 数 は 少 な くて 、規格 は い ろん な規 格 を ほ

とん ど使 ってい る。D1規 格 もわ りあ い多 い 。

料 金 は 、 い ま払 って い るの は 月 間600万 円 弱 で 、今 度 の4月 の 値 上 げで 平

均25%ぐ らい値上 が りに な り、700万 強 にな る と計 算 して い る。 この ネ ッ

トワー クには書 いて ない が 、 い ま の とこ ろ電 話 の専用 線 が1000万 円 ぐ らい

使 って い るよ うで、 デ ー タ通 信 よ りも電 話 の方 が まだた くさん使 っ てい る形 で

あ る。
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共 同使 用 、他 人 使用 、相 互接 続 、 これ らの要 素 は すべ て 含 ん で お り、 い ろん

な 問題点 もな い こ とは な い とい うこ とで あ る。

司会 主要 な業務 の処 理 はIBM3703台 で や つ てい る とい うこ とか 。

中村 そ うで あ る。 た だ し、 富 士 、守 山 、水 島 、 こ うい つた工 場 地 区 に置

い て あ る コ ン ピュ ータで は工 場 の生 産計 画 、 あ るいは地 区 の会計 関 係の 事務 処

理 とい うこ とで 、地 区 で そ れ ぞれ の仕事 を分担 してお る。

それ か ら、繊 維 の 販 売 シ ステ ム を大 阪 で や つて 、非繊 維 の販売 シ ステ ムは 東

京 で や つてお るとい う形 で 、地 域 別 に業務 を分担 して お る とい う形 で あ る。

司 会 そ うす る と、業 務処 理 は大体 右 側 のHITACとTOSBACが 、 こ

れ は ローカル で ・・… 。

中村 ロー カル 、 これ は工場 別 の シ ステ ムで あ るか ら。

司会 全 国 的 な もの とい うの は 、大 ざ つばに 申 す と一 番 左側 のIBMと い

う感 じです か 。

中村 全 社 的 な大 きな処理 はIBMで あ る。

小 嶋 東 京 一大 阪 とか東 京 一延 岡 の回線 は9600BPSを 使 って お られ る

が 、品質 は ど うで す か。

中 村 ま ず まず とい つた と ころ じ やないか と思 う。今 度DlSに す るか ど

うか、 ち よ つ と様 子 を見 て い る。
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清 水 日通 の場 合 は 、 い まの 旭化 成 さん と何 とな く似 てい る感 じだが 、 ち

ょっ と違 う点 は 、 オ ン ラ イ ン シス テ ムの基礎 が 、昭 和28年 に と り入 れ られ た

メ ッセ ー ジ交換 の た めの 自社 テ レタ イ プ システ ムか ら出発 して い る とい うこ と
o

で す。

そ の思 想 が 昭和44年 か らの オ ン ライ ン シス テ ム と昭和51年 に代 替 され た

只 今の シス テ ムに受 け つが れ て い ま す。

本社 と大 阪 には 、 ス イ ッチ ング コ ン ピ ュ ータ と して、FACOM230-48、

及 び230-38が 設置 さ れ、 そ れ が 中心 とな って端 末 綱 を含 め た情 報伝 送 系

の シス テ ムが構 成 され て い ます 。

一 方情 報 処 理 の た め に は、 本社 のFACOM230-48に 回 線接 続 して い

るUNIVAC1106コ ン ピ ュー タ及 び大 阪 は じめ、主 要8都 市 に設置 して

い るバ ッチ用 中型 コ ンピ ュ ー タが 処理 系 システ ム と して存 在 し、 この2系 統 の

シス テ ムが機 能 して で き上 って い る と申 して よい で し ょう。

当社 の シス テ ム の 中心 が メ ッセ ー ジス イ ッチ ン グに お かれ て い る ことは、 物

の輸 送 が 隔 地 間 に移 動 す る本 質 的 な関 係 をふ まえ て 、 そ うな った もの と思 って

ます 。

只 今 の取 扱 量 は 月 間 約55万 件 、1件 と して取 扱 え る最 高 は 、4,000文 字 、

平均350文 字 ～400文 字 とい う ところ です 。

月 間55万 件 の う ち、 一 般 的 な メ ッセ ー ジは 約13万 件 で、 残 り42万 件 が

処理 系 の ホス トコ ン ピ ュー タに受 渡 され る イ ンプ ッ トデ ー タです。

最 近 の利 用 状況 が デ ータ中心 と、大 き な変 質 を とげ つ つ ある の で設計 思 想 と

合 致 しな い一 面 も出 て きて、 そ の辺 に なや み も感 じて お ります し、 そ の改善 に
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努 力 中 とい うと ころ です 。

端 末数 は 約260個 所 、 回線 費用 は 月 間 約1,100万 円程 か か って い る が、

問 題点 は 、 メ ッセ ー ジス イ ッチ ングが ベ ース とな って い るの で、8主 要 都 市 の

コ ン ピ ュー タ部 門 で は、 リモ ー トバ ッチは や りに くい し、 地 方 の コ ン ピ ュー タ

限 りで 処理 す る デ ー タの量 が ふ え て くる と、 中継 装 置 に磁 気 テ ー プ装 置 をつ け

て、 そ の磁 気 テ ー プを介在 して 処理 す る形 に な るわけ です が、 処 理能 力、 情 報

処 理 の 質 の 面 で 、 困難 を感 じて きて い ます 。

ただ 本 社 集 中 の全 国的 な情 報 処理 の場 合 は 、FACOM230-48と

UNIVAC1・106が フロン ト ・エ ン ドの リアル タイ ム シス テ ム とな って い

ます の で 、上 記 の問 題 は一 応 解決 され て い ます 。

回線 の利 用 に つ いて は 、D1回 線 は全 然 使 ってい な い こ と と、東 京 一 大 阪

間 は4,800bpsで す か らD9回 線1本 で よい のです が、D7回 線 を2本 使.

って い ま す。

これ は料 金 面 で は30万 円程 高 くな って い る の ですが 、 回線 障害 時 に1本 は

生 き残 っ'てい る とい う配慮 か ら実 施 した こ とで、D1を 使 わ な い とい うこ とは 、

コ

回線の品質 の点 も若干か らんでいる ようです6

む

東 京 と大 阪 にス イ ッチ ング コ ン ピ ュー タ を2台 置 い てい る わけ は、一 方 の コ

ン ピュー タが ダ ウン して も、西 日本 が 助 か る とか 、 東 日本が 助 か る とか 、 い う

考 え方 も一 つの 理 由 とな って ます 。.

そ うい う こ とで、 メ ッ七 一 ジス イ ヅチ ン グの シス テ ム と して は非 常 に よい シ

ス テ ム と私 は 見 て お ります が 、 デ ー タ処 理 が増 え て くる と、 い ろい ろ問題 点 が

で て きて い る とい うのが実 感 です 。

司会r度 入れ て し ま うと、 それ を取 つ払 って全 部新 しくす るの は むず か

しい です ね 。 分 ってい なが ら高 い回線 を使 って お られ る会 社 は た くさん あ る。

田中 漠 然 とした お尋 ね で あ るけ れ ど も、 た しか ほか の会 社 の物 流 も一 手

に お引 き受 け にな つて い る。 そ うい う場 合 に共 同 した よ うな形 の情報 処 理 シ ス

テ ム とい う もの が お あ りなのか 。シ
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清 水 私共 は輸 送 業 者 で ある の で 、物 を運 ぶ、物 を保 管 す る、 と同時 に、

お客 に対 して 、輸送 情 報 、 在庫 情 報 を提供 して い る ケ ース が あ る。

そ の場 合 、提 供 す る デ ータの処 理 は 、私 共 が 引受 け て い るの で 、 それ らの情

報 の イ ンプ ッ ト、 処理 結 果 の フ ィー ドバ ックは 、相 手 の 会社 に 日通分 室 を設 け 、

そ こに私 共 の端末 機 を設 置 して行 って い る。

従 って 通信 回線 は単 独 使 用 とな って い る。

昨 年 、 ある荷主 さん の コン ピ ュー タ と私 共 の コ ン ピ ュー タを直結 しなけ れ ば

な らない 必 要が で て きた の で、 私 共 と荷 主 さん の回 線 共 同利 用 申込 を電 電 公 社

に行 な った。 ・

当初 、 両社 間に ま たが る部分 の 回線 に つ いて の共 同 使 用 申込 を した の です が 、

荷 主 さん か らの出庫 オ ーダ ーは 、各 地 の私 共 の倉 庫 にデ ー タ と して 流 れ る ので

あ るか ら、私 共 の ネ ッ トワー クの 関係 す る 回線 が共 同使 用 の対 象 とな る、 とい

う結 論 に な り、結 局 私 共 の全 回線 を対 象 と した 共 同使 用 とい うこ とに な った訳

です 。

申込 の過 程 で共 同使 用 の 個 別認 可 の条 件 につ い て、 色 々 と勉 強 させ られ た わ

け です が 、私 共 が そ の荷 主 さん の全 輸 送 の シ ェア ーの うち、何%を も らって い

れ ば 業務 に 密接 な関係 が 有 る とな るの か 、何 か基 準 が あ って認 可 され るの では

ない か と思 ってい た の です が 、そ の 辺 の シ ェア ーに対 す る基 準 に つ い て は、 具

体 的 な話 は聞 け ませ ん で した し、 また将 来 取扱 い の シ ェア ーが 減 少 した場 合 、

た だ ちに 共 同使 用 が取 り消さ れ る わ け で もない様 子 で、 そ の都 度 そ の 都 度 の判

断 で行 な って い る よ うな印 象 を受 け ま した。

司 会 電 電 公社 は そ こ らの基 準 を外 に対 して は つ き りした形 で 公示 してい

な い。 私 ど も最 初 に 、 この図 に な る前(1110を 使 う前)は 、 近 畿 日本鉄 道 の

座席 予 約 と近畿 日本 ツー リス トの 旅行 予 約 は別 々の ホス トでや っていた の です が 、

これ を接 続 した と きには 、 い ま清水 さん お つし や つた よ うに、近 畿 日本 鉄 道 の

座 席 情 報 が流 れ る回線 は 端 末 回線 に至 る まで 全 部共 同 使用 だ、契 約 にせ よ とい

うこ とだ った。 これ は46年 。47年 に日本 航空 さん とや つた と き も同 じ解 釈
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で 、全 部 末端 まで3社 の共 同使 用 と い うこ とに な つて い たが 、 その後4'9年 に

全 日空 さん と接 続 した と きには 、 コ ン ピ ュー タ とコ ン ピュー タ を接 続 す る回線

だ け を共同 に して 、端 末 に つ いて は や や こ しい か ら も う黙 って い よ うとい う運

用 に な つた と思 う。 そ うい う経緯 か ら言 うと、 い ままた解 釈 が逆 戻 りしま した

ね 。

清 水 私 共 と して は 、将来 の手 続 き上 の煩 雑 さな どの 問題 もあるの で 、接

続 回線 に つ いて の共 同 使用 を前 提 と して 、 何 回 も交渉 して い た の です が 、 最 終

的 には 、郵 政 省 の結 論 で、 この よ うな形 態 に な ったわ け です 。

司 会 ・ い まの荷 主 さん に おけ る取 り扱 い の シエ ァが将 来 変 わ つた ら云 々 と

い うこ と もあ る けれ ど も、 同 じよ うな形 態 で接 続 回線 だ けが 共 同 に な つて い る

会 社 と、端 末 の方 まで全 部 共 同 に させ られ て しま つた会社 と日本 の中 にあ るわ

けで す 。 同 じよ うな形 で あ つて、 しか も契 約上 の形 態 が違 うとい うのは 問 題 で

す ね。 その辺 の とこ ろ また後 で い ろい ろ細 か く皆 さん か ら御意 見 をい た だ く こ

とと し ます 。

書 フk11図 は ネ ッ トワ ーク関係 を図示 した もの です 。一 番 右上 と左 上 に、

マ ルで 囲ん で、 北海 道 、九 州 と書 い て い るが 、 これ は 、小 型 の制 御 用 コ ン ピ ュ

ー タで デ ー タ集 配信 装 置 と呼 ん で い ます 。

これ らは、 結 局 、真 中 に ある東 京 、大 阪 のFACOM230-48あ る い は

F230-38と 結 ば れ て い ます が 、最 終 的 には 、48と38が 直結 され て 、

全 ネ ッ トワー クが 出来上 ってい ま す。

輸 送 の流 れ を見 ます と東 日本 、西 日本 、そ れ ぞ れ の ブ ロ ック単位 の輸送 とい

う傾 向が あ ります の で、 東西2つ の セ ンタ ー方 式 を とった わけ です。

東京 、大 阪 の セ ン ターの ほ か に、 右か ら行 くと、札 幌 、仙 台 、新潟 、名 古 屋 、

高 松 、広 島 、 福 岡 に さ きほ どい った集 配信 装 置 を配 置 して い るので すが 、 これ

らの支店 で は、 バ ッチ処 理 用 の コ ン ピュー タ を持 って お ります の で、集 配 信 装

置 の磁 気 テ ー プ を介 在 して、 端末 店 か らの入 力 に よる地 方 ・デ ー タのバ ッチ処

理 をや って い ます 。
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た だ九州(福 岡)の 場 合 、 今年 か ら従 来 のバ ッチマ シ ン とオ ン ラ イ ン集 配信

装 置 を直結 した 方式 に変 更 して い ます 。

本 社 でFACOM230-48とUNIVAC1106が 回 線接 続 して い ま

す が、 九 州 の場 合 もそ れ と同 じ形 態 に な った訳 です 。

さ き程 端末 台 数 を260と 申 しま した が 、正確 には251台 です 。

当社 と して デ ー タ処 理上 弱 い 点 は、50bps端 末が191台 、200bps

端 末 が60台 で、 メ ッセ ー ジに 利用 す る シス テ ム と して は、 非 常 に よいの です

が 、 デ ータ処 理 に なる と、 端末 の ス ピー ドもおそ い し、端 末 装 置 も大 変 古 い 汎

用端 末機 を今 で も活 用 してい る の で、 運用 上 国 ってい る面 が 多 い実 情 です 。

最近 徐 々に1,200bps、2,400bpsの 端末 を使 お うか とい う計 画 は

で て きて い ます が、 回 線料 が 高 い とか 、 あ るい は、 制御 手順 が ば らば らに な っ

てい る等 の 問題 が あ って 、 ま だ実 施 して お りませ ん 。

先程 申 し上 げ た荷 主 さん の コン ピュー タ と うちの230-48と は2,400

bps回 線 直結 の計 画 で進 めて お ります 。

司会 こ こに書 か れ てい る端 末 の設 置 箇所 は全部 自社 とい うこ とで す か。

清水 全 部 自社 です 。 た だ端 末 の 一部 に荷主 さん の営 業所 の一 部 を私共 が

日通分 室 と して賃 借 り し、 そ こに私 共 の入 と端末 装置 を置 かせ て も らい、荷 主

さん に関 係 す る物 流 情 報 の入 出力 を行 って い る もの もあ ります 。

司会 分 室方 式 を 一番 初 めに始 めた の は航 空 会 社 で すね 。46年 の法改 正

の前 に、 た とえば 日本 航 空 の端 末 機 を旅 行 業者 に置 くと きにや は り共 同使 用 の

問題 が 起 きて 、 日本 航空 の分 室 とい うか っ こ うに した。 旅行 業 者 の社 員 が 航空

会 社 の嘱 託辞 令 を も らい航 空 会 社 の単 独 使 用 回線 と して、 契 約 す る とい う便法

を とった 。 あれ が まだ 残 って お るの です ね。

清 水 私 ど もの とこ ろ も荷 主 さん とや つ たのは45年 だ と思 う。

竹 内 処 理 す る デ ー タの中 身 は ど うい う もので すか 。

清 水 荷 主 さん の工 場 か ら、 ス トック ポ イ ン ト(日 通 倉 庫)ま で の1次 的

な輸 送 情報 、 お よび ス トック ポ イ ン トか ら問屋 さん 、小 売店 さん ま で の倉 出 し
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配送指図情報 の各倉庫 への伝送 、各倉庫 の 日々の在庫 情報の編集提供、料金精

算書 の作成 な どが主 な仕事 となっています。

司会 しか し、 それです と、本 日後で出て きますが、メーカーと卸売 、卸

売 と小売 とい う関係 しか書 かれ ていない倉 庫業、運送業が共同使用基準 、(法

定 業 務 関 係)に 入 って い ない とい うの に絡 ん で ま い ります ね。

清 水 それ は 個 別認 可 とい うこ とで、細 かい 資 料 を出 して一応 オ ーケ ーで

す と言 われ た の です けれ ど もね 。

石橋 私 の とこ ろ も出先 機 関 を置 い てや って い る。 輸送 セ ンタ ー、 倉庫 は

そ うして い ます 。 確 か に物 流 関 係 の メ リ ッ トは 大 きい か らや らざ る を得 ない。,
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竹 内 私 ど もの農林 中 央金 庫(以 下 「農 林 中金 」)は 、 「農 林 中 央 金 庫 法 」

に よ つて で きて い る、特 殊 金 融機 関 で一 般 の銀 行 とは ちが つて お り、2っ の顔

を も つて い る。第1の 面 は、 協 同組 合系 統 で 、全 国 の農協 ・漁協 一 部 道 府 県

信用 農 業協 同組 合 連 合会(信 連)一 農 林 中金 とい う、 農林漁 業 系統 金 融機 関

の親 銀 行 と して の役 割 で 、業 務 として は、 預金 ・為替 ・貸 出 な どで あ る。

別 の面 は、系 統 外 との業 務 で、貸 出 ・預 金 ・為 替 の ほか債 券発 行 の業 務 をお

こな つて お り、普 通銀 行 と債 券発 行 銀 行 の両方 の機 能 を もつて い る よ うな もの

で あ る。 資 金量 は、 全金 融 機 関 の トップ ク ラ スに な つてい る。

ネ ッ トワー ク、 コ ン ピュ ータの 共 同利 用 とい つた こ とにつ いて の課 題 は、 第

1の 協 同組 合 の側 面 に あ るので 、農 協 系 統 の こ とにつ いて少 しふ れ て お く。 農

協 は 、全 国 の 市町 村 に4,900あ つて 、店 舗 の合 計 は、17,000で あ る。 業務

と して は、金 融(貯 金 ・貸 付 ・為 替 の信 用 業務)の ほか 、流 通(経 済 業 務)保

険(共 済 業務)な ど も兼 営 してい る。県 段 階 に連 合会 が あ るが 、 これ は 、金 融

(信 用 連 合 会)流 通(経 済 連 合会)保 険(共 済 連 合会)に それ ぞれ別 れ て い る。

全国 レベ ルで 、金 融 関 係 を や つて い るのが農 林 中金 で 、流 通 は 「全 農 」保 険

は 「全 共連 」が や つて い る。

系 統 の 業務 は ほ ぼ こ うい うこ とで あ るが 、 オ ンライ ンシ ステム は 、金 融 を中

心 に進 展 して い るの で、 全 国 段階 の農 林 中金 と県 レベ ルの信連 の シ ステ ム に っ

いて 概要 と課 題 を申 しあ げ て み る。

農 林 中金 の シス テムは 、 為替 だ け の オ ンラ イ ンは、 昭和40年 か ら うeい て

い た わ けで あ るが、49年 に レベ ル アッ プ して、現在 の 「総 合 オ ン ラ イ ンシ ス

テム 」とな つて い る。
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取 扱 って い る業務 は、 為替 ・預 金 ・貸 出 ・債 券 ・有価 証券 とそれ らを総 括 す

る経理 で あ り、 主要 業 務 全 部 を トー タル した総 合 オ ン ラ イン シ ステムで あ る。

この うち為 替 に っ いて は 、金 庫 内部 の為 替 、系 統 為替 、 他行 為 替(系 統 外 の一

般 銀行 との為 替 、現 在 テ レ ッ クスで処理 、54年2月 か ら 「全銀 デ ー タ通 信 シ

ステ ム 」へ 加 盟)を 扱 って い る。

機 器 回線 関係(12図 参考)は 、 セ ンタ ーはUNIVACl110、 端 末 は 全

国 約100店 舗 の中金 支 所 と信連 に おい て あ る。 回 線 は 、東 京 一大 阪 間 は48

Kbpsで 結 び 、他 は1200、200bpsで 、 コ ンテ ン シ ョン とポ ー リング

(年 内 に コ ンテ ンシ ョ ン化)が 混在 して い る。
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● ・…BP・ ・回線

農 林 中 央 金 庫 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワ ー ク
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外 部 シ ステム との つ なが りとしては 、 一般 銀行 との接続 と県 段階 の 信連 との

つ な が りとが あ る。 一 般 銀行 とは現 在 は 、公 衆 回線 で各 銀行 の テ レ ック ス とつ

ないで い るが 、54年2月 か ら 「全 銀 セ ンター 」に 直結 され る。 この セ ンタ ー

に は都銀 、地銀 は す で にっ なが つてい るが 、54年2月 か ら相銀 、信 金 と私 ど

もの農 協 系統 がつ な が り、民 間金 融機 関 は ほ ぼ全 部 ネ ッ トされ る形 にな る。 全

銀 の セ ンタ ーは公 社 の 直営 で、 これ とは リ レー ・コ ン ピ ュー タ を とお して 直接

つ なが るの で あ るが 、 直営 シ ステム との ネ ッ トで あ るか ら問 題 は な い わけ で あ

る。

今後 問 題 に な つて く るの は、信連 シ ステム との 結 合 で あ る。 信連=県 の連 合

会 の シ ステ ム(後 述)の オ ンラ イ ン化 が進 ん で お り、来 年 の2月 には12の 県

で オ ン ライ ンが スター トす る予 定 で、 県 内 の為替 は これ にの る。 コ ン ピュー タ

オ ンライ ンで ない とこ ろ も、 ほ とん どテ レ ック スで為 替 を処 理 す る。 この県 シ

ステ ム と農 林 中 金 の シ ステ ムは、為 替 につい て紙 テ ー プで連結 して い るわけ で

あ るが 、 デ ー タ量 が ふ え て きた こ とと県 内 オ ンラ イ ンが進 展 す るの で直接 コ ン

ヒ。ユ一 夕同 志 をつ な ぐとい うこ とが課 題 に な つて く る。 この課 題 を現 行 回線 制

度 の 中 で どの よ うに取 扱 ってい くか とい う ことがで て くるわ けで あ る。 「行 っ

て来 い 」だ け で な く、 為 替 処理 も対 象 とな る。

農 林 中金 の シ ステ ム は以 上 の とお りで あ るが 、 県段 階 の信 連 シ ステ ム は ど う

な つてい るか 。 農 協 の 金融 業務(組 合 員 一農 協)と 信連 業務(農 協 一信連)を

処 理 す るわ けで あ るが 、今 の ところ貯金 と為 替 が 中心 で あ る。為 替 は県 内の農

協 相互 間、農 協 と信 連 間 お よ び農 林 中金 シ ステ ム に継 が つてい く県外 の 農協 ・

信連 ・農林 中金 ・他 行 との取 引 が あ る。

この シス テム は信連 が 県 下 の農 協 か ら事 務 処理 を受 託 して お こな う もので 、

農 協 、連 合会 が出 資 して 別 会社 を設 立 し て行 う場 合 も多 くな つて い る。

回線 は、 共 同使 用 もし くは他 人使用(別 会社 の場 合)で 、 セ ンタ ー は信連 に

お き、各農 協 に端 末 が お かれ る。
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信連 シ ステ ムで の課 題 は メ ッセ ー ジ ス イ ッチ ング とされ て い る為 替 につ いて

は 、 回線 共 同使 用 の制 限 か ら電 文 を一 たん セ ンタ ーで受 け とめて 、 為替で

すか ら本 当は す つ と相 手 側 に送 らなけ れ ばい け な いが 一 貯 めて お い て 、受 け

る方 で適 時IRす る とい う大 変 原 始 的 な こ とをや つて い て 、 この方式 で は 、デ

ー タ量 が ふ えて く ると、 処理 で きな くな つて問題 が で て くるわ け です 。

イ ンターバ ンクの為 替 に つ い て の 回線 使 用制 限 につ い て の意 見 は、 後 の討 議

で 申 し上 げ る が、 為替 は金 融 機 関 だ け が扱 え るも ので、 一 般 の通 信 とは ち が う。

預 金 業 務 処 理 とも関係 して い る。

「通 信 」で は な くて 「業 務 処 理 」 と考 えるべ き で あ る。

清 水 県 の為替 シ ステ ム が テ レ ッ クスの ときは、 テ レ ッ ク スの紙 テ ー プで

一 たん落 と して、 その紙 テ ー プ を今 度 中金 シ ステム の端 末 に読 ませ る わけ です

ね 、6単 位 の もの を。

竹 内層 そ うで す。 下 り(農 林 中金 シ ステムの ア ウ トプ ソ ト)に つい て は、

テ レ ック スの県 に坦 レて は セ ンタ ーで テ レ ック ス用 に編 集 したPTを 出す の で ・

県:シ ステ ムで テ レ ソノA発 信 す る と きほ パ ンチ しな お さ ないで ダ イヤ ルだけ す1

れ ぼ よい 工 うに して あ る。 た だ 、手 でや らない で 、 それ を ミニ コ ンに入 れ て、

自動 発 信 す る ところ も大 分 ふ えて きて い る。で す か ら、中金 シス テム は、 コ ン

デ ンシ ヨ ンあ り、rte・一一リング あ り、通 常 の8単 位 あ り、 テ レ ック ス用 の6単 位

あ りとい うこ とで 、 い ろ ん な サ ー ビ'スをし てい るわ けです 。

司会 外 へ紙 テ ー プ で吐 き出す か、 中 で処 理 した もの をそ の ま ま送 るか と

い うのは実 質 的 な違 い じ ゃな い。 作業 手 順 を複 雑 に す る だけ で、 一体 誰 に どん

な メ リッ トが ある の か … …。
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章2第

オ ン ライ ン シス テ ム全 般 にわ た る問題 点





司 会 次 に 、今 回 オ ンラインユー ザーの方 々に広 くご意 見 を伺 っ てい る 「オ

ン ラ イン シス テム振興 に 関 す る基 本 意 見調 査 」 の項 目ご とに 、 み な さ まが た か

らも、 それ ぞ れ各 社 の御 事情 を承 りなが ら意 見 の交 換 を進 め て ま い りた い と思

う。 この議題 に つ い ては 、 私 が先 に しゃべ って しま.うと立場上 結 論 の よ うな形

に な るの で 、 こん どは最 後 に さ せ てい た だ く。

この ア ンケ ー トの中 の どの点 に重 点 を置 いて お話 しいだ だ くか は 自由 にお考

え いた だ きた い 。そ れ か ら、自社 ゐ 現 状 も し くは 将 来 計 画 の 中 で の 問題 も結

構 で あ るが 、 よ り高 い立 場 で 日本 の コ ン ピュー タの利 用 推進 、 ある いは 通信政

策 と して ど うか とい うよ うな立 場 か らの御 発言 も ど うぞ積極 的 に お願 い した い∩

ク ェ ッシ ョンが た くさん あ るの で 、そ れぞ れ優 先 順 位 をつ け て御 発言 をい た だ

いた らいい の じゃ ない か と思 うo
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ア ン ケ ー ト事 項

項 目

(別 紙 用 語説 明 ご参 照)

Q1.ハ ー ドウ エア

1.1中 央処 理 装置,内 部記 憶装 置

1.2周 辺 装 置

1.3通 信 制 御装 置

(中 継機 器 を含 む)

1.4端 末 機

1.9そ の他(具 体 的 に)

Q2.ソ フ トウェア

2.1ナ ペ レー シ ョ ンシスァ ム

2.2デ ー タベー ス管理 プ ログ ラム

2.3通 信 制 御 プ ロ グラ ム

2.4ナ ソ ライ ン ・

ア プ リケー シ ョン

2.9そ の 他(具 体的 に)

Q3.通 信 関係(電 電 公 社 及 び国際 電電)

3.1サ ー ビス品 目

3.2回 線 品 質

3.3技 術 基 準

3.4保 守(切 り分 け問題 を含 む)

3.5回 線 利用 料 金体 系

3.6回 線 利用 料 金 水準

3.9そ の他(具 体 的 に)

Q・・ 回搬 供条件(騒 公社及び国際)

4.1共 同 使 用

4.2他 人 使 用

4.3相 互 接 続

4.4メ ッ セー ジ 通 信

4.9そ の 他(具 体 的 に)

事項

問 題 の 有'無

(番 号 を○ で囲 ん で下 さい)

L特 に あ り 2. あ り 3. な し

L特 に あ り 2. あ り 3. な し

1.特 に あ り 2. あ り 3. な し

1,特 に あ り 2. あ り 3. な し

L特 に あ り 2. あ り 3. な し

1.特 に あ り 2. あ り 3. な し

L特 に あ り 2. あ り 3. な し

1.特 に あ り 2. あ り 3. な し

L特 にあ り 2. あ り 3. な し

1.特 に あ り 2、 あ り 3. な し

1.特 に あ り 2. あ り 3. な し

1.特 に あ り 2. あ り 3. な し

1.特 に あ り 2. あ り 3. な し

L特 に あ り 2. あ り 3. な し

1.特 に あ り 2. あ り 3. な し

1.特 に あ り 2. あ り 3. な し

1.特 に あ り 2. あ り 3. な し

L特 に あ り 2. あ り 3. な し

・
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いさ下人記ごをどな望.要昆意容内的体具の題問
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項 目 問 題 の 有 無
(別 紙用語説明ご参照) (番 号 を○ で囲 んで 下 さい )

Q5.情 報化 基 盤

5.1各 種 標準 化 1. 特 に あ り 2. あ り 3, な し

5.1.1コ ー ド 1. 特 に あ り 2. あ り 3. な し

5ユ.2帳 票 様 式 1. 特 に あ り 2. あ り 3. な し

5.1.3プ ロ グ ラ ム言 語 1. 特 に あ り 2. あ り 3. な し

5.1.9そ の 他(具 体 的 に)

5.2磁 気 テー プの互 換 性 1. 特 に あ り 2. あ り 3. な し

5.3要 員 教 育,訓 練 1. 特 に あ り 2. あ り 3. な し

5.4デ ー タ保 護,プ ラ イ バ シー 1. 特 に あ り 2. あ り 3. な し

5.5外 部 情報(デ ー タ ベー ス) 1. 特 に あ り 2. あ り 3. な し

5,9そ の他(具 体 的 に)

Q6.コ ン ピ ュー タ メー カ 1. 特 にあ り 2. あ り 3. な し

保守,マ ニュア ル,情 報 提供 な ど

Q7.情 報 処理 サー ビス業 1. 特 に あ り 2. あ り 3. な し

(公 社 サー ビス,関 連 サー ビス を

含む)

サー ビス内容,要 員,料 金 な ど

o
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いさ下人記ごをどな望要昆意容内的体具の題問
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項 目
(別 紙用語説明ご参照)

ソ フ トウ ェ ア 業

製 品,要 員,サ ー ビ ス,料 金 な ど

情報処理振興施策

研究開発,助 成,税 制など

(52年 度施策 別紙)

Q10.そ の他 オ ンライ ンシ ステ ム促 進 に

関 す る問 題(具 体 的 に)

例:

VAN警 策2次 回線提 供 サー ビ

ス の必要 性

自動 決済 方 法 の認 可

問 題 の 有 無
(番 号を○で囲んで下 さい)
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いさ下人記ごをどな望要
●

見意容内的体具の題問

・'
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ア ン ケ ー ト項 目 の 用 語 な ど に

つ い て の 説 明

Q1.コ ンビュー.タ八一 ドウェァ

ここでは機能上の問題 も、価格や流通上の問題も、全て含むとしてお考え下さい。

Q3.1サ ー ビス品目

公社及び国際電電が提供 している通信回線の種類

Q3.2回 線品質

ピヅト誤 り率や瞬断など、回線の伝送特性中直接利用者の回線利用に影響する性能

Q30技 術基準

各種 の イ ンター フ ェー ス条 件や 特定 通信 回線 の分岐 条 件 な ど

Q3.s回 線 利用 料 金 体系

距職 階の合鍵 や、今回の符号朋 と醐 品目臓 別建料金の考え方婬

Q3.6回 線利 用 料金 水準

公平 にみ て高 いか安 いか の程度 の問題

Q4.1共 同使 用 条件

複 数 の者 が共同 で回線 を利用 す るに は、 っぎ の制限 条 件 が あ ります。

A回 線 利 用 の態様 が、 メ ッセー ジ通 信 を行 うこ とな く、か っ共 同利 用者 同 志 の間柄 が製 造 業

者 と製 造業 者 ・製 造 業者 と卸 売業 者 ・卸売業 者 と小 売 業者 な どの限 定 された業 務関 係 に ある こ と

BAの 条 件 は満 た さ な いが、 回線 利用 の態 様 が通 信 交換 の禁止 条 件 にか な う とき可

CAの 条件 もBの 条 件 も満 た さな いが、 公社 また は国 際電 電 が と くに郵 政大 臣 の認 可 を受 け

た とき可

(Aお よ びBの 場合 を基 準認 可 といい、Cの 場 合 を個 別 認 可 とい い ます)
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メ ヅセー ジ通 信.

情 報 の内 容 が変 更 され るこ とな く電 算機 を介 して伝 達 され る こ と

通 信 交換 の禁 止

情 報 は1の 端 末 と1の 電 算機 との間のみ に 終 始 しな けれ ば な らない、 とす る場 合、 これ を通 信

交 換 の禁 止 とい うこ とに します 。

Q4.2他 人使用条件

回線使用契約者がその回線を他人に使用させるにはっぎの制限条件があります。

A回 線利用の態様がメッセージ通信禁止条件と通信交換禁止条件にかなうとき可(1端 末1

電算機のみ)

B通 信交換禁止条件の部分緩和(国 内回線のみ)一 つぎの3条 件が成立するとき複数の端

末と複数の電算機から成るシステムが許される。

(つ 複数の端末は同一人格に所属するか、または共同使用条件のAに 合致する業務関係にある複

数者に所属するとき

(ロ)複数の電算機は同一人格に所属するか、または共同使用条件のAに 合致する業務関係にある

複数者に所属するとき

をう 複数の端末は複数の電算機の中のただひとっの電算機のみに接続するとき

Q4・3相 互接続

異種回線(特 定、公衆、私設)の 利用者電算機 を介する接続には原則として全て郵政大臣の個

別認可を必要とします。

Q4.4メ ッセー ジ通信

共 同使用 や 他 人使 用 の場 合、 原 則 と して メ ッセー ジ通 信 は禁 止 され てい ますが この状 態 を ど う

考 えるか とい う設 問 です。

Q7.情 報 処理 サー ビス

民 間 の ナ ンライ ン情 報 処理 サー ビス、 ナ ンライ ン情報 提 供 サー ビス、電 信 電 話公 社 の デー タ通

信 設 備 サー ビス(DRESS,DEMOS,DIALS,各 種 シス テ ム)な ど}こつ いての ご意 見 を い

ただ きた いの です。
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Q9.情 報 処理 振 興施 策 、

主 な昭 和52年 度 通産 省情 報 処理 関連 予 算

Aハ ー ドウェ アの振興

1.超LSI開 発 促進 補助 金86.4億 円

2.JECCに 対 す る開銀融 資490億 円程 度

3.情 報 処理振 興 税制 特 別償 却 や 固定 資産 税軽 減

プ ログ ラム保証 準備 金

Bソ フ トウ ェア振 興

1.ソ フ トウェア生 産技 術 開発8.5億 円

2.情 報 処理振 興 金融 措置110億 円

C技 術開 発 の促進

1.パ ター ン情報 処理 システ ム開発29.1億 円

2.医 療 情報 シ ステ ム開発4.4億 円'

3.生 活 映像 情報 シ ステ ム4.3億 円

D情 報 処理 基 盤 整備

情 報 処理技 術 者試 験 実施 、 プ ログ ラム調査 簿 作成

各 種 調査 ・統 計 な ど

Qlo.VAN

回線 に各種 の 付加 機 能 を加 えて利 用者 に提 供 す る民 間 の サー ビス。 日本で は現 行法 制 上認 め ら

れ ませ ん。

QlO.自 動 決 済

企業(複 数)、 金 融機 関(複 数)を 結 ぶ ナ ンライ ン自動 口座 振 替 システ ム。 日本 で は現 行通 信

法 制 お よ び銀行法 制 上認 め られ ませ ん。
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、
'

Aど の ク ェ ッシ ョ ン もそ うで あ るが 、そ の と きの気 持 ちによ っ て大分

左 右 され るので 、 どのク ェ ッ シ ョンに つ い て も一 応 問題 あ りとい う観 点 で考 え

よ うとは してい るoそ うい う意味 では 、 まず ハー ドウェアに 関 す るク ェ ッ シ ョ

ンは何 らかの形 で全 部 問題 が あ る の じゃ な いか と見 て い る。 か な り概 念 的 な こ

とに な るけれ ど も羅 列 す る と、一 般 的 に言 われ てい る ことで あるが 、 ハー ド、

ソフ トの価格 分 離 の問題 が 最 近 に わ か に具 体化 して きて い る。 ユー ザ ー と レて

は 、 や は り価 格 分離 に対 応 す るハー ド ・コス トの低 減 を望 む とhう こ とが あ ろ

うか と思 う。 そ れ が1点 。

第2'は 、 やや具 体 的 に な るが 、 ハー ドウェア とい う観 点 で は、本 体 と周 辺装

置 の技術 革 新 とい うか グ レー ドア ップ とい うか、そ の ス ピー ドが 必 ず しも同期

して い ない。 もっ と具体 的 に言 え ば、 本 体 は まだ十 分使 え るが 、周 辺 装 置 が相

対 的 に陳 腐 化 して い るた め に 、結 果 と して シス テム全 体 の リプ レー ス にっ なが

る こ とが あ り得 る∩そ の逆 も ある と思 う。異機 種 間 の周 辺 装 置 の接 続 が いま必

ず し も自由 では な い ので 、そ の辺 は ぜ ひ もっ と 自由 度 を高 め て ほ しい とい うの

が ハー ドウェ アに対 す る要 望 で あ る。端 末 につい て も同様 で あ る。 あ る種 の コ

ン ピュー タにつ い ては接続 で き る端 末 が限定 され て い るのが 実 態 だ。端 末 サ イ

ドだけ 見 て い る と非常 にい い端 末 が あ るが 、そ れ が接続 で きない た め に特 別 オ

ー ダー の端 末 をつ く らな け九 ば い か ぬ とい うことが ある ので
、端 末 の接 続 を も

っ ,と自由 に な らな い と うま くな いq

そ の他 の問題 で は、 コ ン ピュー タ を入 れ る と必 ず 出 て くるの が電 源 関 係 の設

備 で 、CVCFと か何 だ とか い う関連 設備 が非常 に 多額
.eCltっ て きてい る。,こ

の辺 もっ と簡 便 に な らない もの か 。
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抽 象的 で 申 し わ け な いが、 ハ ー ドウ ェア につ い ては そ うい うこ と を感 じて い

る。

Bハ ー ドウ ェア をち ょっ と違 った見 方 をす る と、バ ックア ップ.設備 の

投 資 が、 い わ ゆ る保 険的 設 備 がば か に な らな くて、 オ ンライ ンをや る場 合 に こ

れ は頭 が痛 い 。 コ ン ピ ュー タ メー カー さん に して み れ ば、 た くさん売 れ た方 が

一 番 で あ る が、 使 う方 は 困 る。 私 の と ころは背 水 の 陣 で、1台 でCPU2台 マ

ル チ でつ け てい る け れ ども、CPU1台 で動 くよ うに して は い るが、 バ ックア

ップ ・マ シ ンな ん て とて も上 は考 えて くれ ない 。 そ れか ら、 電 源 や空 調 まで全

部 ダ ブル で考 えな け れ ば な らない とい うこ とに な る と相 当 な額 に な る。 付 帯 設

備 の メ ンテ ナ ンス をや る場 合 で も、 ほ とん ど私 ど もの方 は24時 間 、1ヵ 月電

源 を落 とさな い状 態 で使 ってい る と、 どれ か の設 備 の メ ンテ ナ ンス をや ろ う と

思 う と二重 に持 た ない とで き ない の で、 か な り大 きな投 資 に なる。

そ れ とも う一 つ は 、 リプ レー ス を考 える と、 実際 に は も うメ ー カー をか え ら

れ な い の と等 しい よ うな状態 じ ゃない か な と思 う。 私 ど もは以 前 か ら一 貫 して

X社 の もの を使 って い るが、 あ き らめず に他 社 か ら売 りに来 られ るが、 実 際 こ

れだ け の ネ ッ トワー クの、 ホ ス ト ・コ ンピ ュー タ を リブ レースす る こ とが果 た

して可能 か不 可能 か、 い まの 業 務 に支 障 な くや る.自信 は私 自身 は持 って い な い。

とい うこ とは、 す べ て の 周辺 装 置、 通 信 制御 装 置 な どで もい ろ い ろ な面 で制 約

を受 け て し ま う。 メ ニ カ ーが決 ま ってい る とい うこ とは、 い ろん な面 で有形 無

形 の制 約 を受 け て い る よ うな感 じがす る。 リプ レース や らた場 合 で も、 同 じ メ

ー カー の上 に 上 に と機 械 が グ レー ドア ップ し て い くだけ だ とい う感 じ をぬ ぐえ

ない。

Cハ ー ドウ ェア につ い て は、 私 どもが コ ン ピ ュー タ を入 れ た45年 か

ら現在 ま で約8年 た って お るの です けれ ども、 コ ンピ ュー タ メー カ ーの技 術 革

新 が激 しい せ い もあ る が、 そ の 間 に レベ ル ア ップ、 レベ ル ア ップで2年 ぐ らい

に1回 機 械 が か わ って い る。 そ うす る と、 リプ レースす る た めに、 レベ ル ア ッ

プす るた めに 付 随す るい ろい ろ な作 業 をこ ち らの方 でや らな けれ ば な らぬ 。'何

一130一



か この8年 間 そ うい うことに非 常 に時 間 を使 わ され て き'たとい う感 じが する 。

技術 革 新 の速 度 が速 い の も結 構 で あるが 、5年 で も10年 で も持 う よ うな コン

ピュー タを われ わ れ と して は希 望 す る。

端末 は非 常 に高 い。 た とえ ば われ われ が 使 ってい る200ボ ー端末 で す と、

紙 テー プ ・リーB'一一、 パ ン チつ きで260～270万 す るが 、260万 あ る い

は270万 あ る と、 自動 車 な ど を考 えて み る と非 常 な高級 車 が 買え る。 そ れ と

こん な小 さ な端 末 が それ ぐ らいほ どの価 格 が す るのだ ろ うか とい う疑 問 を抱 く

わけです 。 自動車 と比較す るのは量 の問題か ら多少酷 か もしれ ないが、端 末機

が 非常 に高 い とい うこ とで ある。

そ れ から、 異機 種 、 つ ま り同 じコン ピュー タ メー カー の端 末 で あ れ.ぱ容 易 に

つ なげ るけ れ ど も、他 の場 合 には ソ フ トウ ェアの 開発 あ るい はハー ド的 に 困難

な場 合 もあ る し非 常 にむず か しい 。 これ は何 度 も出 てい るけ れ ど も、 私 ど もで

もそ うい う問題 を抱 えて い る。 コ ン ビ=一 夕は私 ど もはX社 の もの を使 っ て い

るが 、X社 は や や端 末 関係 に弱 い6一 般 に 比べる とsコ ンピュー タは よ しと し

て も、 端末 で は ち ょっ と見 劣 りす る、 あ るいは性 能 が劣 る、 カ タ ログ性能 にお

い て も劣 る とい うもの が あ るので、 ほ か の を入 れ よ うとす る と新 た に ソ フ トの

開発 が 要 る とい うことで逆 に 高 くつ い て しま う、 や むを得 ずX社 のに しよ うと

い うケー ス が現 在 もある。"「

D1の ハ ー ド ウ ェ ア に つ い て で す が 、 い ま の 機 械 は 操 作 性 が 悪

い、 人手 が かか り過 ぎる、電 源 も空 調 も非 常 に条 件 が シ ビア過 ぎて 、Aさ ん も

おっ しゃ っ た よ うに高 くな る の で、 もっ と緩 くて もい いの じゃな いか とい う感

じが す る。 この 辺 がL1、1.2、1,3を ひっ ぐるめ て共通 的 に ある。 特 に端 末

機 は 問題 あ りで 、 ど うも高 いoど う もユー ザー のニー ズに な か なか合 った もの

が な くサ イズ も大 き くて非 常 に スペー ス を とる と'いうの が 卒 直 な と こ ろ で あ

るo

E' 、特 に あb{あbIな しの どこに ま る をつけ た か とい うと、 「な し」

は な しで ・ 「あb」 か 「特 に あ り」 にま る.を6け て い る・
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まず、 ハー ドウェ アは、 あ り、 あ り、 特 に あり、特 に あ りとい う順 番 で、 最

初 の2項 に つい て は 、 同一 メー カー内 あ るい は メー カー 間 での互 換 性 が乏 しいo

通信 制 御 装 置 、端 末 機 に つ いて は特 に あ りで、 これ は先 ほ ど どな たか が言 わ

れ た こ とで すが、 同一 メー カー 同士 の接 続 しか で きない の が非 常 に問題 で ある。

これ は ハー ドウェ ア だけ で な くて ソフ ドウ ェアの問題 で もあ るが 、理 想 的 には 家

電 製 品 み た い に .とにか く規格 が あっ て、 ど この メー カー さん で も くっつ くとい

う こ とで あるo

Gま ず 、 ハー ドウェ アに つい ては 、最 近IBMな どの値 下 げ攻 勢 に よ

りか な り安 くなって きてい るの で、 そ うい っ た 中央 処理 装 置 、周辺 装 置 、制 御

装置 に対 す る問題 は 、安 い に こ した こ とは ない が、 現 状 で はか な り改 善 され て

きてい る とい うと らえ 方 を して い るo

端 末 機 につ い て も、 い ろいろ な端 末 が多 様 化 し、 イ ンテ リジェ ン ト化 して き

て いる ので 、接 続条 件 、 特 に イ ン ター フ ェー ス 関係 の統 一化 が 残 され た問題 じ

ゃ な らかoこ れは ソフ トの方 と も当然 関連 して くるが 、現 状 で は ど うして もシ

ス テムの 構成 が メー カー 系列 に、 ホス ト ・コ ン ピュー タ に左 右 され や す い とい

う問題 が あ るの で は な いか と考 え てい る。
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Aソ フ ト ウェア関 係 につ い て も、 問題 あ り とす れ ば 全 部 問題 あ りで あ

る。 オ ン ラ イン ・ア プ リケ ー シ ョ ンに つ い ては 、手 前 み そ で あ るが、 問題 なか

ろ うとい うこ とで ある。1っtt 、 コア に常駐 す るOSが 太 き過 ぎて困 る とい う

問題 が あ る。 太 き過 ぎ る だけ で 安 しに、 新 しい周辺 装 置 が開 発 され た場 合 、そ

れ を導 入 す る と必ずOSの 部 分 がふ え る、OSが また ふ え る とい うよ うな こ と

で非常 に 困 っ て しま うo

そ れ か ら、 デー タベ ー ス の ソ フ トウェ ア関連 で は、 提 供 す る サ イ ドの方 に ク

レー ム と して 申 し上 げ た い 、宣 伝 が 余 りに も誇 大過 ぎる。何 に で も使 え るとい

う形 で こ られ るが、 い ざ使 っ てみ る と、 比較 的 ア プ リケー シ ョンが 小 さ い うち

は なるほ ど効 能 書 き どお りに使 え るが、 あ る一定 水準 を超 え た デー タ数 とか ア

プ リケー シ ョ ンの規模 に な る と ど うして も効 能 書 きどお りの使 い方 が で きない
。

提供 者 側 もそ こま では あ らか じめ設 計 に考 慮 してい ない とい うこと で しよ うが

ソ フ トの提 供 者 側 に も う少 し節 度 あ るPRを お願 い した いo

Bソ フ トウ ェ アに 関 して もそ うなの です が、OSの バー ジ ョン アッ プ

なん かす る場 合 で もか な リユー ザー ・サ イ ドの機 械 を使 っ て や る場 合 もある。

この 品質 安 定 とい うこ と も、 や はb新 しい機 能 の つい たOSを 使 い た い が
、 そ

の切 りか え をす る時 にOSの トラブ ル で ダ ウ ンす る よ うなぶ ざま な こ とは避 け

た いの で、 ど うして も控 え 目に控 え 目に なっ て しま うとい うこ とが あ る。 これ

は ハー ドウェ アの安 定 性 も同 じこと で あ るが、 シス テム全 体 の 安定 性 を考 え る

と新 しい ものへ の切 りか え が なか なか思 い きっ てで きな い とい う制 約 が ある。

オ ン ラ イ ン ・ア プ リケー シ ョン な どで い ま問題 に なっ てい る のは デ ィバ ッグ

の問題 で ある。 や は リ タ イ ミング上 の トラブルが 出 る。 私 ど もの方 の ホス トに
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た また ま欠げ て い る 関係 か もわ か らないけ れ ど も、 予期 せ ぬ トラブル に な りか

ね な いの でや は リテス トを くりか えす。 去 年 もレベ ル ・ア ップ をや っ た の です

が 、 その 段 に な る と この テス トで何 十人 、 何 百人 と い う端 末 の オペ レー ター に

休 み に出 て も らわ なけ れ ばい か ぬ 、 この総 コス トも大 変 な もの で あるoこ れ を

繰 り返 し繰 り返 しや っ て安 定 度 を確 か め てか らで ない と切 りか え られ な い。 こ

のデ ィバ ッ グの むず か しさを つ くづ く感 じてい る。

Cソ フ トの 関 係 で は、OS領 域 がや は り大 きい とい うこ とで あ る。 こ

れ は 部 分 的 に ソフ トの このOSの ハー ド化 を 図 っ て いた だい て 縮 小 してい た だ

くとい うこ とを考 え て いた だけ た らと思 う。

それ と、 オ ン ラ イ ン ・デ ィバ ッグに つ いて は 、 これはBさ ん もお っ しゃ られ

て い た よ うに 、全 端 末 総 出 で テ ス トす る とい うこ とが 私 ど も も あっ たが 、 と う

い うものを何 とか コ ン ピュー タの 中 で シ ュ ミレー シ ヨン化 して で きな い ものだ

ろ うか、 そ うい うアプ リケー シ ョ ン開発 が あれ ば な と思 う。

Dソ フ ト ウェ ア に つい て も、 これ も大 き くく くっ て、OS等 は 非 常 に

扱 い に くい。 先 ほ ど太 き過 ぎる とい う話 が あっ た が 、逆 に い うと扱 い に くい。

通 信制 御 に して も、 オ ン ラ イ ン ・アプ リケー シ ョンを 自分 で1回 つ くっ て し

ま うと融 通性 に乏 し く後 で 困 っ て しま う、 この辺 が 実 感 で ある。

Eソ フ トウ ェア は、 問題 が特 に あ り、 あ り、 特 に あ り、特 に あ り とい

う順 番 で 、 ソ フ トウ ェ ア全 般 に 関 して は、 ソ フ トウ ェアが い ま は非 常 に か たい

とい う印 象 で ある。 とに か く修 正 がで きな い。微 修正 とか ユー ザ ー ご との 修正

が で きな い00Sに 関 して は さん ざん い われ てい るの で省 略 す るが、 ここでは

通 信 制 御 プ ログ ラム に当 た る の で しよ うか 、 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クでい

うと ころ のNCP(NETWORKCONTROLPROGRAM)、 これ。な どは標

準 が 決 ま る必 要 が あ る ので しよ うが、 これ か らメー カー さん がO'Sの 一環 とし

て提供 してほ しい と考 え る。

通 信 制 御 プ ログ ラム、 オ ン ラ イ ン ・アプ リケー シ ョンに つ い ては 、 オ ン ラ イ

ン ・ア プ リケー シ ョン は メー カー さん 提供 の もの だ とい う ことで意 見 を 申 し上

一134－

o



げ るが 、 これ も同一 メー カー 内 の特 定 端 末 しか サ ポー ト しない のは 問題 が ある。

そ れ か ら、 これ もどな たか おっ しゃ っ た こ とで あるが、 特 に パ ッケー ジの場

合 には ブ ラ ック ・ボ ック スそ の もの で あ っ て、 外 か ら突 い て ど うい う反応 を す

るか とい うこと でそ の 内容 を類 推 す る しか な い とい うこ とで 非常 に問題 が ある。

異機 種 接 続 あ る いは サ ポー トしない端 末 を くっつ け るこ とは全 然 で きない とい

うこ とo

Gソ フ トに つ い ては 、 オ ペ レー ティ ング ・シス テ ムが わ か りに くい シ

ス テ ム に だん だん なっ て きつ つ あ る。 そ うい った意味 で だん だん 専 門 要 員 とい

っ た もの が要 求 され る。 一 方 、 メー カー 側 の宣 伝 は非 常 に使 い やす い とい うこ

とで あ るが 、 これ は うま く使 い こな して初 め て使 い やす い とい うこ とで、 だれ

で も使 え る とい うベー ス で の使 い やす さ では な くなって きて い るの では な いか

とい う考 え方 を持 っ てい る。

デ ー タベー ス に つ いて は、 これ は 設計 能 力 に よ リパ フォー マ ンス に ものす ご

い 差 が 出 て、 そ の シス テ ムの設 計 を や る人 間 に よ っ て シス テ ムの で き上 が り ぐ

あい が大 幅 に左 右 され る とい うこ とで、人 材 の再教 育が 必 要 に なっ て こ よ うと

考 え て い る。 こ うい うデ ー タ ベー ス ・シス テ ムに ついて は 、 ま だま だ これ か ら

の大 きな課題 に な るの で は ない か と考 え てい る。

通 信 制 御 に つい て は、 最 近 ネ ッ トワー ク ・アー キ テク チ ュ ア とい うこ とで 、

は なぱ な し く分 散化 処 理 シス テ ムが 宣 伝 され て い るが、 こ ういっ た もの に よ る

回線 の通 信 制 御 の ブ ラ ック ・ボ ック ス化 とい うの が非 常 に 問題 に な って お り、

い ま まで の よ うに他 社 製 品 を簡 単 に接 続 で きな くなって きて い る。 これ は端 末

の と ころで も話 した よ うに 、 メー カー ・ポ リシー に非 常 に左 右 され や す くな っ

て きて い る。 この辺 は イン タ フ ェー スの 標 準化 とか プ ロ トコルの 公 開 をぜ ひ と

もや っ てほ しい と考 え て い る○ 最 近DCNAと い う、電 電 公 社 主導 型 で、 ネ ッ

トワー ク ・アー キ テ ク チ ュ アの検 討作 業 が進 ん でい る よ うで ある が、 そ うい う

もの で本 当 に うま く標 準 化 で きれ ば 非 常 にい い な とい う考 え方 を持 っ て い る。

オ ン ラ イン ・ア プ リケー シ ョンの 問題 に つ い て も、従来 の バ ッチ型 の プ ログ
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ラ ム に 比 べ て 人 材 の 面 で そ う い っ た 専 門 の 知 識 が ど う し て も 要 求 さ れ る と い う

こ と と 、 開 発 コ ス ト が 増 加 し て い る ∩ こ れ は 同 じ よ う な シ ス テ ム を ス テ ッ プ 当

た り の も の で 比 べ て み て も 、 確 か に 私 ど も の 経 験 で も増 加 し て い る し 、 要 員 の

再 教 育 な ど も 大 き な 問 題 に な っ て き て い る 。 そ うい う意 味 で 、 プ ロ グ ラ ム の 生

産 性 向 上 の た め の ソ ー ル と い っ た も の が 、 オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム に 合 わ せ た 形

で 強 化 さ れ る 必 要 が あ る の で は な い か と 考 え て い る 。

Hも う1つ は 、 こ れ は ハ'一 ド ウ ェ ア 、 ソ フ ト ウ ェ ア 両 方 と も に な る の

で す が 、 い わ ゆ る シ ス テ ム の 作 成 の と き に 、 特 に コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

と い う こ と に な る と 、 サ ブ シ ス テ ム が い ろ い ろ 積 み 重 な っ て1つ の シ ス テ ム に

な る と 思、う け れ ど も 、 そ の 辺 の バ ラ ン ス が と れ て い な い の で は な い か と い う気

が し て し よ う が な い 。 あ る こ と に つ い て は 非 常 に 効 率 の い い ソ フ ト ウ ェ ア が あ

っ て も、 あ る こ と に つ い て は ち ょ っ と 落 ち て い る 、 だ か ら バ ラ ン ス が と れ て い

な い と い う気 が す る わ け で あ る 。 そ う い う こ と を よ く考 え て み る と 、 オ ン ラ イ

ン ・ プ ロ グ ラ ム を つ く っ て い く こ と は 、OSと か 通 信 制 御 と か い ろ ん な こ と も

全 部 ひ っ く る め て 、 わ れ わ れ が 使 っ て い く場 合 に ど う し て も意 識 と し て 大 き く

な っ て く る こ と は い ろ い ろ あ る と 思 う。 特 に オ ン ラ イ ン の 場 合 は リ カ バ リー ・

シ ス テ ム 、 そ れ か ら セ キ ュ リ テ ィ の 問 題 、 こ れ は フ ァ イ ル と か プ ロ グ ラ ム と か

に 絡 む が 、 そ れ か ら リ ソ ー ス の 共 有 の 問 題 と か 、 こ うい う こ と を わ れ わ れ ユ 三

ザ ー が 機 械 を 決 め て ブ ・ グ ラ ム を つ く っ て い る 最 中 に リ ク エ ス ト し て 追 加 し て

も ら う姿 に な っ て い る 。 で す か ら 、 そ うい う こ と を 特 に ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 な

ど に 当 た っ て 相 当 ウ エ ー ト を 高 く し て も ら う 必 要 が あ る の じ ゃ な い か 、 こ れ は

メ ー カ ー に 対 す る 要 望 に も 含 ま れ て く る 。
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A通 信 関 係 に移 って、 サー ビス 品 目 は何 とい っ て も帯 域 使 用 の品 目を

もっ とふ や して、 自営MODEMも どん どん 使 え るよ うな形 に して ほ しい。

回線 品 質 、技 術 基 準 は、 た また ま私 ど もはD1回 線 を余 り使 っ て いな い とい

うこ と もあ り、 い ま そ う問題 は感 じてい な い。

保守 に つ い て は、 回線 エ ラー の原 因 の報 告 が ない まま ほ った らか され る こと

が あ り、場 合 に よっ ては 回線 の エ ラー で あ り なが ら シス テ ムの方 の 問題 では な

いか とい うふ うにか ぶ せ られ る こ とが あ る、 回線 エ ラー の報 告 をぜ ひや って ほ

しい。 そ れ か ら何 とい っ て も回線 エ ラー の修復 に 時 間が か か りす ぎ る。

回 線 利 用料 金 体 系 に つ い ては 、,これ もい ろん な と ころで い われ て い るが、 体

系 の 基準 と い うか根 本 とい うか 骨 組 み とい うか 、原 価 主義 な の か効 用主 義 なの

か そ のつ ど プ レてい る よ うでは こ ま る。 効 用主 義 な ら効用 主 義 、 原 価 主義 な ら

原 価 主 義 と い うこ とで統 一 した 基 準 を 明示 して ほ しい。

回線 利 用 料 金 は何 とい っ て も高 過 ぎるρ 特 に 遠 い とこ ろで の値 段 が 高過 ぎる 。

私 ど もは 受 託 セ ンター で あ るか らそ の立場 か ら考 え て も、委 託 シス テム の オ ン

ラ イ ン化 ニー ズ はた くさん ある、 しか しい ざ ラ インを結 ん で ラ イン[の料 金 を ど

うす るん だ とい うこ とに なる とそ こでお じゃん に な るケー スが非 常 に多 い¢)で、

料 金 が 高過 ぎる とい うこ とを非 常 に感 じてい る。 何 とい っ て も料 金 の問 題 が オ

ンラ イン振 興 の 一 番 の阻 害 に なっ て い る。

Bこ れ は電 電 公社 の 通 信 関係 の ことに な るが、 時 間外 の サ ー ビス をや

って ほ し い。 オ ンライ ン機 械 を動 かす の で も何 で も、や は リ休 み しか移 動 で き

ない 。機 械 を リプ レー スす るのは全 部休 み に な るので 、 これ の制 約 を受 け る と

い うこ とは 実 際 の業 務 の影 響 度 が 大 きい もの で あるか ら、 日曜 とか 、・い ま土 曜
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日 も休 み に な っ てい る が 、そ うい う工 事 や何 か の サー ビス をや っ てほ しい とい

う気持 ちが強 い。 民 間 企 業並 み の そ うい うサ ー ビス をぜ ひ ともお 願 い した い。

料 金 の 問題 は、 これ も何 回 か 出 て い る ので 同 じことで ある が、 私 ど も もご多

分 に漏 れ ず相 当高 額 の、 い ま 月 間2,200万 払 っ てい る が、 今 度の 料 金 ア ップ

で30%強 値上 が り に な る。51年 で したか 、 中継装 置 に よ る ブ ラン チ ングの

ネ ッ トワー ク をつ くっ た際 に、 最 初 ホス トか らほ とん ど1,200ボ ー で放射 状

に や って い ると きに一 種 の シ ミュ レー シ ョン をや って 、料 金 を最 低 にす る よ う

に 中継機 の ネ ッ トワー ク を考 え た の です が、 そ の とき51%ぐ らい料 金 が安 く

なっ てい る。 これ は 中継 機 の料 金 を入 れ て です か らか な り大 きな もの で ある。

細 かい話 に な るが、 い ま使 って い るの はほ とん どD1回 線 だ が、 電 電 公 社 の

MODEMは 、 た しか1,200ボ ー で13,000円 ぐ らい。 私 どもは 現在 某 社

の を使 って い る が、 リー ス で8,000円 。 そ れで、 電 電 公社 の 回線 の 品質 保 持

み たい な管理 を頼 ん で1,000円 ぐ らい払 ってい るが、 全 部 で9,000円 。 こ

れ は5年 リース です か ら、5年 た て ば110に な る。 い ま全 部 で900万MODEM

中継 機 に 払 って い る が、 これ が90万 に な る。 か な り大 きい わ け で あ る。電 電

公社 さん のMODEMを 使 って い た ら、 これ はず っ と13,000円 払 わ なけ れ

ば な らない 。企 業 に と って は経 済 性 が成 り立 たぬ こ とに は使 ってい け ない の で

これ は何 か考 えて ほ しい な と思 うし、 私 どもがD1を 使 って い る1つ の理 由に

そ うい うもの もあ る し、 使 い や す さ とい うもの もあ る。 反 面 、 そ うい うふ うに

品 質上 の問 題 をノミックア ップす る た め にい ろん な手 だ て を 自分 らの方 で考 えな

けれ ば な らない とい う こ とは あ る。

Cサ ー ビス品 目で 、 現 在200ボ ー 回線 の 次 に い きな り1,200ボ ー

回線 とい うぐあい に飛 ぶ が↓ タ イプ ラ イター 端末 で い うと秒 当 た り30文 字 あ

るい は50、60、 この 辺 の速 度 の 端 末 が 多 い もの で あ る か ら、400ボ ー あ

る いは600ボ ー あた りの サ ー ビ ス が あ って もいい の じゃ な いか 。

そ れ か ら、土 曜、 日曜 の問 題 は い ま 指摘 が あ ったが 、 私 ど も も業 務 を とめ な

けれ ば い け ないの で何 とか 土 曜 、 日曜 を お願 い した い。・
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回線 料 金 が今 度30%上 が る ことに な るけ れ ど も〉、'3・0.%・とい うと、tt私ど も

は 約800万 ほ ど使 って い るの で240万 、 月間2 、40・万 と い うとそ こそ この

コ ン ピュー タ の レベル ア ッ プが で き る とい うこ とで非 常 に痛 く
、 しか もそ うい

うのが 突 然 上 が っ て くる。 こ うい うこ とです と、 一体 この30%上 が っ た回 線

料 金 が次 いつ ま で持 つ の だろ うか、 来年 また変 わ る のだ ろ うか 、 ある い は再 来

年 変 わ る の だろ うか 、 そ の辺 が 非常 に問題 に な るの ですけ れ ど もド と うい う3

0%と い うよ うな大 きな 幅 を突 然 上 げ る とい うこ とで な しに、 た とえ ば 向 こ う

3年 間 にわ た っ て30%、 つ ま り10%、10%、10%と 段 階 的 に上 げ る、

3年 たっ た ら現 在 よb30%上 が って い る とい う状 態 を設 定 して も ら うとい う

こ とで、 あ る程 度何 年 間か の 見通 しを立 て てほ しい。10%ぐ らい の値 上 が り

で す と大 体 物 価 の値上 が りにほ ぼ 近 い 状態 です ので 当然 とい え ば当 然 に な る わ

け です が、 い きな り30%が くん と上 げ られ る と苦 しい とい うこ とで あ る。

D通 信 関係 に い くと、 これ は全 部 につ いて文句 がた くさん あ るの で あ

って、 特 に問題 あ りで す。 品 目が と にか く少 な い。 特 にKDDの 品 目が 少 な い。

しか 弘ア ー ビス対 地 が非 常 に少 ない。とて も国際 ネットな ど組 め る もの では ない 。

品質 は 、D-1の ロー カル回 線 で瞬 断 、 雑音 な ど が あっ て非 常 に悪 い 。

技 術 基 準 に 関連 した もの で は 、PD(回 線 保護 装 置)と い うの は 歴 史 的 な 産

物 で い まや 不要 じゃ ないか 。 も しPDを つ け る とすれ ば技術 基準 を緩 和 してほ

しい。

保 守 関係 につ いて は、 先 ほ どAさ ん の お っ しゃっ た とお りで、 電電 公 社 の現

場 職 員 の 態 度 が非 常 に悪 い 。 不親 切 で官 僚 的 で、そ うい う職 場 が電 話局 や 中継

所 に は いま だに ある。 これ は もっ て の ほ かで あ る と思 う。

料 金 体系 に つ いて は 、 回線 の料 金体 系 は電 話 の料 金 体系 に ど う して も引 きず

られ て い る 。先 ほ ど原価 主義 か効 用主義 か とい う話 が あ りま した が 、 これ は 電

話 と独 立 した体系 に 持 っ て い くと非 常 に安 くなる はず で あ る。 原 価 は 技術 革 新

に ょって 安 くなっ た はず で ある が、 電話 の料 金に 引.きず られ て、歴 史 的 な経 緯

も ある か と思 われ る が、 高 くなっ て い る。卒 直 に 言 うと、 電 話料 金 体 系 とは 別
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に しなさ い とい う ことで あ る。

料 金 は 、外 国 と比 べ た ら極 端 に高 い。

E通 信 関係 は 、 これ は全 部 「問題 あ り」 とい う こと に してい る。
む

サー ビス 品 目'は、 これ も先 ほ ど話 が 出た が、9,600と48,000の 間の 公

社 直営 の ものが 出て もい い の じゃ ない か。9,600が 今 度初 め て出 るわけ です

が、48,'000と の 間 が もっ とあっ て もい い の じゃ な いか 。

品 質 は、D1規 格 の 品質 が ま す ます悪 くなる こ とは想像 に か た くない。D1

とDlSの 品質 の有 意 差 が どん な もの か とい うこ とで非 常 に 注 目 した い と考 え

てい る。

技 術基 準、 これ も標 準 とい う考 え方 を導 入 して い た だ いて 、 新 しい端 末 を 出

す ご とに 非 常 に分 厚 い技術 資料 を メー カー さん が 出 して くれ るの で い い よ うな

もの の 、 つ け な くて はいけ な い わけ で す ね 。 あ あい っ た ものは基 準 とい うよ り

も標 準 とい うよ うな こ と で片 付 け て も らって、 これ は端 末 メー カー 、 コン ピュ

ー タ ・メー カー の協 力 が必 要 なん で しよ うけ れ ど も、 そ うい った こ とで、 ユー

ザ ー と しては も.うこの端末 あ るい は この通 信 制 御 装置 は何 番 とい ういわ ゆる型

式 認 定 が で きて い れ ば い いの です が、 すべ て の もの につ いて そ ういっ た ことの

設定 を してい ただ け れ ば い い の じゃ ない か と考 え て い る。

保 守 は、・これ は ます ま す 問題 に な る と思 うが、 公 社 に い わせ る と、 回線 の 調

子 が 悪 い とい うの で よ く調 べ てみ る とユー ザ ー側 の 構 内 の問 題 が半 分以 上 あ る

・いは7割 方 ユr'ザ ー構 内の 問題 で ある とい うこ とに結 果 的 に な る ら しいの です

け れ ど も一 そ うい っ た こ とで切 り分 け手 順 を は っ き りさ せ て、 とに か くユー ザ

ー もや る こ とをや っ て か ら申告 す る。 そ の辺 の約 束 が はっ きり しな いの で、 ユ

ーザ ー が手 探 りで や るの が い まの切 り分 け ば は っ き り しない とい う問題 に なっ

ている と思 う。 これ は お互 い協 力 して ち ゃん と手 順 を決 め てや るべ きだ ろ う。

そ れ か ら、 今後24時 間運 転 が 行 き渡 るで しよ うか ら、夜 間帯 の コー ルが、 大

き な コン ピュー タの 保 守 は夜 間帯 もコー ル で きる が、公 社 の回線 の場 合 は で き

な い。 これ は 今後 ど うい う考 え 方 で い くの か とい う問題 に な る と思 う。
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あ と、 今 度 の4月 の改 正 で高 くな るのは も ちろ ん問題 で ある が、 特 にD1規

格 の ものが割 り高 に なっ て い る。 さ らにDlSは まだ高 い とい うの で、 これ は

公 社 さん のポ リシー なん で しよ うけ れ ど も、 ユー ザー と しては 非常 に痛 い と考

え る。

G通 信 関 係 につ い ては、 サー ビス品 目で は、低速 度 の 方 の シス テムは

私 ど もの会 社 では 余 り使 っ てい ない 。 む しろ9,600と48Kと の 間 に ス ピー

ドが あb過 ぎ るの で、 た とえば24Kと か36K、 そ ういっ た程 度 の ス ピー ド

の品 目を サー ビス してほ しい。

品 質 に つい て は 、私 ど もD1を 何 回 線 か使 っ て い るが余b大 きな問題 に は な

っ てい ないo

技 術 基 準 、 保 守 、 この辺 に つい て も要 望が な い わけ で は ない が、現 在 私 ど も

の 中 で大 きな 問題 と して は特 別 に持 っ てい ない。 た だ、保 守 につ いて は、 電 電

公 社 の方 が余b頼 りに な らな い とい うの は確 か で 、 回線 の テ ス ター とかMOD

EMテ ス ター とか い った もの を全部 自社 で装 備 してk・り、要 員 を教 育 して、 ど

こがお か しい か とい うこ とを あ る程 度調 べ て電 電 公 社 に 申請 す る とい う体制 を

私 ど もの 方 で は と って い る 。

料 金 は 安 い に こ した こ とは ない とい うこ と で あ るo

司 会1さ ん の と ころ は使 用 者 が3段 階 で、 また非 常 に た くさん い らっ し

ゃ る とい う こと で すの で、 そ こ ら辺 ひ とつ… … … 。

1重 複 は避 け て 申 しあげ ま す。

通信 関係 に つ いて は 、 個別 の問題 と して、休 日の サー ビス とか原 因 不 明で 自

然 復 旧 して しま うとか い う問題 はす でに話 に で た とお りです。 私 ど もの 場合 に

問 題 に な る こ とと して は、1つ は通 信局 が あ ち こ ちに また が っ てい て 、それ ぞ:れ

解釈 が違 うと い うこ とが ある。これ は都 合 い い場 合 もあ るが統 一 して も らいた いo

も う1つ は、 これか ら ロー カ ルの回 線 を 大部 使 うよ うに なる が、 これ の質 が

悪 い と言 わ れ て い るo

郵 便局 の オ ン ライ ン な どが進 むに つれ て よ くな っ てい くとは 思 うが,ロ ー ヵ
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一 カル 回線 を よ く してほ しい
o

別 の 問 題 だ が,回 線 の 値 上 げ に つ い て,少 な く と も 「回 線 問 題 審議 会 」

と カ㍉ 何 か そ うい う も の が 制 度 的 に あ って こ こに ユ ー ザ ー の 意 見 が ち

ゃ ん と出 る。 い ろ い ろ な立場 か らの 議論 が 出 され 、 社会 的 に も問題 が 明確 に な

っ て そ の上 で結 論 が で て い くと い う制 度 な り体 制 を つ くるべ き じゃ な いか、 こ

れ が 基本 だろ うと思 う∩ そ こか ら先 は個 別 の問題 を い ろい ろ注文 づ け て いけば

いい と思 う∩

そ れ か ら、DDXの 問題 。 細 か い ことは まだ わ か らぬ の で な ん と もいえ ない

点 が 多 いが 、 若干 の感 想 を 述べ て お くと、 全体 問題 と しては 回線 交 換、 パ ケ ッ

ト交 換 と も技術 面 では 、 ユ ー ザ ー ・メー カー の 意 見 は か な り聞 い た よ うで ある

が制 度面 、料 金 の問題 につ い て は 、 今 の と こ ろ ア ンケー トを とる とい う程 度 の

よ うで あ る。 この施設 が活 用 さ れ てい くた め には充 分意見 交 換 の場 を設 け るべ

きだ と思 う。情 報 不足 で感 ちが い もあ る と思 うが、 具 体 的 な こ と2～3思 い つ

い た ま ま 申 しあげ るoま ず 料 金 問題 に関 して言 うと、 回線 交 換 、 パ ケ ッ ト交換

とも当面 はサー ビス区域 が 限定 され るの で、 サー ビス区域 外 か ら加 入 す る場 合

は特 定通 信 回 線 を使用 す る とい うこ とで あ るが、公 平 な公 衆 電 気 通 信 役 務 の提

供 とい う点か ら、 サー ビス 区域 外 か らつ なげ る よ うな場 合 の料 金 に つ い ては サ

ー ビス 区域 に準 ず る よ うに す べ きで は な い か
。

それ か ら も う1つ は 、 パ ケ ッ ト交換 の 一般 端末 が伝送 制 御 用 と して送 信 す る

ACK、NAK等 の 伝送 制 御 符 号 、 そ れ か らパケ ッ ト型 態 端 末 の 発呼 パ ケ ッ ト、

着 信 パ ケ ッ ト等 でユ ー ザ ー ・デ ー タ と関係 ない もの は無 料 に す べ き では ない か∩

次 に技術 問題 にっ い て は 、 ネ ッ トの 中 に おけ るパ ケ ッ ト紛 失 の 問題 、網 内 の

時 間 の遅 延、 ネ ッ トの安 全性 一 これ は コン ピュー タ が 中 に入 る の で、絶 対 ダ ウ

ン しない コ ン ピュー タは あ り得 な い の で、金 融業 の よ うな場 合 には と くに重 要

問題 一－ltどが あるo

一142一



A回 線提 供 条 件 と い うこ とで は、共 同、他 人、単 独 、 そ れぞ れ い ろん

な条 件 が あ るが逐 一 具体 的 に 申 し上 げ られ ないが 、緩 和 を望 む の は 当然 の こと

で あ るo

メ ッセー ジ につ いて は、 他人 使 用 の場 合 で もか な り制 約 さ れ てい る。業 務 に

付 随 す る メッ セー ジは もっ と自 由に 認 め てほ しい。

Bい まネ ッ トワー ク をつ くっ てい く背 景 に は、 た とえ ば 販 売拠 点 とい

うか 、販 売会 社 を立 て てい くわけ で あ るが、 同 じ事務 制 度、 経理 制 度 を標 準 化

して、 グ ルー プ内 にそ の 標 準化 を進 め る とい うの がそ の1つ の大 きな ね ら吟に

な っ てい て、 入 の教育 よ り もそ うい う事務 制 度 そ の もの を画 一化 して お くoそ

うす る と、1つ の セ ク シ ョ ン を立 て て人 を派遣 す る場 合 に 同 じやb方 でい け る

か らわ りあい簡 単 に い く。 そ うい う意 味 か らい うと、1つ の建 物 を建 て る と必

ず オ ン ライ ンで結 ぶ の が必 須 条件 に な るわ け で あ る。建 物 の一 部 み た い な もの

で。 そ うす る とい や応 な しに、 回線 料 が高 か ろ うが端 末機 が高 か ろ うが ど うし

て も広 げ て いか なけ れ ば な らな い。 これ は どこ さん で も一 緒 で し ょ うけ れ ども

こ うい う経 済 性 とい うも の を相 当 考 えて いか な けれ ば な らな い。

また、 手続 で2ヵ 月位 か か る と、 電電 公社 さん が い う場 合 、 私 ども 自分 の 方

か ら考 える と大 体3ヵ 月 ぐ らい は 余裕 をみ て準 備 を始 め な い と成 り立 って い か

な い。 これ は、 た とえば建 物 の住 居 を移 転す る、 端 末 へ行 く と移 転 とい うこ と

が結 構 あ る の です が 、 そ うい う場 合 に なか な か泊 い っ か かい 。

また 、共 同使 用 の場 合 に、 資 本 参 加 して い る と案 外細 か い特 約店 契 約 なん とい

うのは 特 に結 ば な い でや っ て い る場合 があっ て 、 そ うい う書類 、 委 壬 犬 を 反

り寄 せた り何 か してい る と結 構 日に ちが かか っ て しま うの で、 もっ と簡 潔 に で

一143一



きない か。 事務 手 続 上 の細 かい 問題 です が 、'・そ ん な こ とを とき ど き思 うわけ で

すo

司 会 途 中で失 礼 です が、 大 分 関係 会 社 を オ ン ラ イン化 な さっ てい るけ れ

ど も、 い ま の と ころ手 続上 だ け しか問題 は あ りませ ん か 。

Bい ま の と ころは そ うで す ね。 資本 的 には50%以 上 出 資 で、 ほ とん

ど出 向経 営 者 が や っ て い る密 接 な関係 の会 社 な の で 、手 続 上 も何 も問題 ない よ

うです 。特 に電 電 公 社 へ の事務 手 続 は私 は や って い ない の です が、 い ま の と こ

ろ何 と も聞 い て い ま せ んo

私 ど もこ うい う共 同 利用 を や って い く上 では 制 約 が 少 ない とい うか 、 これは

緩 和 して くれ るに こ した こ とは な い の で、一 般 メ ッセー ジ も含 め て も う少 し使

いや す い方 向 に 行 っ た ら もっ とオ ン ラ イン ・ネ ッ トワー ク と い うのは 広 め られ

る の じゃ な いか な と思 っ てい る。 実 際 問題 と して メ ッセー ジ通信 かデ ー タ伝送

か 区 別 のつ か ぬ よ うな た ぐいの もの も出て くる し、 い ろん な面 で この制 約解 消

とい うこ とを、 法 的 な もの で すが 、 も う'少し自 由 に させ てほ しい とい うの が一

般 的 な希 望で あ るo

C回 線 提供 条 件 は、緩 和 して いた だ きた いの は もち ろん の こ とで ある。

現 在は 私 ど もの取 扱 品 目が90%以 上 の代理 店 、 卸 問屋 さん を対象 に してお る

け れ ど も、 この シス テ ムは今 後 さ らに 広 げ る予 定 を してk・ り、50%以 下 の店

に も適 用.し てい く とい うこ と で、い ま までは 共 同使 用 につ い ては 問 題 は な かった

の です が、 わ が社 の 商 品が 占め る割 合 が 少 ない とい う店 に つい ては今 後 問題 が

出て こ よ うか と思 うの で、 で きれ ば これ は緩 和 して も らい た い。

D回 線提 供条 件 に つ いて は、 全 部 ひっ くるめ て特 に問 題 あ りですo電

電公 社 のDDXと かKDDのVliNUSが 入 っ て くる と、提 供 条 件 の制 限 を撤

廃 ない しは緩 和 しない と新 サー ビス に ス ムー ズ な移 行 が で きな い の では な いか

と感 じて い る。 これ が最 後 ま で 日本 の 情報 化 促 進 の大 きな足 か せ に な るに違 い

ない と思 って い る。早 く法 的 な環 境 の整備 を しな い と禍 根 を 残 す の じゃな いか

と い うの が実 感 で あるo
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E回 線 提 供 条 件 は 、特 に問 題 あb、 あb、 あ り、 あ9で 、総 合 的 に緩

和 して もらい た い とい うの は い うま で もない こ とで ある が、共 同使 用 に 関 して

は、 共 同 使用 の認 め られ る基準 と して製 造 業 者 と卸 売業 者 、卸 売 業 者 と小売 業

者 み た い なの が あ るが 、 われ わ れ で い うと製 造 業 者 と倉 庫 、 運 輸業 者 とい う間

の 共 同関 係 は製 品 の流 通上 非 常 に大 きな関係 が あ るので、 これ は基 準 と して認

め られ ない と非 常 にや りに くいoい まは 基準 じゃ ない もの で あ るか ち、1の 電

子計 算機 と1の 端 末 とい う運 用 で認 めて もらっ て お るが 、 これ は も う声 を大 に

して製 造業 者 と倉 庫 、 運輸 業 者 との 間 は基準 と して認 め て ほ しい 。

相 互 接 続 は 、公 衆 回 線 と特 定 回線 の相互 接 続 は規 制 す る意 味 は ない の では な

いかo

メ ッセー ジ通信 に 関 して も、 いま や数値 ある いは デー タ とい うこ とで コン ピ

ュー タ処理 に全 部 関係 ある わけ で、 コ ン ピュー タ処 理 に 関係 の ない よ うな メ ッ

セー ジ通 信 とい うの は ない と考 え る。電 報 が わ りの メッセ ー ジ通 信 は いけ な い

とい うこと で あ るが 、 そ うい う用 事 で あれ ば電話 で済 む 。電 話 の 専 用線 とい う

こ と もあ るの で、 デー タ通 信 と い うか 特定 通 信 回 線 でや っ て い るの は メ ッセー

ジ通 信 とい う よ うな こ とは いわ ず に すべ て認 め る、 規制 を設 け な い と い う状 態

に 持 って いっ てほ しいo

G回 線 提 供 条 件 、 これ は総 論 的に い うと制 限 が強 過 ぎる とい う一言 に

尽 きて、 これ は何 と して も緩和 して ほ しい。 特 に私 ど もの場 合 は専 用 の オ ン ラ

イ ン シス テ ム では な く、完 全 に1台 の コ ン ピュー タ で 一 来年 か らは2台 に な

る が 一 すべ て の業 務 を処理 す る汎 用 の オ ン ラ イン シス テム で、共 同使 用 の条

件 が成 立 しない。現 在 他人 使 用 の回 線 は使 っ てい るが、 そ うい っ た特 定 の業 務

向 け で ない と共 同 使 用 とい うのは大 体 認 め られ な い とい う問題 が あっ て、 い ろ

いろ な業 務 を1つ の回 線 の 中に流 す 場合 に非 常 に制限 が出 て くるo特 に電話 と

の共 存 をや っ て他 人 が 絡 ん だ場 合 に非常 に制 約 が あ る とい う ことで 、 この辺 の

緩 和 を ぜ ひ と もや っ て ほ しいo

H細 か い の は 皆 さん の御 指摘 に な った とお りだ と思 うの で、 ア ン ケ一
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トを見 て感 じた こ とは2点 ほ ど に要 約 で きる の では な いか と思 う0

1つ は、 回 線 の使 用 条件 と い うか使 用制 限 の緩 和 とい うこ とと、 も う1つ は、

コ ン ピュー タ並 び に コ ン ピュー タの 中 の 、 も ちろん ハー ドウ ェア 、 ソ フ ト ウェ

ア、 そ れ か ら端末 も含 めて 、 い わ ゆ る通信 処理 とい うもの は インタ フ ェー スの

標 準 化 に しぼ られ るの で は な い か。

あ との細 か い項 目に つ い て特 に強 調 した い と思 っ た のは、先 ほ どの 方 もお っ

しゃ った こ とで あ るが、 共 同 使 用 の 中 の認 可 の条 件 の中 の業務 上 の関係 に ょる

基 準 の項 目に、 運 輸業 、 倉 庫 業 と メー カー さん等 の利用 者 相 互 間 の関係 をぜ ひ

追 加 してほ しい。

それ と関連 して 、認 可 申請 に際 しての 審査 期 間 の短 縮並 び に手 続 の簡 素化 、

この辺 をい まの 問題 に絡 め て ぜ ひ や って ほ しい。

1次 は、 回 線提 供 条 件 では 、 メ ッセー ジ通信(「 内容 を変 更 す る こ と

な く情 報 を媒 介 す る」)の 回 線 共 同 使用制 限 につ いて で あ る。 一 般 的 には デー

タ処 理 に付 随 しての メ ッセー ジ とい う問題 が あ るが、 金融 の場 合 は為 替 。為 替

業 務 は メ ッセー ジ ・ス イ ッ チ ング で あ る と い う定 義 が なさ れ て い る が この定 義

自体 がお か しい と思 う。為 替 業 務 は だれ で もや れ る とい うこ とで は な い。 金融

機関 しか で きな いわ け で あ るか ら、 公 社 の 通信 業 に対 す る影 響 は 一般 の メ ッセ

ー ジ とは全 くちが う
。そ れ か ら為 替 は もと も と1つ の銀行 内 で完 結 で きない も

の で あ る。2つ 以 上 の 銀行 が処 理 に 関係 して くる。 さ らに 最 近 の オ ン ラ インで

は 為替 は ほ とん ど預 金 入 金 の「処理 」と一体 に なっ て い る。 こ う した こ とか ら為

替に つ いて制 限す るの は お か しいo県 段 階 の シス テ ムでは 「メー ル ・ボ ック ス

方式 」 とい っ た非 効 率原 始 的 な方法 で 許可 され てい る が、 件数 が増 え る につ れ

てそ うい う こそ くな方法 では や っ てい け な くな る∩

一146一



A情 報 化 基 盤 とい うと ころ では 、各 種 の標 準 化 を一層 進 め てほ しいo

磁 気 テー プの互 換 性 は、 い ま プ ログ ラム で カバー して い る こ とが非 常 に多 い ・

コン バー ジ ョンの た め の時 間 が ば か に な らな くな って きて い る。 さ っ きの ハー

ドウェ アの異機 種 間周 辺 装 置 の 接続 とい うこ と と も関連 して、各 メー カーさ ん

の磁 気 テー プがそ の ま まの形 で互 換 で きる よ うに標 準化 をぜ ひや ってほ しい。

教 育、 訓 練 、 これ は いろ ん な観 点 があ っ て むず か しい が、 手 前 みそ に なるけ

れ ど も、 シス テム とか プ ログ ラム技術 とかい った い わ ば技術 的 な側 面 で の教 育

体制 は 、 一般 的 に 各種 の研 修 セ ンター 等 々 が あ り体制 が 整 っ て き た と見 て よ い。

も う一 面 で、私 ど も受託業 務 な もの で あ るか ら、業務 サ イ ドの知 識 も必 要 に な

っ て くる。 た とえ ば 銀行 業 務 の シス テム を受 託 しよ うとい うと きに は、 やは リ

シス テ ム ・サ イ ドの知 識 、 訓 練 だ け で は 不十 分 で 、銀 行業 務 の知 識 、経験 が な

い と うま くないoそ うい う意 味 での業 務 サ イ ドの 訓練 な り知識 な りの教 育制 度

が必 要 だ。 つ まb教 育 に つ いて は 、 シス テム と業 務 の2面 性 が あ る と思 うo特

に業 務 サ イ ドの教 育 、 訓練 には 十 分 な体 制 が まだ ない の で、 こ の辺 は今 後 の課

題 と して 残 る。

デ ー タ保護 、 プ ラ イバ シー は 、 デ ー タ保 護 、 プ ラ イバ シー と個 々 に分 け て考

え る と これ は これ で い ろ い ろ あ るが 、 私 ど もはい ま シス テ ム全体 の 安 全性 とい

う観点 で と らえ るべ き じゃ な いか とい うこ とで、 む しろ運 用 シス テ ム全 体 の安

全性 がま ず は重 要 な の だ とい う観 点 で と らえ てい る。

B情 報 化 基 盤 に つ い て は、 大 体 い ま まで と同 じですoこ うい う標準 化

問題 は、 漢 字 コー ドの問 題 に し ろMTに しっ、 す べ て どん どん進 め てほ しい。

ち ょっ とこオしか ら外 れ る か も し れ ない け れ ども、 い ま金 融 業 者 さん との間 で
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自動振 替 な どで 磁 気 テ ー プの受 け渡 しが行 わ れ てい る。 ああ い う引 き落 とし処

理 の チ ェ ッ ク条件 が 違 う ところ も あ る。 あ れは 同 じ基 準 で や って も らうに こ し

た こ とは ない 。 そ れ か ら、私 どもは社 外 数 社 の請 負 業 務 をや ってい る。 そ の場

合 、一 つ の銀 行 さん に は1本 の テ ー プで済 ませ た いわ けで あ るが、 そ れ の いけ

ない銀 行 が あ る。法 人 単 位 に分 け てMTを 渡 す こ とが必 須 条件 に な って い る銀

行 もあ る。 不 能 明 細 なん か も らう ときに、 や は りそ の単 位 で 分 け る。 そ うす る

と、 事 務 的 に大 変 なの で、 向 こ うさん もセ ンタ ー です か ら、 そ れ は1本 で渡 し

て、 そ こ に5社 人 ってい れば5社 にそ こか ら連 絡 して い た だけ る とい うよ うな

御便宜 を都 銀 さん なん か、 ほ とん どや って い た だ い て い る のです が、 一 部金 融

機 関 さん に は そ うい う問 題 もあ る。 これ は計 算 セ ンタ ー さん なん か の業 界 は 同

じよ うな問 題 が あ る と思 う。 具体 的 には、 そ うい う社 会 的 標 準化 とい うこ とが

必 要 と思 って い る。

E情 報 化基 盤 は 、特 に問題 あb、 あb、 あ り、 あb、 あ り、 あ り、特

に あ り、 あ り とま る をつ け て い るけ れ ど も、 全 般 的 に とにか く標準 化 を強力 に

推 進 してい か な くち ゃい か ぬ の じゃ な いか 。 さ っ き も話 に出 た が、 インタフ ェ

ース
、 プ ロ トコ ルの標 準化 、 公 開 とい うもの を や って お くと異機 種 結合 とい う

のが簡 単 に で き るo

なお、 標 準化 と い うこ とはそ うい った互 換 性 の問 題 の 観 点 と、認 可 とか検査

に も役 立づ はず で あろ うと考 え る。

デー タ保 護 、 プ ラ イバ シー は、 われ われ ユ ー ザー の方 もこ の辺 の対 処 がお く

れ てい る とい うこ とで、 これ か ら勉 強 しな くちゃ い か ぬ。

ク

コ ン ピュ一 夕 メー カー に関 して は、 何 度 も申 し上 げ るが、 製 品 、部 品 の標 準

化 を業 界全 体 と して とに か くや っ てほ しい 。 い わ ゆ る家 電製 品並 み が理 想 で あ

ゐ とい う考 え 万o

G情 報 化 基 盤 に つ い て は、 ま だ完 全 に 整備 さ れ て い る とはい え ないの

で は ないか と思 って い る。特 に コー ド関係 で漢 字 で あ る とか 、 そ の辺 が これか

らの大 きな課 題 で は ないか 。
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そ れ以 外 に つ い ては 余 りないが 、 デー タ保 護 とか プ ライバ シー とか い うのは

先 ほ どい わ れ た よ うに、 コ ン ピュー タ ・シス テム全体 の安 全 性 と い う面 か ら と

らえ ない とい け ない と い うこ とで あ る。 私 ど もの2セ ンター 化 とい うこ とは、

これ は地震 対 策 とか 事 故 対策 とか、 そ ういっ た面 も含 め て考 え てい る。

外 部情報 、 デ ー タベ ー ス の 利用 につ い ては 、 サー ビス体制 、 受入 態 勢 が と も

に ま だ完備 され て い な いの で は な いか 。特 に私 ど もの よ うな企 業 で は外 部 の デ

ー タベ ー ス を利 用 しよ うとす る よ うな情 報 の サー ビス もな い し
、 われ われ の方

も受 け入 れ る だけ の もの もで きてい ない とい うふ うに感 じてい る。

1要 員 教 育 の問題 が あるが、 これ につ い て は い ま各 社 は 自社 で や った

り 、 メー カー に たのん だ り、 外部 研 修 を使 っ た り してお る と思 うが 、 これ だけ

情 報 化 が 進ん で きて お る わけ で あ るか ら、 そ れぞ れ の個別 対 応 は そ れ と して総

合 的 な完 備 した教育 施 設 、 あ るい は専 門 の大 学 が あ って もいい の じゃ な いか と

思 うo・.-t
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Aコ ン ピュー タ メー カー へ の 注 文 は 、 こ こに書 い て あ る が マ ニ ュア ル

の 種 類 が 多過 ぎる。特 に大 型 に なっ て くる と種 類 も多 い上 に量 も非 常 に 多 い 。

そ れ を読 む だけ で半年 もか か る とい う状 況 で あるか ら、 マ ニュ ア ル を も う少 し

簡 潔 な わか りや す い もの にぜ ひ してほ しいo

Bコ ン ビ=.一 夕 メー カー は、 これ は 何 回 も出 て い るが、 と もか くカ タ

ログ どお りち ゃん と動 くよ うな、 また使 いや す い機械 を つ くっ て も らい たい な

と思 う。,特 に私 ども背 水 の 陣 でや って い る関 係上 、 故 障 した場 合 、 オ ンライ ン

・マ シ ンに つ い ては、 相 当 リカバ リー を速 くし なけ れ ば な らな い ので あ る が、

ま だ ま だ満 足 の い くと ころ ま で いっ てい ない 。 フ ァイル のバ ックア ッ プ なん か

は結 構 それ な りに や っ て い るが 、 と もか くさがす ま でが 大変 で あ る。 原 因 をつ

か め た ら早 いの で す が 、 さ がす まで か な り時 間 が か か って しま うとい うこ とが

あ るo

そ れ か ら、 エ ン ジ ニ アの質 も、 東 京 あた りはか な りいい が、 大 阪 とか 、地 方

へ 行 くとか な り悪 くな る。

そ れ か ら、 予 備 を持 って い て、 一 つ の ユ ニ ッ トを リプ レースす る の で も何 で

も、 わ りあい 中央 の方 だ と迅 速 に行 える の です が、一 つ の ユ ニ ッ トをポ ン と入

れ か え る とい うこ とを即 刻 や って ほ し い場 合 もあ るわ け です。 そ うい うこ とに

な る と、 ロー カル へ 行 くほ ど条件 は悪 くな る。 こ うい う星 型 の場 合 に は、 ロー

カ ル に ホ ス トを持 って い くわ け に は多 分 い か な い だ ろ う。 私 ども大 阪 な ん か で

幾 分 か ま し な ところ もあ るけ れ ども、 か な りの制 約 を受 け るん じ ゃな い か。 メ

ー カー は そ うい う全 国体 制 を と らない と、 この オ ン ライ ンは な か なか む ず か し

い の じ ゃな い か。
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代 替 品 の こ とで ち ょっ と気 が つ い た ので す が、 先 ほ どの 電電 公 社 さん の場 合

な どで も、 回線 障 害 が多発 して い る とき に代替 線 にす ぐ切 り替 えて くれ る とか、

そ うい うよ うな サ ー ビス を迅 速 に や って ほ しい な と思 う とき が あ る。

Cマ ニュ アル の問題 が 出 て いた けれ ど も、私 ど も も同 じで 、た くさん

の マ ニ ュ アル が 出て きて どれ を見 れ ば い いの か わか りず らい と い う ことで、 メ

ー カー と してそ うい うマ ニ ュ アル の何 冊 か に分 かれ てい る もの の総 合辞 典 的 な

もの 、 索引 を引 け ば これ は どの マ ニ ュ アル の何 ペ ー ジ、 あ る いは別 の マニ ュア

ル に も載 って お る とか 、 どの文 献 の どのペー ジに載 っ て お る の だ とい う よ うな

ご との総合 辞 典 、索 引辞 典 と い うか、 そ うい う ものを出 して も らっ た らいい の

じゃ な いかo.

Dコ ン ビL－ 夕 メー カー に つい て申 しま す と、 ど う もユー ザー の技術

レベ ル が な か なか上 が っ て こな くて、 メー カー だけ が突 っ走 っ て、 メー カー 主

導 型 に な っ て しま っ てい るo一 方 では メー カーの 設計 の力 は上 が っ た が 、 メー

カ ー の保 守 レベ ルが 下 がっ て い る。機 種 が た くさん 出た りあ るい は新 技 術 が 出

て きて もそれ を フォ ロー で きな く て、 機 械 は い いが保 守 の方 の レベ ル が下 が っ

て くる。 だか ら一 た び障 害 が 発生 す ると非 常 に長 時 間 にな って しま うとい うア

ン バ ランス が 出 て き てい る の じゃ ないか と思 うo

Gコ ン ピュー タ メー カーに 対 す る要 望 は、 マニ=ア ル が非 常 に わかb

に くい。特 に私 ど もはIBMを 使 っ てい るの で、 ち ょっ と中身 の 濃 い マ ニュ ア

ル に なる とす べ て 英文 だ とい う1つ のハ ンデ ィが あb 、そ の辺 が 中身 を理 解 す

る上 で大 きな障 害 に な って いる ことは確 か なの で、 な るべ く 日本 語 の マ ニュ ア

ル に して も らい たい とい うの が偽 ら ざる 心境 であ る。 マニュ アル が非 常 に細 分

化 され て きて お り、 どこに何 が 書 い て あ るか がわ か る ま でが ま た 大変 だ とい う

問 題 が現 実 には 起 きて お る とい うこ とで あ る。

そ れ か ら、 個 々の マ ニ ュ アル とか情報 提 供 とか保守 とか い うこ とで は ない が

.ソ フ トウェ アの ア ン バ ン ド リン グ化 とい うのは メー か一 は もっ と進 めて もらい

た い 。 これ は私 ど もが社 内 の シス テ ムを やっ てお る とい うこ と を離 れ て、 多 少
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外 に 向け て エ ン ジ ニ ア リング ・サー ビス をや っ て い こ うとす る場 合 、 ソ フ トウ

ェア に対 す る価 値 観 とい うの が まだ まだ低 くソ7ト はサー ビス だ とい う考 え が

あ る。 そ うい う意味 で メー カー 、 特 に国産 で あ るが 、 ソフ トウェ ア産 業 の育成

を ある意味 では阻 ん で い る とい うこ とが言 え る の で は ない か と思 って い るo

そ れ か らあ と、 通 信制 御 の と ころ で もち ょっ と触 れ た が、 メー カニ は 通信制

御 手 順 の 標準 化 と いっ た よ うな もの を もっ と積 極 的 に進 め て、 異機 種 間 接続 な

どが容 易 に ユー ザー ・サ イ ドでで きる よ うにす べ きで は なか ろ うか と考 え る。

現 状 です と、 か な りの金 を投 資 しな い とそ うい っ た シス テ ムの構 築 は非 常 に む

ず か しい とい うこ とが いえ る ので は な いか と思 うo
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A情 報 処 理サービス業 とい うことでは 、何 とい6て も公 社 がサーtfスしている

DRESS、DEMOSの あ り方 を何 とか して ほ しい とい う気持 ちで あ る。

も う1つ は、 これ は公 社 ばか り責 め る と い う意 味 で は な く、情 報 サ ー ビス業

とい う立 場 か ら反 省が な い ことは な い。 しいて 反 省 す る とす れば 、電 電 公 社 は

DRESSな りDEMOSと い うサ ーービス を提 供 す る ことで ニ ーズ を吸 い上 げ る

だ け のサ ービス品 目を出 して い るが 、民 間 の情 報 処理 サ ー ビス業 は これ に対 応

す るだ け の独 自性 の あ るサ ー ビスを ま だ提 供 して いない貧 弱 性 を反 省 せ ぬ こ と

は な い。

CDRESSそ の他公 社 がサービス してい るけれ ども、そうい う企 業 向け のサー

ビス 以外 に個 人 向 け に、 現 在電 話 機 を置 いて あ るよ うに,デ ィス プ レイ装 置 等

を 家庭 に置 いて い ろい ろ な問 い合 わせ その 他 の処 理 を して も らい た い。 た と え

ば 不動産 を購 入 す る とい うこと にな る と、 現 在 で あれ ば不 動産 業 者 の と ころ に

行 って 、 これ く らい ほ どの金 額 で 、 これ くら いほ どの大 き さで 、 そ うい う物 件

が この地 方 にな いか と い うことで 行 くわけ で す が 、 その不 動産 業 者 にな くて も

別 の不動 産業 者 にあ るか もわか らぬ わけ で す か ら、 そ うい う ものが 日本全 国 の

コ ン ピ ュー タの 中 に、 た とえば 公 社 の コ ン ピ ュー タの 中 に登録 され て いる とい

う こと にす る と、 われ わ れ は いな が らに して東 京 の ど こ どこ地 区 で どれ く らい

ほ どの予 算 で マ ンシ ョンを購 入 した い と い う こ とで 問 い合 わせ をか け れば す ぐ

か か る とか 、 あ る いは現 在 自分 の あ る銀 行 に お け る預金 残 高 は幾 らに な つて い

るの だ ろ うか 、 あ るい は水 道,電 気 、 ガス と い う もの の金額 の問 い合 わせ 、 そ

うい つた デ ィス プ レイ装 置 、 ある いは そ うい う もの が直接 予 約 に結 びつ くとか 、

航 空 機 あ る い は列 車等 の予 約 に ダ イ レ ク トに 一 ダ イ レク トで な くて もよ いが 、
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公 社 の コ ンピ ュ ータを介 在 して、 た とえ ば近 畿 日本鉄 道 の列 車 を 予約 した い

とい う場合 で あれ ば 、個 々の家 庭 か ら出 たデ ータが公 社 の コ ンピ ュー タを 介

在 して近 畿 日本 ツ ー リス トさんの コ ン ピ ュータにつ なが つて オ ー ケ ーか ど う

か 聞 く、 そ うい う家庭 向 け の端 末 を 何 か 考 え て い ただ けな い か。

司 会 大 変 ユ ニ ー クな御 意 見で す が 、 それ につ いて は ま た後 に させ て い

た だ きた い。

D情 報 処 理サービス業 については,こ れは抽 象論 になつて しま うが 、電 電 公

社 、民 間 は 競争 原 理 の 中で 公 正 な サ ー ビスを 展 開 すべ きで あ る と思 う。 現 在

は競 争 原 理 の 中 に入 っ て い な い非 常 にひず ん だか つ こ うでサ ー ビス が お こな

わ れて い るの じ ゃない か と思 わ れ ま す。

ソフ トウエ ア業 につ いて は 、私 に は経験 が あ りませ ん ので コメ ン トは あ り

ませ ん。

E情 報 処 理ナービス業 は問 題 あ りということで、一部 情報 処 理サービス業 さ

ん に お世話 に な つて い る のです が 、 このサ ー ビス ・レベ ル にな る と、 われ わ

れ 』 部 の接 触 しか な い ので業 界 全 体 と して ど うな のかが わか らな い。 それ は

ユー ザ ー と して わ か らな い とい う ことが わ れ われ と して問題 に な つて い るだ

け の話 なの で す が、 あ と ち よつと おせ っか い な ので す けれ ど も、 オペ レ ータ

とか プ ロ グ ラマー と い つた方 々 の高年 齢 化 対 策 、 これ は われ われ が 申 し上 げ

るよ り も、 専 門 の方 で も悩 んで お られ るの じ ゃな いか と思 うが 、 この辺 ど う

考 え て い くの か。
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2-8ソ フ トウ ェア 業 を め ぐる 問 題 点

Aソ フ トウエ ア業 とい う こ とで は、 これ も教育 との関連 が あ るのか も

しれ な いが、 プ ログ ラム ・レベ ル 、 プ ロ グラム作 成 技術 とい う観 点 で は十分 な 、

の で し ょうが 、 こ ち らか らお願 いす る ア プ リケ ー シ ョ ンの業 務知 識 が な いた め

に結 局 は コー ダ ー とい う形 で お願 いす る こ とにな る。 詳 細 な スペ ックまで こち

らがつ くつて そ こか ら先 の仕事 を お願 いす る とい うこ とに と ど ま らざ るを得 な

い ので 、何 と して も もつ と経験 、実 績 を 積む 必要 が あ る。

Eソ フ トウエ ア業 、 これ は 自社 の プ ロ グ ラム要 員を 含 めて の話 で あ る

が 、 だん だ ん生産 性 が 落 ちて きて い るの じ ゃなか ろ うか。 あ るい はだ んだ ん プ

ロ グ ラマ ー人 口が ふ え る に従 って 全 体の質 が落 ちて く るのは やむ を 得 な いのか

も しれ な いが 、 そ うい つ た こ とで10人 で済 む とこ ろが20人 かか る。 そ れで

ユー ザ ー と して は費 用 が か か る し・ ソフ トウエ ア業 の方 か ら 見 る と1?の シス、

テ ム に人 を よけ い投 入 しな け れば いか ぬ とい うこ とで 、 この辺 を レベ ル ア ップ

す る には どう した らい いの か とい うこ とで 次 の情報 処理 振興 施 策 につ なが る。

IQ8は 、私 ども も外 注 で ソフ トウエ ア会 社 を使 って い るが 、 この料

金 を もつ と安 くす る とい うこ とで な くて 、大 変低 料 金 でや つて い る ソフ トウエ

ア会 社 も 多 い よ うで あ る。 特 に メーカ ー との関 係で は きび しい条件 をつ け られ

て い る も の も あ るよ うで あ る。 この辺 は む しろ保護 につ いて の検 討 も必 要 で は

な いか。 先 ほ ど プ ロ グ ラマ ー の老齢 化 問題 な ども あ つたが 、 相 当 の人 口が これ

に携 わ っ て い るので 、 この 辺 の問 題 は も つと検 討 して い いの で は な いか と思 う。
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2-9情 報 処 理振 興 施 策 をめ ぐる 問題 点

A情 報 処 理振 興施 策 で は、これ も手 前勝 手 で 申 しわけないが,金 融 、税 制

も結構 で あるが 、何 といって も民 間へ のプ ロジェ ク トの発 注 を ふ や して ほ しい と い

うのが 偽 ら ざる気持 ち で あ る。'

D情 報 処 理 振 興策 につ いてですが 、現 在 ハードウェア 、ソフトウェア の助 成 策

が進 あ られ て い ます が 、 オ ンライ ン ・シス テ ムが 増 加 して き ます と、今 回 の回

線 料 金 の値 上 げ の例 で は あ りませ ん が、 回線 料 金 に対 して の強 力 な 行政 指導 、

これ は郵 政 省 だけ で は な くて 、通 産 省 も絡 ん で の行政 指 導 が あ つて しか るべ き

で ある し、 回線料 金 が 高 い ので あれ ば回線 料 金 そ の もの の助 成 策 が あ つて い い

の じ ゃな い か と い う気 が します。

もう1点 は、 メー カー 、業 界、 あ るい はユ ーザ ー一、 官 界 全般 に わた つて 、総

合的 な環境 整 備 が情 報 振 興 の ため に必要 じ やな いか 、 こ う い う時期 に来 て いる

,の じ ゃない か と思 い ます。

ESE、 プログラマー、その辺 の全 体的 な レやしアップを図 るには ど う した ら

い いか とい う ことを もう ち よつと真 剣 に考 え な けれ ば いけ な い ので は なか ろ う

か 。

G情 報 処 理 振 興 施策 について も、ハ ー ドの面は私 どもよくわか らないが、ソフ

ト面 につ いて は 正直 い つて業 界全 体 に うま く投 資 した金 が 吸収 され て いる とい

うふ うな観 点 に は ど う も立 ちに くい と い うのが偽 ら さる実 感 で 、 も う少 しソフ

トウェア の流 通 を、 ど うす れ ば い い のか とい うの は私 は ち よ つ とわか らな いが 、

積 極的 に進 あ るよ うな施 策 が あれば そ うい つた施 策 をぜ ひ と もとつて いた だ き

た い。

Hそ れ ともう1つ 、最 後 に、私 は情報 処 理サービス業 とか ソフトウェア業 とか
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い うの は 、 こ うい う ものを 使 った こ とは な い ので わか らな いの で あ るが 、情 報

処 理振 興 施 策 とい う項 目の中 に こ うい う提 案 が で きな いのか な と思 っ たの は 、

外 部情 報 、 デ ータベ ース とか 、情報 処 理 サ ー ビス業 の業 者 の方 た ちが共 同 使 用

とか他 人使 用 とか を や つて い く場 合 に、 プラ イ バ シ ーの保護 と い うこ と に関 し

て、 相 当 な期 間 と金 を か けて そ うい うもの の考 え 方 を整 理 して い く必 要 が あ る

の じ ゃな い か と思 って い る。 そ う しな い と、 外 部情 報 、 デ ータベ ースを つ くつ

て もプ ラ イバ シ ーの保 護 で よ くもめ るわ けで す ね 、 プライバ シ ーを侵 害 す る と

か とい う こ とで 。

そ うい う こと は業者 そ の もの な りメー カ ーそ の もの だけで や つて も、金 の余 り

も うか らな い もの に対 して投 資 を しよ うと い う意 欲 が な い と思 うので す。 こ う

い うこ とに関 して は クエ ス シ ・ンの9の 「情報 処 理振 興施 策」 の中 に 入れ た方

が いい ので は な いか と思 う。 と い うの は、52年 度 にこ うい うこ とを や りま し

た とい う項 目の中 に そ うい う ことが載 って いな い よ うな気 も したので 、 そ うい

う メー カ ーなりユ ーザ ーな りが や りに くい こ とを 、 しか もなお か つ必 要 な こ と

を そ こで や つて もらい たい と思 う。

1情 報 処 理 振 興 施 策 に つ い てで あ る が 、 オ ンラ イ ン に な る と投

資額 が非 常 に大 き くな り、 しか もあ る時期 に シス テ ム全体 を切 りか え る こ とが

で て くる。 オ ンライ ンだ と40ヵ 月とか45ヵ 月 とV、うこ とで は な く、 も つ と

長 期 に な る ので,レ ンタルで な く買 い 取 りに な る こ とが 多 い。

現 在、 税 法 上 もいろ い ろの積 立制 度 が 認 め られ て いるが コ ン ピュ ータ につ い

て も現 在 の償 却制 度 を 前進 させ て積 立 制度 をつ くる とい うよ うな何 か よ い方 法

を考 えて今 よ り経 営財 務 に対 す る負担,圧 力が 平準 化 で き るよ うな制 度 を確 立

す べ きで は な い か と思 う。
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D－ 番 最 後 にい いたいこと、電 電 公 社 は独 占 だ というけれ ども、いまや独 占

とはいつて おられな くなつたので は ないか 、 回線 とか交 換 設 備 な どが貴 重 な 国家

資 源 で あ る とす れ ば 、 その 有効 な活 用 と い うことか らい うと、VANは 民 間 に

も 自由 にや らせ るべ きだ、 回線 の リセ ール もや らせ るべ きだ 、 そ の こ とが結 果

的 に は 国家 資源 の有効 な利 活用 じ ゃな いか 、 いまや 独 占 とい うこ とは 神 話 じ や

な い か、 こ うい うふ うに思 って い ます 。

E最 後 のオンライン促 進 とい うことでは、何 度 も出 ている話ですが 、安 くて使

いや す い端 末,手 軽 に利用 で き る回線 の サ ー ビス、 そ ういつ たサ ー ビスが な け

れば 、 オ ンラ イ ン ・シス テム促 進 はむ ず か しい。

Gオ ンライン・システム促 進 に関 す る問 題 であ るが 、いろんなサ ービス体系 が

い ろい ろい われ て い るが、 日本 の通 信 に関 す るサ ー ビスの ビジ ・ンを ど うい う

ふ うに して い くつ も りだ とい うこ とを もつ と明確 に して ほ しい と い う こと と、

現 状 は余 りに も公 社 主導 型 に な り過 ぎて い るので 、 この辺 を民 間 側 に も開 放 し

て ほ しい とい つた よ うな ことが 要 望 な り問 題 点 と して感 じて い る こ とで あ る。'

司 会 で は最 後 に私 の番 で す が 、私 もHさ ん が お つし やつて いた よ うな2

点 に犬 き く しぼ つて い る。Hさ ん が お触 れ に な らなか つた点 で 申 し上 げ る と、

旅 行 は次 第 に世 界的 な移 動 に な つて きて い るので 、(こ れ は ま だ計画 段 階 に は

全 く入 っ て い な いけれ ど も)、 今 後 国際 化 が シス テム の課題 に な る とい う こ と

は 明 らか で あ る。 そ うす る と、 この国 際 化 につ いて の問 題 は、 た とえ ば 国際 回

線 のサ ー ビス品 目あ るい は サ ー ビス 品 質 、料 金 の体系 とい うふ うな い ろ い ろな

問 題 を抱 えて い る。

も う1つ の問 題 は、.これ は特 殊 な関 係 か らで あ るが、物 の動 き も当然 最 後 は
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お金の動 きになるわけで ある し、人の動 きも最後はお金になつて くるわけで あ

る し、情報 その ものの流通 もお金 の決済を伴 ってまいるので、今後、全産業 に

通ず る問題 と して、 ど うして も結局決済、金融 というところにつ ながつて くる

のだ ろうと思 うが、そ うい う問題が現実 に一部起 こりつつある。 たとえば、ま

だ コ ン ピ ュ ー タ と つ な が って い な い の だ け れ ど も,航 空 会 社 の 方

、か ら コ ン ピ ュ ー タ 出 力 の 請 求 書 を 代 理 店 の 方 に 送 っ て くる,

之 れ は 銀 行 さん が 代 行 して い る の で す が,そ うい う制 度 が で き て

いるが、片一方、それ を うのみ に して払 って しま う、余 り間違 いないだろ うか

ら少 々間違 っていて もそれを うのみに した方が実 は事 務 コス トははるか に安 い

のですけれ ど も、公認会計士 がそれでは許 さないことになると、同 じことを運

輸 機 関 と代 理 店 と両 者 で行 わ な けれ ば な らない 。 この 制度 が だ ん だ ん

広が って きて、それが国内だけにとどま らず国際の問題 になつて きておるわけ

ですgこ うい うことが現実 の問題 と してすでにあり、 この決済 に関す る問題は

そ うい うふ うな意味 で社会的 に非常 に大 きな問題 になるだろ うと考えて いる。

このア ンケ ートで特 にいま出 た以外 のことで申 し上げると,問 題点 は大 体そ

んな ことで ある。

一159一



2一 ユ ユ 一 般 ユ ー ザ ー の方 に ア ン ケ ー ト形 式 で オ ン ラ イ ン

シ ス テ ム振 興 に 関 す る ご意 見 を 頂 い た ま とめ

事 務局 私 ども毎 年 オ ンライ ンの調 査 を や らせて い た だ いて い るが ・ そ こで

ご回 答 い ただ いた約450社 に お配 り して 、 オ ンラ イ ンシス テ ム全般 にわ た る

問題 点 につ き、 基 本的 に御 意 見を賜 りた い とい うこ とで お願 い し、 これ に対 し

約170社 の ご回 答 を頂 いた。
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オンラインシステム振興 に関す る基本意見調査の要約

(太字は多数意見)

項 目 問 題 の具 体的 内容 、 意見 、 要望 な ど

Q1.ハ ー ド ウ エ ア

1.1中 央 処理 装 置、 内部記憶 装 置 コアメモリ容量不足'

1.2周 辺 装 置 操作 性、 騒 音、 ダイ レク トア クセス ファイル 領域 不 足

1.3通 信 制御 装置 設備条件(空 調、電源)高 度過ぎ経費増

(中継機器を含む)

1.4端 末 機 同 上 部分的故障 タレ、機種変更困難、低価格機種

1.9そ の他(具 体的 に) 互換性

Q2ソ フ ト ウ エ ア

2.1オ ペ レ ー シ ョン シス テ ム OSメ モ リ容量 過大 、OS互 換性

2.2デ ー タ ベ ー ス 管 理 プログ ラム イニシアルセ ッ トの時 間 かか りす ぎ

2.3通 信 制 御 プロ グ ラム フ ァー ム ウエ ア化 要望

2.4オ ン ラ イ ン ・ ア プ リケ ー シ ョン の 拡 大 に 伴 な い ア プ リケ ー シ ョン相

ア プ リケ ー シ ョン 互 間 お よ び シ ス テ ム コ ン トロ ー ル 間 の イ ン タ ー フ エ イ

ス が問 題 となる。

29そ の他(具 体的 に) 新 機 種 の と き メ ー カ ー ソフ トの リ リー ス 遅 れ る 、 オ ン

ライ ン ・パ ッチ同一 仕 様言語 必 要

Q3.通 信関係(電 電公社及び国際電電)

3.1サ ー ビス 品 目 300bps必 要 、DDXは 早 期 に 全 国 ベ ー スで、9、6Kと

48Kの 中間 速度 を

32回 線 品 質 ローカ ル 回線悪 い
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Q4

Q5

3.3

3.5

3.6

3.9

4.1

4.3

4.4

一　

項 目 問題 の具 体的 内 容 、意見 、 要望 な ど

3技 術 基 準 単向方式のとき分岐数増加性、下 り専用単向方式にP

D不 用

4保 守(切 り分け問題を含む) 切 り分け に問題 多 し、 切 り分け 明示 に総合 テス タ必 要

夜 間 、土 、 日、祝 対策 、 公 社内管 理方 式統 一 の 要

5回 線利用料金体系 符号帯域品目分離反対、長距離高すぎる、電話料金と

、

の リ ンクは不 可解 一

6回 線利用料金水準 値上げ理由なし、設備費高すぎる

9そ の他(具 体的 に) 公社内部で技術基準の徹底を計れ、態度が官僚的すぎ

る

回纐 供条件 雛 公社及び⇒

1共 同 使 用 制限不用MSG通 信必要 業種制限無意味 個別認

可廃止

2他 人 使 用 複数端末の一電算機接続条件廃止

3相 互 接 続 認可に長期を要し個別認可にする理由も不明

4メ ッセ ー ジ通 信 MSG通 信 排除 の 理 由な し、問い合 せ ・IR・DB管 理

な どのMSGは フ ァイル利 用形 態 の ひ とつ

9そ の 他(具 体的 に). 計算よりもファイル操作の時代では各種制限無意味

国際 デ ー テル で電 算機 接続 を認 め る。

情報化基盤

1各 種標準化

51.1コ ー ド コンバージョンに困 って い る標 準 化促 進 、標 準 化 にはす

でに時期を失 した

5.1.2帳 票 様 式 統一伝票でも実際には各種があり、なお発行者側の使用

で き るスペ ー ス がな い

5.1.3プ ロ グ ラ ム 言 語

51.9そ の他(具 体的 に)

2磁 気 テ ー プの互 換 性 互換 性 必要 .カ セ ッ トテ ープの 規格 統一 も

3要 員 教育、 訓 練 人 事移 動 困難、 給 与 体系 ・労 務 関係一 考 の要

.4デ ー タ保 護.プ ライ バ シ ー 金 が かか る
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5.5外 部 情 報(デ ー タ ベ ー ス)

5.9そ の 他(具 体 的 に)

Q6コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ

保 守 、 マ ニ ュ アル 、 情 報 提 供 な ど

情報 処理 サ ー ビス業

(公 社サ ー ビス、 関連 サ ー ビス を

含 む)

サ ー ビス 内容、 要員、 料 金な ど

ソ フ トウ エ ア業

製 品 、 要員 、 サ ー ビ ス、 料 金 な ど

情報処理振興施策

研究開発、助成、税制など

(52年 度施策、別紙)

そ の他 オンラインシステム促 進 に

関す る問 題(具 体的 に)

例

・VAN等 第2次 回線 提 供 サ ー

ビスの必 要性

・自動 決済 方 法 の認可

マニュアル難解

遠隔保守が可能なこと

異機種間互換性

ハー ド先行、ソフト不備

週休2日 制で保守体勢弱い

公社兼営反対

設備サービス赤字を回線サービスでうめるのはおかしい

国際情報処理サービスは

④ サービスエリア拡大(外 地サイ ド)

◎ 通信速度の高速化

◎ 値下げを

DRESSは 運用上の制約が多すぎる

一般に経営不安定

要員教育不十分

料金体系不明確

ソフト関連情報不足

メー カーだ けで な く、 先進 ユー ザ ー に も助 成 を

端 末機 につ きJECC的 機 関 を

万 一 の ときパニ ックを起 こす 社会 的 シス テム につ い て

は現 在 の プ ログラ ム能 力 を主 とす る資格 制 度 とは 別 な

資 格制 度 を償 却 負担 減 に さ らに強 力措 置 を

民間VANを 認めよ

共同オ ンライン化の必要

定期船前払い運賃などの自動口座振替方式に自動決済

システムの中継に複数の民間企業を認めよ、自動決算

方式は顧客の完全な了解がないと問題が多すぎる
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事 務 局Q1の ・一 ドウェァで比較 的 多 い意 見が,ソ フトに も関 係 す るけれ ども、コ

ア メモ リー の容 量 が 足 らな い 、OSの メモ リー に ものす ご く食 われて どうに も

な らぬ と い うのが 一 番 多 い意 見で あ る。

それか ら、 日本で い ま そ うお つ し ゃられ て も困 る か も しれ ませ んが、●互換 性

を非 常 に強 くお つ し ゃつて い るユー ザ ーが 多 い とい う ことで あ る。

それ か ら、 設備 条件 、つ ま り空 調 、電 源 の条件 が 相 当 きつ くて 、 ち よっと そ

の条件 が狂 うと端末 が お か し くな る とか お金 が か か り過 ぎる と い う、 実際 に身"

につ ま され る ご意 見が 相 当 あ りま した。 端末 につ いて は 、問 題 が特 に あ りが

8.5%、 な しが40.2%で あ る。 問 題 な しが50%を 割 る と問題 だ ろ う と思 う。

こうい う調査 で す と、 「問題 な い」 、 「特 に問題 な い」 の合計 が50%を 超 え

ると有 意 性 が あ る と思 わな け れば いけ な い ので 、端 末 機 は ど うもまだ大 分 問 題

が あ るよ うだ とい う こ とが 、恐 ら く皆様 の ご意 見で も同 じだ と思 い ますが 、 あ

らわれ て きて い る。

Q2の ソフ トウェ ア に つ いて は 、 ほ とん どが最 近 の メー カー のOSの メモ リ

ー必要量 が 大 き過 ぎ る、 ど うに もな らぬ とい うこ とが 強 く言 われ て い る。

それ か ら、通 信制 御 プ ログ ラム につ いて の ご意 見で は 、 フ ァー ム ウ ェア に し

て くれ とい う ことが 大分 強 くあ りま したが 、 あ とは大 体 普通 言 われ て い る よ う

な こ とで あ る。

Q3の 通信 関 係 で は 、 品 目で は300が 要 る とか 、DDXは 早 く大 都 会 の間

だ けで はな くて全 国 ベ ースで とい うふ うな、 こ の辺 の情 報 も大分 出回 って い る

よ うな感 じで あ る。

これ はオ ンラ イ ン ・ユ ーーザ ーへ の ご質問 の ご回 答 で す か ら、2番 目の回線 品

質 につ いて は,こ の委 員 会 で もゲス トの方 か ら も ご指摘 が あ つた よ うに、 ロー

カル の回線 は大分 悪 い と い う こ とを異 口同音 に お つ し ゃつて いる。 特 に非常 に

具 体的 に 、東 京 の近 所 に も千 葉 の南 、品 川 、大 阪 の南 は いか ぬ とい う具 体的 な

ご指 摘 が あ りま した。
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保守 が一番問題を ご指摘 になつた方 の多い項 目の1つ で、夜間、土、 日、祝

日を何 とか してほ しいというのがオ ンライン ・ユーザ ーの強 い声で あつた とい

うことと、切 り分 けに大分苦労 されて、 ばつとわか るような総合 テスターがで

きないか とい う声 があつた とい うこと。

料 金体系では、符 号、帯域 の今回の分離案につ いては反対 の意 見の方が多い

よ うである。

料金水準 については、値上げ理 由な しのほかに設備費が どうも高い とい う声

が大分 あ りま した。

それか ら、公社 の内部で こそ技術基準を もつと徹底 して ほ しい、態度が官僚

的過 ぎる、 これは中央 ではそんな ことはないはずですが、地方ではあるいは こ

うい うこと も起 こっているか も しれな いと思 われます。

応接 態度 についての苦情が相当数 ありま した。

回線 提供条件 は、回線 の単独使用 のユーザ ーの方は実際上 ほとん ど問題 はな

いということ。逆 に、共 同使用、他人使用を経験 あるいはや つて いる ところで

はほ とんどが問題が あるとい うご指摘 で ある。 その中身 は もう言 い尽 くされて

お ることであるが、 メ ッセ ージ通信の制限 は困 るとか、現在の他人使用 の緩和

に して も まだ不十 分であるとかであるが、 ち よつと興味を感 じたのは、表現 は

必ず しも妥当で ないか と思 うが・現 在は計算 とい うよりも7ア イル操作 をす る

時代 にな つて いる、そ ういうときにまだ メ ッセ ージ通信はだめだ、 あるいは通

信 と処理 というよ うな変 な昔 の概念で制限すること自体が おか しいという声は

一つ のポ イ ン トを突 いて いるよ うな気がす る
。

それか ら、国際線 の問題で、現在国際デーテルが電算機接続が で きない点 は

ち よつと困 るとい う声があ りま した。

情報化基盤 に関 して、 これ は多彩 で、 コー ドなんかに して も、困 ってい ると

い う声 と同時 に、中には標準化は もう時期を失 して しまつて いるという指摘が

あつた り、 これはなかなかむずか しい問題 か と思われ ます。

コ ンピ ューター メーカーに対す る もので一番多いのは、マ ニ ュアルが最近 は
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難 解 に過 ぎ る とい う指摘 が 非常 に多 くあ り ま した。

それ か ら、保 守 の問題 が大 分 出 て いて 、 遠 隔 保守 の要請 とい う問 題 で す。

それ か ら、 異機 種 間 の互 換 性 は 、 コ ンピュ ー タの大 メー カ ーか らの ご返事 に

そ れが 書 いて あ る く らい、 メー カ ー 自体 が そ うお つ し ゃつて い る。

ユ ーザ ー の声 と して は、ハ ー ドが 先 行 して しま つて ソフ トがつ いて い つて い

な い と い う点 が あ る とい うこ と。

保守 の 体制 、 これ は回線 の場 合 と同 じよ うに、 オ ンラ イ ンの場 合 には特 に困

って い るの だ とい う声 が あ りま した。

情報 処理 サ ー ビス業 につ いて は,ナ ンラ イ ンの ユ ーザ ー の方 です か ら、公 社

のサ ー ビス あ るいは 民間 のサ ー ビスを受 け て い る比 率 が少 な いので 、声 も余 り

な い。 公 社 の兼 営 につ いて疑 問 が あ る とか 、 民 間 のサ ービス につ いて 外地 で の

サ ー ビスを もつ と広 げ う とか 、速 度 が遅 過 ぎる とか とい う程 度 で あ つ た。 ソフ

トウェア ・ハ ウス に対 す る問題 で は 、 ま だ若 干 信用 とい う点 で 高 く評 価 され て

い な い の は残念 で あ るが 、 こ うい う意 見 もあ ります 。

情 報 処 理振 興 施 策 につ いて は 、現 在 の 日本 の振興 施 策 は コ ン ピ ュータ メ ーカ

に対 して だけ の もの だ、 それ は それ で い い の だ ろ うが、 先進 的 なユー ザ ーにつ

いて も助 成 を 必要 とす る場 合 が あ るの で そ れ を考 え るべ きだ とい う意 見 もあ り

ま した。、・

、.、それ か ら、 端 末機 の流通 形 態 は、 現 在 比較 的 多 くの部 分 が 買取 形 態 だ と思 う

が 、端 末 機 につ いてJECC的 な機 関 を考 え るべ き だ とい う声 は含蓄 が あ ろ う

か と思 う。

それ か ら、特 殊 な ご意 見で あ るが、 最 近 の よ うに だん だ んオ ンライ ンシス テ

ムが伸 びて くる と、 ダ ウ ンす る と社 会的 に問 題 が あ る シス テ ム,医 療 シス テ ム の

よ うな社 会的 シス テ ム につ いて は現 在 の プ ロ グ ラマ ーの 資格 制度 だ けで は 不十 分

で 、 な にか 手 当 て を考 え な い と相 当 問題 に な る ので は な いか とい う ご示 唆が あり

ま した。

そ れか ら、経 済 的 に は、現 在 若 干優 遇 措 置 もあ るけれ ども,償 却 制 度 そ の他
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について さ らに強 力な措 置が欲 しいというご意 見がありま した。

Q10は 、VANは まだそ う周知 されているわけではないのでそれほ ど多 く

の ご意 見はあ りませ んが、自動決済 については相当 ご意見が あり、まだ時期 尚

早,相 当問題 がある というご意 見が若 干あ ると同時に、一般ユ ーザ ーは もうそ

の時代 に近づ いて いるのではないかという声が 多 ぐあ ります。

ほか にもいろいろあるけれ ども、共通 したご意 見を主 と して抜 くとこ ういう

ことで あるので、 ご参考 までということで あります。
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第3章

ネ ッ トワ ー ク振 興 の た め の

回線利用制度 をめ ぐる問題点



一
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A1-1情 報処 理 と"通 信"の 定義 は何 か

アメ リカ のComputerInquiryifiに お け る提 案、 応 答 に際 し、 デ ー タ処

理 とは何 か、 通 信 とは何 か に っい て 次の ふ たっ の代 表的 提案、 見 解 が あ ります。

第1定 義 案

デ ータ処理 を よ り厳密 に定 義 しそ れ 以外 を通 信 とす る デー タ処理 の定 義

◇ デ ータ処理 とは、 電子 的 に 自動 化 され た情 報 の 処理 で 、次 の もの をい う。

(a)入 力 情報 の 内容 ・意味 が、 何 らか の方 法で 変 え られ る こ と

(b)入 力情報 に対す る、 予 定 され た 応 答が、 出力情 報 と して得 られ る こ と

例L演 算処理(一 般 商 業会 計、 在 庫 管理、 銀 行 業 務、POS財 務、 計 量経 済 モ デル、

科 学 計 算等)

2.言 語処 理(会 話型 情報 検 索 シス テム、 経 営情 報 システ ム、 テキ ス ト編 集、 翻訳 、

植 字 等)

3.プ ロセ ス管理(継 続 的 プ ロセ ス の、 電 子装 置 に よる監 視 ・'制御、 例 えば 原 子力 発

電所 、 電 力配 電網 、 自動 工機 具 、 火 災検 知制 御 システ ム等)

◇ 下記 の キ ャリヤ に よ る コ ンピュ ー タ使用 は デ ー タ処理 で はな い。

①NETWORKCONTROLANDROUTING

メ ッセ ージ/回 線 交換

時 分割 回線 交 換、 パケ ッ ト交換、

特 殊 アナ ウ ンス等

ス ピー ド交換、 コ ー ド交 換

パル ス ・フ ォー マ ッ ト変 換

SIGNALPROCESSING

電気 信 号 の表 わす 情 報 の内 容 を維 持す るた めのCOMPUTER使

用、 信 号 の検 出、 再 生、 回 線 の等 化 な ど
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一 時分割多重

②INPUT/OUTPUTPROCESSING

CARRIERNETWORK中 に持つPROCESSINGCAPABI一

LITYを 使 用 して、 異 った情 報 発 生端 と受信 端相 互,お よびそれ らと伝 送 システムとを

COMPATIBLEに す る。 例 えば異 った伝送 媒 体 の電気的 特性 とCOMPAT一

BLEに す るた めの、 情報 のFORMATTING、EDITING、BUFFE一

RING等 。

第2定 義案

◇ 以下 の よ うな機 能 はSTAND-ALONEの デー タ'処理 で行 って い る機 能 で ある。

(a)入 出 力 機 能 、 デ ー タ コ ー 』ドや フ ォー マ ッ トの 変 換

(b)入 出力 装置 と プ ロセ シ ング/ス トレ ッジ間 のプ ロ トコル

(c)デ ー タ処 理 に お け る誤 り制 御 ・訂 正

(d)分 散 デ ー タ処理 シス テ ムの制 御

◇ 通 信 会社 の本来 のサ ー ビス はPURETRANSMISSIONで あ り、 次 の よ うに

定義 す る。

"通 信 会 社
のサ ー ビス"と は、 す べ ての公 衆 に提供 され るサ ー ビス で、 も っぱ らユ ー

ザ ーの選 ん だ情 報 の伝送 か ら成 り、 かっ この伝 送 に おい て、受 信人 の受 け と る情 報 の形

式 と内容 が、 送 信人 の送 り出 した情 報 の形式 と内容 とに一 致す る もの をい う。

た だ し、 こ こでい う情 報 とは通 信 の本文 の こ とで、 宛名 情報(ダ イヤルベルス等)は 含まない。

こ の定 義 は、 通 信会 社 がPURETRANSMISSIONの 助 け と して コ ンピュ ータ

を使用することを妨げない(第1定 義案のNETWORKCONTROLANDROU一

TINGの 内 コー ド変換 を除 いた も の)。

Q1-1

左 の2種 類 の定義 案 に っい て、 あな た は どち らの見解 を支 持 され ます か。(択 一 回答)

1.第1定 義 案 を支持 す る

a第2定 義案を支持する

3.自 分には別 個 の見 解 が あ る

4.わ か らな い
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司 会 そ れ で は、 中 心 の議 題 に入 らせ て い た だ きます 。

順番 に ま い ります が 、 いた だ い た ご意 見を 私 の とこ ろ にま とめ て あ るので 、

こ この場 で 発 表 させ て い た だ きた い と思 う。

まず 、Q1-1、 コ ンピ ュー タ ・イ ン クワ イア リーに お け るFCCの 定 義

(第1定 義)とIBMか ら出 され た定 義(第2定 義)と2つ の案 が あ るが ・

それ につ いて 「第1定 義 案 を 支持 す る」 とお答 え いた だ いた のが2、 「第2定 義

案 を支持 す る」 が5、そ の ほか 「自分 に は別個 の 見解 が あ る」 が1あ るが、 第2

定 義 案 を 支持 され た代表 的 な のを挙 げ させ て い た だ くと、Aさ んが 、 通信 会社

の オ ン ライ ンの サ ー ビス は ピ ユ7-・ トラ ンス ミ ッシ ョンに限 定 すべ きだ 、 た

だ しVANサ ービスは規 制 しな い 、 それ か らHさ ん が 、キ ャ リヤ は ピ ュア ー ・

トラ ンス ミ ッシ ・ンに徹 した方 が よ い と い うふ うに お書 き い ただ いて い るが 、

ち よっと ご説 明 い た だけ ます か。

A何 分 私 の と ころは情 報 処 理 サ ー ビス 業な も ので す か らも つば らデ ー

タ通 信 サ ー ビスが 頭 に入 るわ けで す。 そ う い う意 味 か らあ のサ ー ビスは何 とか

な らな いか とい う観 点 で 見てい るわ け です。 先 ほ ど司会 者 か らい われ た とお り

で 、電 電 の ご と きは ピ ュア ー ・トラ ンス ミ ッショ ンに徹 す べ きだ ろ う とい う意

見 には そ う した気 持 も入 って い る。

H実 は昨 日会 社 の連 中3人 集 め て い ろ い ろ と討 議 したわ けです 。最 初 、

第1定 義 案 と第2定 義 案 の違 いが よ くわか らな か つ た のです 。 それで 、極 端 に

い えば 、一・方 は とにか く本 当 の意 味 の トラ ンス ミ ッシ ョ ンに徹 しな さい とい う

こ とは、 一 方 で は キ ャリヤ とい う もの にあ る程 度 の機 能 を持 たせ るの だ、 まず

そ うい う意 味 の違 いで は な いか と判 断 した わ けで す。

そ う します と、 キ ャ リヤ を ど う考 え た らいい か、 それ は そ もそ も この定 義 案 を

決 め る前 に、 た とえばVANサ ービス の よ うな仕 事 は いわ ゆ る民間 に認 め るべ

きで あ るか な いか とい う議 論 を 前 に した もので す か ら、 そ うす る とや は り認 め

るべ きで は な いか 。 とい うの は、 われ われ の 中 には は つき りい つて 電電 公 社 の

DRESSと かDEMOSに 対 す る1つ の 不満 が あつ た もので す か ら、 そ うす ると
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公 社 は ピ ュア ー ・ トラ ンス ミ ッシ ・ンだ けや れ ば い いで は な いか、 そ うい う意

味 が あ つた もので す か ら、 この 中で キ ャ リヤは ピ ュアー ・ トラ ンス ミ ッシ ・ン

に徹 した方 が い い と い う意 見 にな つ たわ けで す。

司会 私 も完 全 に理 解 して い る とはい え な いが 、 第1定 義 案 の中 の 「コ ー

ド変換」 「フォ ーマ ット変換 」 、 これ と、 「②IMPUT/OUTPUTPROC-

ESSING」 、VANと い つて もいい のか も しれ な いが 、 この部 分 をFCCの

第1定 義 案 か ら抜 い て 、 プロセ ッシ ングの方 に 入れ るべ きで あ る とい うのが 簡

単 に言 う と第2定 義 案 だ と理 解が で き る と思 うの です が ね。

Hそ うな る と、第1と 第2の 違 いは 、 そ うい う処 理的 な要 素 が 第1定

義案 は含 まれ て 、 第2は 含 まれ て いな いご ピ ュア ー ・トラ ンス ミ ソシ ・ンだ、

そ うい う意 味 で す ね。

司 会 そ うで す ね。

Hで す か ら、 私 は第2定 義 案 は第1定 義 案 に比 べて キ ャ リヤは ピ ュア

ー ・ トラ ンス ミ ッシ ョンに徹 す るの だ とい うふ う に とつた ので すが 、 違 います

か。

司会 こ うい うこ とで は な いか と思 うので す。 まず、情 報 処理 と通 信 の定

義 を厳 格 に して お いて 、 その上 で い わゆ る通 信 を業 に して お る通 信業 者 の営 業

範 囲 は ど うす べ きか とい うのが その次 に来 る よ うで す。 それ は第2定 義 案 、I

BMの 主張 で も、定 義 は厳 格 にす るけれ ども、ATTの 主張 とIBMの 主張 が

併 記 され て い るが 、IBMの 方 も定 義 はそ うい うふ うに厳 密 にす る けれ ど も、

キ ャ リヤ に許 す べ きサ ー ビス とい う意味 で は 、 これ は分離 あ るいは 完 全分 離 と

い うこ とが 条件 に な つ て い るが、 ピ ュア ー ・トラ ンス ミッシ ョンか ら コ ンパ ウ

ン ド ・デ ータ ・サ ー ビス あ る いは プ ロセ ッシ ングの 中 まで全 部 を許 して もい い

では な いか。 ただ し、 コ ンパ ウ ン ド ・デ ータ ・サ ー ビスにつ い て は 分 離 す べ き

で あ る し、 プ ロセ ッシ ング ・オ ン リーのサ ー ビス につ いては完 全 に 分 離 す べ き

で あ る、・こ う い うふ うに主張 され て い るので は ない か と思 う。

Fた とえ ば線 路 を敷 く とか 高速 道路 をつ くるの は キ ャ リヤ が や つて 、
`
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運 送業 だ とか それを いか に利 用す るか とい うこ とは 自由 に使 って い い ので は な

いか 、 た だ それ は 自由競争 の場 で や るべ きで あ つて 、 キ ャリヤ が も し加工業 や

運 送 業 だ とか 倉 庫業 だ とか を や る な らば そ れ は別 の範 疇 で 、す な わち 、 別会社

で や る と い う こ とが第2定 義 案 で す。

H私 は そ うい うつ も りだ つ たの です 。第2定 義 案 を 支持 す る理 由 は 、

キ ャ リヤ は トラ ンス ミ ッシ ョンだ けや つて くだ さい、 それ で い い じ やな いか 、

い まFさ ん の おつ し ゃつた よ うに して くだ さい とい う意味 な ので す。

司 会Eさ んは第3で 、 ち ょつと別の 見解 が ある よ うで す ので ………。

Eこ れ はよ くわか らな い とい うのが本 当 なので す が 、第1定 義 案 のや

り方 です と、 デ ー タ処 理 は こ うだ と定 義 して 、 これ 以外 が通 信 だ とい う定 義 の

仕 方 は何 か 無理 が あ るの じ ゃな いか と い う感 じが したので 、 ど ち らが い い のか

と い つて も、 む しろ イ ンク ワ イア リーの 第1次 の ものが 自然 な考 え方 で い いの

で はな か ろ うか と思 った の です 。 オ ー バ ーラ ップ部 分 が あ る、 ハ イ ブ リ ッドと

い うの が 自然 な 受 け とあ方 で は な か ろ うか と思 った ので 、 本 当 は よ くわか らな

い とい うのが 本 当 の とこ ろで す。

司会 現 実 に 日本 で は第1次 の イ ンク ワイ ア リー 、つ ま り通 信 と処 理 とが

重 な って,ハ イブ リ ッ ドにな つて いて 、 どち らの方 が 多 いか に よ つて 業 務 範 囲

を 決 め るや り方 の方 が 日本 で は ま だ わか りや す い し、現 実 的 か も しれ ませ んね。

私 も実 は3に マル を つ け た ので す。 どち らか とい うと第2定 義 案 に近 い ので

す が 、IBMの 主 張 コ ン パ ウ ン ド ・デ ー タ ・サ ー ビス とされ て い る とこ

ろを、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・プ ロセ ッシ ン グと した方 が よ くわか る ので は な い

か。 そ う して その部 分 も、 こ の点 がIBM案 とち ょつと違 うの です が 、 コ ミユ

ニ ケー シ ・ンの 中 に入 れて しま つ た方 が い いので はな いか と い う気 が 私 は した

ので す。 た だ し,業 と して ど うい うふ うに規 制 した らいいか と い うふ うな結論

で 言 えば 、分 類 の仕 方 、定 義 の つ け 方 は少 し違 うか も しれ な いが 、Fさ ん に ご

説 明 い ただ いたIBMの 主張 と全 く同 じに なつ て しま う。 そ うい う意 味 で は、

私 が コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・プ ロセ ッシ ング とい うふ うに して 、それ を コ ミュニケ 一
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シ ・ンの中 に入 れ た趣 旨 とい うの は、 ど う もい まEさ んが お つ し ゃつた の に近

い のか も しれ ませ ん。

Fち よっと補 足 させ て い ただ くと、第1次 イ ン クワ イ ア リー の ときは

どち らか と い う とメ ジセ ージ通 信 と処理 との間 の議論 だ つ たわ けで す。 第2次

イ ンク ワイ ア リー とい うの は 、 ご承知 の よ うにパ ケ ット交換 とか ネ ットワー ク

ま わ りの い ろい ろ な付 加 サ ー ビスが 出て きて 、 そ こで ま たか な り違 った次 元 が

出て きた。 将 来 を 考 え る と、 情報 が 発 生す る源 で い ろい ろな 加工 をす るこ とが

考 え られ る。 アナ ロ グとか 、 そ うい う ものをデ ィジ タル化 して エ ンコ ー ドす る

とか 、元 へ戻 す デ コ ー ドをす る とか、 何 しろマ イ コ ンだ とか ミニ コ ンが 猛 烈 に

安 くな る もので す か ら、 い ろい ろな信 号 の交 換 を や る のだ ろ う、 それ は通 信 な

のか処 理 な のか と い う議 論 ま で ど うも考 えが 及 ん で くる。'し たが つて、 線路 を

敷 く、純 粋 に線 路 だけ を提 供 して 正確 に情 報 が通 る とい う事 と、 エ ンコ ー ドす

る とか デ ィジタル 化 す る とか 宅 内 でや る こ ととは別 問題 で は な いか 、電 灯線 に

い ろ い ろな家 庭電 器 製 品 をつ け るの は いまや 自由 な わけ です か ら、 そ うい うふ

うに した方 が技 術 的 に、 それ か ら利 用 面 が伸 び る のだ とい う考 え が ど う もあ る

よ うな気 が す るの で す。

司会 、いま の お話 で い くと、電 話 のPCMの 利用 は ど うい うふ うに理 解 し

いのか 、 キ ャ リヤが 提 供す る もので あ つた場 合 。

F長 距 離 回線 の伝 送 効率 を上 げ るた め に(す な わ ち通 信 の手段 と して)

そ うい う技術 を利 用 す る大 い にや るべ き だ と思 うが 、利 用者 側 で 同 じよ うな技

術 を使 って もつ と短 時間 に送 れ る とか、 い ろん なお も しろ い加工 が で きる とか

利用 面 が ふ え る とか とい う場 合 は、 それ は ユ ーザ ーに 自 由 に持 たせ るべ きで は

な いか と思 う。

Hこ の第1定 義 案 と第2定 義 案 につ いて昨 日われ われが や つ た とき は

いま お つ し ゃつ た線 路 が あ る、 それで それ を動 かす こ とによ つ て どうい う付 加

価 値を 生 み出 す か 、付 加 価 値 を 生み 出す 程度 の問題 で 、 第1定 義 案 とい うのは

こ うい う付 加 価 値 を 生 み 出 す 、 た とえば 例 にあ ります ね。 それ で問 題 にな つ た
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の は第2定 義 案 の(a)、(b),(c)、(d)の 内容 で、 これ は付 加 価 値 で あ るか な いか が

議論 に な つた わ けな のです 。 結 局 、特 に(c)、(d)は そ う じ ゃな い だ ろ うか。 で あ

れ ば、 これ は第2定 義 案 にい こ う じ ゃな いか と うちで 議論 した経 過 が あ るので

す。 第1定 義 案 と第2定 義 案 の差 は どの程度 の付 加 価値 を線 路 の上 に認 め るか

とい う分 け方 じ ゃな いか と い うふ うに判 断 したわ けで す。

司 会Cさ ん 、 この件 につ いて ご意 見 ござい ます か 。

C私 は一 応2を 支 持 す る とい う ことで マ ル は したの で すが 、私 自身 の

考 えで は、 これ は後 の電 電 公 社 が ど うい う業 務 に携 わ るか とい う こ との関 連 性

も兼 ね合 わせ て 第2定 義 案 の方 、 つ ま りデ ータ の処理 を厳 密 に定 義す る とい う

ごとの逆 に、通 信 とは何 か 、 キ ャ リヤ とは何 か とい う こ とを厳 密 に定 義 して 、

そ れ以 外 をデ ー タ処 理 とす る とい うよ うな逆 の形 で 、電 電 公 社 で 民間 サ ー ビス

と同 じこ とをや つて い るDRESSと か 、 あ あ い う部分 を規 制 して い けば い い

の じ ゃな いか 、 それ との絡 み で一 応2に したので す 。

Fも う1つ 、 ア メ リカで こ うい う議論 が 出て くる背 景 に は,コ モ ン ・

キ ャ リヤ とい う言 葉 自身 が あ る'と思 うので す。 コモ ン ・キ ャ リヤ とい うのは 不

特定 多数 のユ ーザ ー、 お客 さん は だれ で もい いか ら何 か 運 んで くれ とたの んだ

らそ れ は忠実 に届 け る、 共通 的 に大 衆 サ ー ビス な ん だ とい う考 え方 、 つ ま り共

通 的運 び屋(コ ンモ ン ・キ ャ リヤ)だ とい う語源 が あ るわ けで す。 で す か ら、

それ が 本来 の ミ ッシ ョンで あ つて そ こが根 本 のよ うな気 が す る。

司会 ・本来 通 信 や運 送 とは そ うい うもの な ので す ね。 メ ー カ ーは原料 や 製

品 を運 ぶ ため に運 送 を 行 な うが 、 だか ら とい つて工 場 の製造 まで含 めて運 送業

者 だ とす るの は ど う考 えて も変 だ。

C特 に回 線 が独 占的 に押 さえ られ て い る関 係 上 、 それ が い ろんな こと

をや る とい うこ と によ るマ イナ ス の要 因 、つ ま り費 用 等 も回 線 を 使 って い る部

分 に賦課 され て く るお そ れ が あ る と い うこ とはい え る と思 うので す。 それ が 自

由競 争 で あれ ば1つ の企 業 が い ま菓 子 の販 売 をや つて お つて も今 度 はお もち ゃ

の販 売 を して も構 わ ぬ け れ ど も、 そ の回 線 を 完 全 に 独 占 だ とい う ことで 押 さ
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えているところが こつちに もあつちに も手を出 してい くということは 自由競争

を阻害す るとい うことが1つ で し ようし、競争 に対 して非常 に優位 に立て るこ

とにな りま し ょうしね。

司会 また運送 の話 を持ち出す けれ ども、 アメ リカの鉄道法 は非常 に厳 し

くて、純粋 の運送 だけに限定すべ きで あるということでず つ と き た よ うだ。

私 も詳 しく調べ た わ け で は な い け れ ど も。今 日のアメ リカの鉄道 の衰退

も、関連業種 に鉄道 自体が手を出せなかつたところにあるとい う説が ある。 そ

の轍を通信 において踏 んではな らな いというのが わが国の通信政 策 の底 に流れ

て いるの じ ゃな い か と い う気 が す る。片一方、 日本で も現 に国鉄 のあの

よ うな大 きな財政危機 の問題が発生 して きているので、同 じ公共企業 体と して

の電電公社 も しくは国際電電がそのよ うに厳 しく、 それ こそ ピュ アー ・トラン

ス ミ ッシ ・ンだけに商売 を限定 させ られた ら将来 どうしよ うもない とい う根強

い意 見がある。情報化社会到来 の議論が花やかであつた、昭和45～46年 ご

ろはものす ごい危機感で電電公社 の中を、地方の通信 局あた りまで全 く共通 の

意 見と して 聞 い た。 皮 肉 な ことにいまはかえ つてデータ通信設備 サ ービス

が足を引 つば つている状況だが ………。

少 し横道 にそれ たが・定義案 に対す るご意 見は一 見分れ たよ うだが通信業者

の行 う情報処理 についてはどなたのご意 見も× 体一致 している。 そ うい う意味

では分離iしてやつて くれ とい うことな のです。

この問題は大変重要 です けれ ども、 日本の現状 か らは大分遠 いよ うなことな

ので、 ここら辺で先へ進 ませて いただく
。

Hア ンケー
.トのQ1は 全部書 いた後でさかのぼ つて書 いたわけです。

司会Q2以 後 の趣 旨とは大分違 って、 どち らか というと通信業者が処理

へ進 出 して くることについて の話です ので
、 日本ではむ しろ逆 の問題 が多いの

です。
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定義 や概 念 の差 は しば ら く別 問 題 と して、 ともか くいま

内容 が 処理 変更 され な い情 報 を"メ ッセ ー ジ"、 その通 信 回線 に よる伝 達 を"メ ツセ ー

〃
ジ通 信

内 容 が処理 変 更 され る情報 を"デ ータ"、 そ の通 信回線 に よ る伝 達 を"デ ー タ伝 送"

と呼 ぶ ことに します 。

A2-1現 在 の回 線 共同 使 用 条件

A2-1-1デ ー タ伝送 と メ ッセ ー ジ通信 併 用(混 用)の 需 要

・回線 を単独 で使 用 してい る オ ン ライ ン ・シス テ ムで は、 回線 を通 じて

デ ー タ

メ ッセ ージ

の どち らも送受 す る こ とが で きます 。

・しか し
、 回 線 を共 同使 用す る ときは、原 則 と して

デ ー タ

だ け を送 受 す る こ とが で き、 メ ッセー ジ は送 受 す る ことが で き ません。

Q2-1-1共 同使 用 と メ ッセー ジ通 信

回線 を共 同使 用 して い る場合(択 一 回答)

1.メ ッセ ー ジ通 信併 用(混 用)の 必 要 が大 いに ある。 ・

2メ ッセ ージ通 信併 用(混 用)の 必 要 はあ ま りない。

3.メ ッセ ー ジ通 信 併 用(混 用)の 必 要は全 くない。
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司会 次 は 「A2-1現 在 の回 線共 同使 用条 件」 につ いて 、 ま ず 「Q2-

1-1共 同使 用 とメ ッセ ー ジ通 信」 を ま とめ た結 果 で 申 し上 げ る と、 「1.メ ッ

セ ー ジ通 信併 用(混 用)の 必要 が大 い に あ る。」 とお答 え いた だ い た のが

7,「2.メ ッセ ージ通 信(混 用)の 必要 は あ ま りない。 」 と お答 え い た だ いた の

が1。 た だ、2と お答 え い た だ い たの も、 必要 で あ る こと と禁 止 が い いか悪 い

か とい うこ と とは別問 題 で あ る と主張 され て い る ので、Eさ ん、 ち よつと……。

E私 の と ころで は デ ー タが ほ とん どな の で、 メ ッセ ー ジ通 信 ど うの こ

うの とい う ことは 、必 要 は 余 りな い とい うこ とで す けれ ど も、 た だ な い こ とは

な いので 、 それ を禁 止 す る こ と にな る と何 か か え つて変 な こ と にな る のです 。

や つて も公社 に迷 惑 を か け る はず はな い とい うこ とで 、禁 止 す る意味 が な いで

あ ろ うとい う感 じです 。 した が つて 、結 論 は混 用 の禁 止 は撤 廃 して ほ しい と い

う ことです。

司会 そ うい う意 味 で は1よ り も もつ と意 見が強 い と理 解 で きます ね。

Eそ うで す ね。

司 会 そ のほ か に も ご意 見を いた だ いて い るの で 、Bさ ん ・ ご説 明願 え ま

す か。

B私 ど もデ ー タ処 理 を や つて いる場 合 はデ ー タの ネ ソ トワ ークの運営

管理 上 の デ ー タの締 め だ とか い ろん な取 り決 め事 項 に関 して 、.付随 メ ッセ ー'ジ

は ど う して も避 け られ な い、 これ がで きな い のは何 か片 手落 ち な感 じが した も

の です か ら、 これ は当 然 メ ッセ ー ジ と併 用 しなけ れ ば い け な い、 そ の必要 が あ

る とい うこ とで書 かせ て い た だ い たわ けで す。

1金 融機 関 の場 合 に は 、 メ ッセ ージ通 信 一 般 とい う問 題 の ほか に為替

業 務 自体 の問題 が あ る。 これは 「内容 を変 更 す る ことな く」 とい うこ とだ けで

メ ッセ ージ通 信 と して しま う こ と に問 題 が あ る。 為 替 を メ ッセ ー ジ とす る こと

にっ いて の問題 点 は 、 第1は 為 替業 務 はだ れで も行 え るの で は な くて 、法 律 的

にやれ る者 が決 ま って い る こ とで あ る。 したが つて 、為 替 につ いて共 同使 用 を

認 めて も公 社 の一 般 的 な通 信 業 務 を妨 害 す る こと には な らな い。
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第2は 、 為替 業 務 は も と も と1つ の銀 行 内 で完 結 す る もの で は な い とい うこ

と。 すで に 「全銀 シス テ ム」 もつ くられて い るよ うに、 イ ンナ ーバ ンクだ けで

な くて イ ンタ ーバ ンクの為 替 取 扱件 数 は どん どん増 加 して い る。

第3は 、為替 の大 宗 は 、 当座振 込(預 金 口座 入 金)で あ る こ と。単 な る通 信

で な く、預 金 入金 とい う処 理 が 連 動 して い る とい うこ とで す。 為 替 だ け の単 業

務 オ ンラ イ ンとい う時代 は も う去 った。 多業 務 の総 合 オ ンラ イ ンの時代 です。

この辺 を公 社側 で も認識 を新 し く して も らう必 要 が あ る と思 い ます。 以上 の よ

うな こ とか ら、少 な くと も為 替 につ いて 、 「メ ッセ ージ通 信」 だか ら イ ンタ ー

バ ンクの もの につ いて共 同使 用 で きな い とい うこ とは論理 上 も実態 か らいつ で

も説 得 力が な いで す ね。 一 般業 務 につ いて もデ ー タ処理 付 随 の通 信 が あ るが 、

そ れ とは また区 別 して考 え られ るべ き性格 の もの ではな いか。

メ ールボ ックス 方式 で あれ ば 「処 理」 が あ る とか、電 文 に適 当 なヘ ソダ ーを

つ けれ ば 「処 理」 だ とか議 論 され て い るが 、 「為 替 は単 な る メ ッセ7ジ で は な

く して 金融 業 務 で あ る。 」 と定 義 す れ ば よい。以 上 の意 見で為 替 と い う こと だ

け に こだ わ る わけで は な い。 一 般 業 務 に もそ れぞ れ付 随 の メ ッセ ー ジ通 信 が あ

る わけ です か ら、 広 く認 め るべ きで あ る。付 随 メ ッセ ージ もオ ンラ イ ン処 理 が

進 化 す る に したが つて大 事 な部分 を 占め るよ うにな つて きて い る。

司 会Aさ ん 、一 言。 ・

A現 在 、私 の と こ ろで は 、共 同 オ ンラ イ ン ・ シス テ ム とい うこ とで 、

複 数 の証券 会 社 に対 して情 報 処 理 のサ ー ビス を提 供 して い るが 、哨証 券 です か ら

株 式 の 注文 、投 資 信 託 の注文 等 が 各 証券 会 社 か ら端 末 を通 じて 入 っ て くる。 と

こ ろが ・本 社 か ら商 い に対 す る情 報 を流 さん といか ぬ わ けで す。 あ る種 の メ ッ

セ ー ジ、 指示 を流 さん といか ぬ の です 。 原 則的 に い く と、 そ うい う メ ッセ ∠ジ

は 注文 が 入 って くる シス テ ム と別建 てで 、電 話 で流 さん といか ぬ こ とに な つて

い る。 オ ンラ イ ン ・シス テ ム と して は こ う した機 能 も当然 、 組 み込 まれ て いな

い と いけ な いは ず な わけ で す。 現 実 には非 常 に窮 屈 な 使 い方 を して い る。 単 独

使 用 で い けば そ ん な のは流 せ る わ けで すが 、他 人 使 用 で や つて い る ため にか な
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りの制 限 を受 けて い るの が実 態 で すか ら、 そ うい う意 味 で はせ つか くのオ ン ラ

イ ン もメ リ ッ トを出 せ な いま ま にな つて い る とい うこ とだ つて か な りあ るの だ

ろ うと思 う。

司 会Gさ ん、 こ の点 につ いて は どうで し ようか 。

G私 ど もの会 社 で は現 在共 同使 用 と い う回線 は持 って い な いので す が

以 前業 務 とい うこ とで は な くて 、 グル ー プの中 で 回線 の共 同利用 とい う ことを

委 員 会 をつ くつ て検 討 した こ とが ある のです が 、結 局 そ うい つ た単 な る グル ー

プと い う集 ま りで は ど う考 えて も法 の抜 け道 が な い と い う こ とが は つ き り して

実 現 は しなか つ たので す が 、 回線 費 用 が上 が って きて 、各企 業 と も膨 大 な もの

にな つて きて い る とい うこ とで 、共 同 して広 帯 域 回線 を うま く使 え る方法 はな

いだ ろ うか とい うこ とを検 討 した とき に、回 線 の中 の デ ータ を 見 る とど う して

もメ ッセ ージ とい うか 単 に回線 を 分割 して共 同利 用 す る とい う、 た とえ ば管 理

会 社 的 な ものを考 え た とす る と ど う して も運 び屋 的 な感 触 にな つて しま う。 そ

うす る と、各 社 の ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タを相 互 に接 続 して、 た とえばFDMだ

とかTDMの 技 術 や最 近 の ネ ットワー クコ ン トロール技 術 を使 って大 きな回線

の束 を有 効 に利 用 す る と い うこ とが不 可 能 に な つて くる。 一 方 最 近 の通 信技 術

の発達 の面 か ら考 えて み て も、今 後 そ うい つた需 要 が 多分 に出 て くる と思 う し

ど う して もメ ッセ ー ジ通 信 や ネ ットワー クに よ る相互 接 続 の必要 性 が大 い に出

て くる と考 えて い ます。 も う1つ は 先ほ どBさ んが お つ し やられ た、私 ど もの

中 で も共 同使 用 で は な いが他 人 使 用回線 が何 回 線 か あつ て 、 そ ういつた シス テ

ムを セ ンタ ーで運 営 して いる とき に運 用 上 の情 報 な どを本 当 は コ ン ピ ュー タの

中 に入れ て パ ッと流 した いの です が 、一 応建 前的 に は流 せ な くて.ど う して も

電 話 連絡 しな い とい け な い とい う制 限 が あ り、 ど う もこ うい つた コ ンピ ュータ

で処理 とい うか コ ンピ ュータの 中 を通 ず る1つ の電文 を一 そ うい う意味 で はE

さん と同 じ意 見 な ので す が一 メ ヅセ ージだ とか、 いや 、 これ は処 理 したん だ と

か とい つ た こ とを 一 々い う方 が おか しい ので は な いか と い う気 が します ね。

司会 先ほ どの お話 で 、 自社 の単 独 使 用 の か つこ うで 関 係会 社 に端 末 が置
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か れ て い るよ うな と こ ろが あ ります ね。

B倉 庫 、 運 輸 関 係 だ けで す ね。

司会 ∵ そ れ は メ ッセ ー ジに類 す る もの は それ に流 れ る わけ です か。

Bは い。 それ は 出 先機 関 に して あ るか らそ こまで は流 れ ます が 、販

売 会 社 な どに は全 然 メ ッセ ー ジ を流 せ ない。 そ こへ の運 営上 の連 絡 に非 常 に

不便 を感 じて い ますδ

司 会 そ うい うこそ くな手段 で 、建 前 だ けは 自社 にす る方法 だ とか,あ

るい は メ イル ボ ックス に して あ るか らい いの だ とい うこ とで逃 げ られ る面 も

あ るけれ ど も、 メ イル ボ ックス に して も全 く無 意味 です ね、 手間 が か か る だ

け です ね。

1現 実 に為 替 な んか速 く大 量 に送 ろ う とす る とb件 数 が 少 な い とき

は それ で もい い ので す が 、 もと もと機 能 が果 たせ な い と い うこ とで す ね。

それ か ら、デ ー タ処理 と メ ッセ ー ジを区別 す るの はオ ンラ イ ンが 発達 して

いない時代 の遺物 で あ つて 、現 在 の よ うな、 生 き もの にな つて きて い るオ ン

ラ イ ン ・シス テ ム にお い て は両者 が一 体 とな つて 初 あて 処理 が で き るわ けで

す 。 もうい ま の段 階 で は常 識 的 な こ とを確 認 すべ き だ と思 うので す。

Bこ の ご ろ私 た ち は実際 に端末 機 と同時 にオ フ ラ イ ン ・パ ッチ を 各

所 で や り始 めて い る。 そ れ に会社 の組織 は最近 は も うどん どん各 部門 を 別法

人 にす るよ うな こ とは、 連 結 決 算 の こ うい うシス テ ムが で きる と平気 で や つ

て き ます か ら、 そ うす る とい ままで 同 一会 社 だ つ た ものが 別 会社 にな る。 そ

うす る と、 その間 に全 く加 工 しな い フ ァイル伝送 が た く さん出 て くる、貸 し

借 りの問 題 が。 これ はや つて もわか らな い とは思 うので す が 、 回線 が あ つて

何で送 れ な いの だ とか な ん とか とい う問題 を抱 えて 、 われ われ側 と して は答

え に くい部分 が か な り多 くて 、 こ の説 明 に 日夜 苦労 して い る。 メ ッセ ー ジで

も同 じで 、 なぜ メ ッセ ー ジ流 せ な いか一般 の人 に は全 く理 解 で き な いみ た い

な ことに な つて い ます。

司 会 こ の条 項 は個 別 認 可 の道 は全然 開 かれ て い な い ので す。 大 変 問題 で
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す ね。

B最 悪 の場 合 や つて もわ か らな いか といb .よ うな ことを指 示 され るよ

うな こ とまで 聞 き ます もので す か ら、 そ うな る と立場 上 非 常 に困 る とい うこ と

です 。 、

司会 この前 ご説 明 を省 略 し た の で は な い か と 思 うが 、旅 行会 社 の

客室 の フ ァイルは 自分 の施 設 の もので はな くて 、 全部 ホ テル とか 旅 館 の部 屋 を

一応 お預 か り して 、 先 借 りと い つた方 が いい のか も しれ ませ んが 、 それが フ ァ

イルで コ ンピ ュータ の 中 に あ る わけで す か ら、予 約 の状 況 に応 じて その 内容 は

必 ず その宿 泊 機関 へ ご通 知 申 し上 げ な い と困 る わけ です。 そ の や り方 は 、宿 泊

の期 日が非 常 に切 迫 して い る場 合 には 、入 力が あつ て処理 を した らす ぐそ の ま

ま相手 の旅 館 の方 に飛 び 出 して い きます。 これ は旅 館 が テ レ ックスを持 っ て い

る こ とが 前提 で す。 と ころが 、1年 前か らの フ ァ イル を持 って い る ので 、1年

も前か ら即 時 に出 す と旅 館 、 ホ テル の方 で お困 りにな る、 せ め て1日 分 くらい

は ち ゃん とま とめ て出 して くれ と い う ご要望 で す ので 、 予約 業 務 を行 って い な

い夜 間 にそ れを パ ッチ で各 旅 館 ご とに トラ ンズ ア ク シ ヨ ンを 全部 整 理 し直 して

これ を磁 気 ドラムの上 か ら相 手 のテ レ ックスへ 流 して い る わけ です 。 そ こ ら辺

の ご説 明 を電 電公 社 に い た しま した とき に、 それ は メ ッセ ー ジ通 信 だ とい う議

論 が 出て きて 、 一瞬 ギ ・ ッと しま した。 何 で それ が黙 って 認 め られ た のか よ く

知 りませ んが 、 ど うや ら無 事 パ ス しま した。 そ のよ うな問 題 は あ らゆ る と こ ろ

で 出て きて い るの で は な いか 。 い まの よ うな ケ ース を一 々 テ レ ックス側 か ら イ

ン クワイ ア リー して、 き ょうは何 か ご用 あ りま したで し ょうか とい うこ とを や

るとい うの は、 メ ッセ ー ジが な い と ころ もそれ をや つて い ただ か な けれ ば な ら

ない し、 も し忘 れた りして 準備 の してない と ころへ お客が来 られ た ら大変 だ 。

Cう ちは この共 同 と自社 の もの と シス テ ムが2つ あ り、 そ の うち,共

同使用 の方 は メ ッセ ー ジは あ るので す が、 操 作 マニ ュア ル 、運 用マニ ュア ル等

シス テ ム に関す る書 類 一切 に は載 せ な い、 しか し実 際 にで きる。512文 字 を

ワ ン ・デ ー タ とみ な して指 定 され た相 手 の端 末 へ送 る と い う こ とは説 明 の 中で
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話 して お る ので すが 、 書類 に は載 せ ず に黙 って そ うい う いわ ゆ る メ ッセ ー ジ通

信 を して い る とい う形 な ので す。 た だ、 単純 に流 して いる だけ で は な しに、 そ

うい うメ ッセ ージ電文 が 幾 ら入 った のか 、 そ して それ の ロギ ング、記 録 がMT

側 に落 ちて い る。 です か ら、通 常 の テ レ ックスか らテ レ ックスへ 行 って 、 コ ン

ピ ュー タが 介 在 せ ず に、何 もそ の間 にお互 い同士 だけで コ ンピ ュータが 記録 な

い とい うこ とで は な しに、 コ ン ピ ュータ の中 で この メ ッセ ージ伝 送 が何 回 あ つ

た、 あ る いは売 上 の情 報 デ ータが幾 らあつ た、 あ るい は その他 の情 報 が 幾 ら

あ る とい うそ の情報 の種 類 分 け の場 合 に カ ウ ン トされ る し、 ロギ ン グ ・フ ァ イ

ル の方 に も記 録 され て い く とい うこ とで、 コ ンピ ュータの使 用 効 率 を 見 る際 に

もそれ らは一応 配 慮 され ます か ら完 全 に コ ンピ ュータが 介在 して いな い と い う

わけ で はな い。 そ れ も実 際 公社 に言 えば通 るのか通 らな い のか そ の辺 わか ら な

い ので す が 、 ただ 、 メ ッセ ー ジ とみ な され る可能 性 が強 いので
、 ど う して も必

要 で あれば送 れ る と い う こ とで あれ して お りますが ね。

司会 さつ き のケ ース は 大 分 前 の話 で、よ く覚 えて いな いので す が 、 言語

処 理 を や る とい う こ とを い つた と思 う。 それ か ら、 エ ジテ ィン グ等 の 処理 は や

る。 つ ま り、 そ うい う意 味 では コ ンピ ュータを通 してや る の だ と い うこ とで説

明 を したの だ と思 う。 た だ、 そ れが そ の まま認 あ られ て、 「内容 を変 更 す る こ

とな く」 とい うの に は該 当 しな い と い うふ うになつ た のか ど うか 、 そ こ まで は

確 認 して い ませ ん。 余 り これ に触 れ る と困 る とそ の とき判 断 した もの です か ら
,

Dさ んは大 分 ご意 見が あ るの じ ゃな いです か
。

D実 は他 人 使 用 が大 部 分 で して 、情報 の流 れ は行 って こ い の形 にな つ

て い ます。 共 同 使 用 は ご く僅 か の 回線 で す。 た だ、最近 、 外 国為 替 情 報 シ ス テ

ム とい うの を開 発 したの で す が 、 これ には若 干 メ ッセ ージ通 信 とみ られ る恐 れ

の あ る要 素 が入 って い ます 。 これ もcpuで 処 理 を して い る ので 問題 は あ りま

せ んで した。

司 会 い ろ い ろ実情 を お伺 い した ので 弥
、 ど うや らい まや デ.タ と..

セ ージ と分 け て も意 味 が な い とい うこ とが結 論 の よ うです
。 何 か あ りま した ら
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もう少 しお話 を承 りたいと思 います。

1'公 衆 回線 と特定通信回線 との連結 の問題、 メ ッセ ージの扱 いに絡 ん

での ことですが、DDXと いうのは公衆通信回線 なのですか、あれは一応 別 と

い うことになつているわけですか。

司会 デ ィジタル 回線 には、種類が3つ あるのですが、現行の回線 の分類

との関係で その範疇を どうするかというのが まだは つきりしていないようなんで

す。1つ だけ、回線サ ービスは機能的 には同 じだか ら特定通信 回線 の中に入れ

る方針 のよ うです。 これは一昨年 ぐらいにそんなよ うに聞 きま した。

それか ら、交換サ ー ビスにな るのは、パケ ットを含めて、どうも考え方 とし

ては公衆回線的 な考 え方のよ うです。 ただ流 れるのがデ ータだ とい うので どう

しよ うか ということが議論 され たよ うです。 もうだいぶん固 まってきたような

話を聞いたのですけれ ども………。

1そ れでは必 ず しもDDXの 方 もす きつと し切 っているわけではない

のですかね。

司会DDXの つ な ぎ方の問題が あるで し ょう。 あれを特定通信回線 につ

なぎ込む ことになると、その部分が どう して も残 るのです ね。

Jた とえばバ ケ ット交換サ ービスは現行 の公衆回線 の制度 とみな して

扱 われ るのか、全然別の ものか とい う質問に対 して、少 し前なのですが,そ の

ときには公衆 回線 の制度 のか さの中に入 るとはいつて いない とい う非常 に微妙

なご発言が あつ た ことがあ ります。
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A2-1-2業 務 関係 制 限範 囲

オ ンライ ンで 回線 を共 同使 用す る とき、 共 同使 用 者同志 の 間に 、 原 則 と して、 次の よ うな

業 務関 係 がな い と、 共 同使 用 は許 され ません。

伶 公 共機 関 同志

(ロ)共 同 して 同一 の業務 を行 な う者同志

←ソ 製造 業 者 一卸 売 業 者 一小売 業 者 のタ テの 者同志'

(→ 金融 機 関 同志

俸)旅 客 運送 業 者 と旅 行 業 者 同志

Q2-1-2業 務 関 係

オ ンライ ン ・シス テム で回 線 を共 同使 用す る ときの業 務関 係範 囲 に っ いて ご意見 をお聞 か

せ下 さい。(択 一 回答)

1.共 同使 用 の業 務 関 係制 限 は全 廃す べ きだ。

2.現 在 の 業務 関 係範 囲 を拡げ れ ば よい(こ の回答 の ときだ け次問 へ)

3.そ の 他 の ご意見

'

、.わ か らなV、
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Q2-1--3

拡張 すべ き業 務 関 係 と して必 要 な業種 をあげて 下 さい。

(多重 回答)

◇製造 業 一卸 売業 一小 売 業 の タ テの 関 係に

1.倉 庫 業 を加 えるべ きだ

2.運 輸 業 を加 えるべ きだ

3.金 融 業 を加 えるべ きだ

4.そ の他(

◇系 列 関 係

資 本系 列 間 同志 も認 め るべ きだ

6.異 地 域 農 協 な ど同一 系統 者同志 も認 め るべ き だ

◇ 地 域 関 係

7.同 一 地 域商 工 業 者同志 も認 め るべ きだ
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司会 それでは先へ進 ませて いただきます。Q2-1-2、 特 定 通 信 回

線 の共同使用 に関す る業務関係 に移 します。 これは ご意 見がち ょうど半 々にな

つて、 「共同使用の業務関係制限 は全廃すべ きだ。」 というご意 見が半分 、

「現 在の業務関係範囲を拡 げれば よい」 というご意 見が半分で 、これは2の ご

意 見をいただいたのは1に 反対 だ とい うご意 見ではないはずです が,2の 業 務

範囲を拡げ ることにつ いて もう少 し細か く、どんな関係か とい うことですけれ

ど も、 これは 「倉庫業 を加え るべきだ」 が4、 「運輸業を加え るべ きだ」 が4、

「金融業 を加え るべ きだ」が3、 「その他」が1と なつています。

系列関係では、5の 資本系 列が4,6の 同一系統が3、7の 同一地域商工業

者同士が1あ りま した。 ところで、法 を厳密 に読 んでみる と、共 同使用基準 に

書 いてある業種 同士な らどんな仕事 であつて もいいというわけではあ りません。

たとえば座席予約 にかかわることにつ いて運輸業者 同士あるいは運輸業者 と旅

行業者、 こ ういうふ うに業務関係だけで はな くて業務内容が さ らに細か く規定

されているのです。主た る業務が該当すれば付帯 のものがあって ももち ろん構 わ

ないとい うことであろうと思 いますが、実はそこら辺 のところが明 らかになつ

て お りませ ん。現実 に、た とえば旅 行業 と運輸業 とに関連 いた します と、予約

以外 にも運賃 ・料金の計 算 とか、発 券 とか、あるいはその売上 に関す る精算の

処理 とか とい う業務が あるわけです。

それか ら,貨 物 の運送業者 の場合 、 ここで 「運輸業 を加えるべ きだ」 となつ

て いますが、 トラ ックの場合 にはわ りあいお客 と直接的な仕事 のかかわ り合 い

を持 っているのですが,鉄 道や船 あるいは飛行機 になると運輸業者 が直接集荷

等は行わず、そこにほとんどの場合 に運送業者の代理店 、通運業者 、混載業者、通 関

業者 乙仲、とか が 介 在 して 実 質 的 な貨物 の取扱 いを行 って いる・従って厳密

な意味で は運送業を加えるだけでは足 りないのです。これは運送業者 の定義 を拡

大すればすむのか もしれ ませ んが、細か く規定すればす るほ どこういう問題か

生 じてきます。範囲を拡 げた ら何 とか現状だけは しのげるのではないか とい う

意味で のご意見が ありま した らい ただきたい。
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Bこ ちらか らち よつとお 聞 き した い事 柄 な ので す が ・最 近 「製 造 業 者 一

卸 売 業者一小売 業者 」の問 題 で製 造 業 一卸 売 業 一小売業 とあ るが 、実際 の取 引 は

私 ど もの製 品 が こ うい う物 流 関 係で 流 れて い て,コ ンピ ュータに この 小売 業 を

つ な げ なけ れ ば な らな くな つ た。 それ で 、 製造 業 で あ る私 ど もに コ ンピ ュータ

が あ る わけ で す。 で す か ら、私 ど もと卸売 業 が商 取 引 を や つて お る、 と こ ろが

小売 業 と私 ど もは直 接 の売 買契 約 は な い。 卸 売 業 と小売業 は共 同 関係 に あ るわ

けで す。 この場 合 、 あの文 面 の解釈 は 、 それ を つ な いで もいい こ とに な る ので

す か 、 な ら ないの です か 。

司 会 あ の文章 は非 常 に分 か りに くいで す ね。 そ の とお りい まで も厳 密 に

や られ て お るか ど うか は聞 いて お りませ ん け れ ど も,46年 の法 改 正 の と きに

説 明を 聞 いた とき に は、上 に書 いて あ る方 に コ ン ピ ュー タを置 く もの と理 解 せ

よ とい う こ とで した。 つ ま り小売業 に コ ン ピ ュータ を置 いて、端 末機 を 製造 業

も しくは卸 売業 の 方 に置 くとい うの は これ に当 た らな い のだ とい う ご説 明 が あ

り ま した。

Bそ うす る と、製造 業 及 び卸 売 業 又 は とあ り ます ね、 です か ら製 造 業

卸 売業 は い まや つて い るか らい い と …… …。

司会 製 造 業 と卸 売業 の場合 には製造 業 の方 に コ ンピ ュータを置 きな さい

とい うこ と にな ります。

Bい ま私 ど もそ うな つて います が 、 「又 は卸 売 業 者 及 び 小売 業 者」 と

きて い ます ね、 そ の とき製造 業 と 小売 業 とい うの は … … …。

司会 「及 び」 は ビ トウ ィン ・ア ン ドと理 解 され る とよ くわか るので す。

で す か ら、 製 造業 と卸 売 業 は ビ トウ ィンで 結 ばれ て い る ので す が、 片一 方 「又

は」 とい う言 葉 で切 って 、 卸売 業 と小売業 が ビ トウ ィンで あ る、 こ う法 解 釈 は

す るの だ と思 い ます 。

J法 律 的 には そ うで す。 しか も、 いま お つ し ゃつ た最 後 の 「製 造 業 者

卸 売 業者 又 は 小売 業 者」 だ けが 問題 で は な くて 、 そ の前 の ものが 全部 か か つて

い ます か ら、読 み方 と して は、 結 論的 に言 うと、製 造 業 者 と小売 業者 は直 結 が
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で き ない。 実 際 の扱 い とか は別 と して 、文 言 だ けで い く とだ めで す ね。

司会 その説 明会 の とき にす ぐさ ま、製造 業 者 と 小売 業 が 卸 売 も含 めた か

つ こ うで一 本 にな る場 合 が あ るで は な いか、 それか ら逆 に百 貨 店 や大 量 販 売店

な どの場 合 に は 小売 業 の方 が イニ シアチ ブを お と りにな つ て い る場合 が 多 い。

この よ うな場 合 小売業 に コ ンピ ュータが あ つて 、 小 さ いメ ー カ ー さん や卸 売業

さん に端 末 機 を お くとい う逆 の ケ ース も出 て くるので それ は問 題 だ とい うこ と

を私 は 申 し上 げ た のです。 た だ、 私 ど もに直 接 関 係が な い もので す か らその 議

論 の結 果 ど うな ったか は見 届 け て お りませ ん 。

それ と も う1つ 問 題 な の は 、 い まの発 言 で、 この共 同 使 用基 準 に して も何 に

して もそ うな ので す が 、 ネ ッ トワー クを全部 ス タ ーある い は ポ イ ン ト ・ツ ・ポ

イ ン トで お考 えに な ってい るの です 。

B私 ど も もス タ ーで すが 、 そ の ス タ ーの と ころ に私 ど もの メ ーカ ーの

コ ンピ ュータ が あつ て 、 全 部 こ こへ つ な げ るわ けで 、 そ うす る と卸 売業 、 小

売業 まで もつ な げ な い とち よつと不便 で,そ うい う必要 が強 いので す。

司会 ・ そ うい う場合 に は多分 相 当 な関 係 とい うこ とで も う1つ の項 目が適

用 され て 、法 の運 用上 は個 別認 可 で オ ーケ ー とい う形 にな るので は ないか と思

い ます 。

C私 ど も もBさ ん と同 じよ うなの です が 、直接 取 引 の あ る卸 売 業 と い

まつ な いで い るわ けです 。 そ の次 に2次 代 理店 と称 して 、 これ は 小売 で な く卸

売 な のです 。 うち とは直 接 取 引 は ない 、 い まつ なが つて い る店 と取 引 が あ る、

そ れ の場 合 は ど うい うこ と にな るの か と い まふ つ と思 った ので す が 、 ど うで す

か 。

司会 旅 行業 の場 合 は は つ き り書 いて あ つて 、 お互 い に それ ぞ れ代 員契約

等 を持 って お る運 輸 機 関 同士 は よ ろ しい とい うこ とはは つ き り書 いて あ る。 そ

れ か ら、 運 輸機 関 と旅 行 業 者 もよ ろ しい とい うこ とは書 い て あ るけ れ ど も、旅

行業 者 と旅 行業 者 とい うの は書 いて い ない ので す。 卸 、小 売 、 メ ーカ ーの場 合

に も、卸 売 同士 、 小売 同 士 は あそ こか ら外 れ て いた と思 うけれ ど も,た だそれ
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も個 別 認 可 で い けるので はな いか と思 う。後で きちん と追跡 しな いと、実 は

個別認可 にかかつたのかかか らないのか とい うのはユ ーザ ーの方 にはわか らな

いのです。 え らい時間 がかか つて電電公社か らオ ーケ ーにな りま したとい うご

通知をいただ くだけで あつて 、郵政大臣 に認可申請 す るのは電電公社ですか ら、

オーケ ーになつたと して も、それが基準でオ ーケーになつて いるのか、個別認

可でオ ーケ ーになつて いるのか とい うことがはつきり しな いわけです。

そ うす ると、 ここの ところは結論が出たわけですが、 これは実 は他人使用の

ところで同 じご意 見をいただいて いるわけすが,一 体共同使用 と他人使用 と分

け る基準が何か ということが あ るわけで して、 これが実は はつきり しないので

す。

それか ら、 ここにあ りませんが、例 の法定業務関係以外 に、相当な関係 のあ

るもので郵政大臣 の個別認可 によるもの とい うのが あるのです が、実は相当な

関係 とは何 ぞや とい うことが また議論 になつて、 ご承知 のようにこの言葉 は古

い公衆法では緊密 な業 務関係 とい う言葉が使われてい る。(「 専用回線」 につ

いて も今で も同様。)有 線法で は私有回線 の共同設置 について は もつときつ く

て、共同 して同 じ事業 をす る もの というふ うに、会社 と会社 の結 びつ きの程度

を あ らわす言葉 として3種 類使われてお るのですが、 その区別は具 体的 には判

然 と しません。当時電電公社 の担当の課長の説明で、 コンピ ュータを共同で使

お うとい うぐらい関係 があれば これは 「相当な関係」 だ と認 め られ るというの

です。そ うす るとこの議論 は堂 々あ ぐりになつて、全 くその条項 自体が無意味

になつて しまいます。 そ うい うことで 、結論的にはこのよ うな業務関係を限定

す ることが どうもいまや実情 にそ ぐわな くなつて きてい るとい うことに落着 き

そ うです。
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A2-2現 在 の回 線他 人 使用 条件

A2-2-1デ ー タ伝送 と メ ッセ ー ジ通信 併用(混 用)の 需 要

・回線 の他 人 使用 の場 合 は

デ ー タ

だ け を伝送 す る ことがで き、 メ プセ ー ジは送 受 す る ことが で きませ ん。

2-2-1他 人使 用 と メ ッセー ジ通信

回 線 の他 人使 用 の場 合(択 一 回答)

1.メ ッセー ジ通 信併 用(混 用)の 必 要 が大 いに あ る。

2.メ ッセー ジ通信 併 用(混 用)の 必要 は あ ま りな い。

3,メ ッセ ー ジ通信 併 用(混 用)の 必要 は全 くない。
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'

司 会 「A2-2現 在 の 回線 他 人使用 条 件 」の 「Q-2-2-1他 人使用

と メ ッセ ー ジ通 信 」 「回線 の 他人 使 用 の場 合(択 一 回答)」 では,「 メ ッセ ー

ジ通信 併用(混 用)の 必 要 が 大 い に あ る。 」が6 、 「あ ま りない。 」が2、 こ

れ は共 同 使用 の メ ッセ ー ジ通信 と絡 ん で く るわけ です が、 い ろい ろ と ご意 見 を

い た だい てお りま す。

Fさ ん、 共 同 と他 人 を分 け る とこ ろに 問題 が あ る とい うこ とを ご説 明 い た だ

け ませ んか 。

Fい ま の とこ ろ共 同使用 で許 可 に な って動 いて い る とい う場 合 、 その

うちに コン ピュー タ部 門 が ス ピンア ウ トして デ ー タ ・セ ンタ ーに な る、 よ そか

らの仕 事 も受 け 入れ る こ とに な る と、 親 会社 と子会 社 の 間 はい い か もしれ な い

け れ ど も、状 態 が一 夜 に してが ら っ と変 わ って きます ね、 共 同使 用 が次 の日 か

ら他 人使 用 にな るの で、 その と きにい ま ま でや ってい た こ とが だ めな の か とい'

う問題 が出 て くる。 ど うも共 同使用 と他 人使用 とい うのは分 け方 自体 が 非常 に

わ け のわ か らな い もの に な る とい う ことです 。'

(注)セ ンターとその顧客の間は共同使用は認められない。

司 会 もっ と基 本 的 な こ とで い う と、 あ れは 電電 公社 に対 す る申 し込 み の

仕方 で変 わ るの です 。つ ま りその選 択 は ユ ー ザ ーが す るの で し ょう、 おか しな

こ とな ん です よ。 共 同使 用 とい う場 合 に は 共 同 で申込 書 を出 しま す し、 他 人 使

用 の場 合 に は こ うい う ところ の他 社 に も使 わせ ま す とい う形 で 蛍独 で電 電 公 社

に書 類 を出す 、 それ だけ の違 い です ね。 もっ と も、 それ では 困 るか らこれ は こ

うして くれ とい うこ とは相 手 方 か ら言 われ るか もしれ ませ ん けれ ど も。 単純 な

「行 って こい 」です と他 人使用 の方 が は るか に 手続 は楽 です か ら。

H共 同 使用 と他 人使 用(Zlち が い につ い て、1っ の具 体 的 な例 を申 し上

げ ます と、 公衆 回線 の ネ ッ トワー ク と特定 回線 の ネ ッ トワ ーク を特 定 回線 で結

ぶ場 合 に は 、共 同使 用 申込 を して くだ さい とい うこ とで した が、 両 ネ ットワー

クを公 衆 回線 で結 ぶ ときに は、 他 人使 用 の取 扱 に な るρ では ないか とい う感 じ

を受 け ま した 。そ の よ うな こと で、 他 人 使 用 と共 同使用 の ちが い は 、 そ うい う
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ことなのかな と私は思 ったのです。

司 会 法には公衆回線の共同使用 や他人使用 については特定 回線の条文 を

準用す る とあ るのですが、実際問題 としては公衆 回線 とい うのは大体他人 と他

人 とが 話 をす るの が 目的 じ ゃない か とい うこ とで、 あ れ は も う死 文化 してお る

の です 。 た だ 、 公衆 回 線 か ら入 って きた デ ー タが特定 回 線 を通 って くる場 合 に、

その特定 通 信 回線 につ い て ど うか とい うふ うな こ とが い わ れ るわ け です ね。

Hい ま、 お話 した よ うな こ とで 、公 衆 回線 を選 ぶか 特定 回線 を選 ぶ か

当事 者 間 で話 合 った の です が、 特 定 回 線 を使 う方が設 備 上期 間 が短縮 され る と

い うこ とで 、特 定 回線 を使 用す る こ とと した 。

司 会 た だ、 その場 合 に、 他 人使 用 です と行 って 帰 って こい で元 の と ころ

に 出 て こな けれ ばい け な い わけ で し ょ う。 つ ま り本 当は転 送 は きか な いわ け で

すね 。

H結 ぶ 回線 が 公衆 か特定 か の差 に よ って われ わ れ の端 末 が 共 同か 他 人

か に な るの は私 も理屈 は 全然 わか りませ ん 。

司 会 この 問題 を も う一 遍元 の と ころへ 戻 らせ てい た だ く と、 この ほか に

Bさ んが 別 の 観 点 か ら意 見 をお 持 ちの よ うです の で 、何 か 管理 上 の 問 題 とい う

ふ うな… … 。

Bこ れ は先 ほ どの共 同使 用 と同 じよ うな理 由 で、 私 ど も他 人 使用 の場

合技 術計 算 に使 ってい るの で すが 、 この ネ ッ トワー ク管 理 上 同 じ回線 を リモー

ト ・バ ッチ、 リア ル ・モ ー ド両側 で使 ってい た りす るの で、 そ うい う連絡 や何

か に 少 な くと もこの メ ッセージ通信 が 必要 だ とい う こ とが あ るわけ です 。 モ ー ド

切 り替 え とか、 そ うい う連 絡 事 項 が あ るわ け で す。

会

B

J

B

J

司 運 用 上 の メ ッセ ー ジ を流 す とい うこ とです ね。

そ うい うこ とです 。

そ の程 度 の こ とは運 用 上 認 め られ るこ とに な ったの じゃない ですか。

私 の ところ は実 際 には …… 。

完 全 に 付 属す る もの なん です ね。 それ がな い と本来 の業 務 が 動 き
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に くい よ うな、 メ ッセ ージ通 信が 目的 では 全 くな くて、 その程 度 で もや は り遠

慮 が あ るの です か ね。

B私 ど もは これ は 事実 上 は使 わ ざ るを得 な くて使 ってい ます 。 それ で、

これ を メ ッ セ ー ジ と見 るか ど うか は こち らの解 釈 をや って い ます が、 厳 密 にい

うといけ な い こ とで あ る とい うこ となの か な とい う… …。

G正 式 に確 認 す る とだ めだ とい うの です ね 。

とにか く現 実 的 に は、 た とえば オペ レー ター が コ ンソ ールか ら打 って他 人使用

の回線 に その メ ッセ ー ジを 自動 的 に 出す の は だ めで す とい う… …。'

司 会 コ ン ピュー タか ら自動 的 に 出 した らど うな の で し ょう。

Gも ち ろん コ ン ピュ ータ なの です が … …。

Bス イ ッチ ング は コン ピュ ータ を使 ってい ますか らね。

Gた と えば1つ の メ ッセ ー ジを全端 末 に全部 送 りたい とい う業 務 が あ

るわ け です ね、 それ は他 人 使用 の 回線 に 対 して はや って もいい ですか と聞 くと

だめ だ と言 い ます。 た だ、 現 実的 にはサ ー ッ と流 れ て しま うの で別 なの で し ょ

うけれ ど も、建 前 論 で話 をす る とだめ だ とい う答 えが返 って きます ね。

Jそ れ は ち ょっ と問 題 で、 い ま リア ルで や って い るよ、 す ぐバ ッチ に

切 り替 えた い よ とい うつ な ぎの ち ょっ とした こ とです ね。 それ を大 っぴ らに 言

って もい け ませ んか 。

B多 分 そ れ だ け具 体 的 に とらえた らい い と言 うか もわか りませ ん が 、

リモー ト ・バ ッチ の場 合 に何時 に終 わ るの だ とか 、 そ うい う端末 との連 絡 が絶

えず あ ります ね 。 そ うい う事柄 を含 め て、 か な り多 い 種類 の メ ッセ ー ジを使 う

こ とが 管理 上 必 要 に な って きます 。普 通 い ま の モ ー ドを切 り替 え る とか 緊 急電

文、 た とえ ば ホ ス ト側 を ダ ウン させ る場 合 の 事前 通告 とか は多分 言 うた ら大 丈

夫 だ ろ うと思 わ れ るの です が、 余 りそ うい うと ころ は触 れ な い でそ っちの方 は

事実 上 使 って い ます 。

司 会 そ の点 です が、 ご承 知 の よ うに この4月 か ら電電 公社 の料金 改 正 案

に混 合使 用 の有 無 が 出 てい ます ね 。料 金 が少 し違 う とい うのです が、 ち ょつ と
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他人 使 用 か ら外 れ るの です けれ ど も、 それ で これ は 直接 電電 公 社 の責任 の ポ ス

トに い らっ し ゃ らな い方 と話 して い た と きに、 あれ が新 聞発 表 にな った翌 々 日

く らい に私 に話 を した のです が、 お っ しゃ る よ うな そ の シ ステ ム 自体 の 運用 上

の メ ッセ ー ジは混 合使 用 としな くて いい の では ない か とい う こ とを その 方 は お

っ し ゃ ってい ま した。 大 体 それ で統 一 され るの では な いか と思 うけれ ど も、 明

日か ら セ ンタ ーが ス トライキ に 入 るぞ とい うの は ど う もぐあ い が 悪 い よ うです

ね。

Bど の程 度 ま で な ら認 め る、 認 め ない とい う境 が わ りあ い む ず か しい

か もしれ ない です ね 。

司 会 モー ド切 り替 え とか テ ス トとか な ら必要 や む を得 ざ る もの とい う解

釈 の よ うです ね。 そ こが むず か しい の で、 そ れ では ス トラ イキ とい うの は もっ

と大 事 な こ とだ か らこれ は い け ない のか とな る と、 そ れは い け ませ ん です な と

い うニ ュ ア ンスです 。Gさ ん が こ こに1、J規 格 云 々でお 書 きい た だ い たの も

大体 そ うい うこ とな の です か。

G1つ は、 私 ど もの場 合 は 関連 会 社 との他 人使 用 回線 が 多 くて、 これ

は 関連 会 社 とい うだ け で、 先 ほ どか ら出 てい る共 同使用 の条 件 に 当 ては ま らな

い わ け です 。特定 の業 務 だけ の シ ステム で ネ ッ トワー クを張 る わけ で は な くて 、

リモ ー ト ・バ ッチ に して もタ イム シェ ア リングに して もい ろん な業 務 が 当然 関

係 会社 か ら使 わ れ るわ け です 。 そ うす ると、 この他 人 使用 回線 を東 京 の コ ン ピ

ュ ー タ ・セ ン ター まで 直接 接 続 す る と非 常 に高 い もの にな るわ け で、 その 会社

に一 番近 い当社 の工場 ま で を他 人使 用 回線 に して、 そこか ら東 京 ま で は 当社 の

回線 網 に接 続 して サ ー ビス を提 供 す る こ とに な るわけ です が 、 その中 を デ ー タ

だ け でご萢 入使 用の 回線 ど=緒 に 使 用 す る 一 た とえば 岡 山の工 場 の近 くまで
ピ

他 人使 用 回線 で、 そ れ を1つ の大 きな 束 に して デ ー タ を持 って く る分 に は いま

で も問題 が ない わけ で す。 その 回線 を私 ど もは で きた ら電話 も 一 これ は 関係

会 社 と直 通 電話 を と る とい う意 味 では な くて、 自社 内の電 話 の ネ ッ トワー クを
つ

つ く りた いわ けな の です が 二 他 人 が 入 ってい る、 乗 って い るデ ー タに対 して
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電 話 を入れ る こ とは絶 対 まか りな らぬ とい う制 限 があ るわ け です ね。 周 波 数 分

割 をや って、 た とえ ば、11規 格 だ とす る と電 話 回線 で12チ ャ ンネ ル とれ る

の で、電 話 に4チ ャ ンネ ル使 って、 残 りの8チ ャ ンネ ルをデ]タ で使 い たい 。

そ の8チ ャ ン ネ ルの中 を全 部 社 内 だ けで は な くて、 その地 区 で岡 山へ集 合 され

て い る他 人 使用 の 回線 の デ ー タ も乗 っけ て、1つ の11な ら11と い う規 格 に

したい とい っ た ときに絶 対 認 めて くれ な い ので す。 電話 は うちで使 うの だか ら

い いで はな い か と言 って もだめ な わ けです 。 それ な ら電 話 は 別 個 に ち ゃん と引

い て くだ さい とい うこ とに な る と、2本 引 くほ どの 需要 もな し
、・とい うこ とで、

非 常 に不便 が あ る とい うこ とです ね 。

司 会 そ うす る と、 こ こで電 話 との共用 とお書 きい た だい た のは 混 合使 用

とい う意 味 です ね 。

Gえ え、 混 合 で す 。周 波 数分 割 に よ って電話 との 共用 が認 め られ ない

と、 た とえばJ規 格 とい うの が あ るの です けれ ど も、 一般 的 に幹 線 でJ規 格 を

引 いた場 合 に デ ー タだ け で需要 を満 足す る とい うのは 現 実的 には な い と思 うの

です。 です か ら、 そ うい う ものの中 に社 内 で交換 機 な ど入 れ て 自動 的 に ダ イ ヤ

ル で きる とか、 そ うい う電 話 の メ リッ ト、 それ か らデ ー タ通 信 の メ リッ トを一

緒 に す る と非常 に企 業 に と って メ リッ トが 出 て く るわ け です が 、 それ が社 内 だ

け であ る と きは それ も当 然可 能 な わ けです 。 け れ ど も、 そ こに 他 人使 用 の 回線

が 入 って く る と問題 に な る。 共 同使 用 な らい い の だ そ うです 。 た だ し、 共 同使

用 の 関係 は 逆 に 成立 しな い こ とに な るわ け です。

司 会 共 同使用 の 条 件 が 緩 め られ たの は特定 回線 だ け です か ら、 現行 法 で

は無理 なの です ね。 ボ イスは 専用 線 の範疇 に な るわ けで す 。 しか し それ に して

も資源 と費用 の ム ダ使 い です ね 。

Gこ れ は 大分 確 認 したの です が、 もしA社 と私 ど もの 会 社 が 共同使 用

が成 り立 つ の な ら 一 成 り立 ちっこ ない か らそ う言 ってい るの か もしれな い の

で すが 一 その会 社 と電 話 の ネ ッ トワー クを作 って もよ い し、 自社 内 の電話 を

持 つで い る申 に共 同 使用 の 回線 をつな ぎ込 む のは 構 わ な い とい うこ となの です 。
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担 当者 に よ って も違 うの か もしれ ない の で す が、 私 ど もが確 認 した

と きに は そ うい う こ とで、 で は何 とか共 同 使用 にな る手 段 は な い だ ろ うか、 資

本 関係 は認 め られ てい ない し、 業 務 関係 は当然 技 術 提携 とか い ろい ろあ るわ け

です が、 た だ現 在 の共 同使用 は シス テム として特定 の決 ま った業 務 でな い と認

め られ ない ので すね 。

司 会 シ ステ ムの 内容 自体 が特定 され てお ります か ら。

Gで す か ら、 い ろん な仕 事 を流す よ とい うこ とに な ると もうす べ て 「

い って こい 」か 他 人 使用 しか ない です ね 。 それ で は 電 話 も当然 だ めです 。 です

か ら別個 に電 話 は 電 話 でつ く って くだ さい とい うこ とを言 わ れ ま した。 そ うい

う意 味 で ここに書 い た のです。

司 会 今 度 料金 体 系 が あ あ い うふ うに分 け られ て混 合使 用 が は っ き り出 て

く る とな る と非 常 に 問 題 ですね 。

Gボ イ ス.グ レ ー ドの ライ ンは電 話 で全 部 と られ て しま うの で 問題 な

い と思 い ます が、11と かJと か それ 以上 が あ るの か もしれ ませ ん が 、 その辺

の ク ラスに な って くる と電話 との兼 ね 合 いが 大 きな 問題 と して 出 て くるの では

ない か と思 い ます 。
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A-2-2-2デ ー タ交 換制 限

・複 数 コ ンピ ュータ
、 複数 端 末 か ら成 るオ ンラ イ ン ・シス テ ムにお ける回線 の他 人使 用 の場 合 は、

下 の第1パ ター ンだ けが許 され ます。

第1パ タ ー ン

X社 の

(
コ ン ピ ュ ー タ

一 一 一 一
Y㌧ 社 の

一 ー ー ー ー 一

一______

コ ン ピ ュ ー タ

一 一 ー 一 一

,,/区 ・社 の端 末
/

ノ

/
＼

、
＼B社 の端末

一 二 ー ー 一 一 『 一 一デ ー タ の 流 れ

X、Y社 間 に(A2-1-2)の 共 同使 用業務 関係 が あ り、

ANDA、B社 間 に(A2-1-2)の 共 同使 用業 務 関係 があ る。

第2パ タ ー ン

の社A

末端

A社 の

端 末

〉
X社 の

コ ン ピ ュ ー タ

Yの

コ ン ピ ュ ー タ△ 区

区 〃 〃

区

A社 の

端 末

B社 の

端 末

XY間 、AB間 の 関係 は第1パ ター ンに同 じ。

B2-2-2他 人使 用 と デー タ交換

回線 の他 人使 用 の場 合(択 一回答)

1.無 条件 で、 第2パ ター ンが認 め られ るべ きだ。

2.何 らかの 条件 で、第2パ ター ンも認 め られ るべ き だ。

3.第1パ タrン の 認容 だ けで よ い。

4.そ の他 の ご意 見

5.わ か らな い
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司 会 次 に他 人使 用 に つ い ては 、 「1つ の入 力装 置 か ら1つ の 電算 機 の本

体 に終 始 す るデ ー タ通信 」とい うこ とがは っ き り限定 され て い る。 それ が 、一

昨 年 の7月 で した か、 電電 公社 の 回線 に 関 して は若 干緩 和 され ま した。(国 際

電 電 に 関 しては この緩 和 は な か った)。 い ろい ろなパ ター ンが 列 挙 され てい る

が全 部 を包含 す ると 前 頁 の第1の パ タ ー ンに集約 され ます 。 ここ まで な らば

よ ろ しい とい う緩 和 政策 が と られ た わ け です。 これ はXの コ ンビ.ユ一夕 とYの

コ ン ピュ ー タの間 の 回線 は特 定 通 信 回線 で あ って、 か つXとYと の 共 同使 用 に

な って い る。 それか ら、Y社 か らA社 の端 末 、Y社 か らB社 の端 末 はY社 のA、

Bに 対 す るそれ ぞ れ他 人 使用 とい う形 の構 成 だ と思 う。 この よ うな場 合 に 、A

か らYへ 行 ってAへ 戻 る、Aか らYへ 行 ってBへ 戻 る、Aか らYを 経 由 してX

まで行 って それがAへ 戻 る場 合 あ るい はBへ 戻 る場 合、 この よ うな場 合 にAと

Bと の間 に 先 ほ ど触 れ た よ うな 共 同使用 の法定 業 務 関係 が存 在 す れ ば よろ しい、

も ちろん その場 合 にはXとYと の会 社 の 間 に も共 同使用 条件 が満 た され て お る

こ と、 こ こまで が認 め られ た わ け です 。 そ うす る と、 残 る問 題 は ど うか とい う

と、第2の パ タ ー ンの とこ ろに書 い て あ る よ うな ケ ース、 会 社 と会 社 の 関係 は

全 く同 じです けれ ど も、 入 口 と出 口の コ ン ピュ ー タが違 う場 合 に は現 在 では認

め られ ない こ とにな ってい る。 した が って、 もっ と具体 的 に言 う と、 あ るXと

い う情報 処理 業者 の コ ン ピュ ー タ を他 人使 用 して い るAと い う会 社 が あ る とす

る。XとYと が 同一 セ ンタ ー会社 で あ って もた とえばXを 東 京 、Yを 大阪 の コ

ン ピュ ー タだ とす る と、 同 じA社 が これ の使用 に よ って東 京 で入 力 した情 報の

処 理 結 果 を大 阪の 支 店 に 出 す こ とは認 め られませ ん。 ま して や この セ ンタ ーが

XとYと が別会 社 であ る場 合 に は もち ろん いけ な い、 こ うい う不 便 な 状 態 がま

だ残 ってい る。

これ に対 してe意 見 をい た だい た とこ ろ、 「無 条件 で、第2パ ター ンが 認 め

られ るべ きだ。 」が6、 「何 らか の 条件 で、第2パ タ ー ン も認 め られ るべ きだ。」

が2、 もちろん2の 意見 は1が オ ーヶ 二 な らば 当然2は オ ー ケ ー にな るわ けで 、

そ うい う意 味 で は包 含 され る もの です が 、Eさ んか らコ メ ン トをい た だい てい
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るの で 、 ご説 明 い た だ け ます か。

Eこ れ も漸 次 緩 めて い け ばい いの で は ない か とい うこ とです 。1が 一

足 飛 びに 実現 され れ ば いい の で し ょ うけれ ど も、 これ は 公社 の 立場 に立 った 条

件 をつ け て あ るわ け です 。要 す る に、通 信 を運 ぶ ため だ け にX-Y間 の 回線 を

使 うとい う と絶 対 い まの 情勢 では 受 け 入 れ られ な いの じ ゃない か とい う感 じで、

そん な こ とが条 件 にな るの か な とい う感 じな の です。

Fこ の 問題 は、 左のAの 端末 か ら入 れ た デ ータ を右のAで プ リン トア

ウ トした い とか 、 ダ ン プ ア ウ トしたい とい うこ とは で きな い わけ です 。 そ うす

る と右 手 のYの コン ピュ ータで 一 たん 落 として、 そ こへ 右手 のA社 の 人 が 車 に

乗 って取 りにい くの です 、 もし くは一 たん切 ってYの デ ィ スクに 入れ てお い て

取 りに い くの です 、 今 度 は呼 び 出 して、 メー ル ・ボ ック ス的 に デ ィス クか ら取

り出 す必 要 があ ります 。

司 会 い まの お 話 は オ ン ライ ンは セ ンタ ー内限 りでA社 に は オ フ ライ ンに

してお くとい う こと です ね 。

FYで の コ ン ピュ ー タ室 ダ ンプ ア ウ トしな けれ ば い けな い わ け です 。

それ で、 わ ざわ ざ その 書 類 を取 りにい か な けれ ば い けな い。

司 会 その ダ ン プ ア ウ トす るの は ペ ーパ ー で あ ろ うとデ ィス クで あろ うと

いい とい う ことで す か。

Fそ うい うこ とです 。

司 会 ど う も実質 的 に 同 じこ とを なぜ 不便 に しな けれ ば な らぬ のか とい う

こ とに 帰 す るよ うです が ……。

EXイ コ ールYの 場 合 が 多い の で し ょ うね 。

司 会 そ うです ね 。 この よ うな 観 点 か らは セ ンタ ー さん と して は 大変 お困

りの ケ ー ス とい うの は あ ります か 。

D将 来 、 セ ンタ ー がふ えた と き とか、 それか ら、 た とえば野 村 コ ン ピ

ュ ー タ さん とか 、 当社 と同 じよ うな商 売 です か ら、 共 同 で サ ー ビス を や ろ うと

す る と きに こ うい う こ とが 自由 で ない とで きな い です ね。
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Aセ ン タ ー とセ ンタ ー を結 ぶ こ とが で きな い です か らね 。

Dで きな い で すか らね。 この よ うな制 約 には大 い に反 対 して お るの で

す 。 絶 対 自由化 す べ きだ とい うこ とを言 って い るの です 。

司 会 ファ イルの シェ ア とか プ ロセ ッシ ングの シ ェア とか です と入 力 と出

力 とは 同 じ とこ ろで い い のか もしれ ませ ん が、 相 手 の ユ ー ザ ー さんが ち ょっ と

大 きな ところ です とた ちま ち困 って しま うわ け です 。

Dた とえば野 村 証券 さんの 支店 は全 国 に あ るわ け です か ら、 とれ ない

こ とに な る と大変 厄 介 な こ とです ね。 だか らこれは 絶 対 や らな ければ い か ぬ。

何 で1が よ くて2が だめ なの だ ろ うか。理 屈 に 合 わな い で すね 。

司 会 これ は たて まえの 話 に な るの です が 、結 局 あの法 律 の 「行 って帰 っ

て こい 」とい う思 想 だけ は貫 く。 た だ、1の コ ン ピュ ー タ と1の 入 出力 装置 と

い う制 限 は 緩 め よ う。 だけれ ど も、 行 って 帰 って こい とい う思 想 だ け は、 出 口

と入 口の コン ピ ュー タが1つ だ とい う と ころで 最後 の と りで は守 ろ う、 こ うい

り… ‥'C

D交 換 の 要 素 を取 り除 いて お るの です よね。

司 会 け れ ど も、1つ の コ ン ピュ ー タの 限 りに おい て は 交換 の要 素 が あ る

わ け です 。

Dあ るの です 。本 当 に意 味 が な いの です けれ ど もね 。

司 会 上 の1の パ タ ー ンに あ る よ うに、A社 とB社 と入 口 と出 口 が違 って

お って もいい の で す。 とこ ろが、 最 後 の と りで と して出 口、 入 口の コ ン ヒ。ユ ー

タだ け は1つ に して お こ う。 なぜ こ こで歯 どめ を され たの か 意 味 がわ か らな い

の です。

H特 定 回 線 で な くて 、2の パ タ ー ン を公衆 回線 で や りま し ょ うとい っ

た ら公社 は す ぐオ ーケ ーす る と思 うの で す 。

司 会 オ ーケ ーで し ょ うね 。

ただ、 その場 合 に はXとYと の 特定 回 線 がか な りや や こ し くな って まい ります

よ。
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HX、Yも これ は 公 衆 回線 と ブ リッジだ と い うこ とに な るの です か 。

司 会 な るで し ょうね 。 これはA社 の方 か ら、 右 の方 か ら言 うとYで 特定

通 信 回線 と公衆 通 信 回線 の 接 続 され る ことに な り、 個 別 認可 事 項 です ね。

H逆 にXとY社 の 間 は 公衆 でつ ない で おい て、 あ と端 末 との結 び つ き

'を 特定 に した場 合
、逆 ブ リッジです ね。
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司 会 ・問 題 が接 続 に移 って きま した。 接続 の 問 題 は この クェ ッ シ ョンに あ

りませ ん が主 要 な 問題 なの で、 ここで 議論 を してい ただ きた い と思 い ます。

接 続 の 問題 は非 常 に や や こ し くて、法 あ るい は規定 類 が 必 ず し もきちん と整

備 され てい ませ ん 。 あ る もの に つ い て は こっ ちが 先 に あ って こ っ ちに つ な ぐ方

とい う もの が 出 てい るの です が 、 ど ち ら も一緒 だ った らど うか とか 、 そ うい う

こ とを全 く問 わ ない場 合 とか 、 き ちん と整 備 され て お らぬの です 。論 理 的 に言

って 、 回線 が私 設 回線 と特定 回線 と公衆 回線 と3つ あ るわ け です か ら、 当然 そ

の接 続 の組 み合 わせ ば全部 で6種 類 に な る。 この組 み合 わせ に よ って も大変違

うの です が、 一 番 めん ど うなの は私 設 回線 と私 設 回線 の接 続 で、 有線 法 にお い

て は 公衆 法の よ うに デ ー タ通 信 につ い て特 別 な扱 い を してい ない の で、 一般 の

通信 と全 くひ っく るめて あ るた め に これ は ほ とん ど不 可能 です。 た だ その よ う

な こ と も含 めて 郵政 省 の こ当局 自体 、 は?き りい う と三 浦 参 事官 がお 書 きに な

って い る もの を拝 見 して も、 これ は 日本 としての 資源 を有効 に利用 す る とい う

観 点 か らす る と余 り排 除 的 に物 を考 え るの で は な しに、 私設 回線 の 有 効利 用 と

い う点 か ら も もっ とこの 接 続 の 問題 は積 極的 に検討 すべ きで あ るとい う こ とは

は っき り書 か れ て い るの です 。 と ころ が、 そ うい うふ うに 個 人的 に お書 きにな

った もの と現 実の 体制 とに 大変 ギ ャ ッ プがあ って、 それ で い ろん な 問題 が起 き

てい るの だ と思 う。接 続 につ い て突 き当た られ た 障害 を ご発 表願 い た いの です

が 、Hさ ん、 お願 い で きます か。

H－ 番 問題 とな るの は ブ リ ソジに な る使 い方 がで き ない とい うこ とで

す 。

この図 の例 で説 明 します とX社 の ネ ッ トワークは 公衆 回線 を使 って い るの で

す が 、Y社 の ネ ッ トワーク は特 定 回線 だけ で使 って お ります 。 こ の2つ を特 定

回線 で接 続 した の です が 、Y社 の ネ ッ トワークに は公 衆 回線 を併 用 して お りま

せ ん ので 認可 に な った の です 。

Y社 の ネ ッ トワー クに公 衆 回線 を も っていれ ば 、 ブ リッジに なる とい うこ と

で接 続 は認 め られ ない とい うこ とに な ります 。
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司 会 ほ か に公 衆 と特 定 と接 続 して お使 い に な ってい る会 社 は あ りませ ん

か。

E私 の とこ ろは 、 この絵 でい い ます とXが 東 京、Yが 大阪 、 この 間 は

特定 回線 、Xの と ころ に もYの ところに も電 信型 の 公衆 回線 を接続 した い とい

うこ とで一 遍 に 出 したの で す が、 その とき も大分 説 明 を して認 めて もらい ま し

たが、 その 後今 度 はXの ところ に電話 型 公 衆 回 線 を接 続 す る とい う申 し込 み を

した らまた そ こで 大分 時 間 が かか って、 最 終 的 に は 認可 にな ったの です が 、2

つ と も個 別 認 可 ですか ね 。

司 会 特定 と公衆 が接 続 に な る場 合 は全 部 個 別 認 可なの です ね 。

Hデ ー タの流 れ は ブ リッ ジに な らない の です か。

Eそ れは な らな い とい う使 い方 です 。

司 会 な りそ うな ところは 、 さっ きの話 じゃない けれ ど も、 メ イルボ ッ ク

ス式 に し な さい とい うこ となの です ね。

1ブ リッ ジ とい うの は真 ん中 が 特定 回線 で、 両 端 が 公衆 とい うこ とで

すね 。

私 ど もの もの は 、一 万(左)は 大型 コ ン ピュ ー タ(セ ンタ ー)で 特 定 回禄L"7〈

体10'O端 末 ぐ らい で つな が ってい る。 真 ん中 は構 内 回線 でつ なが ってい て 、

他方(右)に 小 型 コ ン ピュー タ があ って、 テ レ ック スで銀行 に つな が って い る

わ け です 。業 務 は 為替業 務 。 これ は特 に 問題 に は な らない 。

司 会 同一構 内 の コ ン ピュ ータは 一体 だ と見 な され る こ と と、 テ レ ック ス

で 入力 して それ が 別 の テ レ ック スへ 出 てい か な い か らで し ょ うね 。

1そ うです ね 。

司 会 処 理 の 有 無 に か か わ らず、 デ レッ ク スで 入力 した もの が 別の テ レ ッ

ク スに 出 て い か ない か ら.そ れ で です。

い ま絶 対 に だ めだ とい うケ ー ス は、 単純 に書 く と、 真 ん中 が特定 通

信 回線 で両端 に公 衆 回 線 が あ って、 それ で右 の 端 か ら入 った もの が 左の 端 に抜

けてい くの が 困 る とい うこ とで、 これ は 日本 だけ でな くて、CCITTで もこ
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れ だけは 困 るとい う思 想 が あ るよ うです 。 た だ し、 メ ッ、セ ー ジ通 信 に限 っての

話 か もしれ ませ ん が。 とこ ろで今 後DDXが 公 衆 に な るの か な らな い の か とい

うこ とが あ るの です けれ ど も、 公 衆 の か さ の 中 に 入 る とす る と、今 後 は両 端

が特定 で 真 ん中 が 公 衆 で あ る とい うケ ー スが特 にパ ケ ッ トの よ うな場 合起 きて

く るわ け です が、 これ は ど うな ん だ とい うこ とな の です 。 多分 これ は い いの じ

ゃない か と私 は個 人 的 に は思 ってい ます 。 それ は それ と して、 異 種 回線 の 接 続

は全部 個 別 認 可 だ とい うこ と、 それに 非 常 に時 間 が かか る とい うこ とが一 番困

るこ とでは ない か と思 うの です が …・∴。

Hさ きほ どの ブ リ ッジの話 の つづ きに な ります が 、Y社 の コン ピ ュー

タに は公 衆 回線 を使 うこ とが で き ない と 申 しま した が 、Y社 の コン ピ ュー タの

磁 気 テ ープ どま りで公 衆 回線 を使 う、 つ ま リ メ ッセ ージ交 換 に関 係 させ ない 方

法 で は、 ソフ トウエ ア的 にそ れ が 立証 され れ ば よい とい うこ との よう です 。

ソフ トウエ ア として 、その ような準 備 を してい るのです が 、実 際 は使 い に く

い とし)う こ とで遊 ん でい るの で す。

司 会 それ は そ うで し ょ うね。

H公 衆 か ら入 って特定 へ行 って も、 同 じ公 衆 の 端 末 に戻 れ ば い い とい

うこ とです ね 。

司 会 そ うで す ね 。 この 問 題 は再 び 「通信 とは何 か 」とい う基 本 に帰 って

くるの です 。 私 は 通信 とは 入力 と出力 とが全 く同 じ もの とい うIBMの 定 義 が

一 番分 りよ い と思 う。 処 理 され た結 果 が別 の 端 末 に 出力 され る場 合 は別 の 通信

だ と理 解 す べ きです。 蛍 な る交換 で は あ りませ ん。 さ っきCCITTの こ とを

申 し上 げ ま した が 、 そ うい う原 則 に立 て ば メ ッ セ ー ジ通 信 でな けれ ば すべ て 問

題 は な くな って しま い ます 。 それ でい い の では あ りませ ん か 。 キセ ル とい うと

た だ乗 りみ た い に 聞 こえ ます が、 特定 回線 もち ゃん と料 金 を払 って い るの です 。
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回線 の共 同使 用 、 他人使 用 には 、種 々の条件 が あ りこれ に対す る ご意 見 を伺 い ま した 。、

さて、総 合 して、 共同 シス テム(下 記 の定義 参 照)へ のご意見 をお聞 かせ 下 さい。

A2-5共 同 シス テム の需要(情 報 サー ビス を除 く一般 企業 システム)

・共 同 シス テム の定義

ム タテ系 列 か ヨコの関係 か金 融系列 か な どを問 わ ず、

△ な ん らかの関 連企業 同 志 で、

ム 八 一 ドウ ェア、 ソフ トウェ ア、 フ ァイ ルな どの リ ソース を互 い にオ ンラ イ ンで 利用 しあ う。

△ その よ うな企業 同 志 の輸 を共 同 シス テ ム と呼 ぶ こ とに します。

・共 同 シス テ ム には
、 これ を通 信 回 線 の利 用 の形 か らみ ると回線 の共 同使 用 と他 人 使用 が含 まれ ま

す。

・わが 国 では
、 オ ンラ イ ンシス テ ムの殆 ん どは社 内 シス テ ムで(回 線利 用 の形 は単独 使 用)

共 同 システ ムの割 合 は、 端末 数 でみ て,全 体 の10%に 満 た ない もの と推測 され ます。

Q2-3-1共 同 システ ム の必 要性(情 報 サー ビス を除 く一 般企業 シス テ ム)

今 後 わが 国 で、共 同 システ ム は必要 で し ょうか。 社 内 シス テ ムで十分 で あ り、 共同 シス テ ムは あ

ま り必要 ない で しょ うか。(択 一 回答)

L共 同 シス テムは大 いに必 要(こ の答 の ときは 次問 へ)

2.共 同 シス テ ムは それ ほ ど必要 で はな い

3.わ か らな い

Q2-3-2共 同 シ ステ ム の可能 性

共 同 シス テム が大 いに必要 だ と して も、 わが 国 では 、今後 共 同 シス テ ムは増 える で し ょうか。あ

ま り増 えな いで し ょ うか。(択 一 回答)

1.回 線 使 用 制限 が緩 和 され れば 、共 同 シス テ ムは大 いに増 える

2.回 線 使 用 制限 が現 状 の ま まで も、 共 同 シス テ ムは大 いに増 える

3.回 線 使 用制 限 が現 状 のま ま で も、緩 和 されて も、 共同 シ ステ ムは あ ま り増 え ない

4.わ か らな い
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司 会 次 は 制 度上 の 問 題 で は な しに一 般 的 な 情報 処 理 の テ ー マに移 りた

い と思 い ます 。 「総合 して、 共 同 システ ムへ の ご意 見 をお 聞 かせ下 さい。 」

とい うこ とで、 「Q2-3-1共 同 システ ムの 必 要 性 」 「今 後 わ が国 で・ 共

同 シ ステ ム は必 要 で し ♪うか 。社 内 シ ステ ム で十 分 であ り、 共 同 システ ムは

あ ま り必 要 ない で し ょ うか 。 」とい う質 問 に対 して 「共同 システ ムは 大 いに

必 要 」とい うお答 え が全部 で した。 したが って 、 「Q-2-3-2共 同 シ ステ

ムの 可能 性 」で は 「回 線使 用 制 限 が緩 和 され れ ば 、 共 同 システ ム は大い に増

え る 」に全 部 の ご意 見 が集 中 され ま した 。これ もデ ィス カ スな しに ご報 告 だ け

で 次 に進 ま せ てい た だ きます。
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A3キ ャ リヤ(回 線 提供 者、 通 信業 者)の 守備 範 囲

A3-1直 営 設備 サー ビス の範 囲

。日本 では

ム キ ャリヤ は、 独 占機 関 と して の公 共企 業 体 お よび特殊 会 社 であ り、

△ 電電 公社 は、 オ ン ライ ン情 報処 理 サー ビス も兼 営 してい ます。

△ 公社 のオ ンラ イン情 報 処理 サ ー ビス(デ ー タ通 信 設 備 サ ー ビス)に は、2種 類 あ ります。

◇各 種 シス テ ム

特 定 の機 関、組 織 を対 象 に す る もの

◇DRESS,DEMOS,DIALS

－般 のユー ザ ー を対 象 に した販売 在 庫管 理 シス テ ム、科 学技 術 計 算 シス テ ペ 電話 計 算 シ

ス テ ム

。ア メ リカで は

ム キ ャ リヤは、 独 占的 な力 を もっ私 企 業 であ り、

ム キ ャ リヤは、 オン ライ ン情 報 処理 を兼 営す る こ とが禁 ぜ られ てい ます。

。ヨ一 回 ヅパ では

ム キ ャ リヤは、 一般 に郵 電省 と して の官 庁 で あ り、

ム オ ン ラ ィン情 報処 理 は一般 に民 間 に委 ね られ てい ます。

Q5-1-1キ ャ リヤ と オ ン ラ イ ン 情 報 処 理 サ ー ビ ス

ま ず 、 基 本 的 な ご意 見 を 、 で き れ ば 理 由 を そ えて お 聞 か せ 下 さ い。(択 一 回 答)

1.わ が 国 に お い て、 キ ャ リヤ は 積 極 的 に オ ン ラ イ ン情 報 処 理 サ ー ビス を担 当 す べ き で あ る。

(こ の 答 の と き はQ3-1-2、3-1-3、3-1-4へ)

2.わ が 国 に お い て 、 キ ャ リ ヤ は 一定 の 範 囲 で、 オ ン ラ イ ン情 報 処 理 サ ー ビ ス を担 当 す べ き で あ

る。(こ の答 の と き もQ3-1・ 一一2、3-1-3、3'-1-4へ)

3,わ が 国 に お い て,キ ャ リヤ は オ ン ラ イ ン情 報 処 理 サ ー ビス を兼 営 す べ き で は な い。

4.そ の他 の ご意 見

5.わ か らな い
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司 会 今 度 は 「キ ャ リヤの 守備 範 囲 」です が、「Q--3--1-1キ ャ リヤ とオ

ンラ イ ン情報 処 理 サ ー ビス 」で 「まず 、基 本 的 な ご意 見 を 」とい うこ とで、

「わが 国 に お い て、 キ ャ リヤ は積 極的 に オ ン ライ ン情報 処理 サ ー ビスを担 当す

べ き であ る 」 とい うご意 見 はゼ ロです 。 その 次 の 「わが 国 に おい て、 キ ャ リ

ヤ は一 定 の範 囲 で、 オ ンラ イ ン情報 処理 サ ー ビ スを担 当す べ きで あ る 」は6、

3の 「わ が 国 に お い て、 キ ャ リヤは オ ンラ イ ン情 報 処理 サ ー ビスを兼 営 すべ き

では ない 」は3で した。

これ は実 は クェ ッ シ ョ ンの1の と ころ で大分 ご意 見 の交 換 をい た だい たの で

すが 、 ち ょっ と ご紹 介 を します と、一 定 の範 囲で サ ー ビスす べ きだ とい う理 由

と して 「官 公庁 関 係 は デ ー タベ ー スの 共 通 化、 規 模 の 大 きさか ら考 え る と公 社

が 実 施 した方 が有 利 と考 え られ る 」とい うの がHさ んの ご意 見。

Eさ ん は、 「自由競 争 の 原理 。 た だ しキ ャ リヤ が 回線 提 供 の独 占力 を悪用 で

きない条 件 が必 要 だ とい う注 釈 つ きで、一 定 範 囲 でや って よ ろ しい 。 」

Bさ ん は、 「情 報 処理 サ ー ビス業 と して独 立 採算 内で民 間 と正 当な競 合関係

が保 て る場 合 。 」それ か ら もう1つ 、 「初期 、 先駆 的役 割 り、 公共 的 役割 りと

イ

して 促進 しやす い立 場 に あ る場 合 に一定 の範 囲 と言 え るの で は ない か 。 」

Aさ んは 、 「公 共性 の 強 い シ ステ ム、社 会 、 国 民生 活 にか かわ る強 い システ

ム に 限 る。 」これ は か な り範 囲 を限定 した ご意 見 をい た だい てい ます。

Gさ ん は 、 「国 家 的 規模 の シ ステ ム及 び1民 間企 業 では 不可 能 な シス テ ムの

情 報 サ ー ビ スは や む を得 な い。 」

以 上 が限定 的 な 許容 で、 「兼営 す べ きで はな い 」とい うご意 見 は、Fさ ん が、

「キ ャ リヤ ・サ ー ビス と情 報処 理 サ ー ビスの 二 面性 が あ って競 争分 野 で不 公平

を与 え る。 さ らに 、第3の ケ ー ス、 規 制 者 として 支配 す る こ とが 可能 で あ る。」.

Dさ ん は 、 「回線 を握 る者 が 回線 を多数 使用 す るオ ンライ ン情報 処 理 サ ー ビ

スを実施 す る とい ろ い ろの 面 で不都 合 が あ る。 」Fさ ん に よ く似 たe意 見 で は

な いか と思 い ま す けれ ど も… …。

Fさ ん、 非常 に 重 要 な こ とが書 か か れ てお るわ け です が、 競 争 原理 とい うこ
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と と規制 者 と して支 配 す る可 能 性 、 これ を ち ょっ とご説 明 い た だ け ませ ん か 。

Fキ ャ リヤは 大体3つ の 立場 を持 って い て、1つ は通 信 業 者 と して、

次 が 情報 サ ー ビス業 者 と して 、 さ らに技 術 的 、制 度的 な い ろい ろな規 制 者 とい

う面 があ るわけです。競争者が同時 にサ ービス提供者 と規制者であ るこ ζはち

ょっ とお か しい わ けです 。 ア メ リカで は コ ンモ ン ・キ ャ リヤが処 理 サ ー ビ スを

や って は な らな い とい う論 拠 に これ が な ってい る。

司 会 ち・よ っと敷桁 させ て い た だ く と、 わ が 国 にお いて は 個 別認 可 とい う

こ とで、 ユ ーザ ーが た とえばFCCに 直接 ど うこ うす る とい う制 度 で は な くて、

全部 電 電 公社 あ るい は 国際 電 電 が 郵政 大 臣 に認 可 申請 をす る とい う制 度 に な っ

てお るわ け です 。 それ で、 ユ ーザ ーか らの 回線 使 用 申込 に つ い て電 電 公 社 の方

が個 別認 可 の 申請 を して くれ なか った らい つ ま でた って も回線 を引 けな い とい

うこ とに な る。 これ は論 理 的 に とい うこ とで、 実 際 が そ うだ とい うこ とを 申 し

上 げ てい るの で は あ りま せ ん が、 先 ほ どの お 話の よ うに建 前 が 非 常 に重 要 であ

る とい うこ とか ら申 し上 げ て い るの です が、 そ うい う意味 で キ ャ リヤが一 種 の

規 制 者 の 立場 に立 ってお る とい うこ とが 言 え るの で はな いか 。 そ うい う立場 に

立 ってお る こ と自体 問題 なの で す 。 それ か ら個 別認 可 事 項 で な くて も、 わ が国

で は通 信 業 は完 全独 占で、 何 らの理 由づ け を して契 約 を断 られ て もあ るい は極

端 に 引 き延 ば され て もユ ーザ ー は他 に 方法 が あ りま せん 。 それ な ら情 報 処理 の

面 にお い ては これ はは っ き りと分 け て いた だか ない とおか しい 、 こ うい うこ と

が 言 え るの では な いか と思 う。

Fそ れ か ら コ ンモ ン ・キ ャ リヤ ーは 一般 論 として、 新 しい 通 信 サ ー ビ

スを提 供 す る ときに、 料 金 とか 時期 は 自分 の とこ ろで知 って い るか ら処理 サ ー

ビス部 門 で早 く手 を打 て る とい うこ とが あ る。

司 会 そ うい うこ とで、 積 極 的 に キ ャ リヤは 情報 処理 をや れ とい うご意 見

は全 くあhま せ ん。
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Q3-1-2各 種 シス テム

各 種 シス テム にっ い ての ご意 見 をお 聞 かせ

下 さい。(各 択 一 回答)

業 種 シ ス テ ム 名 対 象 業 務

運 輸 省 自 動 車 局 登 録 ・ 検 査

気 象 庁 気 象 観 測 情 報
官 公 庁

環 境 庁 環 境 情 報

農 林 省 生鮮食料品流通情報

横 浜 銀 行 預 金 ・為 替 ・ 貸 付

中 央 相 互 銀 行 預 金 ・ 貸 付

静 岡 銀 行 預 金 ・為 替 ・ 貸 付

大 生 相 互 銀 行 預 金 ・為 替 ・ 貸 付

群 馬 銀 行 預 金 ・為 替 ・ 貸 付

○全 国 銀 行 協 会 為 、 替

百 十 四 銀 行 預 金 ・ 為 替

青 森 銀 行 為 替

西 日 本 相 互 銀 行 預 金 ・為 替 ・ 貸 付

京 都 銀 行 預 金 ・為 替 ・ 貸 付

○北陸地区信用金庫協会 預 金 ・ 為 替

広 島 相 互 銀 行 預 金 ・ 為 替

金 融 ○東海地区信用金庫協会 預 金 ・ 為 替

広 島 信 用 金 庫 預 金 ・ 為 替

○北海道信用金庫協会 預 金 ・ 為 替

現 金 自 動 支 払 現 金 自 動 支 払

〇九州 地 区 信 用金 庫 現 金 ・ 為 替

○東北地区信用金庫協会 預 金 ・ 為 替

千 葉 銀 行 預 金 ・為 替 ・ 貸 付

北 海 道 銀 行 預 金 ・為 替 ・ 貸 付

○東京都信用金庫協会 預 金 ・ 為 替

○大阪府信用金 庫協会 預 金 ・ 為 替

○中国地区信用金庫協会 預 金 ・ 為 替

○全 国 信 用金 庫協 会 為 替

近 畿 相 互 銀 行 預 金 ・為 替 ・ 貸 付

東 京地 方税 理 士 会 税 務 会 計

税理士会 東 京 税 理 士 会 税 務 会 計

名 古 屋 税 理 士 会 税 務 会 計

鳥 取 県 農 協 信 用 ・購 買 ・ 販 売
農 協

富 山 県 農 協 信 用 ・購 買 ・ 販 売

運 輸 東 亜 国 内 航 空 座 席 予 約

医 療 神奈川県救急医療情報 救 急 医 療 情 報
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Q3-1-3各 種 シス テム へ の希望

各種 シス テム と して 、公 社 が担 当 した方 が よい と思 われ る、 先進 的 、全 国 的、 ナ シ ョナル シス

テム があ れば ご指摘 下 さい。
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司 会 一 部 許 容 の場 合 に、 キ ャ リヤが 許 され る とい うか や った方 が い い と

い う もの は何 か、 あ るい は民 間 に まか すべ き もの は何 か とい うご意 見 を いた だ

くよ うに な ってい ます 。 申 し上 げ てい きます と、官 公庁 の システ ム に つ いて は 、

6つ しか ご意 見 をい た だい てい ませ ん が 、 全員 「公社 で よい 」につ い て い る。

上 か ら4つ 全部 「公社 で よい 」で、 「民 間 に まか すべ きだ 」 「わか らな い 」は

いた だい てい ませ ん。

次 に個 別 シス テ ムが ず っ とあ ります が、 民 間 移 行 説 か 多 数 で、 医 療 シ ス テ

ムに つ い て だ け 「公社 で よい 」が 多数 説 で す 。

1金 融 の とこ ろで これ が多 くな って い るの は、1つ は 為替 関 係 です。

左 に マ ルの つ い てい る 「協会 」 とな って い るの は イ ンタ ーバ ンクの もの で為替

が あ る。 メ ッセ ー ジ通信は共 同使 用 でで きないか ら公 社直営 に な って い る。 そ う

では な くて 単独 使 用 、 イ ン ナーバ ン クで や ってい るの は、 わ りあい銀 行 オ ンラ

イ ン早 か ったの で す が、 その 頃地方銀 行 な どで は、 要員 な どが なか った な どの

ため、 わ りあい 早 い時 期 に公社 に頼 ん だ とい う事情 があ るわ け です。 その2つ

の 事情 が あ って この金 融 は非常 に 多 いわ け です が、 これ もだ ん だん地 方 銀 行 等

も実 力 が つ い て きた こ と と、 銀行 に と っては オ ン ラ インが 経 営の 生 命 に な って

きてい る こ とで あ り、 直営 をや めて 自営 でや ろ う、 とい うふ うに変 わ って きて

い る と ころ もあ るよ うです 。

司 会 この 件 につ い ては 、 い ま1さ ん がお しゃった よ うに 、 あ る想 定 を し

て印 をつ け て い た だい た と思 うの で、 こ うなれ ば こ うだ とい うこ とが あ る と思

うの で、 ほか に ご意 見 をい た だ きたい と思 い ます が 、い かが です か。

実は ま だ動 い て い ませ ん けれ ど も、今 年 の7月 か ら動 くの にNACCSと い

う もの が あ ります 。 これ は法 律 に よ って特 殊 法 人 をつ くって この法 人 が 電電 公

社 と契 約 して 、 そ れ を税 関、 航 空会 社 、 通 関業 者 、 その 他 関係業 者 が端 末 をお

い て利用 す る とい う形 の もの です。 中 身 は輸 入の 航 空貨物 の(現 在 は東 京 だけ

に限定)通 関 の処 理 です 。 これ を電 電 公 社 の い わ ゆ る各種 シス テム で や って い

た だ くわ け です 。 これは 明 らか に最 初 か ら他 人使 用 を 目的 に した シ ステ ムなの
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です 。 この中 で メ ッセ ー ジ ・スイ ッチ ングに類 す る こ とが行 われ ます 。 とい う

の は、 関 税 を納 めな けれ ば な らな いの で、 それ に関 す る情報 が金 融 機 関 の方 に

出 ます 。 メ ール ボ ッ クス方 式 か 自動 的 に は き出 すの か そこま で知 りませ ん が。

そ れか ら、税 関 か ら輸 入の 許 可 その他 入 力 した もの は 当然 通 関業 者 等 の 端 末 に

ほ とん ど メ ッセー ジに近 い よ うな か っこ うで 出 る し、 通 関業 者 か らい ろい ろ 申

告 した もの は 当然税 関の方 の端 末 に 出 ます 。 だか ら、これ は い まの1さ ん のte

話 で は あ りませ ん が 、 民 間 の セ ンタ ー さん が この シ ス テム をい まの 法 規 の中

で果 た して で き るの か ど うか は 若干 疑 問 だ ろ う と思 うけれ ど も、 い ず れ に して

もあれ ぐ らいの システ ム な らば私 は民 間 の 計算 セ ンタ ーは 十 分 にお や りに なれ

る実 力 が あると思 うの です が、 それ が もし 他 人 の情報 を媒介 す る とい う、こ とで

競 争 を排 除 され て い る とな る とち ょ っ と問 題 で はな い か と思 う。

Jこ れ は競 争 の 問題 に は な らな い と思 うけれ ど も、 郵便 貯 金 と簡 易 保

険 です か 、 これ が 恐 ら く[番 大 きな もの で し ょ うね 。

司 会Q-3-1-1ま で さかの ぼ って何 か あ りま した ら… … 。

D私 もFさ ん と同 じ意 見 で す。 私 が 不都 合 だ とい う意 味 は不 明朗 、 不

公正 とい うこ とが その 言 葉 の な か に 隠 され てい る とい うこ とです 。 や は りや っ

て は い けな い と思 う。 経 営 的 には 別会 社 に した方 が よか ったの じゃ ない か と思

う。 独 立 採算 で 明朗 会計 に して お けば い ま の よ うな こ とは な か った。 い まつ つ

か れ るの は そ こなの で す ね。

技 術的 に見 て この 各 種 シス テ ム は私 は 民 間企 業 でで き る と思 う。 現 にFAC

OMさ ん な んか殆 ん どの銀 行 を 押 さえ てい るのではないか 。た だ制 度的 に 問題 が

あ った とい うの で 公社 が 口を 出 した とい う経緯 の もの が 大部 分 で 、 い ま1さ ん

の お っし ゃ った よ うに、 銀行 の 中 で は 公社 直 営 は い や だ、 サ ー ビスが 悪 い し何

に もして くれ ない とい うの で 民 間 の方 に移 る とい う気 配 が銀 行 の 方 か ら出 て き

て 大分 公 社 は あ わて て い るの じ ゃな い か と思 うの です 。

公 社 は せ いぜ いや って官 公庁 シ ス テム と医療 ぐ らい だ ろ う。 後 で兼 営 は だ め

だ と書 い てい るの です が、 公 社 が や る とす れ ば、 大規 模 な教 育 とか 医 療 の シ ス
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テ ム、 あ るいは ち ょっ と民 間 が手 を出せ な い よ うな ビ ッグ ・プ ロジ ェ ク トしか

や るべ きで は ない とい う意 見 を持 ってい るの です。

司 会 各 種 システ ム へ の 希望 に い きます が、Hさ ん は税 務 関係 は電 電 公 社

に や って もら った 方 が い い とい う… …。

H税 金 関係 は も う少 し情 報化 す べ きであ る とい う気持 ちを もってい た

の で、何 か あ りませ ん か と言 われれ ば、 官 公庁 関係 の中 に載 って いな い けれ ど

も・ そ うい う税 務 関係 の 仕 事 は情報 化 すべ きでは な い か、 そ うい う… …。.

司 会 む しろ民 間 で や らな い方 が い い とい う ご意 見 で すか 。

Hそ うで は な くて、 シ ステム が大 きいの で 、 民 間 で で きれ ばや った方

がい い とか な ん とか い うこ と も もちろん あ る と思 うの で す けれ ど も、 私 の方 で

は官 公庁 関係 の 業 務 は公 社 的 な、 公社 その もの でな くて も別 会 社 で もい いの で

す が、 公 社的 な会 社 が や った方 が いい とい う意 見 を出 してお ります の で … …。

司 会 プラ イバ シ ーの観 点 か らでは な い わけ で すね 。 規 模の 観 点 か らです

ね。

Hは い 。

司 会Gさ んか ら公社 が担 当 した方 が いい とい うこ とで ご意 見 を2つ ば か

りいた だい て い ます ね。

G別 に特 に これ でな くてはな らないとい うわけ では ないのですが、 国 家 的

規 模の シ ステ ム で ど う して も採 算 に乗 らな い よ うな シ ステ ムは 民 間 では まず 手

を出 さな い だ ろ う とい うこ とで2つ ほ ど、特 許 情報 とか、 私 ど もは製造 工 業 で

すの で 、 そ うい った提 供 シ ステ ムが民 間 では ま だ整 備 され てい ない の で、 その

辺 でひ とつ欲 しい な とい う こ とと、 それ か ら会社 とい う立場 で はな くて一 般 的

な国民 とい う面 か ら と らえ た場 合 に、 い ろい ろな公 共 情報 が プ ッ シュホ ンだ け

では な くて 一 ア メ リカな ん か です とい ろん な新 しい テ レホン・ターミナル 的なも

の が 大分 開 発 され て きてい ます か 一 そ うい った もの を使 った国 民 に 対 す るサ

ー ビスみ たい な もの は
、 これ は 情報 処理 とは い え ど も一 民 間企 業 では なか なか

やれ な い と思 うの です 。 も ちろ ん やれ る とこ ろ、 それ が採 算 に 合 え ばや って も
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構 わな いの です が 、 そ うい った もの は 別 に公 社 がや って も構 わ ない じ ゃな い か

とい う考 え方 なの です 。 です か ら、 これ は公 社 が や るか ら民 間 が や った らい か

ぬ とい う考 え方 では な くて、 公 社 もや って もいい とい うの は あ る一定 の範 囲 で

限定 すれ ばや って もい い の で は ない か 、 もちろ ん それ は 民 間 が や って も構 わ な

い とい う形 な らい いの では ない か とい う考 え方 なの です 。

司 会

G

司 会

D

やれれ ば や っ た らい い とい うわ け ですね 。

そ うで す。

Dさ ん も何 か コ メ ン トい た だ きま したね 。

同 じよ うな 意 見 です 。 もしや るの であ れば民 間 が 手 を出 せ な い広域

医療 とか、 国 内衛 星 を使 っ た デ ィ ジタ ル ・ネ ッ トワー ク とか い う特 殊 な シ ステ

ム で、 金 もかか る し人 手 もかか る とい うよ うな もの だ け な ら公 社 が や る意 味 が

あ るの では な いか 。 しか し、 ほ とん どの もの は絶 対 に民 間 に で きない とい うこ

とでは な くて、 む しろ民 間 の 方 の技 術 レベ ルが上 が って い ま すの で、 公社 の デ

ータ と言 って もほ とん ど民 間の 技 術 に乗 っか って い るよ うな もの です か ら、公

社 が や る と言 った ってや れ るの は金 だけの 話 で、 メ ンテ ナ ンス を含 め た技 術 に

つい て い えば む しろ民 間 の 方 が上 なの で は ない か。 だか ら、 や るな ら民 間 が ど

う して も金 が 出 せ ない よ うな とこ ろ をや るべ きで あ る とい う意 見 です 。 ・

司 会 実 は私 もち ょっ と コ メ ン トを書 いたの です が 、私 もお 二 人 さん と同

じよ うな意 見 で して、 どん な シ ステ ム で も民 間 の参 加 は 自由 に す べ きであ る と

い う考 え方 を もってお るの です 。 もし法 規 的 な 関係 で民 間が やれ な い とい うの

は 自由競 争 の原理 に反 す る と思 うの です 。 ただ、 そ うは い って も ど うして も国

家 あ るいは官 公庁 と して 必 要 な シ ステ ム もあ るで し ょ う し、社 会 的 な もの もあ

って、 民 間が 手の 出 せ な い もの が あ るで し ょうか ら、 そ うい った もの に民 間 が

参 加 す る、 ま あ 入札 す る とい った らい いの か ど うか 知 りま せん けれ ど も、 で き

な い もの は仕方 が な い か ら、 や は り社 会 的 な ニ ーズ が あ る もの は や って い た だ

くべ きで あろ う とい うこ とを考 えてお るの です。 ただ し、 そ れ は採 算が とれ な

い か ら公 社(別 会 社)が や れ とい うの では逆 の意 味 で公 平 を 欠 く。 シス テ ムの
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一
ニ ーズが 国 家 的 な もの なち 国 がそ の コス トを負担 す る(実 質 的 に は公 的 機 関が

依 頼 者 とな る)。 デ ータ通 信 会 社 は適 正 料 金 を収受 した らよい 。

も う1つ 、 ま た処 理 と通 信 とに 関係 して く るの で す が、 実態 を見 ると電 電 公

社 さんの お や りに な って お るデ ー タ通 信 設 備 サ ー ビ スとい うの と国 際 電電 が お

や りに な ってい るデ ー タ通信 設 備 サ ー ビス とい うの と言葉 は同 じなの で す が 、

私 は 内容 が違 うと思 うの です 。 電 電公 社 さん が お や りに な って い るの は 明 らか

に情 報処 理 だ と思 うの です け れ ど も、 国 際電 電 さんが デ ータ通信 設 備 サ ー ビス

だ とお っ しゃ ってい るの は、 私 の 分 けた範 疇 で言 うと、 コ ミュ ニケ ー シ ョ ン ・

プ ロセ ッ シ ング、 通信処 理 の範 疇 に入 る もの では ない か と思 う。 現 にた とえば

オ ー トメ ッ クスの よ うな もの は、 それ は通 信 の 処理 の 仕方 と して民 間に ど うぞ

ご使用 に な ってい た だ き たい とい うか積 極 的 に売 ってい らっ しゃ るの で、 あ れ

の中 で情報 処 理 がや れ る とい うこ とでは な い わけ です 。 同 じデ ータ通 信 設 備 サ

ー ビス とい う名 前 で
、VAN的 な もの の み を国 際電 電 は お や りに な ってい て、

片 一 方 は純 然 た る処 理 を され て い る。 これ は非 常 に困 りま す。 概 念 が混 乱 して

い る と議論 も訳 が分 らな くな りま す。 デ ータ通 信 設備 サ ー ビス とい うの は 言 葉

の 厳 密 な意 味 か ら して国 際 電電 さんが お使 い に な ってい る よ うな意 味 に限定 す

べ きであ る と私 は 考 え ます 。 そ して、、それ こそ キ ャ リアが お や りに な るデ ー タ

通 信 設 備 サ ー ビス では な いか と思 い ます 。

それ か ら もう1つ つ け加 えた いの です け れ ど も、加 入型 の システ ム ≒個 別 請

負 型 の シ ステ ム(い わ ゆ る各種 シス テム)の 相 異 です。 個 別請 負型 の シス テ ム

は、 これ を民 間 情報 サ ー ビ ス業 が お や りに な れ ば恐 らく発注 者(ユ ー ザ)の シ

ス テ ム とい う ことに な る と思 い ま す。 従 って 回線 の契 約 もユ ーザ の名 前 で され

るで し ょ う。 それ を電 電 公 社 が請 負 われ て も、 考 え方 として は その ユ ーザ の シ

ステム だ と理 解 すべ きだ と思 うの です 。従 って その システ ムの 共 同使 用 や他 人

使用 あ るいは 他 人 との 接 続 は、 その ユ ーザ が独 自で その シ ステ ムを持 たれ たの

と同様 の取 り扱 い にす べ き では な いか と考 え ます。 それ を回線 も設備 も電 電 公

社 の もの 、 電電 公社 は キ ャ リヤだか ら何 で も自由 だ とい うの は、 先 ほ どか らの
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ご意 見 の よ うに 明 らか に不 平 等 で ず。 この意 味 で、 共 同 使用 、 他 人使用 、接 続

等 の一 般 制 限 が現 状 の ま まだ と した ら、 電電 公社 の各 種 シ ステ ムに つい て もそ

れ を明記 す べ き です。

Eこ れ は 実 際 に や って もら うと費 用 は 安 いの です か 。

司 会 安 い とい って売 って い る向 き もあ るよ うです。

E使 う方 は安 くて ち ゃん とや って くれ れ ば それ で もい いの で し ょ うけ

れ ど もね 。

B公 社 として は採算 的 には ど うなの です か 。

E赤 字 です よ。

司 会 デ ータ通 信 設備 サ ー ビスは非 常 に 大 きな赤 字 の よ うですね 。 収 支 比

率 も非常 に 悪 い よ うです 。

D収 支 率 につ い て は公 社 は 匡1会では150と 言 って お ります けれ ど も、

相 当 セ ンタ ー を多 くつ く って 使用 効 率 は それ ほ ど高 くな い はず です し、 料金 は

上 げて い な いの で累 積赤 字 は どん どん 上 が って い きます ね 。 さ っきお っ しゃ っ

た各 種 シ ステム はす べ て郵政 大 臣の認 可 を と って 料金 を決 めて い るの です が、

今 度 の … …。

A今 度 の 回線 の 値上 げ で もい ま 言 われ るよ うに デ ー タ通 信 サ ー ビスは

赤 字 なわ け です 。 その意 味 では本 来的 に は サ ー ビス料 金 こそ上 げ るべ きなの で

す 。 回線 料 な んか 上 げ ない で、 サ ー ビ ス料 は その ま ま据 え置 い て い るわけ です

ね。

司 会 独 立採 算 の 問題 が1つ あ るの で す が、 概 念 が そ うい うふ うに こん が

らが って い るため 、 会計 の分 け方 もその 概 念 に従 って な され るこ とに な るの で

す 。 特定 回 線 も設 備 サ ー ビス もデ ー タ通信 とい う一章 で くく られ て い るた め、

特 定 通 信 回線部 分 で は非 常 に収 益 が上 が り、 デ ー タ通信 設 備 サ ー ビスの方 で赤

字 が 出 て も大 きな財 布 の 中 では一 緒 に な って しま う。 そ うい うこ とで言 えば、

一 般 ユ ーザ ー は公社 の デ ータ通 信 設備 サ ー ビス を助 け るた め に、今 度の 値上 げ

を させ られ るみ たい な 、 そ うい う変 な誤 解 を生 む の では な い か。 そ うい う点 で
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も、 や は りきちん と別会 社 に して や ってい た だ くべ き じ ゃな い か と思 う。

Bこ れ は妥 当 か どうか わ か らな いの で す が、 い わ ゆ る処 理 サ ー ビス と

い うこ とに な る と非 常 に小 ま めな サ ー ビスが 必 要 に な って くる。 だか らそこ で,

電電 公 社 は悪 くな る と思 うの です。 い っその こ と情 報 サ ー ビスを や って くれ た

方 が、 国 家的 、統 計 的 な 、特 許 情 報、 文献 検 索 的 な もの 、 い わ ゆ る国 の 文化 向

上 に役 立 つ よ うな こと をや ってい た だい た方 が私 ど もは助 か る よ うに 思 うの で

す。 た とえ ば 日本 科 学技 術情 報 セ ンタ ーがJOISと い う文献検 索 を個 々に や

って い ます が、 ああ い う非常 に大 きな そ うい う資料 を集 め る力の あ るい わ ゆ る

国 の計 算 セ ンタ ー的 な 役割 りでや って いた だ いた方 が、 これ で も民 間 との 競 合

は もちろん あ るの です け れ ど も、 ユ ーザ ー と して は 非常 に あ りが た い。

司 会 情 報処 理 では な くて情 報提 供業 です ね 。

Bそ うです 。処 理 業 に な る といまの コス トの 問 題 な ん か …… 。

c私 はQ-3-1(直 営 サ ー ビスの 範 囲)の と ころで3に 、 電電 公 社

は一 応 回線 だ け、 通 信 だけ とい う ことで書 い たの で すが 、 いま ご意 見 が 出 た よ

うに、 公 共の 益 に資 す る事 柄 に 関 しては 電電 公 社 と、 も う1つ た とえば 情報処

理 公社 とい う と こをつ く って 、 そ こで そ うい うい ろい ろ な公 的 な情 報 提供 を す

る とと もに 、初 めの 関 係 と も絡 ん でお るの です が 、 い ろ ん な コン ピュ ー タ、 つ

ま り異 な った コ ン ピュ ー タ をつ な ぐ、異 な った コン ピュ ー タ とい うの は 異 な っ

て お る業 種 にお い て も日本 にお け る あ らゆ る コ ン ピュー タ をつ な げ るよ うに、

た どえば地 域 に、 兵 庫 県 で もどこ で もいいの です が、 県 単 位 に1つ1つ 地 域 の

コ ン ピュー タ を設置 して い く。 その コ ン ピュ ー タに そ れ ぞれ その地 域 に あ る一

般 の コ ンビ。ユ 一 夕 を希 望 が あ れば接 続 してい く。 ほ かの コ ン ピュ ー タ とつ な げ

る必要 が あ る とい うの で あれ ばつ な げれ ば いい し、要 らぬの であ れ ば、独 自で

や る とい うの で あ れ ば それ で いい の です 炉、 い ま は独 自に 回線 を申請 してA社

とB社 の コ ン ピュ ータ は つ な が って い るが、 そ こに もう1つ あ らゆ る コン ピュ

ータ をつ ない で や りと りを させ る大型 の コ ン ビ。ユ ー タ を持 って … …。

司 会 ネ ッ トワ ー ク.ユ ー テ ィ リテ ィです ね。
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Cで す か ら、A社 は一 応 その 大型 の コン ピュ ー タに一 た んつ な い で、

そ こか ら出 て い く。 そ うい うよ うに各地 に コ ン ピュ ータ を地域 ご とに設置 して

い って、 それが お 互 い に ネ ッ トワー クを持 って お る とい う こ とに して おけ ば …

'.・o

司 会 結局 、 コー ド ・コンバ ー ジ ョンか ら、 フォ ー マ ッ ト変 換 速 度変 換 、

制 御 方式 何 か ら何 ま で皆 含 めた 形 とい うこ とです ね。

Cあ る程 度処 理 を して で すね 。

司 会 それ は 非常 に 大事 な ことだ と思 う。

Cど の業 種 で もつ なが る とい う前 提 で、 どこの コ ン ピュ ー タ で もつ な

が ってい く。 その 電電 公社 か情 報 処理 公社 か 何 か あ った と した ら、 それ が持 っ

て お る コ ン ピュー タ に一 般 の私 企業 の コ ン ピュー タはす べ てつ な が って い る。

その コン ピ ュー タ経 由 で どこか へ また つな い でい くとい う形 の もの 。 地 域 ご と

に コ ン ピュ ータ を置 い て 、 そ れ に接 続 して い って 日本 全 国 の ネ ッ トワ ー クを構

成 す るとい うこ とにす れ ば 、 い ま か らこ こ とつ な ぎた い か ら とい うこ とで な く

て も、 自分 が 大 阪 に あ れ ば大 阪 の そ うい う地 域 の集 合 の コ ン ピュー タ に対 して

接 続 を 申 し入れ て、 相 手 の方 が北 海 道 だ った ら北 海 道 の地 域 の コ ン ピュ ー タに

対 して 申 し込 ん でお け ば その ユ ン ヒ。ユ ー タ同士 つ な が ります か らね 。 だか ら、

大 阪の コ ン ピュー タが 大 阪の 公 社の コ ン ピュー タに つ なが って、 それか ら北 海

道 の公社 の コ ン ピュ ー タ ま で行 って 、 もう1つ 北 海道 の ま た別 の 私 企業 の コン

ピュー タ につな が る、 そ うい うネ ッ トワー クが …… 。

司 会 将 来 的 に は可 能 な の では な い で し ょうか 。 た だ 、現 在 の と ころ では
ノ

プ ロ トコル とか通信 制 御 の方 式 とか テ キス トの長 さ や レス ポ ン之 タイ ム とか 非

常に複雑 で技 術 的 に も経 済的 に もかな りむず か しいの で は な い か と思 う。

Gい まDCNAと い うの が大 分 検討 され て お るよ うです ね。

司 会 一 番初 め近 畿 日本 ツ ー リス トと 日本 航 空 とが コ ン ピュ ー タを結 ん だ

わけ です が、 その後 複 数 の 航 空 会 社 と、複 数の 旅行 業 者 が コ ン ビ.ユー タの 接 続

をす る計画 が出 て きて 、 その と きに一時 話 が あ ったの です が 、 その よ うな コ ン
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ヒ。ユ ー タ と コ ン ピュー タ を個 々 に接 続 しな い で、 コ ンピ ュー タ を持 って い る旅

行 業 者 及 び コ ン ピュー タ を持 ってい る航 空 会 社 は1つ の 共通 の ネ ッ トワー ク を

つ くって しま って各 社 が これ に コン ピュ ー タ をつ な ぎ込 んで い った ら ど うか と

い う話 が あ ったの で す が、結 局 個別 につ ない だ方 が コ ス トが安 くな る とい う こ

・とで この 案 はつ ぶ れ て しま ったの です 。 しか し、 お っ しゃ る とお り、 今 後 は そ

うい う形 に な るで し ょ うし、 む しろ キ ャ リヤ と しては そ うい う方 向へ の 努 力 を

して い た だ い た方 がい い と思 う・DCNAは そ うい う意 味 で重 大 な意 義 が あ る
。
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Q3--1-4一 般 シ ステ ム

一般 シス テ ムに つ いて の ご意 見 をお きかせ 下 さい。(択 一 回答)

DRESS

DEMOS

DIALS

維持すべき

である

民間 に まか す

べ きで あ る

2
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司 会 「一 般 シス テム 」でDRESS、DEMOS、DIALSに つ い て

の ご意 見 をい た だ いて い るの です が、 ま とめ る と、'DRESSに つ い て は1の

「維 持 すべ きで あ る 」が1、2の 「民 間 に まかす べ きで あ る 」が6、DEMOS

も同 じで、1と6、DIA'LSは1が3、2が4、3の 「わか らな い 」が1で

す 。 これ に つ い て何 か ご意 見 をい た だけ ますか 。 これ は ご意 見 をい た だ く欄 が

なか ったの で私 の 手元 には 何 もな いの です が 、 「維 持 すべ き で あ る 」とい うご

意 見 をい た だい た方 は …… 。

E私 です けれ ど も、 実情 が よ く分 か らな い もの です か ら、 た だ し公 平

な競 争 が前 提 であ る と書 いた の です が 、赤 字 な らち ょっ と問題 あ ります ね 。

Dこ れ こそ本 当 に民 間 でや るべ きサ ー ビスな ん です 。 公社 が や る理 由

は1つ もな い の です 。 セ ンター を い っぱ いつ く って しま って 赤 字 の根 源 にな っ

てお るの で す 。

Eこ れ は初 めは 研 究 開発 的 な感 じなの です ね。

D初 期 には 大 型 プ ロジェ ク トの 開 発 とい う名分 もあ った.でし ょうが 、

もう開 発 は終 わ った です か らね 。 開発 先 導 、技 術 先導 とい う意 味 合 い が も うな

くな りま した です ね 。

Eそ れ では ち ょ っ と問 題 です ね 。

D中 身 は む し ろIBMさ ん の コー ル360と かMARKMと か と全 く

同 じよ うな フ ァイ ルな い しはパ ッケ ー ジで ……。
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A3-2競 合分野 の公平 競 争 条 件

・公社 の行 な うオ ンラ イン情 報 処 理 サ ー ビス(デ ータ通 信 設備 サ ー ビス)の うち と してDRESS
、

DEMOSは 、 民間 のオ ンラ イ ン情 報 処理 サ ー ビ1と 競合 す るこ とは事 実 です。

・この間 の競争 は公 社が 巨大 で あ るか ら
、 回線 提供 者 と して独 占体.であ るか ら、 とい う理由 だけ で、

不公 正 な競争 だ とい うこ とは で きませ ん。

また、利 用者 の多 くの 部分 は 中小企 業 です 。

・しか し、 次 の よ うな声 が あ る こ と もまた事 実 です。

△地 方 の情 報処 理業 者 が 圧迫 され る。

△公 社 の提供 す る直営 機器 は使 用料 以 外 に債券 購 入の義 務 を負 わせ る 、民 間 で はそ の よ うな こと

はで き な い。

△ 設備 サ ー ビス 部 門 の経 理 を公 表 す べ きだ。

Q3-2競 合 問題

上 の事 情 を参照 され て、 ご意 見 をお き かせ下 さい。

!Q-3-IT4でDREsS・DEMOsiま 民 間 に ま1'す べ きだ と答 え られ た方 も・ 　応 硫

維持 を前提 と されて)

1.DRESS、DEMOSが 維持 され る以 上、 ある程度 の競 合 、摩 擦 は や む を得 ない。

2.民 間 との競合 にっ き、 具 体 的 な調 整策 が講ぜ られ るべ きだ。

3.そ の他 の ご意 見

4、 わ か らな い
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司 会 その 次 に、 この 競 合 問題 を ど うす るの だ とい うこ とにつ い て ご意 見

を ち ょ うだい してい るわ け です が、1の 「DRESS、DEMOSが 維持 され

る以 上 、 あ る程 度 の競 合、 摩擦 は や む を得 ない 」とお答 えい た だい た の が5、

2の 「民 間 との 競 合 に つ き、 具 体 的 な調 整 策 が 講 ぜ られ るべ きだ 」とお 答 えい

た だ い たの が1あ りま して …… 。

Eそ れ は私 が マ ルをつ けた の です 。 や る以 上 は公 平 に競 争 をや るな り、

話 し合 って だめ な らや め て も ら うとい う こ とでは ないか と思 うの です 。

司 会Aさ んは 、 公 社 の この 事業 につ い て は部 門経理 を明確 に す べ きだ と

い うこ とでい た だ い てい ます が 、 ご意 見 は同 じな わけ です ね。

Aそ うです 。

司 会Fさ ん は ここ で も、独 立採 算 、 別会 社 に すべ きだ と述 べ られ て い ま

す。
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民間の活動範囲

VANの 許容

・VANサ ー ビス の定 義

コモ ンキ ャ リヤ(公 衆通 信事 業 者)か ら回線 を借 り、 回線 サ イ ドで

(a)入 出 力機能 、 デ ー タ コ ー ドや フ ォー マ ッ ト変換

(b)入 出 力装 置 と プロ セ シ ン グ/ス トレー ジ間 の プ ロ トコ ル

(c)デ ータ処 理 にお け る誤 り制御 訂 正

(d)分 散 デ ータ処 理 シス テ ムの 制御

な どの機能 を付加 して、 ユー ザ ーに その付加 機能 つき の回線(網)サ ー ビス を提 供す る とき、

れ をVANサ ー ビス とい う。

ユ ーザ ーは オ ン ライン シス テ ムを組 む場 合,回 線料金 と一定 の付加 料金 の支払 いに よ り、 自己 の

シス テム機能 負荷 を軽減 で き るサ ー ビス。

△ 実 例

ア メ リカのTELENET

TYMNET

ATTのTNS な ど

Q4-1VAN問 題

日本 で も民 間 のVANサ ー ビス(業 者)を 認 め よ、 とい う声 が あ ります。 ご意見 をお き かせ下 さVb

l.わ が 国 で も、民 間 のVANサ ー ビス を認 め るべ きだ

わが 国 では,キ ャ リヤ(公 社KDD)が そ の よ うなサ ー ビス を提供 す れ ば よい

VANの よ うなサ ー ビスは必 要 で はな い

4.わ か らな い
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司 会 次 の 「民 間 の 活動 範 囲 」に入 らせ てい た だ きます 。

VANの 問 題 な の です が、 「日本 で も民 間 のVANサ ー ビス を認 め よ、 とい う

声 が あ ります 。 ご意 見 をお きかせ下 さい 。 」とい う質 問 に 対 し、1の 「わ が国

で も、 民 間のVANサ ー ビス を認 め るべ き だ 」とい うの が8、 「わが国 では、

キ ャ リヤが その よ うな サ ー ビスを提供 す れ ば よい 」とい うの が1。 実 は これ は

私 です が 「すれ ば よい 」 とい うの では な し に、 ここの と こ ろ を 「せ よ 」と した

方 が よい とい うこ と で私 は これ に二 重丸 をつ けたの です 。 その 趣 旨は先 ほ どC

さん が お っ しゃ た よ う な 意 味 で 、 ネ ッ トワー ク ・ ユ ー テ ィ リテ ィ なん とい

う ものは 民 間 で は と うてい で きな いか ら、 そ うい う もの は電 電 公社 が 進 ん です

べ きで あ る とい う意 味 で私 は2の 方 に二 重 丸 をつ け て 、1に は小 さな マ ル をつ

けたわ け です 。何 か こ こ ら辺 につ い て ご意 見が あ りま した ら… …。

A特 に な い の で す が、 電 電 な りがVANを や る こ とに つい て は反 対 せ

ぬわ けで す けれ ど も、 電 電 だけ がや る こ とに は反 対 した い わ け です 。

Eそ うい うこ とです よね。

司 会 大体 皆 さん の 意 見 は一 致 してい るよ うです 。
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A5回 線利用の自由度

A5-1混 合使 用 に は2種 類 あ りま す。

・交 互 作 用

あ る 回 線 を 使 。 て 、 デ ー タ 伝 送 や 電 話 送 受 信 や プ ア ク シ ミ リ通 信 な ど

を 交 互 に 行 な う と き

・ 分 割 使 用

帯 域 回 線 を 分 割 し て 、 分 割 帯 域 ご と に デ ー タ 伝 送 や 電 話 送 受 信 や フ ァ

ク シ ミ リ返 信 を わ り あ て て 使 う と き

Q5-1混 合使 用 の需 要

1.今 後 、 混 合 使 用 を 大 い に 利 用 す る

2.今 後 、 混 合 使 用 を そ れ ほ ど 利 用 す る わ け で は な い

3.今 後 、 混 合 使 用 は 全 く 利 用 し な い

4.わ か ら な い

司 会 それでは 「回線利用の自由度」 にいきま して、混合使用 には2種

類 あつて、 ある回線 を使 って、デ ータ伝送 や電話送受信やフ ァクシ ミリ通信な

どを交互 に行 う もの と、分割使用、これは 「帯域回線 を分 割 して、分割帯域 ご

とにデ ータ伝送 や電話送受信や ファクシ ミリ通信 をわりあてて使 うとき」 とい

う注釈がついていますが、 まず 「Q-5-1混 合使用の需要」で、 「今後、混

合使用を大 い に利用す る」 が3、 「今後、混合使用をそれ ほ ど利用す るわけで

は ない」 が5、 これ は ご意 見がいずれ に して も自社が とい うのと、 多分 自社 は

含めて も日本 全体と して とい う感 じでお答え いただいたのとあろうと思 うけれ

ども、 どなたか これで ご意 見を開陳 していただけ る方 い らつ しゃいませんか。

E私 もこれ は自社 が とい う意味で マルをつけたのですが、電話 とデ ー

タ とまぜて1規 格で使っていきたい とい うことです。
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司 会 これは料金体系いか んに非常 にかかわつて くるわけですね。あ るい

はVANの 自由度 によつて も大分変わつて くると思 うのですが……。

E確 か に料金が変わ ると別 々にやつた方が いいとか とい うことにな る

わけです ね。

司 会 先ほど来 の議論はいまの制度が前提 の話ですか ら、基本的 なことが

変 わる と大分 ご意見が変 わって くるだろ うと思 います。

E確 か にそのとお りですね。
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A5-2符 号 品 目と帯 域 品 目の分 離

・昭和53年4月 か ら現 在 まで の 回線 規 格 は符 号品 目と、 帯域 品 目に 分離 され ます。

・帯域 品 目は同 レベ ル の符 号品 目に くらべ、 回 線料 金 が約20%割 増 とな ります。

平 均値 上率

現D1→

現D5→

現D7→

現D9→

新1仁■

(他 にDlS、D13、9600

・分離 の意 味 はサ ービス の原価 に よ る価 格 設定 か ら価 値(効 用)に よ る価格 設 定 へ の

移行 に あ ります。

Q.5-2符 号 品 目 と帯域 品 目の分 離

効 用 価 格MODEM

帯 域 品 目 混 合使 用 に よ りデ ータ

音 声 フ ァ クシ ミリの伝 割 高 ユ ーザ ー自営

送 可 能

符 号品 目 デ ータ のみ伝 送 可 能 割 安 公 社 直 営

新D1

{
新1200

新D5

{
新2400

新D7・

新4800

{新D9

新48K

I1.3

～40%

～20%

～40%

～20%

～40%'

rN20%

-40%

～20%

～40%

新 設)

分離 に っ いて の ご意見 をお きか せ 下 さい(択 一 回答)

1.分 離、 価 格差 はや む を得 な い た だ し、 価 格 差 が大 き すぎ る

2.分 離、 価 格差 は や む を得 な い た だ し、 価 格 差 が小 さす ぎる

3.分 離 自 体に反 対

4.な ん ともい えない
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一
司 会 次 に大事 な問 題 で,料 金制 度 の上 で符 号品 目 と帯 域 品 目の分離 が計

画 され て お るわけ です が 、 これ につ いて1の 「分 離 、価 格 差 はや む を得 な い

た だ し、価 格 差 が大 きす ぎ る」 が4、2の 「分離 、価格 差 はや む を得 な い た

だ し、価 格 差 が 小 さす ぎ る」 が2、3の 「分 離 自体 に反 対上 が2、 それ か ら、

値 上 げ 自体 に反 対 とい うの が1。

これ は 「価 格差 が大 きす ぎ る」 とい う ご意 見 と 「価 格差 が 小 さす ぎ る」 とい

うご意 見 とに分 か れて い るので す が 、 どな たか どち らか の意 見を ひ とつ … …。

G私 は2に つ け た の で す が、 これ は現 在 の通 信 技術 の問題 で、 今 回

こ う いつ た帯域 品 目と符 号品 目とを分 けた の は 多分公 社 側 の都 合 で は な いか と

思 われ るので す が、 デ ィジタル通 信 そ の もの です と、音 声 を デ ィジ タル化 す る

の に64Kビ ッ ト・パ ー ・セ カ ン ドぐ らいの ス ピ ー ドが 必要 に な るわ けで す 。

そ れで 、 デ ィジタル の単 な る符 号 品 目で す と実 際 には2400、4800の も

の も9600で 送 られ ます か ら、64Kビ ット ・パ ー ・セ カ ン ドの音声 品 目 と

符 号品 目とに分 け た場 合 に、 これ は実際 の資 源 の需 要 度 か ら見て価 格差 が あ つ

て も当然 で は な いか とい う考 え方 を した わ けで す。 これ は最近 の技 術 の進 歩 に

ょ つて そ うい うデ ィジ タル通 信 技 術 が実 際 に出 て き た段 階 で は む しろ符 号品 目

につ いて は もつ と もつ と下 が って い いはず で あ る、 そ うい う意味 な ので す。

H私 が思 うには 、1と2の どつ ちか は、 符 号品 目が もつ と下 が っ た方

が い い と い う人 は2,逆 に帯 域 品 目も下 げ る方 が い い と思 う人 は1だ と思 うの

で す。

G両 方下 が つて くれ れ ば これ に こ した こ とは ない わ け なので す が ……。

H1の 方 は帯 域 品 目が 高 過 ぎ る、2の 方 は符 号品 目が 高過 ぎ る と思 っ

て い るわ けで す よ。

司 会 両方 下 げ よ うとい うのは1で 、 符 号 は も つ と安 くな るべ きだ とい う

のが2だ と… … …。

E両 方 下 げ う とい うの は3な の で す。

Gこ れで す と、 本 当 に デ ィジ タル通 信 や る と公 社 はぼ ろも うけ じ ゃな
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いか とい う気 がす るのです。 これ は技術的 な面か ら見た場合ですか ら、 日本全

国全部 にそ うい つた技術 が渡 っていないわ けですか ら、また公社 の立場 か らす

ればそ うい つた設備投資の問題 も当然 出て くるのだ とは思 うのですが、利用者

的 な 見地 に立てば、符 号品 目はもつ ともつ と安 くなつて もいい じ ゃないか とい

う気が します。

司 会 これ は前か らの話です けれ ども、同 じデ ィジタル なのですが、テ レ

ックスは電 話 に比 べ て高 い で す ね。 電 話 は1200、 テ レ ックスは50b/Sで

そ の上MODEMも い らない のです か ら、 料 金 が10円 と7円 で は非常 に高 い

と思 い ます ね。 だ ん だ ん符 号 は安 くな るはず で す 。

「分 離 自体 に反 対 」 とい うお答 え をい た だ き ま したが 、 これ は両 方 とも反 対 で

す か。

D私 が 書 い た ので すが 、 い ま ご ろに な つて こ うい うこ とをや るの は ち

よつとおか しい とい う基 本的 な考 え が あ るわ けで す。 い ま まで認 めて お つて、

なぜ 符 号品 目をつ く らなけ れ ば い かぬ の か。 とい うのは 、DDXが 出 た と き に

つ くるべ きで あ つて 、い ま じ ゃな い ので す ね。 大 体 こ の符 号品 目と.いうの はD

DXの 中 の 回線 交 換 と専 用 線 的 な もので す ね、 こつ ち の方 に これ が 出て くる は

ず な ので す。

司 会 回線 サ ー ビスです ね。 多分 私 は特 定 回線 の 中 に あれ を取 り込 む た め

の1つ の ス ァ ツフ… … …。

D1つ のス テ ップで しよ う。 だ つた らい ま出 す べ き じ やな い と思 って

い るの で す。

Gた だ 、 これ は ち よっと聞い た情 報 な ので す が 、実 際 に は一 度 に設 備

で きな い た め に,符 号 品 目 と帯 域 品 目を分 け たの は 、符 号品 目で 申 し込 ん だ と

こ ろは音 声 が通 らな くて い い とい うこ とで 、そ うい うデ ィジタル通 信 設備 が で

きて お ると こ ろに対 して はDSU、(デ ー タ ・サ ー ビス ・ユ ニ ット)、-MO

DEMの か わ りの も ので す け れ ども一一 それ を 持 って くるか 、普通 の従 来 のMO

DEMを 持 って くるか、 結 局今 回 のサ ー ビスで は 全然 わ か らな くな つて い るわ
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けで す。 徐 々にそ うい つ たサ ー ビス をふ や してい くた め の公 社 側 の事 情 で は な

い か とい う気 が す るので す が ね。

Dし か し、 そ の た め にい ま こ こで 出 して 非常 に混 乱 を させ て しま つて

い るわけ です ね。

EDDXの 回線 サ ー ビスで借 り切 りの も の,専 用 線 的 な もの はい つ か

消 えた とい ううわ さも聞 い た ので すが 、 また復 活 した ので すか 。

司 会 消 え た とい うの は専 用線 の中 に おのず か ら入 る とい う こ とでDDX

の中 か ら消 え たの です6Xは エ クスチ ェ ンジです か ら。 あれ は エ クス チェ ンジ

のサ ー ビスで は な いか らで す。

Eそ うい うこ とで す ね。 だか ら、 ここ に組 み込 まれ て しま うわけ だ。

D私 は公 社 は タ イ ミングを ち よっと読 み 間 違 つた の じ ゃな いか な とい

う気 が して い るの です 。

司 会 た だ 、現 在D1を9600b/sな い し4800b/sで も使 って

お られ る と ころは 、Sに しよ うか 、元 の ま まに して お くのか とい うこ とにつ い

て は 、 ま だ新 しい 商 品 の 品質 が実 際 にわか らない の で大 変 お迷 い にな つて い る

の で はな い か と思 う。

D混 乱 と迷 い を与 え ま す ね。 そ うい う意味 で はい ま分 離 して はい け な

い。 何 で こん な に急 い だ の か な と思 っ たの です。 む しろユ ーザ ーに非常 に反 発

を 買 い、 な おか つ混 乱 を与 えて い る とい う意味 で分 離 に反 対 と言 って い るので

す 。

E前 に統 一 した と きに,混 合 が な くな つ た と き にす つ き り した な とい

う感 じは したので す 。 だか ら、 そ うい う意味 で は … … …。

Dこ うい うふ うに並 べ て併 記 して しま うと混 乱 を与 え るので す 。 む し

ろDD琴 の とき に回線 の サ ー ビス の メニ ュ ーは こ うです よ と一 緒 に出 した方 が

よか つ た。 専 用線 と一 緒 に出 して しま うと こ うい うこ とに な つて しま うの です 。

セ ール ス的 には ま ず い や り方 で は なか つ たか な と思 うので す。

D公 社 に して みれ ばサ ー ビス のつ も りで これ を追 加 したか も しれ ませ
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んが ね。

司 会 私 が 聞 い た の は,D1で9600は 公 社 は無理 で す よ とい うこ とを

申 し上 げ てい るの に9600で 勝 手 に お使 い にな つて … … …。

G通 達 が 出 ま した ね。

司 会MODEMが 悪 い の を回線 が 悪 い とい うふ うに お つ し やつて い ただ

い た のでは も う公社 の立 つ 瀬 が ない ので 、 それ で は保 証 しま し ょうとい うの で

Sを つ く りま した 、 こ うい う ご説 明 が あ つ たわ けで す。

DD-ISは い い と思 うの で す。 けれ ども、 符 号 品 目とい う新 しい制

度 は ち ょつ とおか しい。

G通 達 が 公 社 か ら出 ま したね 、D1に つ いて は帯域 を保 証 して い る だ

けで あ つて 、デ ータ につ い て は 保証 して い ない ので 、 それ を 承 知 の上 で使 うな

ら使 って くだ さい とい うよ うな。

司 会 だ か ら、 ロ ーカル の方 の回線 の品質 が悪 い と言 わ れ て もD1に つ い

て は公社 は責 任 を 負 わ ない の だ と… … …。

G音 声 が通 れ ば そ れで い い の だ とい う ことで す ね。

司 会Fさ ん 、 この点 で何 か 一言 。

F私 は 「分離 はや むを得 ない、た だ し価 格 変 が 」・さす ぎる」 につ け たの

で すが 、 国 会 の決議 が あつ て どう して も電 話 下 げ られ ない の な ら、技 術的 に当

然 原価 が 下 が って い る方 のデ ィジタ ルは下 げて も らい たい 。

G分 離 した の な ら符 号品 目は現 在 よ りも安 くなつ て しか るべ きだ とい

う考 え方 なので す。
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Asr5付 加料 金 に よ る使 用 制 限開 放

オ ン ライ ン ・システ ム にお け る通 信 回線 の使 用 につ いて

・日本 では

通 信 の国家 独 占原則 の下 に、 メ ッセ ージ通 信 の禁 止、 通 信 の私的 交換 の禁 止 とい う、

原 則が あ り、 必 要 に応 じ、 制 限 をゆ るめ る力 式 とい つてよい で しよ う。

・アメ リカ では

通 信は事 実上 自然 独 占状態 に あ ります が、 オ ン ライ ンシス テムに っ い て回線 の使 用

は原 則 と して 自由で す。

・ヨ ーロッパで は

通 信は国家 独 占 がふ つ うです が、 理 論的 に とい うよ りもむ しろ通 信事 業 者 の経済 的

利 益 に影響 す る お それ の あ る回線 の使 用法に は、 付加 料金 をつ けて許 す 場合 も多 い

状 況 です。

っ ま り付加 料 金 さえ出 せば 回線 の使 用は結 果 と して 自由 に近 い 方 式 が多 い の です 。

(仮 に これ を欧 州 方 式 と呼 ぶ こ とに します)

Q5-3欧 州方 式 へ の賛否

上 の アメ リカ方 式 は別 と し、 日本方 式 と欧 州方 式 を く らべ て、 ご意 見 をお き かせ 下 さい。

(択一 回 答)

日本で も欧 州方 式 の ほ うが よい

2.日 本 で は欧州 方式 は疑 問

そ の他 の ご意 見

4.わ か らな い
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司 会 次 は 条件 つ きで す が、早 い話 が ア メ リカ方 式 で い つた方が いい か 、

ヨ ー ロ ッパ 方 式 でい つ た方 がいい か とい うこ とです 。 ア メ リカ方 式 は別 と して

欧 州 と 日本 方 式 で、1の 「日本 で も欧 州方 式 の ほ うが よい」 が4、3の 「その

他 の ご意 見」 が4、 そ の中 には アメ リカ方 式 にす べ きで あ る と断 固 主張 して い

る向 きも あ ります。Hさ ん、 これ は … ……。

H私 が 「その他 」 とい うこ と に した の は、 ア メ リカ方 式 にす べ きだ と

思 うの だ けれ ども、 た だ 「ア メ リカ方 式 は 別 と し」 とい う設 問 で す ので 、 で あ

れ ば欧 州方 式 の方 が いい けれ ども、 こ の中身 が 一 体 どうい う ことな のか 、 た と

えば 付加 料 金 が 高 くて もあ えて それで もい い とい うわ けで は ない もので す か ら

それ によ つて 判 断 します とい う意 見を 「そ の他 」 と して 書い てい るので す。

司 会Eさ ん も … … …。

E同 じです。

司 会 大 体皆 さん そ うだろ うと思 い ます。 ア メ リカ まで い か な くて も、 せ

め て欧 州 まで とい う と ころだ と思 い ます。

Hた だ し、欧 州 も どの辺 か 、 イタ リアか,イ ギ リス までい くの か わか

りませ んが,付 加料 金 の内 容 が ど うな の か とい うこ とが … … …。

司 会 これ も46年 の 回線 開 放 当 時 の話 な ので す け れ ども、 そ の当 時 の担

当 課長 と話 して い る と きに 、共 同使 用 も他 人 使 用 も利 用 条件 と して は制限 を設

け ない で、 む しろ付 加料 金 方 式 でい くのは どうだ ろ うとい う個 人的 な話 が あ り

ま した。 私 もそ の と き にそれ も1つ の方 法 だ と思 う、制 度的 に やや こ し くす る

の はいか ぬ 、経 済 的 だ けに した らいい の じ ゃな い で すか 、 た だ し制限 的 な要素

に な るほ ど強 い 料 率 を おつ け に な つた ら ぐあい が悪 い 、15%で も高過 ぎ ます

と私 は言 っ た ので す が ね。

E共 同使 用 は 回線 開放 前 は30%だ つた の です か。

司 会 はい 、30%で した。

Eあ れ を逃 れ るが ため に四苦 八 苦 して 単 独 使用 の形 を と るとい う こと

も多か っ た ので は ない か と思 うのです 。 余 り高 過 ぎ る と問 題 だ と思 い ま す。
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司 会2社 で30%、3社 以上 で50%く らい だ つた で しよ う。'こ こ ら辺

は ど うや ら皆 さん の ご意 見一 致 の よ うで あ ります。
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《

A6料 金

A6-1独 占公益 事 業 にお け る料 金 設 定原 則"

公益 事業 の料 金設定 にっい て は、 い ろ い ろな考 え方 が あ ります が、 その 主 な もの は次 のふ たつ

です。

・原 価主 義

適 正 な原価 に適 正 な利 潤 を加 えて 料金 を設 定 す る、 とい う原理 です。

私 企 業 と同 じ く損 を して はい け ませ んが、 公 益事 業で は原 則 と して あま り過 大 な利益 をあ

げ るよ うな料 金設 定 に は問題 が ある、 とい う考 えです。

・価値主 義 ,(効用 主 義)

サ ービスの価値 ま たは効 用に応 じた料 金 を設 定す る、 とい う原理 です。

た とえ ば輸送 機 関 での 等級 別料 金 とか、 低速 回線 よ り高 速回 線の ほ うが 高 い、 とい つた例

が この'原理 に あた るで しよ う。

・上記 以 外 に も種 々な考 えが あ ります が
、 上 の代 表的 な原 理 も、 左か右 か とい つた関 係に は あ

りませ ん。

常識 的 に い って 両 者を どの程 度 の割 合 で組 み合 わ すか、 とい うところ が問 題 で しよ う。

Q6-1価 値 主 義 に対 する考 え

通 信回 線 の利 用 に っい て は、 使 い方 に よって 回線 設 備投 資、 っ ま り原 価 がそ れ程 変 化 す るわ け

で はあ りませ ん。

そ こで、 お お ま か に分 け る と次の ふ たつ の考 えが あ ります 。

〔原価 主 義的 な料 金 〕

た とえば、 帯域 回 線 を提 供 して、 利 用 者が 自営 のモ デム を備 え、 どん な速 度 で使 お うと も、

音 声 と混 合使 用 して も回線 は ひ とっ です か ら、 同一 不変料 金で提 供す る。

〔価値 主 義(効 用主 動 的 な料 金 〕

上 の よ うな場合 、 低 速 で使 うよ りも高 速 で使 うほ うが価値(効 用)が 高 くな 。て い るか ら、 高

速 使 用は低 速 使 用 よ りも料 金 を割 高 にす る。

あるい は 回線 設 備は ひ とつ で も、キ ャ リヤ が 直 営の モデ ム を提供 して、高 速 回線 は高 料金 、低

速 回線 は低 料 金 とす る。

そ こで通 信回線 と料 金 の考 えに つ いて ご意見 をお きかせ 下 さい。

1.通 信回線 料 金 にっ い ては価 値 主 義(効 用主 義)的 な考 えが拡大 す るの は 当然 で あ る(ま たは

やむ を得 ない)

2.通信 回線 料金 に ついて は 価値 主 義(効 用主 義)的 な考 え が拡大 す る のは好 ま し くない

3.その他 の考 え

4.わか らない`
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司 会 料 金問 題 です が ・ 原価 主義 と価 値 主義(効 用 主義)の どち らが い い

だ ろ うかとい う こ とです が 、1の 「通 信 回線料 金 につ い て は価 値 主義的 な考 え

が 拡大 す るのは 当然 で あ る(ま た は,や む を得 な い)」 は2、2の 「価 値 主義

的 な考 えが 拡大 す るの は好 ま しくない」 は5で す。Gさ ん 、 ご意 見い た だ け ま

せ んか。

Gス ピー ドの サ ービスによって 当 然 とい うよ りもある 程度 や む を得 ない の

で はな いか とい う意 見 なの です が、 そ の とき に現 在の価 格 体 系 と して は 原価 主

義 的 な面 か ら見れ ば大 き過 ぎる とい うこ とで 、 あ る程 度 の料 金 差 はやむ を得 な

い と思 い ます が 、 そ の差 を大 き くす る ことは非 常 に問 題 が あ る。 特 に200ボ

ーとか300ボ ーな ん とい うの は、今 度逆 にデ ィジ タル通 信 な んか にな る と実

際 の ス ピー ドは8倍 ぐ らい の ス ピ ー ドに上 げな い と非 同期 通 信 方 式 なので うま

く合 わ ない はず で 、 そ うい うと こ ろか ら今 度 は逆 に原 価 主義 的 にい く と、200

ボ ー、300ボ ーは上 げ ない とい けな い こ と に もな るので 、 あ る程 度 は やむ を

得 ない と思 うの です が 、 それ を大 き くす る こ と に対 して は反 対 で あ る とい うこ

とな ので す。

司 会 これ も一 番 中心 にな るのは 、後 で ま たDさ ん か らお話 しい ただい た

らいい と思 うけ れ ども 、国際 線 の回線,国 内で 言 うとD1相 当 の ものが今 度 の

値 上げ によ つて、 そ の利用 者 側 が高度 のMODEMを つ け るこ と によ つて た と

えば9600b/sで 使 うの と,300b/s、200b/sで 使 うの とで値

段 を 変 えよ うとい う、 お刺 身 にす るな ら高 く します よ、 煮魚 にす るな ら安 く し

ます よ、 同 じ切 り身 を そ うい うふ うに お売 り にな るのが ど うか とい う こ とに一

番 の中心 の議 論 が あ ろ うか と思 うので すが 、 そ こ ら辺 の とこ ろはか な り詳 しく

・郵 政 大 臣 に対 す る異 議 申立 書 で 言 われて い ます が 。

D回 線 とい う原 材料 は同 じで あ つて 、 あ とはユ ーザ ーが努 力 してい い

MODEMを 見つ けて きて 、9600BPSあ るい は4800BPSの ス ピー

ドで使 用 す る と金 を 取 る のは何 事 か とい うの が まず基 本 的 に あ るわ けで す。 そ

れ に対 してKDDは 、 国 際 ラ イ ンは等 化装 置 を置 い て い るか ら コス トが か か る
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とか い ろん な理 屈 を言 って い るので す が 、 それ は通 らぬの じ ゃな い か。 基 本的

に は効 用 主義 とい うのは おか しい。 大 体通 信 回線 の コス トとい うの は決 ま って

しま う。 た とえば1つ の衛 星 か らは7,500チ ャ ンネ ル とれ る とい う とき に1

チ ャンネ ル 当 た りが 幾 らとい うのは大 体 出 る ので す。 電電 公 社 で も出 るの で す。

大 体距 離 が 出て 、設 備投 資 が 出て 、何 チ ャン ネル とれ るか とい うので パ ー ・チ

ャ ンネル の コス トが 出 る ので、 そ れが わか つて い て 、 それ にユ ーザ ーの努 力 で

い ろん な効 用 を上 げ る分 を キ ャ リヤ が取 るのは お か しい とい うのが基 本 的 な発

想 です 。 そ れ で猛 然 反 対 してい るわ けで す。 い ろい ろほか のへ 理 屈 もあ る ので

す が、 非常 に シ ンプル な発 想 と して 、原 材料 プ ラス 若干 の原価 主義的 な の はわ

か るけれ ど も、 ユ ーザ ーの努 力 に よ る効用 面 の分 を む しりと るの はけ しか らぬ 、

そ うい う意味 で す。

司 会 メ リケ ン粉 を売 って パ イに され るの な ら高 く して 、 ノ リに され るな

ら安 くとい うの は お か しい 、 こ うい うこ とな ので す ね。 だか ら、先 ほ どGさ ん

のお つ し ゃつた の とち ょつ と意 味 が違 うよ うで す。

Fさ ん、 この問 題 につ い て何 か …… …。

Fや は り原 価 主義 でい くべ きだ ろ う と思 い ます。 効用 主義 だ と努 力 し

て もかい が な い わけ です か ら技 術 革新 が非 常 に阻 まれ る とい うこと もあ る し、

いろいろ数字 を調べ てみ ると繍 記憶処理 ・ス トが ・5年 間で血 に落 ちてい

ます。 情報 密 度 は何 百 倍 に上 が って い ると思 うので す。 同 じエ レ ク トロニ クス

技 術 を使 っ て い て も、 片一 方 は上 が る、 片 一方 は どん どん下 が る、 これ は ど う

も理 解 で きな い わ け で して 、原 価 は は つ き り出て くるので すか ら、 それ はユ ー

ザ ーに還元 す べ きで す 。 特 に長 距 離通 信 に つい て は 著 しく コス トが 下が って い

るので 、 これ は ユ ーザ ーに還 元 す べ きで は ない か とい う意 見です。

司 会Cさ ん 、 こ こ ら辺 い かがで す か。

C私 が思 って おつた の は、 この設問 が い ま のD1の 回線 料金 の問 題 に

つ いて提 起 され て い る とは 解釈 して い なか つ た ので す。

司 会 い や、 必ず しもそ れ に限 定 され た わ けで は ない ので すが …… …。
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Cそ うい うパ タ ー ンで はな しに、 た とえば200ボ ーだ つ た らこれ だ

け の金額 だ、1200な らこれ だ けだ つ ま り回 線 の ス ピー ドが上 が るに従 っ

て高 くな るの は当然 で あ る とい う解 釈 で1に した わ けな ので す 。 た だ、帯 域 の

問題 、D1に つ いて は ス ピー ドとか 、 そ うい うこ とを関 係 な しに帯 域 と して貸

す ので金額 は幾 らだ 、 そ のス ピ ー ドを幾 らで使 うか は ユ ーザ ー側 の …… …。

司 会 ・Gさ ん のお つ し やる意 味 と大 体共 通 で すね 、 わか りま した・ それ で

は 先へ進 ませ て い た だい て よ ろ しいで しよ うか 。
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A6-2遠 近 格 差

・現 在 の通 信回 線料 金 は、 最 近距 離(同 一 専用 取扱 局 区内)料 金 と最長 距 離(750Km超)料

金 の差 が約100倍 強 です。

.こ の格 差 にっ い て は業種 に よ.て 手摺 が反す る場合 あ り、 むず か しい問 題の ひ とつ です。

Q6-2遠 近 格 差

あな たの ご意見 をお きか せ 下 さい。

1.無 条件 で、 現 在程 度 の遠 近格 差倍 率 はや む を得 な い

2.近 距 離料 金 が あま り上 が らな い条 件 で、遠 近格 差 倍率 は縮少 すべ きだ

3.近 距 離料 金 が若干 上 。て も、 遠近 格 差倍率 は縮 少す べ き だ

4.オ ン ライ ンシ ステ ムで は 、全 国同 一 料 金にす べ きだ

5.そ の 他の ご意 見

6.わ か らな い
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司 会 次 は 「遠 近 格 差 」 の問 題 で す か、 ご回答 を ご披 露 す る と、1の 「無

条件 で 、現 在程 度 の遠 近 格 差 倍 率 は やむ を得 ない」 が1、2の 「近距 離料 金 が

あま り上 が らない 条件 で 、遠近 格差 倍 率 は縮 少 す べ きだ」 が6、3の 「近距 離

料 金 が若 干上 って も、遠 近 格差 倍 率 は縮 少 すべ き だ」 が1で あ ります。 この問

題 は実際 は 自社 の ネ ッ トワ ー クの性 格 によ つて大 変 違 って くる。

E建 前 と本 音 が 違 い ま して … ……。

司 会 ひ とつ建 前論 で … … …。

E私 は 本音 で2に マ ルをつ け ま したが 、建 前 な ら3で い くべ き なので

し ょうね。

司 会Fさ んか らも こ こに コメ ン トい ただ いて い るので す が 、技術 革 新 に

よ つて遠距離 は 多重 化技 術 で 原価 が非 常 に下 が って い る じ ゃな い か。 だ か ら、
　

原価主義 に立つた ら、近距離の問題 は置いておいて、少 な くとも遠近格差 は縮

めるべ きで ある。 国際比較を して も日本 の遠近格差 は大 きい。下がれば いいの

は決まってい るので、 多分 そ こら辺で はい まの近距離が若干上が つてもとい う

ことを除けば ご意 見は共通 になろ うか と思 う。
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A6--5料 金 水準

一 般 的 にい 〔て ⇔ ピ　 タ費 用の うち・ノ'一ドウ ・ア の費 用 が欄 的 に下 り・ ソフ トウエ

アの 費用 が相 対的 に上 ると いわ れ、 通 信回線 費 用 も割 合 か らい 。て上昇 する 費 用 のひ とっ で

しよ う。

'通 信回線 用の
,i・昇には・使用回徽 の増加と1醜 あた り料金の増瓜 付韻 用(付 臓

器 な ど)の 増加 な どの 要因 が あ ります。 、,.、 、

・
、現 在 わ が国 で は、 人件 費、 機 器設 備費 、 消耗 品費 、 外 注費 用 を合 わせ た全 コ ン ピュ ータ費 用

の うち回線数 の 占め る割合 は 、

一般 ユーザ ー .、3～5%

オ ン ライ ン情報 サ ー ビス 業10'%強

で す。

Q6-3料 金 水準

料 金水 準 や コ ンピュー タ費 用に しめ る回線費 用 の割合 につ いて、 高 くて よい か、 安 いほ うが

よいか とい う質問 は 無意 味 です。

そ こで、 料 金 に 関 し何 か特 別 の ご意見 が あれ ば お聞 かせ 下 さい。
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司 会 料 金 水 準 の問 題 で す が 、 「料 金水 準 や コ ンピュ ータ費 用 に しめ る回

線 費用 の割合 につ い て 、 高 くて よい か、 安 い ほ うが よい か とい う質 問 は無 意味

で す。 そこで 、料 金 に 関 し何 か特 別 の ご意 見が あれ ば お聞 か せ下 さい。 」 とい

うことで 、 こ こで7人 の方 か らコ メ ン トをい ただ いて お ります。 後 か らい ら つ

し ゃつ たCさ ん のお 答 え はお聞 き してい ない ので す が 、 この問 題 につ い て は

全 部 か らい ただい て い るの で、 順 番 に ご意 見を いた だ きた い と思 い ます。

1こ れ は も ち ろん安 い に こ した こ とは ない ので す。 私 は技術 的 な こ と

は よ くわか らな い のです が 、料 金 を下 げ るた め に コス トを 下 げ る技術 的 な努 力

を も つ とす べ きで は ない か。 そ の辺 が ど う も技 術 的 によ くわ か らない の で す が、

ま だ い ろん な方法 が あ るの じ ゃな いか とい うこ とで す。

H－ 番大 き な のは い わ ゆ る大 口で 、 た とえば高 速 道路 を走 る と大 口利

用 者 は高速 道路 料 金 が 安 くな るの です 。 あれ に た とえ るので は な い けれ ど も、

大 口利 用 者 に対 す る割 引 制度 を考 えて ほ しい とい うこ とで す。

司 会 ネ ッ トワ ー ク貸 し、 これを ち よつ と ご説 明 くだ さい。

H現 在公社 との 回線 使 用 契約 は 、 区間 ご との契約 と な って い るの です

が 、 オ ン ラ インシス テ ムの 大 口 ユ ーザ ーは、 区 間 回線 を集積 した形 で ネ ッ トワ

ー クを使 ってい る
。

1つ の シス テ ムが 出来 上 る と、使 用 す る区 間 回線 の 変 動 もあ ま りない です し

か つ長 期 間安定 して 回線 を使 うの ですか ら、 そ の よ うな場 合公 社 との 契約 は ネ

ッ ト ワー ク内の 全 回線 を 包括 した形 で 、で きない もの だ ろ うか とい う ような こ

とです 。 さ らに料 金 面 で も大 口利 用 割 引 とい う制 度 ので きる こ とを期待 します。

司 会 この問題 は単 な る料 金 の問 題 で な しに、回 線 の解 釈 の問題 にな りま

す。 回 線 は 区間 で 契約 して い るか ら、 当然 ネ ッ トワ ー クは制 度 的 に特 定 と特 定

の接 続(単 独 使 用 の場 合 は制 限 は ない)と い うか つ こ うにな つて い る。 だ か ら

多分制 度 の問 題 に絡 んで ま いりま す ね。 しか し、 私 はHさ んの ご意 見 に反 対 な

わ けで は あ りませ ん。大 い に賛 成 な んで す。 公 社 はユ ーテ ィリテ ィとまで いか

な くて もネ ットワー ク貸 しを さ孔 れ ば い い。

H特 に大 口利用 者 に対 す る割 引 な んか は ぜ ひ考 え て ほ しい と思 い ます。
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E私 の と ころ は余 り大 口で も ない のです が 、一 般的 に言 っ て 全 コ ンピ

コータ費 用 の うち回線 数 の 占 め る割 合 は3～5%で す か、 これ 自体 は もつ とパ

ーセ ンテ ー ジ上 が って も い い ので は な いか。 コス トと メ リ ットとい う観 点 か ら

して も、 も つ と通 信費 用 を た くさ ん取 って 、 コ ンピ ュー タ費 用 を1ヵ 所 に集 中

して 全体 的 に効 果 を上 げ る こ とは 考 え られ る とは思 うめです が 、 現 在 の低 い数

字 が 示 す の は、使 用 制限 そ の他 端 末 が まだ使 いに くい とか い ろん なオ ンラ イ ン

化 の ため の何 か はか の障 害 が あ るので はなか ろ うか とい うふ うな想 像 を して い

るわ けで す。

司 会 結 局 、 コス トが上 が っ て も よ り以上t・■パ フ ー;一一.マンス が上 が れ ば よ

い、 その パ フ ォー マ ンスを上 げ るの を制度 そ の他 で制 限 して い るか らい か んの

だ 、 こうい うこ とで す か。

E制 度 だ けで は な い ので しよ うけれ ども,端 末機 が 使 い に くい とか と

い うこ とも あ るの じ やな いか と思 うの です。

C私 は 先 ほ どの格 差 の問 題 と絡 んで 、通 信 回 線 の費 用 の上 昇 は 当然 や

む を得 ぬ わけ です けれ ども、 遠 近 関 係 の近距 離 か遠 距 離 か の上 げ る率 につ いて

あ る いは現 体系 を も う1回 見直 して 洗 い直 しを して ほ しい とい う ことが1つ の

希 望 です 。

Bそ れ か ら、 そ こに書 い た延 べ距 離 も、制 度 的 には わ か6 .ので す が、

と もか く大 口ユ ーザ ーへ の特 典 を何 か考 慮 して ほ しい。 私 ど もか ら考 え ると、

オ ンラ イ ン ・サ ー ビス は10%を と うに超 えて い ます。 い わゆ る私 企 業 と し

て の合理 化 で コス ト吸収 とい う手 段 は難 しいので す。 で す か ら、 どつ ちか と

い うとネ ットワ ー ク拡 げ るの を や め る以外 方 法 な くな るよ うな、 そ うい うこ

とで は これ か ら各 社 が ネ ッ トワ ー クを拡 げ る上 で は そ こを ど う して も考 えて

しま うと思 わ れ るので 、 そ の点 につ いて は先 ほ どHさ んが お つ し ゃられ た の

に全 く同 感 で す。

G最 近 はデ ィジ タル通 信 技術 の発 達 や,マ イ ク ロプ ロセ ッサ ー とか い

つ た もの の利 用 に よ つて完 全 に原 価 が 下 が って きて い るのは われ わ れ の方 か ら
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見て も明白 な わ け です ね。少 な くとも そ うい う符 号品 目のよ うな もの につ いて

は値 下 げが あつ て 当然 じ ゃな いか,コ ス トは安 くな つ て い るは ず だ とい うこ と

で す。

D私 は コメ ン トが た くさん あ る ので書 いて 消 して しま つた ので す。 あ

り過 ぎて 困 っ て い る の です が 、基 本的 には 料 金水 準 は徹 底 的 に 見直 し して いた

だい て、電 電 公 社 の専 用 線 の料 金 体系 は過 去 ず つ と電 話 の料 金 との比較 で作 ら

れ て きた も ので す か ら電 話 の思 想か らど う して も逃 げ られ な いので す が 、 この

情 報 化時 代 にそ うい うこ とで は困 るので 、今 度 のDDXの 導 入 を契 機 に料 金 の

体系 思 想 を が らつ と変 えて も らいた い。 で きた ら全国 フ ラ ッ ト料 金 で、 電 話 と

一緒 に全 国 フ ラ ットとい うの が理 想的 な ので す が 、せ め て そ れ に い くまで は、

先ほ どHさ ん お つ し ゃ った よ うにバ ル ク料 金 制度 は 各 国 や つて お るので して、

た とえ ば香 港 な んか で2回 線 以上 専 用線 を 借 り る とが くつ と下 が る。 割 引 して

くれ るわ けで す。 そ うい うバ ル ク料 金 とか 、 あ るい は何 回線 以 上 は助 成 金 を 出

す とか しま せ ん と、9600bpsま で や つ た らス タ ー ・ネ ットワー クの限 界

で すか ら、 も うそれ 以 上合 理 化 の余 地 は な いわ け です 。 それ 以上 ふや そ う と思

った ら どん どん オ ン ラ イ ン ・コス トが上 が る一 方 で 、 そ れで は何 で情 報化 で き

るのだ とい うこ と にな るわ けで す。 だか ら、 あ る回線 数 以上 は何 らか の助成 策

とか割 引制 度 とか何 か 手 を打 って あげな い と大 変 だ ろ うな と思 い ます。

司 会 特 に国際 線 は例 の360円 のス ミソ ニア ン ・レ ー ト以 前 の換 算 率 で

固定 され て い ます ね。

Dあ れ もけ しか らぬです ね、 な ぜ変 え られ な いの か。 相 当差 益 が あ る

はず です が 、 ど うい うこ とに なつ て いるの です か ね。

司 会 あ の為替 差 益 は膨大 な もの だ と思 い ます ね・

D航 空 会 社 も値引 した はずで す が 、KDDは 依 然 と して 知 らぬ存 ぜ ぬ

で す ね … ……。

司 会 国際 的 な 不 ツトワー クの問 題 にな る とア ジア に おけ る通 信基 地 が、

処 理 の基地 と言 っ て も い いで すが 、 それが 日本 か ら どん どん外へ 出 て い く可能
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性 が あ ります ね。 そ の問題 をKDDの あ る方 に個 人 的 に話 して い る ときに指摘

した ら、 香港 さんが ダ ン ピ ング して くれ るので 弱 って お ります な ん とい うお答

えで した けれ ども 、制 度 的 に厳 し く制 限 し しか も料 金 が高 い と した ら、 国際 ネ

ッ トの基 地 は海 外 に逃 避 して行 くで しよ う。 基 地 は いまで す と香 港 が 一番 自由

で安 いの じ ゃな いで し ょうか。 そ うす る と、 国際 電 電 さん と して も収 入が 減 る

わけで す ね。 た とえ ば東京 一 ロサ ンゼル ス が東 京 一香港 だ けに な つて しま つて

香港 を中 継 して香 港 一 ロサ ンゼ ルス、 香 港 一 ヨ ー ロ ッパ とい う こ とにな つて く

るの じ ゃな いか と思 うので す。

これ は料 金 の問 題 と違 うの です けれ ども、航 空 会 社 の通 信 の ネ ットワ ーク、

SITAと い う世 界 の 国際航 空 会 社 の共 同専 用 の ネ ットワ ークです が 、か つて

日本 に基地 を 設 け た い とい う計 画 が あ りま した。 とこ ろが そ の とき、 これ は他

人 の通 信 を媒 介 す る こ とを 目的 に して い るか らと い う理 由で郵政 省 が突 つば ね

て結 局 香港 だ つた と思 い ますが 取 られ て しま い ま した。 その問 題 が最 近 も う一一

遍 また起 きて きて 、 国際電 電 が 肩 が わ り し て や るの な らど うか とい うこ と

で 日本 で は再 検 討 され て お るよ うです が 、 そ うい う制 度 と料 金 の両 面か ら日本

が世 界 の 孤 児 に な つて い く心 配 が あ るので は な いか と私 は思 うので す。 も つ と

も規模 的 にも経 済 的 に も国 内の問 題 の 方 が大 き いです けれ どもね。

1料 金 問 題 で ち ょっと歯 切 れ が悪 い のは 、遠 距 離 、近 距 離 、大 口需 要

小 口とい う話 が あ りま したが 、 私 どもは 自分 自身 の と ころを考 え る と、 長距 離

大 口安 く し ろ とい う主張 を したい ので す が、 農協 の場 合 は近 距 離 で 小 口な ので

す 。 そ うい う とこ ろ もだ ん だん オ ン ライ ンをや らな くち ゃいか ぬ とい うこ とに

な つた場 合 に、逆 に少 し大 口は分 担 して 小 口を応 援 しろ、 とい つた議 論 もあ り

うるわ けで す 。 大 きい都 市 銀行 は数 百 僚 を投 じて どん どん オ ンラ イ ンを進 め て 、

新 しいサ ー ビス を 開 発 して い く地 方 銀 行 の 小 さ い と ころ とか信 金 とか はオ ン ラ

イ ンの 負担 が過 重 に な つて きてい る ルい う こ とで 、 余 り大 銀 行 はオ ンラ イ ン痴

進 め るな とい う意 見 も あ る。これ は ち よ2と い ま まで と違 う.面か らの議論 な の

で す が 、今 後 オ ンラ イ ンを推 し進 めて い く場 合 、 回線 問題 だ けで な く、税 制 、
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共 同利用 の推 進 な どの点 で も中 小企 業 対 策 も必要 だ と思 い ます ね。

司 会 アメ リカの よ うに再 販 売 とまで 行 か な くて も共 同 使 用 ・他 人 使 用 が

完 全 に自 由 になれ ば 小 口の とこ ろ は ま とま つて大 口 にす れ ば よ い訳 で 同時 に解

決 す るので す が … ……。 別 の観 点 か ら とい うこ とで 、Fさ ん、 コ メ ン トを … …。

Fた とえば磁 気 テ ープ。、2400フ ィー トで1600bpiと い う普通

の磁気 テ ー プ、 いま は6520bpiな どと い うものす ごいの が 出て い ます が 、

普通 の もの を考 え て も、 そ れ に バ イ ト入 れ ます と70メ ガバ イ トは入 るので す。

これ はのべ つ ま くな しに記録 して70メ ガで す か ら、常 識的 に20メ ガバ イ トと

して も4800bpsで 送 る と して 約15時 間 かか る。 そ うす る と、東京 一大 阪

間 で これ を2日 か か つて伝 送 す る と58,000円 です。 そ うす る と,磁 気 テ ー

、プ2～3巻 持 って 新幹 線 の グ リー ン車 に乗 って持 って いつて 、 ホ テル に泊 まっ

て ビフテキ を 食べ て帰 って きて も まだ おつ りが くる とい う こ とに な る。 これ は

ど うも、 い まは端 末機 で少 量 デ ー タを送 って い るか ら使 え るよ うな もの の、 フ

ァ イル、 ツ ー ・フ ァイ ル に な つ た らこれ は使 い物 に な らな い と思 う。 そ うい う

こ とで、 こ ういつ た技 術 革 新 に も とつ いて 、大 口のバ ル クの ビ ット量 を使 う人

につ い て は割 引 をす る、 とか さも な けれ ばVANを 導 入 す べ きだ とい う意 見で

す。

司 会 何 か 国鉄 さ んが 聞 い た ら喜 ばれ る よ うな発言 で したけ れ ど も、 料 金

問題 は い ろ い ろな観 点 が あ るわ け で 、皆 さん の ご意 見を1つ の結 論 に統 一 はで

きな いけ れ ど も、確 か に現 行 の ま まで は困 る、 もつ と安 くで き るは ず だ・ 特 に

採 算上 か ら見て も電 電 公 社 さん も うか つて お るわけで す か ら、 国 会 の決議 が あ

るに して も、 われ われ と して は こ こで な お値 上 げ しな けれ ば な らぬ とい うのは

理 解 に苦 しむ わけで す。

Cそ れ とも う1つ 、 料 金 水 準 そ の もの には関 係 な いの で す け れ ども、

料 金 と絡 ん で公社 の請 求 書 が 全 国 か らや つて くるので すが 、 これ が千 差 万 別 で

チェ ックも非常 に困 る。 だ か ら公 社 もそれ を コ ン ピュ ータ処 理 を して 、 ど こか

そ の管 轄 の、 私 の と ころ は大 阪 が 本社 です が、近 畿 電電 が 全 部 集 計 して 明細 を
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つ けて こち らへ 出 して も らえ ば一 発 で 済 む ので す が、 そ うい う請 求書 の チエ ツ

クに い ま非 常 に困 って い ます。

司 会 あれ は 各局 の職 務 権 限 でや つて い る もので す か ら、 様式 も違 う し大

き さも違 う。

J様 式 も違 うので す か。

C違 い ます。 後 ろに そ の明細 が 何 で あ るか をつ けて くる と こ ろ もあれ

ばつ けて こな い と こ ろも あ る し、 ま ち ま ちで す。

司 会 権限 の 委譲 が 行 われ て お りま して ね。

C私 の と こ ろ と して は公 社 と契約 して い るのです か らsそ れが あ る会

社 と した ら、 あ る会 社 の あ つ ち こつ ち の営 業所 か ら請求 が ば らば らな形 で 、 し

か も フ ォ ーマ ッ トも変 わ って や つて くる とい うよ うなも ので す ね。

司 会 その担 当社 員 は 、 大 変苦 労 して います ね。

B私 も全 く同 じ意 見で、 料 金 の請 求 の問 題 は 普通 民 間 企 業 で は許 され

ない です ね。
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A6--4料 金 新設 変 更 手 続

・電信 電 話料 金 は
、 い わ ゆ る法定 料金 で、 その改 定 には 国会 の審 議 を経 た法 の改正 が必 要 です。

・特定 回線 料金 と専用 料金 は
、 いわ ゆ る認可 料金 で、 その新 設 変 更 な どにつ いては 、公 社 また

は 、KDDが 郵 政 大 臣 に 申請 し認可 を求 め る手続 です 。

・他 の公益 事業 、電 気事 業 とか鉄道 事 業 で は、 認可料 金 の 新設 変 更 に際 し、利 用者 の意 見 を聞

く制度 が あ りま す。

Q6-4認 可 料金 新 設 変 更手 続 と利 用者

上 の点 につ い て も、利 用 者 の意 見 を聞 くべ きか、 き く必 要 は ない か とい った質問 は無 意味 で

す ⇔

何 か特 別 の ご意 見 が あれ ば お聞 か せ下 さい。

司 会 それ で は 「認可 料 金 新 設変 更 手続 と利 用 者 」に まい りま し ょう。4

人 の方 か らご意 見 をい た だ い て い ます が、 これ を書 い てい ただ い た方 、 ど うぞ

ご 自由 に ご発 言 い ただ きた い と思 い ます。

1で きれ ば法 律改 正 とい うので きち っ とや るべ きだ け れ ど も、少 な く

と もい まの よ うに何 も制度 的 に利 用 者 の意 見 を聞 くチ ャ ンスな り仕 組 み が ない

とい うこ とは、 これ だ け情 報 化 が 進 んで 回線 利 用 が 広 が って い るの に お か しい

ので は な い か と思 い ます。

Hこ こに書 い て あ るけれ ど も、 鉄道 事 業 で す と ヒヤ リングす る相 手 が'

21団 体 あ るの で す。 そ こに ちゃん と ヒヤ リン グ して、21団 体 の うちには 主

婦 連 も入 ってい た の で は な いか と思 い ます。

E慣 行 なの で す か、 制 度 な ので す か。

H慣 行 じ ゃな くて制 度 で す ね。 そ うい う意 味 で は私 もユ ー団連 とかの

ヒ ヤ リング を制 度 化 す べ きで は ない か と思 い ま す。

1審 議会 み た い な ので利 害 が対 立 して も、 そ うい うチ ャ ンスが あ る と

問題 が非 常 には っ き り出 て きます ね。 米 の値 上 げ なん とい うの は、売 る方 で は

高 くしろ、消 費 者 は安 くしろ、 中立 が い るけ れ ど も、三 者併 記 して答 申 す るな
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ん とい う ことに な って しま うこと もあ る。 回線 の場 合 もあ り得 ますが 、 しか し

それ は それ で それ ぞれ の立場 が公 衆 の面 前 、 大衆 の面 前 に は っ き り出 るわ け で

す。 したが って 、それ で い ろい ろな チ ェ ックが か か るとい う ことが あ ります か

ら、 それ ぞれ の 時点 で諸 状況 を反映 して決 って い くよ うに な ると思 う。

司 会 ユ ーザ ー もい ろん な立場 が あ るか ら、必 ず しも意 見が一 致 す るわ け

で は ない と思 い ます。Dさ ん もご意 見 をい ただ い て い ます が ……。

D結 局 、 ヒヤ リングの制度 とい うの は 、 郵政 審議 会 が郵 政 大 臣の諮 問

委 員会 で あ って 、 これ だ け なので す ね。 しか も、 出席 され て い る方 に は専 用 線

の こ とは難 しす ぎ るの で は ないか と思 う。 だ か ら郵政省 あ るいは電 電 公社 の決

めた方 向 に 大 勢 が傾 い て しま う。 それで は 困 るの で この郵政 審議 会 の下 に専 門

委 員会 をつ くって も らって 、 た と えばFさ ん とかAさ ん の よ うな専用 線 に つい

て良 く判 って い る人 に出 て い た だ くとい う制 度 にせ ざ るを得 な いだ ろ う。

そ れか ら、 公聴 会 も制度 づ けた方 が いい と思 うの で す。 い ま は全 然 な いの で

す。 い まま で電 話 の陰 に隠 れ て、専 用線 は電 話 が 余 った ところで 使 わ してや る

とい う発 想 か らで きた制 度 です か ら非常 に 日陰 者 の よ うな存 在 だ ったの で す が 、

い まや そ うじ ゃな くて、 もうオ ンラ イ ン ・シス テム に本 当 に必要 な道 具 で す か

ら、 その道 具 に つ いて の会 が ない とい うの はお か しい と思 い ます。

司 会 先 ほ ど も出 ま したが 、Aさ んか ら、 デ ー タに つ い ては電 話料 金 との

見合 いで 水 準 を決定 すべ きで は ない とい うご意 見 をいた だ きま したが 、 こ こ ら

辺 の議 論 が 国会 で は なか なか通 りに くい と い う よ り もお わか りに な って い た だ

け な い。 す ぐ大企 業 は悪 だ とい う思 想 か ら、 あ るいは特 定 回線 は大企 業 だ けが

使 って い る とい うふ うな 非常 な偏 見 を持 って あ あい う決 議 にな って し ま った の

じ ゃな い か と思 うけれ ど も、 そ うい うこ と もひ っ くるめ て、Eさ ん か らは、 じ

み ちに これ は当 局 に ア ピ ール して制 度 化 の方 へ持 って い く よ りし ょ うが な い と

い う結論 をい た だ い て い ま す。
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A7オ ン ライ ン化促 進策

A7-tオ ンラ イ ン化 の進 展

わが国 の オ ン ライ ン化 は 、下 図 の よ うに進 展 して き ま した。

特 定 回線 数

公 衆 回線 数

システ ム数

端 末 数

QA-1オ ン ライ ン化 の理 由

貴社 が オ ン ライ ン化 され た理 由 の う ち、最 も主 な ものを強 い てひ とつ あ げ れば何 で し ょ うか 、

お 聞 かせ下 さ い(各 択 一 回 答)

〔自社 内 システ ム〕

リ ソー スの共 用化

2.業 務 処理 の促進 化

省 力化

(相 対 的 な)経 済 性 一 コ ン トパ フ ォー マ ンス の向上

5.そ の他(

〔共 同 シス テム〕

リソー ス の共用 化

業務 処理 の 促進 化

省力 化

(相 対 的 な)経 済 性 一 コ ス トパ フ ォーマ ンスの向上

5.そ の 他(

A7-2(自 営)ネ ッ トワー ク振 興 策

・しか しアメ リカに比 べ
、 あ るい は ヨーロ ッパの特 に 先進 的 な例 に 比 べ る'と、金 融 シス テム を

除 き、 ま だ まだ わが 国 の オ ンライ ン化 、 ネ ッ トワー ク化 は、促進 発 展 をは か る必要 があ りま

す。

そ の他 の課題 は 何 で し ょ うか。

一265一



Q7-2一 般 的な 問 題点 と振 興策

ネ ットワー ク促進 の要素 と して、次 の7部 門14項 目が あ ると思 わ れ ます 。

ネ ットワー クの促 進 上 、 どの部 門 に最 大の 問題 が あ り、解決 振 興 をは か るべ き か、3項 目だ け

あげ て下 さい。

回線提供条件

回 線 料 金

VAN

中 小 企 業

10.

〔11'

コン ピ ュー タ

端 末機

伝送 中 継 機

OS

各 レベルの プロ トコル

通 信制 御 プ ロ グ ラム

オ ン ライ ン ・ア プ リケー シ ョン

公 のデ ー タベー ス

民 間 のデー タ ベー ス

各 種制 限

体 系 自体

水準

VANの 許 容

中 小企 業 の共 同化
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司 会 その次 は 「オ ンラ イ ン化 促進 策 れ 『つ い て です が 、 それ を受 け て

「オ ン ラ イ ン化の 理 由 」とい う ことで各社 の オ ン ライ ン化 さ れた と きの ニー ズ を

聞 い て い ま す 。 これ につ い ては 、 「自社 内 ジ ステム 」 で は 「業 務 処 理 の 促

進化 」が6、 これ は多 分複 数 回答 で は ない か と思 うけれ ど も、 「省力 化 」が3、

「(相 対 的 な)経 済 性t－ コス トパ フォ ー マ ンスの 向上 」が2、 「その 他 」が

1い た だ い てお りま す。

下 の 「共 同 シス テ ム 」につ い ては 、 「業務 処 理 の 促進 化 」が4、 「省 力 化 」

が1、 「(相対的 な)経 済性 一 コス トパ フォ ー マ ンスの向 上 」が2、 大体 よ く

似 た形 で ご 回答 をい た だい て い ます 。 「一 般 的な 問題 点 と振興 策 」と して 、 「

どの部 門 に最 大 の問 題 が あ り、解決 振 興 をは か るべ きか 、3項 目だけ あ げ て下

さい。 」とい う点 につ い て は、 集計 す ると、 「ハ ー ドウェ ア 」関 係 が3、 「ソ

フ トウェ ア 」関 係 が4、 「デ ー タベ ー ス 」が2、 「回線提 供 条 件 」が 一番 多 く'

て6、 「回線 料 金1に つ いて は 「体 系 自体 」が2、 「水 準 」が3、 「VAN」

が1、 丁 中 小 企業 の共 同 化 」が2と ご回答 を いた だ い てい ます 。

問 題 点 その 他 につ い ては す で に大分 議 論 を重 ね て い ただ い た の で、 これ も ご,

報告 だ け に と どめ た い と思 い ます 。
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A7-3オ ン ライ ン情 報サ ー ビス振 興策

・わが 国 の オ ン ライン情 報処 理 サー ビスや オ ン ライ ン情 報提 供 サー ビスは 、一 般 オ ン ライ ン ・

シス テムに 比 べ、更 に展開 、普 及 が遅 れ てい ます 。

これ を振興 促 進す る ための 課題 は 何 で し ょ うか。

Q7-5オ ンライ ン情 報 サー ビス振興 策

どの 部門 に最 大 の 問題 が あ り、解決 振興 をは か るべ きか 、3項 目だ け をあげ て下 さい。

ハ ー ドウ エ ア

ソ フ トウ ェ ア

デ ー タ ベ ー ス

回線提供条件

回 線 料 金

VAN

中 小 企 業

[

[
〔

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10、

11,

〔12.

li:

コ ン ピュ ー タ

端末 機

伝送 中 継 機

OS

各 レベル の プ ロ トコル

通信制御 プロ グラム

オ ン ライ ン ・アプ リケ ー シ ョン

公 の デー タベー ス

民間 の デー タベー ス

各種 制 限

体系 自体

水準

VANの 許 容

中小 企 業 の共 同化 .

その他のご意見
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司 会 最後 のQ7-3で す が 、 「どの部 門 に最 大の問 題 が あ り、解 決振 興

をはか るべ きか、3項 目だ け を あげ て下 さい。 」とい う質 問 に対 して は 、 「ハ

ー ドウェ ア 」関係 で は 「端 末 機 」が5
、 「ソフ トウェ ア 」では 「各 レ ベルの プ

ロ トコル 」が1、 「オ ン ラ イ ン ・アプ リケ ー シ ョ ン 」が2 、 「デ ー タベ ー ス 」

では 「民 間 の デ ータベ ー ス 」が3、 「回線提供条件」が4、 「回 線 料金 」では

「水準 」が4、 「VAN」 が1、 「中 小 企業 」が1と い うC"回 答 をい た だい て

お りま す。

この問 題 に つ いて 最初 に事 務 局 か ら もご報告 が あ りま した よ うに 、端 末機 の

問題 はや は り非 常 に大 きい 問題 だ とい うこ とと、 回線 の 問 題 が もう1つ 非常 に

重要 な問 題 、特 に料 金 と提供 条 件 が非 常 に大 きな問 題 だ とい うこ とが こ こで も

は っ き り出 て きてい ま す。

この ほか の問 題 と し て、 最近 例 の機 電法 が今年 の3月31日 で 切 れ るの で、

新 し く機 情 法 とい う形 で 時 限立 法 が ま たな され よ う と して い ま す。 この法 案 は

情 報処 理 業 あ るい は情 報 提 供 業 とソ フ ト業 の育成 に 重 点 が置 かれ てい るわ け で

す けれ ども、 そ こ ら辺 の 関 係 を ち ょ っとお話 しい ただ け ます か。

D私 も機 情 法 を勉 強 して い ない の です。 ただ 、郵 政 省 が 大 分反 対 を し

た とい う こ とだ け は聞 い て い るの です が 、結 局 機情 法 は通 産 関 係 だ け で 、わ れ

われ の よ うなオ ンラ イ ン情 報処 理 産 業 は含 まな い とい う話 に な った と聞 いて い

ます。 ち ょっ と問 題 が複 雑 で して、今 後 通産 省 が どの よ うに メー カー をあ るい

は ソ フ トウェア ・ハ ウス を育 成 す るか とい う ことだ と思 う。 た だ、 監督 官 庁 が

郵 政省 、通 産 省 とた くさん あ るとい や だな とい う感 じは し てい たの で す 。 や は

り自由 が一 番 いい で すか ら、 われ われ と して は監 督 官 庁 は少 な い方 が い い とい

う感 じで お りま した。 こ こで ご披 露 で きるのは それ く らい で す。

司 会Aさ ん 、何 か あ ります か。

A私 も余 り勉強 してい な いの で すが 、新 聞 の レベ ルで しか わ か りませ

ん けれ ど も、 今 度 の機 情 法 は 、 は じめ て情報 処 理 サ ー ビス業 と ソ フ トウェ ア業

を対象 に 含 む よ うな形 で 出 ま したね 。最 近 にな って郵政 の猛 反 対 が あ った。 当
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然 オ ンラ イ ン絡 み で し ょ うけれ ど も、 それ に 関連 して 情報 処 理 サ ー ビス業 は含

まない とい う こと に な って きて い る、 当方 は情報処 理 サ ー ビ ス業 で す か ら対象

か ら外 して ほ し くない わ けで す 、 これ が第1点 で す。

次 に ソ フ トの育 成 とい う こ とで す けれ ど も、 業 を ど うい うふ うに して指定 す

るのか、ソ フ ト業 とい うの は何 だ ろ うと い う話 に な って く るわ け です。 た しか に、

情 報 処理 サ ー ビス会 社 は 、 ソ フ ト業 で は ない わ けで す が 、 ソ フ ト業 務 その もの

は や って い るわ けです 。 で すか ら、 ソ フ トウェア業者 とい うの とソ フ ト業務 と

い うことで は考 え方 が違 うの じ ゃな い か 。で すか ら、 とい うか 業種 とい う もの

を ど うい うふ うに定 義 して い くの だ ろ うとい うこ とにあ る種 の関 心 を持 ってい

るん です けれ ど もね 。

司 会 確 か に新 聞 に発 表 され た範 囲 で は対 象 業 の範 囲 が 明確 では ない た め

に ちょ っと混 乱 が あ った よ うで して、 実態 を聞 く と、 新 聞 に あれ だ けで か く出

て し ま って郵 政 省 さん 驚 い た と思 うけれ ども、 その ほ かの官 庁 で もあれ にか な

り強 い反 対 があ った よ うで す 。私 は あの よ うなや り方 で本 当 に促進 で き るのか

な とい う気 もす るの で すが ね 。

D促 進 よ りは 規制 が入 って く る とまずい で す ね 。

司 会 特 に新 規 参 入 だ とか ア ウ トサ イダー に対 す る規 制 が あれ だ け きつ く

出 て い てい いの か し らとい う気 が し ます 。

Dそ れ で相 当の 反 撃 が あ った の じゃな い です か ね。 助 成 な ら助成 でい

い と思 うので す けれ ど も、 あ ま り規制 が入 って く る とまず い の じ ゃない か とい

う気 が して お りま す。

司 会 振 興策 は必 ず し も機 情 法 だ けの問 題 で は な いの で 、 ご意 見が あ りま

した ら皆 さん ご自由 に ご発 言 い た だ きた い と思 い ま す。

E機 情 法 とい うの は何 の略 で す か 。

司 会 機 は機 械 、情 は情 報処 理 とい う ことなの で す。 これ は 広 い意 味 で情

報処 理 産 業 が まだ弱体 なの で これ を育 成 す る とい う趣 旨 の よ うで あ ります。 た

だ、 そ こに大 臣 か らの 勧 告 だ とか命 令 だ とか、 何 か そ うい う点 が 出 て きて い る
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ので す。 一 言 で 言 うと、 規制 す るか わ りに金 をつ け て やろ う、 そ うい うふ うな

感 じに私 は 受 け取 ったの で す けれ ど も。

G私 は出 て い な いの で わか らな いの で す け れ ど も、 その機 情法 に関 し

て運 輸 省 の方 か ら ヒ ヤ リングが あ りま した ね。私 ど もの定 款 の 中 に情 報処 理 も

や る とい う こと も載 せ て あ るの で 、 その結 果 に つ いて は私 は知 らな いの で す が 、

ち ょ うど1ヵ 月 ぐ らい前 に運輸 省 の方 か ら何 社 か 造船 会社 を呼 ばれ て そ うい う

ヒヤ リン グが行 われ ました。 まだ1ヵ 月 た った か た ってい な い ぐ らい だ と思 い

ま した。

事 務 局 この産 業 振興 法 なの で すが 、 その 実際 の や り方 は 、1つ は先 端 的 な

技術 の研 究 開発 に 国 が補 助 金 とい う形 で 金 を直接 助 成 す る。

2つ 目 と して 、先 端 的 な開 発 され た 技 術 の 応用 分 野 、 これ は開銀 の低 利 の融

資 を受 け られ る とい うこ と。

もう1つ は 、応 用 の た め に あ るい は開 発 され た もの を製品 化 す るた めの設 備

とか い った もの に対 して の開 銀 の低 利 融 資、 それ が 具体 的 な処 置 に な るわ け で

す。

それ に伴 って 、 当然 で は ど うい う技 術 が開 発 され た ら対象 に な るか とか 、 そ

うい うの は年 度 ご とに計 画 を決 め る こ とに な って い ます。

それ か ら、 もちろ ん受 け られ る業種 が 、従 来 は ソ フ トウェ ア とか情報 サ ー ビ

ス とか い う ものは対 象 外 だ ったの で それ を含 め よ う とい うこ とで 、従 来 の 機械

工 業 と電 子 工 業 に加 えて情 報 産 業 とい う もの に適用 しよ う とい うのが 機電 法 か

ら機 情 法 に名 前 を変 えた一番 大 きな理 由 で す。 た だ 、 ソフ トウェ ア とか 情報 サ

ー ビス と い うの は従 来 の 機械 工業 とか電 子 工 業 とは全 然違 うタ イ プの もので す

か らそ こに 非常 に む ずか しい 問題 が あ る し、一 方 で は機電法 が3月 で切 れ て し

ま う とい う ところ で非常 に混 乱 を起 こ して、結 局 は情 報 サ ー ビス業 は外 した と

ころだ ろ うと思 い ま す。 これ か ら実 際 に計 画 をつ く ると きに 問題 が出 て くる と

思 い ます 。

司 会 そ うい う こ とで 、 そ のた め に共 同化 の必 要 が あ ると きに は それ に 入
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って こな い場 合 に は勧 告 す る とか命 令 す る とかな って い る もの で すか ら、何 と

な く規 制感 が強 くな るわ けで す。 い ま事 務 局 の ご説 明 にな った 助成 策 、 振興 策

が趣 旨 なの だ ろ うと思 います 。私 はあ る通 産 省 の方 か ら、 そん なに規 制 しよう

とい うの が 目的 で は ない 。特 に セ ンタ ー業 とか ソフ トウェ ア ∴ハ ウ ス とか は非

常 に この法律 の成 立 に期 待 を かけ てい る。 ひ とつ そ うい う外 野 席 か らで も応 援

して ほ しい と言 われ ま した。

それ で は、 この振 興策 も含 め て、 今 回 の デ ィ スカ ス全体 に つ い てほ か に ご意

見 が あ りま した らち ょ うだい した いの で す が …… 。

B何 で もと い うこと です か ら、 い ま特 に利 用規 制 な ん かの場 合 官 報 に

しか頼 らざ るを得 な い ので 、何 か もう ち ょっ と砕 いた判 例 的 な もの のPRを や

って い た だ きた い な と思 うの で す。 解 釈 、解 釈 で、 結局 自分の 都 合 の い い よ う

に解 釈 して や って い るの です が 、回線 利 用 が普 及 す るた めに は利 用規 制 を もう

ち ょっ と砕 い た よ うな もの でPR策 を何 か や ってい た だ け る とか な り促進 策 に

な るの じ ゃない か な とい う感 じが私 個 人 と して はす るの です 。

司 会 公衆 法 改 正 に際 して こん な に個 別認 可 個 別 認可 と言 って 困 る じゃな

いか 、 もっ と基 準 認 可 をふ や して も らい たい とい う意 見が ×分 出 ま した。 その

と きに 、 いや 、 それ は どんな もの が出 て くる かわか らないか ら個別 認 可 に す る

の だ 、 そ れが あ る程 度 た ま った ら公 開 す る とい うこと、 それ か らそ うい うあ る

1っ のケ ースが 非常 に 多 く出 て く るよ うだ った ら当然 それ は基準 の方 に入 れ て

い くの だ とい う担 当官 の説 明 が あ った わけ で す 。 ところが 、 ま だ不 幸 に して官

の方 か らあ るい は公 社 の方 か らそ うい うふ うな ものは 公 に もされ て い ませ ん し、

基 準 も別 に ふ えて い な い。 あれ か ら7年 に な るわ けで す けれ ど も、 そ うい うこ

とは確 か に お っ しゃ るとお りじゃ ない か と思 い ま す。
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第3部

米 国 の 通 信 政 策



米 国 に お け る、 回 線 の再 販 売 ・共 同使 用 の 自由化

本節 で枠 囲の中 に引用 した部分 はすべて㈱市況情報 セ ンター作成の 「新展開

する米国電気通信 」に よる。記 して謝意 を表 したい。
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司会 それ で は小 嶋 さん、 ま ことに恐縮 な の です が、 日本 と アメ リカの通 `

信 の 事情 が非 常 に違 う、 それ でわ れ わ れ この後 の共 同討 議 の参 考 と して ア メ リ

カの事 情 を通 信 そ の もの 一 通 信 自体 と して どうか とい うこ と を 勉強 させ てい

た だ きた い と思 うの で、 ひ とつ そ こ ら辺 に ポイ ン トを置 い て ご説 明 願 いた い。
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(ま え が き)

我国では、国内国際 ともに通信回線は電電公社あるいは国際電電の法定独占

下にあるが・米国では全 く事情 を異に し、AT&Tの 事実上の独占下にあると

はいえ、特にデータ通信の分野では多数の民間企業が、サービスの種類 と質お

よび料金の面で激 しい競争 を展開 している。

その結果、ユーザ ーとしてはか えって選択に迷 うとい う贅沢な悩みが実際に

生 じ、 どの会社のどのサー ビスを採 るべきか手引書まで出ている有様であ り、

また通信業者相互間の法的紛争 も多発 している。

このような情勢を背後にして、1976年7月 には米国連邦通信委員会(FCC)

が、専用回線の再販売(又 貸 し)お よび共同使用の無制限承認 とい う画期的な

決定 を行な ったが、これは単に回線の使用態様に関する決定 としても空前の も

のであるのみならず、さらに新 しい情報ハンドリング業(InformationHandling

Industry)が うまれることを展望 している先導的決定である点が特に注 目さ

れる。「歴史的決定」 「史上最重要決定」と評 される所以である。米国のデータ

通信は新たな展開を見せるであろ う。

我国で は昭 和46年 の公 衆電 気通 信法 の改正 つい で昭和51年7月 の郵

政 省認 可 に よる回線 利 用基 準 の緩和 によ り、特 に デ ータ通 信 等 の国 内 に

おける コンピューターと通信回線 の使用態様については大幅に自由化された。

その状況はこの決定 前の米国の状況に必 らず しも劣るものではない。 しか し、

この決定の出た51年7月1日 以降では、米国の情報通信業は我国の同業者 と

比較 して測 りしれない便宜 を享受することとな った。我国に とっても直接、間

接に重大な意義 と影響 をもつものであると信 じる。

FCC決 定の底に流れ るものは、 「独 占は悪、競争は善、そ して差別は不法

である。独 占を打破 し、差別 を撤廃 し、公正な競争 をもた らすことが、消極的

には国民経済上の無駄 を節約することにな り、積極的には新技術 の開発 と開発

された技術の活用を促進 し、新 しいサー ビスと新 しい需要が創造 され産業 も興
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降する」 とい う哲学であると言い得よう。利害当事者の種々の激 しい反対にも

拘 らず、明快に判断を下す この決定は、日本の回線 ユーザ ーに とっては時に感

動的です らある。

我国の コモ ン・キ ャ リヤー関係の反応は、米国では過 当競争によ り主要地域

では回線能力が明 らかに供給過剰 になってい るが、これは設備の重複投資であ

り、国家資源の浪費である、また販売競争のための広告宣伝費等か ら生 じる コ

ス ト増は、結局ユーザーの不利にはねかえるとい う見解の如 くである。これは

欧米の既存 キャリヤーの主張でもある。

回線ユーザー側 としては次のように考えざるを得ない。

法定独占下では、た しかに資源の浪費や過大な広告 を避 け うる可能性がある

が、それは低 コス ト即 ち低料金の実現をもた らす ものであってほ しい。 しか し

専用回線料金 を日米で対比す るとき実態はどうであろうか。

FCCは 回線 能力が再販売および共同使用 を通 してキ メ細か く活用されるこ

とを主眼の一つ とし、その大 きな 目標のためには再販売 と共同使用の区分につ

いても相当に弾力的な態度である。資源の有効利用 を重視す るなら我国におい

てもす くな くとも共同使用 を自由化すべきではないか。 日本 と米国といずれが

資源が豊かであろ うか。

FCCの 主眼の第二は繰返 し述べ られてい るように情報 ハ ン ドリング産業 と

も呼ばるべき新種の情 報産業の誕生 と発展にある。我国 も情報産業が戦略産業

と呼ばれて久 しい。 日本でも同様の環境が形成されることを願 うのは果 して産

業エ ゴイズムにす ぎないのだろ うか。

我国において も立法 と行政の府において、 このよ うな判断 と判断にもとつ く

措置が とられ るこ とが痛切に望まれるのである。 このよ うな国家的方針は、 自

由競争体制下 と、法定独 占体制下 と、いずれにおいて採 りやすいのだろうか。

FCCの 決定書は主文のみで6万 語に及ぶ長文であるため、全文を訳出 し得 な

かったが 以下にまず決定書の要点を述べ、ついで訳注を兼ねてデータ通信に主眼 を

おいて米国の通信業界の現状 を略述 し、最後に決定書の主要部分を翻訳紹介する。
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1.FCCの 決 定

(1)FCCと は

米国は、言 うまでもな く三権分立の国家であ り、議会、政府、裁判所の三系

か ら成る。政府は大統 領の下に内閣があ り、内閣は各省長官により構成 される。

各省は独立行政機関 とともに政策立案 と実施を担当する。

大統領には、大統領行政府(ExecutiveOfficeofthePresident)

が直属 し、いわゆるホ ワイ トハウス ・スタッフとして顧問、補佐官が政策面で

強い力をもち、各省はそれに従 って実務面を担当することが多い。

FCCは 、独立行政機関の一つである。委員会は7人 の コ ミッシ ・ナーをも

って構成する。大統領の権 限は、議会の承認 を得て コミッシ・ナーを任命す る

ことで、任命後は一切干渉できない。 したが ってFCCは 、各省 と異な り事実

上政府か ら独立 し、その権限は きわめて強い。勿論その決定について不服な ら

裁判所に提訴できるが、裁判所はFCCが 与 えられた権限の内で決定 を行なっ

ているかを審査するのみ で、裁判所は殆 どの場合FCCを 支持 している。なお

今回の決定において も、FCCは それが 自己の管轄内にあることを詳細に論証

している。

政府側の発言権を増す ために、大統領府に、OTP(電 気通信政策局)を 設

けたが、政府各省に対する場合 と異な り、FCCに 対 しては法的にも現実的に

も影響力なく、FCCはOTPの 勧告如何にかかわ らず 、独 自の決定を行な っ

ている。

以上のような事情であるか ら、今回の専用回線の再販売および共同使用 を無

制約に認めることとす るとい う決定は、基本的に最終的なものである。

我国は米国とは国家組織および行政組織 とも異なるが、電気通信の分野では

郵政省大臣官房電気通信監理宮室がFCCに 、また同省大臣官房通信政策課が

OTPに 相当 しよう。
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② 決定 前の状況(ジ ・イ ント・ユース)

FCCの 審決が出る前は 、専用回線は本人使用 を原則とし、共同使用および

他人使用には強い制約があ った。AT&T料 金表221項 のいわゆる 「単一顧

客条項」(singlecustomerprovisions)で は、特定の場合に限 って共

同使用 を認めている。FCCは 、決定書付録Er単 一－ta客条項」において、そ

れは顧客 を不法に差別するもので、政府使用に関するものを未決 とし、その他

はすべて通信法202(a)の 違反 とした。

AT&Tが 認めていた ジ ョイ ン ト・ユースの態様は次の通 りである。

(A)証 券お よび商品取引所会員が立会場か ら、また立会場にむけて会員業務

に直接関係ある通信に用い る場合

⑧ プール電力の調整な らびに交換に関連 し、調整 ・交換協定の当事者が事

業所間に行な う通信に用いる場合

(C)郵 政公社が ファクシ ミリ郵便サービスに用いる場合

(D)デ ータ処理業者が顧客の業務 と直接に関係あるスウィッチ ングを伴 う非

音声 データ通信に用いる場合

(E)持 株比率50%以 上の子会社に対 して、子会社の業務に直接関係ある通

信に用いるとき親会社が子会社のため専用線に加入する場合(コ ングロマ

リッ ト条項 と呼ばれるもの)

㈹ 連邦政府省庁の長が文書により、合衆国政府公務にのみ用いる旨通知 し

て、政府機関か らの、また政府機関に対する通信に用いる場合

⑥ 連邦政府が州政府および地方政府機関 との通信に、政府間協力法にもと

ついて用いる場合

㈹ 上記 と重複す るが、特にテルパ ック使用に関す る特例 として、取引所会

員、電 力会社お よび航空会社がそれぞれの業界で、仲介事業体 を設立 して

テ～レパ ックを利用する場合
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(3)決 定要 旨

FCCは 、1974年 関係者に第1回 の質問 を発 してか ら3年 を費 して1976

年7月1日 に審判 をお え、同16日 に決定書 を公表 した。

これは主 として、米国電話電信会社(AT&T)お よび ウエスタン ・ユニオ ン

(WU)が 一部の大手顧客に対 してのみ専用回線の共同使用を認め、その結果

料金割引 を実質的に認めていたものを、不法に差別的 と断定 してこれ をすべて

の顧客に対 し認めるよう要求 し、この決定に したが って全回線業者に対 し、料

金表 を改訂するよう命令 したものである。 この決定の意味する ところは極めて

大き く通信界におけ る史上最重要の決定 と評 されているのは先に述べた通 りで

ある。

対象 となる通信業者は、勿論AT&TやWUに 限 らず、いわゆる付加価値通

信業者等 この決定によって今後公衆通信業者(コ モ ンキ ャリヤー)と して扱わ

れるものをもふ くむものである。また国内公衆通信業に限 らず、国際公衆通信

業に及ぶ ものである。

この決定においてFCCは 「共同使用」 を、複数の ユーザーが共同して通信

サービスに加入 して、その コス トを分配す る利潤 を目的 としない取 りきめ と定

義する。 また 「再販売」 とは、ある事業体が通信業者の通信サ ービスに加入 し、

利潤を目的 として他に再提供することをい うと定義す る。そ していずれの場合

も無制約で 自由にすることが公共の利益 をもた らす とす る。公共の利益の内容

については、訳文中の 「再販売及び共同使用の公益性」の章に詳しい(第7項

および第75～88項)。

その結果、再販売業者は公衆通信業 者 と同 一に通 信法 の コモン ・キ ャリヤ

ーとして規制 されるのみで、いわゆる 「付加価値」業者 として、公衆通信業者

か ら借 りうけたサ ービスに何等かの価値 を付加する必要 もな く、また公衆通信

業者資格認可の条件 として 自己の業務が公共の利益に即することを証明す る必

要 もない。また共同使用については報告 をふ くめ一切の規制 を行なわない。以

上のよ うなことか ら再販売、共同使用 とも無制限に認める決定 と呼ばれている。
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また 国際記 録通 信業者 であ るRCA、ITTと も、C.C.LT.T.や 外 国政

府 の規制 の関係 で 、国際 通信 につ いては制 限 を認 め るよ う要 請 したが 、 「外 国

政 府が 同意す る場 合に限 って再販売 お よび共 同使用 を認 め る」 との代案 をふ く

めて,却 けて い る(第74項)。 しか しその後77年1月5日 本件に ついて は

新 たに審 問 を行 う旨を発表 した。

この決 定は あ らゆ る種 類 の回線 に及ぶ もので あるが、特 に テ ルパ ック(Tel-

pak)が 主 たる論争 点 の一 つ とな った。 テル パ ックにつ いて は 、後 に詳 述す る

が、実務的 には 大量 回線 利 用者 に対 す る割 引制度 で ある とみ られ る。陸運 業者

団体 や長距 離 バ ス会 社 も航空 業者 と同様 なテ ルパ ック利用 をAT&Tに 求 めて

認 め られず 、FCCに 提 訴 してい たが、FCCは 前述の 「単 二顧客条 項」 の例

に よ り専 用回線 の共 同使 用 な り再販売 が認 め られ てい るにかか わ らず 、 これ を

或 る一部 の顧客 に対 してのみ認 め るのは差 別的で あ り、AT&Tお よびWes-

ternUnionの 単 一顧 客条項 は不 法で ある と断定 す る。 単 一顧 客 と認定 され

る こ とは 、認定 を得 られ ない ユーザ ー と比較 して特 に有利 な料金 サ ー ビス を受

け るこ とに他 な らないか らであ る。FCCは 、政 府機 関 に対す る特別 取 り扱 い

のみ を未 決 として 、その 他の特 別取 り扱い を一切不法 とした。

電話会 社側 か ら言 えば 、専 用線 ユ ーザーが連 合 して テルパ ックに乗 りか えれ

ば 、電話 会社 の損害 は莫 大 な もの にな り、結果的 に公 共の利 益 に反す る とい う

こ とにな る。 審判 の過程 でAT&Tは 、重大 な経済的 損失 を蒙 るお それが あ る

と主張 した が 、FCCはrAT&Tに よる経 済的影響 の調 査」(第56～ ,62

項)と して要 旨次 の よ うに論 じてい る。

rAT&Tは 、 この決定 が実施 された場 合 、最 初の1年 で収 入 の喪 失 とコ

ス トの 増 に よ り最低1億7,850万 ドル(約540億 円)の 損失 を蒙 る と強

く主張 してい るが、 内容は 不備 であ りか つ矛盾が ある。 も しそ の通 りと して

も、 この金額 は1973年 の全社総 収入 の僅 かO.75%に しか相 当 しない。

また テ ルパ ックやWATSの 料 金が 安ければ こそ共 同使 用 の利益 が生 じるの

で あ り、 そ うなればAT&Tと しては 当然 テルパ ック料 金 を引 き上げ るか、
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制度 を廃止するであろ うが、AT&Tの 主張はテルパ ック料金やWATS料

金を不変のものとしている。AT&Tの 分析はAT&Tの 基本的立場に矛盾

する仮定の上にすべて成 り立 っているか ら、委員会 としてはその結論 を拒否

せ ざるを得ない。」

テルパ ック以外の専用回線 についても、その収入は 「1974年 で5億64百 万

ドル(約1690億 円)、AT&Tの 全州際事業収入の6%」 にしかすぎない。

「その うちの4億54百 万 ドル(約1360億 円)即 ち82%が 音声級以下で、

この回線についてはすでに ジ ョイ ント・ユースが認め られているものである。

また4億71百 万 ドル(約1410億 円)分 はすでに複合 データサービス業者に

よる再販売 を認めているものである。 したが って、全面的に共同使用および再

販売 を認めて も、重大な影響はない」(第65項)

FCCは 、以上のよ うに金額的 に重大でないだけでなく、共同使用乃至再販

売への解放は、浪費 されていた回線能 力を活用することにな り、更に今迄専用

線や高級専用線 をつか えなか った潜在的ユーザーが集合す ることによ り新たな

需要 をつ くり出すはずであるし、また回線サービスを基幹通信業者だけでな く

再販売業者にも委ねることにより最新技術が積極的に採用 されることになろ う

と述べている。また需要 と供給の原則をもじって、 「電気通信においては新種

のサービスが供給 される度に、新規の需要が生 じる、とい う歴史の証明する経

済学的原則がある」 とも言 っている。(特 に第85～87項)

このよ うに、専用回線利用を徹底的に自由化することによりFCCは 米国の

通信業界が、次のよ うに発展することを期待 しているものである。(第81～

84項)

囚 通信設備を有す る既存の公衆通信業者は、直接ユーザ ーに もサ ービスを

提供するが、基幹通信業者 としていわば回線卸売業者 としても機能する。

⑧ 再販売業者は、上記基幹通信業者か ら全面的にまたは部分的に設備 を借

りて専 ら最終 ユーザ ーに小売サービスを行な う。 この小売業者には通信を

ベースに した情報処理業 もふ くまれる。小売業者は基幹通信業者 と同 じく
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公衆通信業者 としての扱いを うけるにとどま り、その他の規制は一切ない。

◎ 基幹通信業者か ら回線サー ビスの提供を うける種 々な段階の再販売業者

が、情報産業 と適宜結合 し自己及び基幹通信業者や顧客の設備、サー ビス

な どを綜合的に利用することによ り高度 に競争的な事業体 を形成 し、情報

ハン ドリング産業 とも云 うべき新たな産業にまで発展することを期待 して

い る。

なお、命令に定める手続 きによ り、効力発生の停止を求める申請多数が提出

されたが、77年1月5日FCCは その うち2点 のみを採 り、他は却下 して原

決定 を再確認 した。

修正第1点 は既述のごとく国際記録通信について対象 とするか否か、新たに

審問 を開始す ることであるが、ただ しFCCと しては現行規制 を適 当とみ とめ

る訳ではない としている。第2点 は独占的公衆通信業者が決定において再販活

動 と見倣 され るパ ケット・サー ビス等 を行な う際に、別会社 とすることを義務

づける 「最大分離原則」 を適用す ることとな っていたものを、その必要な しと

訂正 した ことである。

公衆通信業者のタ リフ改訂期限(命 令書末尾に指定)も 改訂に 日時を要す る

ことを認めて77年3月18日 に再度延長 した。

以上の修正は米国の業界専門紙の報道によるもので、その時点では正文は公

表 されていない。

(4)特 に共 同使用 につい て

今回 の決定 の うち現実 にユ ーザ ーに とって関心 の深い共同使 用 につ いてFCC

の 見解 を取 りま とめる と次 の通 りで あ る。

(A)一 般 原則

「共 同使 用」 とは、地 理上 の 同 じ2地 点 を結 ぶ通信 を行ない、或 い は相 互
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に通 信 を行 な う以外 には、 多分何等共 通の利害 関 係のな い何人 かの ユーザ ー

が、基 幹通 信業 者又 は再販売 通信業者 か ら取 得 した通信 サー ビス及 び施 設 を

集合 して 利用 し、 各 ユーザーは通信 サー ビス及 び施設 の共 同加入 ・使用 に関

連 した通信 関 係経 費 をこれ ら通信 サー ビス及び 施設 の使用量 に比 例 して 支払

お うとす る、 非営 利的 な取 り極 めであ る(23項)。

共 同使 用 の 目的 は、A地 対B地 の同一地 点間 の通 信 を甲社 お よび 乙社が そ

れ ぞれ 行 な う場 合、 また は甲社 と乙社相 互 の間で 通信 を行な う場 合 で あ るが、

厳 密 に2地 点間 に限 るものではな く数地 点間 で利 用す るこ とも認 め る(23

項)。 相 互通信 もユー ザーの数 に制約 な く2柱 間 に限 らない。

ユーザ ー の構 成 は、 同一業 種 に属す る者 に限 らず(126項)、 個 人、法

人た るを問わず(121項)、 参 加人数 も制約 されない(122項)。 基 幹

通信業 者 等 か ら提 供 されたサ ー ビス以外に サー ビス を補足 して よい(122

項)。 ただ しそ の費用 の賦課 には ユーザー の集合 態様 に よ り制 約が あ る。

基 本的 に非営 利行 為 でな くてはな らない が、利潤 動機 の混 入 を全 面的 には不

可 と して いない。 不特 定 多数 を対 象 とす るか否 か が再 販 との区 別上決定 的 で

あ る。

以下特 に使用態様、集合の態 様、費用 の配賦 及びFCCの 規制 につ い て主 と

してFCCの 決定 に よ り注解す る。

⑬ 使用 態様

2地 点 を結ぶ1本 の回線 を交替で 利用す る もっ とも単純 な協 同的 利用、1

本 の音声 級 回線 の時分 割多重 装置等 に よる分 割使用 、 さ らに進 んで共 同使 用

契 約参 加者 が数 地点 で使用 す るネ ッ トワー ク、或 い はまたパ ケ ット通 信 を典

型 とす る特殊 通信 ネ ッ トワー ク等 が ある。 これ を拡 大サ ー ビス又 は補 足的 サ

ー ビス と呼ん でい る。 ファ クシ ミ リ通 信 も含 まれ る と考 える(23項)。 再

販 業 者の 提供 内容 と差 はな く、 メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ングも認 め られ る もの

と解 す る。

一9一

一284一



⑥ 集合の態様

共同使用を分類 して単純共同使用、非営利仲介体 を経 由す る共同使用、営

利 仲 介体 また は主 た る ユーザ ー を経 由す る共 同使用 とす る(129項)。

これを再整理 して

(1)単 純共同使用型

② 主た るユーザ ー経 由型

(3)仲 介体(営 利 または非営利)経 由型

と した方が理解 しやすい。 以下 この区分によ り説明する。
・

㈲ 単純共同使用型

ユーザ ー ・グルー プが通 信業者 の提供す るサ ー ビス を共 同で利 用 し、そ

の利用度 に応 じて通信費用 を分担する方式のもの(122、129項)。

最 も単純 な例は1本 の回線 をそのまS交 替で利用する(23項)場 合であ

る。通 信費用 以外 の経費 は支払 わ ないか ら(122項)拡 大サ ー ビス等 は

行われない ものと考 えられる。

た とえば テルパ ックType5700は デ ータ回線60本 分 の専用線 サ ー ビ

スで あ るが、 実質的 に は大手 ユ ー ザーに対す る5割 引 シス テ ムで も ある。

このサー ビス を10回 線 程度 の ユー ザーが4人 乃 至5人 集 ま って共 同使用

すれば割引の特典 を享受できる。 このよ うに何等付加設備も要 さず、 キャ

リヤーのサー ビスを料金分担で使用するのが単純共同使用型である。

回 主た るユー ザー経 由型

特定 の個人または会社が 自ら主要なユーザーとして通信業者か らサービ

スの提供 をうけると共に、補足的通信サー ビスを付加 して主導的役割を担

いつ つ他 のユーザー ・グループにこれを提 供す る方式の もの(122項)。

或 るユーザー が タイ プ3002回 線 を借 り、時 分割多 重装置 を付 して

2400bps4本 相 当 と し、 自分 は2本 分 を使用 し、 他 のユ ーザー2人 が

1本 ずつ 使用す るが如 き場合 で ある。主 た るユー ザーは使 用量 に比例 して

回線料 金の4分 の1ず つ を賦課で きる。使用量比例分以上 を課す ることは
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出来 ない。 逆 に比例 分以 下 を徴収す る こ とにつ いて は、 明示 的 には禁 止 し

てい ない(123項)。

FCCは この型 が一 般的 にな る もの とみて い る(122項)。

←→ 仲 介体(営 利又 は非営利)経 由型

外 部仲 介体 が通信業 者 に対 す るタ リフ料金 支払 の責 任 を負い、且 つ補 足

的 通 信 サー ビス を付 加 し、 ネ ッ トワー クを管 理 して グル ー プ参加 者に提 供

す る方 式 の もの(25、122項)。 その際非営 利事業 体 が仲介体 で あ る と

きは 自 らも回線 を使 用で きるが、営利事 業体 が仲 介体の ときは 自身は 回線

を使 用 で きない(79、122、123、129項)。

た とえば銀行 が 集ま って、そ の一 部 または全 部 で仲介組織 をつ く り、 そ

の組織 が回線 を借 り、必 要 な設備 を付加 し、 ネ ットワー クを形 成 運営 して

会 員等 にサ ー ビス を提供 す る。 従来 の 「ジ ョイ ン ト ・ユース」方 式で実 在

す る形 式 であ る。 た だ し、今 回の決定 に よ りユ ーザーは 同一業種 に属す る

必 要は ない。 この組織 は会社形 態 をとって もよい。 保守 費、償 却費及 び補

充会 員 を求め るた めの広告費 をふ くむ管 理費 を徴 収 で きる(26、123、

124、125項)。 再販売 と密接す る活 動で あ るが、FCCは 、訴 えが あ

れば その サ ー ビス提 供が 無差別 に行なわ れて い るか否か を調査 して再販 売

(公 衆通 信業)で あ るか否か を判 定す る。 特に 「大 々的 宣伝」 と 「短期 使

用」 の二 つ の要素 が重 な る とき、 無差 別再 販売 とみ る(・125項)。

(D費 用 の配賦

共 同使 用 に伴 う費 用 の賦 課 について のFCCの 判断 は、決定 中諸項 に散 在

し、 解釈 に迷 わ され るが、次 の よ うに要約 で き ると考 え られる(120、122、

123、124、125、129項)。

㈲ キ ャ リヤー か ら回線 サー ビス を うけ るための 回線 料 等の直 接的費 用 のみ

を共 同使 用者 が使 用量 に比例 して分担 す るの を原則 とす る。

(ロ)ただ し、 外部仲 介体 を経 由す る時 は拡 大サ ー ビスのた めの保守費 、償 却

費 をふ くむ ネ ッ トワー ク管理 費お よび加 入者 を募 るた めの広報費 を典型 と
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す る一般 管理 費 を賦課 しうる。

内 主 た る ユーザ ーのあ る共 同使 用にお いて は、124項 に述べ られた とこ

うによりかかる費用 を徴収できず、通信経費の軽減のみで満足すべきもの

と解す る。

⑥FCCの 規制

FCCは 共同使用を公衆通信業 とは見倣 してお らず、共同使用に対 しては

単に電気通信業者に対する一般的な規制責任とい う立場での補助的 な立場か

らの管理権 を持つにすぎない ものと してい る。具体的には、事前の通知や事

後の報告 を採用せず特 に小ユーザーの加入の障害 となるような認可手続や財

務状況、稼動状況等の報告 を一切不必要 とす る(128項)。

(5)参 考

(表1)米 国 電気通信 業 分類図

以上 の決定 に盛 られ た通信業 種お よび 回線 使 用の態 様 を市況情報 セ ンタ

ー調 査室 で ま とめた もので ある。

(表2)我 国電気 通信業 分類 図

郵政 省電気 通信 監理 官室 デー タ通信 係 によ る分 類表 で あ る。

米国通 信法(抄)

第1条 、202条 、203条 、204条 およ び214条 を要約す る。
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米 国 の 通信 事 情

小 嶋19ペ ー ジ を 開 け て い ただ くと、 「米 国 の通 信事 情 」とい うこ とで

当社 の調 査室 で まと めた もの が書 い て あ ります 。 実 は これ は先 回 の この席 で小

笠 原 さん か らお話 が あ っ た とお りで、 それ を若 干詳 しく書 いて あ る とい う程 度

で す。

FCCの 諸 決 定

20ペ ー ジに い ま まで のFCCの 決 定、 これ も先 回小 笠原 さん か ら細 か くお

話 が あ りま した。 重 要 な決 定 が相 次 い で年 ご とに出 て い ます。 コ ン ピュー タ と

通 信 問題 の いろ い ろな 歴 史 的 な決 定 が こ こに網 羅 されて い ます。

ス ペ シ ャル コモ ンキ ャ リヤ

21ペ ー ジに 、 これ も小 笠原 さんか ら話 が あ りま した よ うに、新 規 の特 殊 コ

モ ン ・キャリヤ、 新 規 参 入 して きたMCIと か デー トラン とい うふ うな 特殊 コモ

ン ・キ ャ リヤが どの よ うな こ と をや って きた か、 また どの よ うに撤 退 して い っ

た か とい う ことが書 いて あ ります 。

HI-LOシ ス テム

特 に21ペ ー ジの下 の 方 に、AT&Tは 、 この ような新 規 参入 の特 殊 コモン・

キ ャ リヤが出 た もの です か ら、対 抗 上 何 回 も回線 料 金 を手 直 して、 下 げ てい っ

たわ け です。 その値 下 げ計 画 の名 前 がHI-LOと かMPLで す。 この 辺 は 皆

さん 余 り詳 しく ご存 じない か と思 い ます が、 われ われ 通信 関 係 者 の間 では一 番

興 味 が あ る と ころで して 、AT&Tが い ままで独 占 でや って きた料 金 タ リフ を

新 規 参入 が あ った もの です か らどん どん 下 げ て い ったわ け です 。 その辺 で 問題

が 出 て きた。一 部 で は余 り下 げ過 ぎた らおか しい の では な い か とい う意 見 もあ

った り、 非 常 に混 乱 したわ け で す。

22ペ ー ジ には そのHI-LOとMPLの 関連 を わか りやす く書 い て あ り、
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料金 表 も最 近 の もの をつ けて い ます 。

日米 回線 料金 の 比 較

25AO－ ジには 電 電 公社 の 料金 表 、 これ は もち ろん値 上 げ前 の古 い もの です

が、 それ とAT&Tの タ リ フ との比 較 を して あ って 、 いか に 公社 のD-1回 線

が 高 いか とい う こ とを ア ピール す るた めに つ けて あ ります。

ATTの 専 用線 サー ビス

26ペ ー ジ以 降 は 、皆 さん ご存 じか と思 うの で すが 、AT&Tが 現 在持 って

い る通 信 サ ー ビス、'特 に専 用 線 サ ー ビスの い ろい ろ な種類 が書 い て あ って、D

DDと かWATSと かTelpakを 紹 介 して い ます。 この辺 は読 ん で い ただ け

れば、 どうい うサ ー ビスで ど うい う料 金 制度 を と って いるか とい うの が おわ か り

に な るか と思 い ます 。 外 国 の通 信 関係 の資 料 を見 て い ます と し ょっちゅ う出 て

きてい ます。

以上 が通 信 関 係 の 大 ざ っぱな 話 で す。 この辺 は 当社 の調 査 室 で解 説的 に書 い

て あ るの で わか りやす いか と思 い ます。 しか し、28ペ ー ジ以降 の本 資 料 の 主

題 であ るFCCの 決 定 書 は法律 的 な文 書 で 非常 に むず か しい 内容 です。

小 笠 原21Ao－ ジのType3002と い うのはD1相 当の 回線 で す か。

小 嶋 そ うい うこ とです。Type3002と い うの が電 電公社 のD-1回

線相 当 と言 わ れ て い ます 。3000シ リー ズ とい うAT&Tの 回 線 の タイ プが あ

り、3001、3002、3003と 種 類 が あ って、 いわ ゆ る等 化 装置 をつ けたC1

等化 とかC2等 化 とい う、 電 電公社 で も今 度D-ISと 言 って い る 回線 で す が

等化 特 性 に よ って料 金 を変 えて い るの が3002で す。

小 笠 原 それ は23ペ ー ジで す ね。

小 嶋21ペ ー ジか らち ょこち ょこ と3002の 名前 が 出 てい ますが 、23

ペー ジに は等 化 は 出 て い ませ ん ね、HI-LOとMPLの 料 金 しか 出て い ませ

ん。 ア メ リカで は 大分 前 か ら3002タ イプの 専 用線 には等 化 装置 を有 料 で、 等
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表 一1 1976年7月FCC決 定 にお け る米国電気 通信業

(音 声 ・非音 声)の 分 類 図

衆

信

業

基 幹 通 信 業

(underlying
carrler)

〔第 一 層 通 信 業 〕

(主 として卸売)

顧
客

の
目
的

再 販 売 通 信 業

(reSaleCarrier)

〔第 二 層 通 信 業 〕

(主 として小売)

本 人 使 用

共

(
非

営
利

)

(
営

利

)

同 使 用

(sharing)

再 販 売

(resale)

(
設
備
付
加

・
回
線
支
配

)

(注)

L[=コ 内 は公衆通 信業 者 で あるこ とを示す

2.再 ・再 販売 もあ り得 る。 この場合 は再 販売 通信業 と

して 公衆通信 業者 の 規制 を うける。

3.共 同使 用 の営利仲 介体 と周旋 再販売業 との区別 は主

と して不特 定多数 の 顧客 を対象 とす るか否 かに よる。
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(市 況 情 報 セ ン ター調 査 室 作 成)
「 一 一 ー ー 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 ー ー 一'

情 報 処 理 ・ 諸 産 業

(dataprocessingindustries)

単純共同使用

主たるユーザー経由

一 由一[

周旋 再 販 売 業

(broker)

処 理 再 販 売 業

(resale
processor)

非営利仲介体

営利仲介体

電算機利用

そ の 他

リモー ト・アクセス・データ処 理

(公 衆 通 信 業 と せ ず)

混 合 デ ー タ 処 理

(hybriddataprocessing)

(公 衆 通 信 業 と せ ず)

混A通 信

(hybridcommunications)

メ ッセージ ・スイ ッチ ング

パ ケ ット ・ス イ ッチ ング

帯 域 分 割

柵 運議
農 ・

ファクシ ミリ通 信 ネ ッ トワーク

そ の 他
L______
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表 一2我 が国電気通信業分類図

電気通信業者

伝送設備所有事

欝 斗
国内業者

国際業者

騰 驚i三

情報提供業者

情報処理業者

(郵 政省電気通信監理宮室

データ通信係)
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化度 に よ ってC1、C2、C3と い うふ うな 品質 を保 証 した専用 線 を出 してい

ます。 こ こに は載 って い ませ ん が、 す で に ア メ リカの方 では そ うい う非 常 に融

通 性 の あ る制 度 を持 ってお る とい う ことは確 か で す。

それ で、 主 題 のFCCの 決 定 につ い て です が、 元 へ戻 らせ てい た だい て 、私

が か いつ まん で 申 し ます の で ア ンダニ ラ インで も してい た だ けれ ば と思 い ます。
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米国通信法(関 係条文要旨)

(目 的)

1条 国民のすべてが迅速且っ効率的な全国的及び全世界的の有線並びに無

線通信業務 を適当な施設 と妥当な料金で利用 しうるよ うに、通信の州際

並びに外国通商 を規制す るため、国防のため、生命及び財産 の安全を促

進す るため、並びに多数の機関に分散されていた権限を集中 し、上記の

政策の効果的な実施を図るために 「連邦通信委員会」(FCC)を 設置

する。この委員会は本法の規定を執行 し強制するもの とす る。

(業 務及び料金)

201条(a)合 理的な請求に対 して通信を供給すること、また委員会の諸命令に従

い、委員会が公共の利益のため必要 と認めた場合、他の公衆通信業者 と

回線 を接続 し、通 し回線 を設定 し、そのための料金 と料金の区分 を定め、

またかかる通 し回線運営のため施設および規則を設定供給す ることは、

公衆通信業者の義務 とす る。

(b)通 信サ ービスに関する料金、方式、種類、規則は公正かつ合理的でな

くてはな らず 、不公正かつ不合理的なときは違法である。ただ し、昼間、

夜間、反復、無反復 、手紙 、商用、新聞、官用、その他委員会の認める

ものについては料金 を別に してよい。また、公共の利益に反 しない と認

め られるときは、本法によらぬ公衆通信業者 と協定 して業務を行な うこ

とを禁止するものではない。また、船舶の海上所在位置 を、一般紙に無

料または名 目的料金で提供することは、公衆通信業者名が当該新聞紙上

に付記される ときは さ しつか えない。

(差 別及び優先権)

202条(a)公 衆通信業者は、料金、方式、種類、規則、施設あるいはサー ビスに

おいて、直接、間接 を問わず如何なる手段および装置に よっても、不公

正かつ不合理に顧客 を差別 してはな らない。また、特定の個人、階層、

地域に対 し不 当かつ不合理に選好 した り、利益 を侵害 してはな らない。
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(b)本 法における料金 あるいはサービスとは、有線、無線 を問わず、公衆

通信業者の回線の使用に対する料金および回線の使用に関連す るサービ

スを含むものである。

(c)故 意に本条の規定 に違反 した者は、違反1件 につ き500ド ルおよび

違反 日1日 につき25ド ルの罰金に処する。

(料 金 表)

203条(a)公 衆通信業者は所定の様式によ り料率表 を委員会に届出の上、印刷 し

て公衆の閲覧に供 さなければな らない。

(b)委 員会に届出た料率表は30日 前に委員会及び公共に通知 した後でな

ければ改訂できない。委員会は これを修正できる。

(c)料 金の徴収に当 っては(1)料率表通 りに行なわねばな らず、② 規定料金

を一切返還免除 してはな らず、㈲ 料率表の規定以外に顧客に特権 を与 え

た り、別段 の規制 を行 な っては な らない。

(d)料 率表発効 日を適法に明示 しない届出は、委員会は受理拒否す ること

ができる。拒否 された場合は無効である。

(e)本 条 の規定 に違 反 した場 合は 、違反1件 につ き500ド ル、違反 日1

日につ き25ド ル の罰 金 に処す る。

(新 料金の適法性に関す る審理 一停止)

204条 新 しい料金、種類、規則又は方式が委員会に提出された ときは、委員

会はその適法性に関す る審理 を開始できる。 この審理の決定がない間は、

委員会は、通信業者に対 し、停止理由を、書面で交付 した上、実施 を停

止で き る。但 しこの停 止は 、3ケ 月以上 に及ん では な らな い。停 止期 間

中に命令がない時は 、期間の終 了と共に実施できる。た だ し料金値上げ

の提案の場合は、審理終 了後 、値上げ部分の うち正当でないもの を利子

とともに払戻すよ う命令 できる。値上げが公正かつ合理的であることの

立証責任は通信業者が負い、また委員会はこれ を最優先に扱わねばな ら

な い 。
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(線 路 の延 長)

214条(a)公 衆通 信業 者 は、委員会 の事 前の認 可 な しに 、線路 を新 設 ・延長 して

は な らない 。但 し州際線 の 一部 とな らない 州内線路 、長 さ10マ イル を

こ えない地 方線路 等 を除 く。

また 公社 の不利 益に な らない 旨の事前の承認 を得な けれ ば 、地域 に対

す る業務 を中 止、縮少 しては な らない 。

(b)略

(c)委 員会 は認 可 申請 に対 し、承認 、拒否 お よび 条件 を付す る こ とがで き

る 。

(d)委 員会 は、十分 な審理 の後 、通 信業者 に対 し、施 設 を準備 し、線路 を

延長 し、 局 を設 ける こ とを許可 し、 または命令 す る こ とが で きる 。命令

に 従 うことを拒 否 し又は怠 る者 は、1日 に ついて100ド ル の罰 金 に処

す る。
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2.米 国 の 通 信 事 情

(1)AT&Tの 独 占

米 国 の通 信事 業は 、我 国の如 き公 社独 占と全 く事情 を異 に し、約1,600の

電 話会 社 が存 在す る。統計 に よれば1950年 には5,541社 あ り、漸 減 して

73年1,695社 とな ってい る。

しか し現 実 にはAT&Tの 系統 が米国 の電 話総 台数1億4400万 台の85%

強 を占めv9%がGTE・ 残 りが その他 で ある。千数官社 にのぼ る 「そ の他 」

は 、手動 交 換式 の地 方的企業 で あ る。

AT&Tは 、 米国最古 最大級 の企業 で、BellSystemと 呼 ば れ る子会 社

22と 製造 会 社 ウエ スタ ン ・エ レク トリックお よびベル研究所 か ら成 る。 ベ ル

電話 会 社 は 、通常1州 内、若 干社 が2州 以上 を営業地域 とし、州 と州 とにわ た

る長 距 離電 話乃 至通信 は、AT&Tの 長 距 離 回線 部 が 担 当 す る基本 的関 係 と

な って い る。 業 績 は最近 期 の決算 で も非常 に良好 であ る。

またWUは 電報 、TELEXの 電信 サー ビスが中心 で あ りこの分野 を独 占 し

て い るが 、回線 自体 はAT&T等 か ら賃借 して い るものが相当量 あ る。

したが って 回線系 統はAT&Tの 独 占 と言 って よい状況 で あろ う。 ところが、

新 興分野 であ るデー タ通信で は、巨 大会社 の動脈硬 化的な対 応の遅 れが あ り、

新 規参 入 のデ ータ通信 専門企 業の激 しい競争 に さらされたが 、実 力に物 を言 わ

せ て直 ちに ま き返 しを図 りつ つあ る、 とい うのが現状 であ るが 、 この状況 下 で、

FCCは 、 「独 占は悪 であ る」 「競 争 は善で あ る」 との基 本政策 を と り、 そ の

総 ま とめ が 、76年7月 の決定 とな った もので あ る。(次 頁 表一3の 年表参 照)

(2)新 規参入 とAT&Tの 反撃

この間の動 きを、 さらに具体的に述べる。

AT&Tは 、高収益業務の黒字 をもって非収益部門の赤字 を補填 しうる全国
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(年)

1934年

1959年

1962年

1966年

1968年

1969年

1971年

(3月)

1972年

1973年

1974年

1976年

(7月)

表一3FCC主 要決定年表

(主 要 事 項)

通信法制定

FCC「Above890」 裁 定

通信衛星法制定

FCC,

問題の調査着手

FCC,

裁定

FCC,

コ ン ピ ュー タ/通 信

カ ー タ ー ホ ソ 事 件

rMCI」 裁定

FCC,「 コンピュータ/通

信 」 に関す る最 終 裁定

FCC,「 国 内衛星 通信 」

に関す る最終裁定

FCC,「PCI」 裁定

FCC,「Graphnet」 裁定

FCC,「Telenet」 裁 定

再販売 及び共 同使 用 に関す

るFCCの 命令

FCC,コ ンピュータ/通 信

の境界問 題の再検 討 開始

(備 考)

FCC(連 邦通信 委員会)設 置

890MC以 上の周波数の割 当政 策。

通信会社 以外 の者 で あ って も私設
マイクロウェー ブ設 備 を持 ってよい

Comsat設 立

Foreignattachmentを 認 め

る(ユ ー ザーの端末 自営 許可)

専用線 分野 に新規 参入事業 者

(Specializedcommoncarrier
－ 特殊公衆通 信業 者)を 認 め る

データ処理 サー ビスは 自由競 争 を

原則 と し,規 制 は及 ば さない

国 内衛 星通信 サ ー ビスへ の複数 参

入 を認 め る

VAN業 者 を認 め る

〃

ノノ

再販売(resale)通 信 事業 者 を

認 め る
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的体制 をもち、か つ既 述の 如 く電 話台数では85%の シェアをも ち事実上 独 占

的地位 を保持 して い る。

ところがMCICommunicationCorpが1972年 シカ ゴ ・セ ン トル

イス間に マ イ ク ロウエ ー ブ施設 をも って回線 開設の 名乗 りをあげ 、つい でDa-

tran、SouthernPacificComm皿icationsCompany(SPCC)等

が 、続 々 とサ ー ビス を開始 した 。 これ らはいずれ もデ ータ通信 とい う専 門分野

や 、通信需 要 の特 に高い都 市 間に特定 して営業す る もので ある。

また 自か ら通 信施設 をもたず 、AT&Tの 大量 本数割引制度 で あ るTelpak

に加入 して 、 これ をデ ー タ通 信に適合す るサー ビスに改変 して最終 ユ ーザ ーに

再販 売す る、 いわ ゆ る付 加価 値通信業者(VAN)も 生 じた。VAN業 者 とし

てデ ータ通信 の ネ ッ トワー クを認可 されてい るのはTelenetCommunica-

tionsCorpとMCIDataTransferCorpの2社 であ り、Graphnet

SystemInc.は 写 真電送 に ついて同様 の ネ ッ トワー クを認 め られて い る。 なお

今年1月Tymnet社 とITT・DTS社 が追加認可 された。

さ らに衛星 通信 に よるサ ー ビスをAmericanSatelliteCorp、RCA

GIobalCommunications、GTESatellite、 また前記 のSPCCお よ

びWesternUnion等 が行 ないは じめた。

AT&Tは 自己 の ネ ッ トワー クとの接続 を認 めない等 の措置 で対 抗 しよ うと

し、 また新規 参入側 は これ を提 訴す る等法 的紛争 が多発 した。現 在で は相 互接

続 は現実 には 行な われて い るが 、法的 には完全 には解決 していな い模様 で あ る。

新通信 業者 のサ ー ビスは多様 的で ある上、料金 制度 も専用 制、時 間専 用制 、

時分 制、 従量 制等 々 これ また 多様的で あ り、 一般的 に 言 ってAT&T料 金 よ り

20%乃 至40%安 い とされ てい る。 このため 、AT&Tは1200bpsか ら

9600bpsの デ ー タ通信 に用 い うるType3002に つい て1974年6月 、

単 純 距 離 比 例 制 料 金 を改 め 、HI-LO料 金制 を採 り、つ いで1976年8

月20日 発 効でMPL料 金 制 を実施 し、主要都市 間の 回線料 金値 下げ を行 な っ

た。
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以上 の競 争 の過程 で 、PCIが 認可後1年 余 の1975年3月 に営 業 を停止

し、Datranも1976年9月 営 業 を停 止 した。 な お、Datranの 親会社Wy-

lyは 、AT&Tを 独 禁法違 反 で告訴 す る とともに、約2億8500万 ドルの

損害 賠償 を請 求 してい る。

(3)HI-LOとMPL

HI-LO制 下 では 、全国 を高密 度通信地 区(High)と 低 密 度通信 地区(Low)

とに分 け 、HighとHighの 間 の料金 とHighとLowの 聞 及びLowとLow .

の間 の料 金 との二 本建 に し、従 来 よ り前者 は安 く、後者 は 高 くした もので ある。

MPLはMulti-schedulePrivateLineの 略 で あるが 、HI-LOと 全

く同様 の 考 え方 に た ち、全 国 をカテ ゴ リー"A"と カ テ ゴ リー"B"に わか ち、

た だAとAの 間の料 金 、AとBの 間 の料金 、BとBの 間 の料 金 と三本建 に した

もので あ る。

Highと 指定 された 都市 は約370、 カテ ゴ リーAと され た都 市は 約400

で あるか ら、殆 どの都 市 らしい都 市 はふ くまれて しま ってい る とい って よい。

AT&Tは 当初76年5月19日 か らMPLを 実 施 しHI-LOと 切 り替 える

予定 であ ったが 、FCCは 一部手 直 しを要求 し、90日 間 の停 止命令 を出 した。

この間 はHI-LOが 適 用 され たのでMPLの 実施 は 同年8月20日 か ら行 なわ

れ た。

我 国 のD-1回 線 に相 当す るAT&Tの タイ プ3002回 線 につ い てMPL

料率 表の要約 を次 頁 に示す 。

一22一

一300一



ー

ω
O
声
ー

ー

N
ω
ー

■

ExcerptsFrorn:

MPLRates(Type3002)TARエFpF.c.c.No.260

Effective;Aug20,1976

Rates:Ratesareacompositeofthreeelements.

、.,、xedCh5.ge(。 。nth、yp。 。 ・.P。 ・。t。hanne・ 。・se,・ ・・・ ・・ ・…ip。 ・・・ ・…ne・)

Schedule工(BetweentwocategoryelAt"areas)一 一ーー一・一・一一ーー守口一一一一一一ーー一$49.20

Scheduleエ1(Betweenacat6gory.IAI.andacategory.,B・.area)一 一ー一－S48.70

Schedule工1工(Betweentwocategory"B'・areas)一 一ーー一一・一一一一一一ー一一ー一一ー一一$48.60

2・ 工XCMileage

ScheduleScheduleSchedule

I工 工1エ エ

Firstlsmiles,each(1-15)$1.80$3.30$4.40

Next10〃(16-25)1.503●103・80

〃15"(26-40}1.122.002.80

〃20・ 〃(41-60)1.121.352.10

〃20'〃(61-80》1・121・351・60

〃20〃.(81-100)1 .121・351.35

〃900〃 ・(101-1000)・66.66・68

・Eachaddi七ionalmile(1001&
.Over).40.40.40

3。StationTerminalCharge(PerTermina1)

『 工
nstalationMonthly

'
一一ー一一●一一一{一ー一一'$54FirstStationエnExchange

EachAddi七ionalStationin

SamePremiSeSaSFirSt

DifferentpremiSes

Exchange

Station-一 一一一一一

ー ー ー ー 一 一 ■●一'一 一 一 一 一 口 一 一 ー 一

●

54.

54.

5

5

0

1

1

0

$25.00

5.OO

25.00



(4)日 米料 金比 較

我 国は 米国 よ り至近 距 離がや や安い だけで 、全般 には圧倒 的 に高い 。即 ち、

20㎞ までは我 国 の方が若 干安 いが30㎞ 超か ら格段 に差が つ き、 表 一5の 如

く公社 料 金 の方が極 度 に高 くな る。例 えば 、公社 課金距 離829kuの 東京 ・札

幌間 分は 、大 圏距 離7,990㎞ の ニ ューヨー ク ・ホ ノルル間 に至 って始 めて等

しくな る。

次にAT&Tの 料 金 の変 化 と公社の現行 料金 を対比 して次 頁(表 一5)に 示す 。

俵5注)1.公 社D-1料 金は4線 加算 を含む。

2.AT&Tは タイ プ3002の 料金 。

④

◎

◎

◎

旧料 金 とは、 旧制度に よる1本 建 料金 。

HI-LO(HI/HI)と は ハイ ・ロー分 離に よ る2本 建料 金の う

ち のHighdensitycenter区 域 相互 間の もの 。

MPL(A/A)と は51年8月20日 以降実 施のMPL3本 建

料金 の うちのHighdensitycenter区 域 相互間 の もの。

Telpakと は タイプ5800(ボ イス ・サ ブチ ャ ンネル240

本 分)料 金 をタイプ30021本 相当分 に換算 した もの。
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(5)AT&Tサ ー ビスの種 類

デ ータ通 信に用い うる もの に 、DDD、WATS、 専用 回線 、Telpakお よ

びDDSの5種 が あ る。

(A)DDD(DirectDistant・Dialing)

通 常 の公衆電話 網 を利 用す る もの で、電 話 と同 じくダイヤル して 回線 を コ

ン ピューターに接 続す るもの で初期 には2000bps以 下 で用 い られ たが、

現 在は4800bpsま で使 用 し得 る。

⑧WATS(WideAreaTelephoneService)

我 国には まだない 制度 で あ る。OutwardWATS(外 む け)とInward

WATS(内 む け)が ある 。

1つ の電話番 号か ら所定 料 金 で無 制限 に発信 し うる ものが 「外 む け」 であ

り、その逆 が 「内 むけ」 で あ る。 両者は 兼ね られな い。料金 は 月240時 間

制(即 ち事 務所時 間 として は終 日)と 月最低10時 間 制(時 分計 量 ・MTS)

とが ある。MTSはMeasuredTimeServiceの 略で あ る。

FCC決 定 書中 にWATSま た はMTSと して 屡 々言 及 されて い るMTS

は市 外台 を通ず る市 外電話 サー ビス(MessageTollService)で あっ

て 、 これ とは別で あ る。

WATSに は州 内WATSと 州際WATSが あ り、州内WATSを 例 とす れ

ば、 ユ ーザ ー住所 を中心 に州 内が5地 域 に分 か れ、そ れぞ れ料 金 が異 な る。

州際 につい ては住 所 の州の 周辺 州が地域 として指定 され る。

「外むけ 」は不動産 業者 の セール スに 、 「内む け」 は座席 予約 の無 料電話

に、 それぞ れ用い られ るのが典 型的 な例 であ るが デ ー タ通信 に も用い られる。

(O専 用回線(Leasedline、Privateline、Dedicatedline等 と呼

ば れ る)

伝送速 度 を中心 にType1000か らType8000の 各 シリーズが あ る。音

声級 の3000シ リーズのType3002(9600bps以 下)が 標 準的 回線 で

我 国のD-1回 線 に 相当す る。NPL料 金 制度 の大 要 は前述 した通 りで あ る
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が、我 国の如 き4線 式 加 算はない。 旧料 金制 では加算制 度が あ ったが 、H仁

LO以 降2線 ・4線 を問 わず ・また音声 使用で もデ ー タ使用 で も同一料 金 で

あ る。

4線 式は全二 重通 信 を可能 とす るた めであ るが 、米国 も全二 重使用 はす く

な く・殆 どが4線 を用 い ての半二重方式 であ る。我 国で も4線 加算が廃 止 さ

れる こ とが極 めて望 ま しい ことであ る。

またAT&Tの 専 用 回線料金 は終 日制 一本で あるが、MCIやSPCCの

如 く分 秒 単位 で計量 す る時間専 用 と似た 制度 を採 りいれてい る通信 業者 もあ

る。

肛)Telpak

専用線 サ ー ビスの 一種 でType5700お よび5800シ リーズの商品 名で あ

る。 いず れ も単 一の広 帯域 回線 または分 割 して複数 の音声 級(Type3002)

等 としてつか うこ とが で きる。 即 ちType5700はType3002な ら60本 、

テ レタイ プ回線 として は120本 、Type5800は 同240本 、480本 に

使用 で きる。 とい うよ り実質は3002回 線 の大手 ユ ーザ ーに対す る割 引制度

で ある とみ な されて い る。料金体系 中の距離 比例 部分 につい て見 る と、Te1-

pak分 割 線1本 当 り1マ イ ル単 価 はType5700が$O.53、Type

5800が$0.37な の でType3002の 平 均 的 料 率$1 .12に 比 べ、 前

者は 去以 下 、後 者は 去 とな り、大幅な割 引 とな ってい る。 このTelpakに

同一方 向 の ユ ーザ ーが相 乗 りで きれば 、回線 料 負担 は大い に軽減 され るので

回線 の無 制 限再販 お よび共 同使用 を認 めるとのFCCの 決定は、専用 回線 全般

についてのもの ではあるが 、特にTelpakに 関連 して意義 が大 となるもの である。

(EDDS(DataphoneDigitalService)

全二 重、 対地 あるい は多地点間 デ ータ通 信に用い る時分計 量制専 用線 サ ー

ビスで ある。2400 、4800、9600お よび50Kbpsの4種 の速度 が

あ る。96都 市(1976年)で 利用 で きる。
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小 嶋1ペ ー ジの 「ま えが き 」の と ころの3番 目の フ レー ズに、1976

年7月 にFCCが 専 用 回 線 の 再 販 、リセール、 それ か ら共 同 使用 の 無制 限承

認 とい う画期 的な決 定 を行 った とい うこ とを載せ て お り ます 。

FCC決 定 の 基本 精 神

それ か ら、一 番 下 の 最 後 の フ レー ズ で、 このFCCの 決 定 の底 に流 れ る精 神

につ いて触 れ て います 。 独 占は 悪 で あ る、競 争 は善 で あ る、競 争原 理 を働 か せ

よ とい うこ とです 。 そ して、 差 別 は不 法 で あ る。 「独 占 を打破 し、 差別 を撤廃

し、 公正競 争 を もた らす こ とが 、消 極 的 には国 民経 済 上 の 無 駄 を節約 す る こ と

に な り、積 極 的 には新 技 術 の開 発 と開発 され た技 術 の 活用 を促 進 」す るのだ と

い うのがFCCの 精 神 で あ る、 と決 めつ けて お ります 。

FCC決 定要 旨

5ペ ー ジにいき ま して、 「決 定要 旨 」、 この 辺 は解 説 です の で後 で読 ん で い

た だ く ことに しま して 、 か いつ まん で ポ イ ン トだ け をお示 し してお きます とい

4番 目の フ レー ズの 「 この 決 定 にお い て 」とい うの が この決 定 要 旨 の ポ イン ト

で、FCCは 共 同使 用 を2つ に分 けて、 「複数 の ユ ー ザー が共 同 して 通信 サー

ビスに加 入 して 、 その コ ス トを分 配 す る利 潤 を目的 と しな い取 り きめ と定 義 す

る。 」これ が共 同使 用 の定 義 です 。 それ か らrr再 販 売 』 」 とは、 あ る事業 体

が通 信業 者 の通 信 サー ビスに加 入 し、 利潤 を目的 と して他 に再 提 供 す る こ と を

い う 」。 そして今 度 の決 定 で は 、 その いずれ の場 合 で も無 制 約 で 自由 にや って

よろ しい、 これ が 公共 の 利 益 で あ る とい うの が このFCCの 決 定 の要 旨 で、 無

制 限 に共 同使 用 、 再 販 を許 した とこ ろに意義 が あ るわ け です 。'そ の次 の フ レー

ズで、 「その結 果、 再 販 を業 とす る再 販 業 者 は 公衆 通 信業 者 と同一 に 」、 電電

公社 とかKDDと 同 じよ うに 「通 信法 の コモ ン ・キ ャ リヤー と して 規制 され る

の み で ボ いわ ゆ るr付 加 価 値 』業 者 として、 す なわ ちVAN業 者 と して 「公衆

通信 業 者 か ら借 り うけ た サ ー ビ スに何等 かの価 値 を付 加 す る必要 もな く 」借 り
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るだ け で い いの だ とい うこ とです 、 「また 公衆通 信 業 者資 格 認 可 の条件 と して

自己 の業 務 が公共 の利 益 に即 す る ことを証 明 す る必 要 もな い。 」い ままで は そ

うい う必 要 が あ った ので す けれ ど も、何 も要 らな くな って きた。 「また共 同 使

用 につ い て は報告 をふ くめ一 切 の規制 を行 な わな い。 」この 辺 が無 制 限承 認 と

言 われ る もの で、 あ らゆ る規 制 を取 っ払 って しま ったわ け です。 これ がFCC

の決 定 の ポ イ ン トです 。

読 ん で い ただ くとわか るの で あ とず っ と飛 ば して8ペ ージにいって、 日本 の電

、電 公 社 の共 同 使用 の い ろい ろな小 めん ど うく さい 制 限 と違 って 、 下 の方 の(4)に

FCCの 見 解 と して、 「特 に共 同使用 につ い て 」とい うの が書 いて あ ります が

その辺 をか いつ まん で読 ん で み ます と、 「一 般原 則 」で、 「 『共 同使 用 』とは

地 理 上 の同 じ2地 点 を結 ぶ 通信 を行 ない、 或 いは 相互 に通信 を行 な う以 外 に は

多分 何 等 共 通 の利 害 関係 の な い何 人 か の ユ ー ザ ーが、基 幹 通 信業 者 又 は再 販 売

通信 業 者 か ら取 得 した通信 サー ビス及 び施 設 を集合 して利 用 し、各 ユ ー ザー は

通信 サー ビス及 び施 設 の 共 同 加入 ・使 用 に関連 した通信 関 係 経 費 をこれ ら通信

サー ビス及 び施 設 の使用 量 に比 例 して支 払 う 」この よ うな こ とが書 いて あ って

もっ と もな こ とな の です が、 こ う い うふ うな一 般 原 則。 あ と下 の方 に も う少 し

書 い て あ る けれ ど も、 ユ ー ザ ーの 構成 は ど うで もい いの だ とい うこ と。

それ か ら、9ペ ー ジの(B)の 「使用 態様 」で、 ど うい う使 い方 を して も基 本 的

に は い い、 日本 の よ うに うる さい ことは な い。

共 同 使 用 の形 態

それ か ら、 ち ょ`っと変 わ って い るの は10ペ ー ジに、後 で一 覧表 で 出 て き ま

す が、 共 同使 用 す る形 態 は3つ ぐ らい に分 け られ るの で は ない か。 単純 共 同使

用 型 と、主 た る ユ ーザ ーが 中 心 に な って や る型 と、 仲介 体 と して営利 また は非

営利 の 団体 が入 って それ を経 由 して共 同 使用 す る とい う形 に分 かれ るの で は な

い か と して い ます 。

お のお のの使 用 の形 につ い て は、 そ こに ぼ)と回 と書 いて あ るの で読 ん でい た
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だ く とわ か るの です が 、一 番 お もしろ いの は11ペ ー ジの 内 で、 仲 介体 を経 由

して お金 を取 って もい い しお金 を取 らな くて もい い、 そ うい うか っ こ うで共 同

使 用 をや ろ うで はな いか。 そ の違 い は内 を読 ん で い くと、 「外部 仲 介 体 が 通信

業 者 に対 す るタ リフ料 金 支 払 の責 任 を 負 い、 且つ 補 足 的通 信 サ ー ビス を付加 し

ネ ッ トワー ク を管 理 して グル ー プ参 加 者 に提供 す る方 式 の もの。 その際 非営 利

事業 体 が仲 介体 で あ る と きは 自 ら も回 線 を使用 で きるが、 」要す るに金 を取 ら

な けれ ば 自分 で 回線 を使 って もいい の だ けれ ど も、 営利 と して金 を取 る と きは

自分 が 回線 を便 っ ては い けな いの だ 、 これ だ けが 制 限 として あ るよ うで す。

11ペ ー ジの 下 の方 に、 ◎ と して共 同 使用 の と きの費 用 の 賦 課 の仕 方 が 規定

され て い る とい え ば され てい る。 余 りも うけて は い け ない とい うこ とだ ろ うと

思 うの です けれ ど も、 使用 量 に比 例 した料金 とか 管理 費 を取 れ とか、 そ うい う

こ とは きち っ と決 ま って い る よ うで す。

12ペ ージに、 以 上 の共 同 使 用 に対 して のrFCCの 規制 」です けれ ど も、

要 す る に この 規制 が強 いか ど うか とい うこ とです が 、rFCCは 共 同使 用 を公

衆 通信 業 とは見倣 してお らず 」要 す る に コモ ン ・キャ リヤで はな い の だ よ とい う

こ とで、 「共 同使 用 に対 して は単 に電 気通信 業 者 に対 す る一 般 的 な規 制 責 任 と

い う立場 での 補 助 的 な立 場 か らの管 理 権 を持 つ に す ぎな い 」、 要 す るに余 り過

大 規 制 は しな い。 「具 体的 に は、 事 前 の通 知 や 事後 の 報告 を採 用 せ ず特 に小 ユ

ー ザー の加 入 の障 害 とな るよ うな認 可 手続 や財 務 状 況、 稼動 状 況 等 の報 告 を一

切不 必 要 とす る。 」要 す るに余 りお役所 的 な む ずか しい ことは しな いの だ 、 こ

うい うふ うな規 制 に と どめ る とい うこ とで す。 これ が共 同使 用 あ る い は再 販 売

の骨 子 です 。

FCC決 定事 項 一 覧 表

以上 の よ うな決 定 を一 覧表 に した もの が次 の13・14ペ ー ジの折 り込 み で

これ に尽 き るわ けで す 。 これ も当社 の調 査 室 が勝 手 につ く った もの で、 人 に よ

って は意 見 が 違 うか と思 い ます が、 大体 こん な ところで は ない で し ょ うか。
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コ モ ン ・キ ャリヤ を一 応2つ に分 けて 、基 幹通 信 業 、 これ が一 般 の コモ ン ・

キ ャリヤ、 い ままで の コモ ン ・キ ャ リヤ、KDD、 電 電 公社 に相 当す る と思 い

ます 。

それ か ら、今 後第 二 層 通 信業 とい うのがでて きて、 リセ ー ル ・キ ャ リヤ、 これ

は再販 を主 と して や るキ ャ リヤ、 こ うい うふ うに分 け られ るの で はな いか 。

これ を顧 客 の 目 的別 に分 けて み る と、 本 人使 用 と、 共 同使 用 しか も非 営利 で

や ろ うとい うか っこ うと、 営 利 を 目的 と して リセ ール 、再 販 をや る とい うか っ

こ う、 この3つ に分 け られ るだ ろ う。

非営 利 の共 同 使 用 の場 合 は 、単 純 共 同使用 と、 主 た るユ ー ザー を経由 しての

共 同使 用 と、 仲 介 体 を経 由 して の共 同使 用 、仲 介 体経 由 の場 合 は2つ に分 かれ

て非 営 利 と営 利 一非営 利 な の に こ こに営利 が入 って くるの は ち ょ っとおか し

いの です が、 こ うい うか っこ うもあ り得 るのか ど うか、 ち ょっ と この 辺 作成 者

の意 図 が わか らな い の で す が、 共 同使 用 は こ うい うか っ こ うに 分 かれ るか と思

う。

問 題 は、 営利 を 目 的 と して再 販、 リセー ルす る もの で す が、 設 備付 加 あ るい

は回 線 を コ ン トロー ルす る機 能 の な い もの とあ る もの と に分 け、 ない もの は単

純 に再 販 を周旋 す る ブ ロー カー、 あ る ものは リセー ル ・プ ロセ ッサー、処 理 再

販売 業 と言 って い ます けれ ど も、 自分 で ミニ コ ンをつ け て 回線 も コン トロー ル

して売 り込 もう、 その場 合 に 電算 機 を利 用 す るか あ る いは そ の他 の もの を利用

す る か とい うことで、 右 の 方 に い って、 リモ ー ト ・ア クセ ス ・デー タ処 理 とか

ハ イ ブ リ ッ ド ・デ ー タ ・プ ロ セ ッ シン グ とか、 混 合 通信 とか 、 メ ッセ ー ジ ・ス

イ ッチ ン グ とか 勝手 にや って よ ろ しい。 電算機 を 使 わな くて 、単 純に ハ ー ドウ

ェア だけて や るとすれ ば、 パ ケ ッ トもで き るだ ろ う、 帯域 分割 もで きるだ ろ う

フ ァ ックス もで きるだ ろ うとい うこ とで、 デ ー タ処理 の程 度 あ るい は メ ッセー

ジ ・スイ ッチ ン グの 程度 に よ って どち らへ い くか とい うこ とが決 ま ります 。

それ で、 アメ リカで 言 わ れ て い る こ とは、 これ は 点線 で結 ん であ ります が、

上 か らず っ とひ っ くるめ た もの が イン フ ォメ ー シ ョン ・ハ ン ドリン グ、 こ うい
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う産 業 が将 来 非 常 に 大 き くな って い くの だ ろ う。 この 辺 が 本 当 のね らい で あ り

ま して 、規 制 を緩 め る こ とに よ って、 あ るい は そ うい う再 販 を認 め る こ とに よ

って イ ンフ ォメ ー シ ョン ・ハ ン ドリン グとい う産業 が発展 をす るのだ 、 こ うい

う見 方 の よ うで あ ります 。

非 常 にむず か しい、 は し ょった説 明 で恐 縮 です けれ ど も、 こ うい う ところ で

o

司会 ど う もあ りが と うζござい ました。・どなた か ご質 問 ござい ますか。

小 嶋 私 自身 もまだ完 全 に把 握理 解 して い ませ ん。 むず か しい と ころ もあ

って 大 ざ っぱな話 しにな りま した が、 細 か い とこ ろは む しろ小笠 原 さん の方 が

お詳 しい の では な い か と思 い ます 。

小 笠 原 い や、 余 り詳 し くな いの です。

司会 ア メ リカは通 信 につ い ては 大変 自由 とい う ことで 、 この前 もち ょ っ

と私 は補 足説 明 を させ て い た だ い たの で す が、 規制 とい うの は 通信 業 者 の情 報

処 理 へ の進 出 につ いて、 情 報 処理 と通 信 と分 界 点 が ど こか とい うの が今 度 の第

2回 目のFCCの イ ン ク ワイ ア リー の趣 旨 が あ るの で は ない か と思 うが 、 そ う

い うふ うに理解 して よ ろ しい です か。

小 笠 原 そ うい う こ とです ね。

竹 内 再 販 の 中 の単 な る ブ ロー カー、 この辺 は何 か や は りサ ー ビス を提供

o

小 嶋 実 際 問題 と して は 出 て こな い と思 うの です。 実際 は下の 方 に い くで

し ょうね。 設 備 をつ け て 、 それ か ら管 理費 を取 って 利益 を上 げ るの じゃな いか

と・・・・・・…。

竹 内 何 か をや らな い と再 販 にな らな い と思 うの で す が。

小 嶋 こ こで分 け て あ るけれ ど も、 単純 な ブロー カー とい うの は私 は起 こ

り得 な い と思 うので す 。

司会 大 容 量 の回 線 を使 って 、 それ を分 割 して使 用 す る とい う形 は、 ど ち

らか とい うとむ しろ上 の 非営 利 の営 利 仲 介 の方 に な るか も しれ な い です ね、 そ
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ん な感 じが します ね 。

小 嶋 そ うです ね。

司 会 それ もいい わ け です ね。

小 嶋 い いわ けで す、 構 い ませ ん。 裸 の ま ま借 りて、分 けて 、 ど うぞ とい

うわ け です ね 。 日本 の法 律 では考 え られ な い ことで す 。

これ は個 人的 な見 解 です けれ ど も、 情報提 供 業 者 と して は ど うして も再 販 の

方 に行 か ざる を得 ない だ ろ うと。 リセ ー ル ・プ ロセ ッサ ー とい うふ うな か っ こ

うに な らざる を得 ない だ ろ うと思 うの です 。 公衆 電気 通信法 の 核 心 に 触れ る 問

題 です が こ うい うふ うに しな い といわ ゆ る国 家資 源 を有 効 に活 用 で きな い の で

は ないだ ろ うか と思 い ます 。

司会 実 は き ょう資料 を持 って こなか った ので す けれ ど も、 つ い最 近 カー

ター大 統 領 が航 空業 界 で ど う もその よ うな決 定 を され た よ うな こと を聞 き ます 。

とい うの は これ まで もちろん 航空 会社 は私 企 業 な の だ が、 その 点 で は 日本 も変

わ らぬわ けで す が、 公取法 の除 外 対 象 か ら外 す、 つ ま り公取法 の範 囲 の 中 に入

るの だ とい う非 常 に 重大 な 決定 を カー ター大 統 領 が され た とい う情 報 を聞 い て

い ます 。 した が って、 安 全 だ とか、 そ うい う面 での規 制 は い ろい ろあ る と思 う

けれ ど も、一 応 免許 とい う意 味 で は 自由 に アメ リカの国 内 で航空 運 送 を営業 で

きる とい う決 定 を され て、運 賃 の水準 だ けで な しに運 賃体 系 も自由 で あ る、 そ

れ で アメ リカの 民 間航 空業 界 がい ま大騒 ぎにな って い る とい うこ とです 。
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司会 第1部 で ア ンケ ー トを中 心 に して コンピュータ・ネ ットワークの 問題 点

を全 般 に わ た っ てそれ ぞ れ貴 重 な御 意 見 を い た だ いた わけ で あ るが 、 この専 門

委 員 会 の 目的 に も う一遍 戻 る と、 コ ン ピ ュータと通信 とい うものを1つ の 大 きな

テ ー マ と して取 り上 げ ざる を得 ない 。 この 問題 は 自社 内 の オ ン ラ インか らす で

に 始 ま っ てい るが 、 コ ン ピュー タが ネ ッ トワー ク を組 む場 合 に は通 信 の 問題 が

ど うして もそ の前 提 に な る。 通信 側 か ら情報 処理 ま で 含 めて デー タ通 信 な ど と

い うわけ の わ か らない概 念 を 日本 で つ く られ て い る わけ で あ るが、電 気 通信 に

関 しては 日本 よ り もは るか に 自由 で あ る ア メ リカに お い て も、 い ま再 び通信 と

処 理 との 問 題 を も う一遍 問 い 直 して.いる と い う状 態 で あ る・

歴 史 的 に振b返 っ て 見 る と、 日本 で昭 和46年 に回 線 の開 放 を行 った け れ ど

も、 そ の 少 し前 に ア メ リカ のFCCで は通 信 と処 理 に 関 して 第1回 目の イン ク

ワ イァ リー に よ っ てほ ぼ 統 一 の解釈 を成立 させ た。 いわ ゆる ハ イブ リッ ドの 考

え方 です。 と こ ろが 、 そ の後 の技 術 の 進歩 あ るい は ニー ズ の高 度化 等 に よっ て

通 信 も処 理 もどん どん アプ リケー シ ョン の方 が広 が って い っていろいろな問題 が

起 きてきた。ここで もう一遍問 い直 しだとい う状況 になって きておる ようであ る。

そ して、 そ の 問 題 とい うの は、 実 を言 うと先 ほ ど来 皆 さん か らご意見 をい た だ

い た が、 回 線 の 利用 制 度 の根 本 問題 に つ な が っ て くるわ け です 。

そ れ で 、 ハー ドウェ ア の 問題 、 ソ フ トウ ェアの 問題 、 情報化 基 盤 の問題 とか

い ろ い ろ問 題 は あ るの で すけ れ ど も、 一番 共 通 で根 源 的 で あるそ こ ら辺 の と こ

ろ に少 し焦 点 を しぼ っ て デ ィス カ ス を進 め てい っ て い た だ きた い と考 え ます 。
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そ の前に 、 そ の議論 の展 開 を して いた だ く準 備 とい うか 手 助 け と して、 よ ろ

し くお願 い を した いo

と ころ で、 先 ほ どの ご意 見 に もあっ たけ れ ど も、 ア メ リカ にお い てはFCC

と い う全 く独 立 した通信 問 題 に関す る裁定 機 関 が あ っ て 、そ れ が非 常 に制 度 的

に うま く運用 さ れ て お・る わけ です が 、そ のFCCの や り方 自体 を見 てい る と、

決 してFCCだ け で基本 の政 策 な り基 準 な りを決 定 して い るわ け では あbま せ

ん 。 何 か 非常 に大 きな 問題 が 起 き て くる と広 く公 に民 間 に対 して 意 見 を求 め て

い るoそ して、 そ の意 見 が 集 ま って くる とそれ を も う一遍 整 理 して、 こ うい う

こ とで ど うだ とい う形 で また 問 い直 して 、最 後 にそ うい う形 で コ ン センサ ス を

ま とめ た ところ で制 度 をつ くっ てい く。 こ うい うそ れ こそ 非 常 に民主 的 な気持

ちの い いや り方 で な さ っ て い るけれ ど も、残 念 なが らわ が 国 に は そ うい う機 関

が な いだ け で な しに、 そ うい う広 く民 間 の声 を吸 い上 げ てい く社 会 的 な制 度 が

な いo

今 回 この専 門委 員 会 が こ うい うや り方 を と られ た趣 旨に は 、 そ うい う政 策 決

定 に関 す る民 主 的手 順 を わ が 国に も取 り入 れ た い と い う悲 願 の よ うな もの が あ

る と思 い ます 。 日本 で は その よ うなや り方 が直 ちに 実現 す るわ けは な いが 、 と

に か く一 度 広 く意 見 を集 約 して、 これ を公 に問 いか け て い きた い とい う気 持 ち

がお あbな わ け で す。 それ で、 そ の きっ かけ となっ た ア メ リカの 第2次 の コン

ピュー タに 関 す る、イン ク ワ ィア リー が参 考 に なろ うか と思 うの で、 そ の辺 の 事

情 に っ い て小 笠 原 さん か ら少 しお話 を承 りた い。

小 笠 原 お 手元 に お くば り した資 料 で す が、 「ア メ リカに おけ る コ ン ピュー

タ/通 信 政 策 問題 」 と い うこ とで ま とめ て あ る。 時 間 が な い の で簡 潔 に 説 明 し

た い と思 うo'

ま ず、 公 衆 通 信 会社 が コ ン ピュー タ の端 末 とか ネ ッ トワー キ ングの サー ビス

と いっ た もの を提供 す る こ とにつ いて 、 これ が果 た して情報 処理 の 発 展 を阻害

しな いか ど うか とい う問題 が持 ち上 が って きた。特 に最 近 、 わ が国 で もそ うで

す が、・分 散処 理 、 ネ ッ トワー ク とい っ た よ り高 度 なネ ッ トワー ク志 向 とい うか
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そ うい う発展 を見 て い る わけ で、 こ こで再 び コン ピュー タ と通 信 、 そ の境 界 問

題 が大 き く浮 か び上 が っ て きた。

御 承 知 の よ うに 、公 衆 電 気 通信 サ ー ビス とい うの は 自然 独 占 とい うか ナ チ ュ

ラル ・モ ノポ リー一とい う市 場 関係 が あ る わけ です が、 そ うい うこ と で1934

歴 史 的 背 景

1934通 信 法

ナ チ ュラル モ ノポ リー

FCC(連 邦通信委員会!

1956ATT同 意 審決

爾 来FCCは 終 始 競争 を支持

力"タ ー ホ ン1968裁 定

特 殊 通 信 業者(特 に専 用 マ イ クロキ ャリヤ ー)

"ク リー ム ス キ ミ ング"

MCI,SPC,USTS等

1969認 可

コ ン ピュー タ ・イ ン クワイ ヤ リー

1966-1971

通 信 衛 星

ナ一一プ ン スカ イ ポ リシー1972

SBS1977

付 加価値 通 信業者(VAC)

[1)ELENET,TYMNET,ITTDTS

l974認 可19761976

再 販 売 自 由化 共 同 自由化1976

年 に ア メ リカの通 信法 が で きた 。 こ の と きに連 邦通 信 委 員 会 が設 置 され 、州 際

及 び国 際 通 信 につ い て は連 邦 通 信委 員会 の規 制 下 に入 る とい う こ とに なっ た。

結 局 、 これ は 自然 独 占 とい うこ とで あ るか ら、そ の下 で サ ー ビスす る とい うこ
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とに な る と、 規 制 下 の独 占 とい うこ とに な る。

そ の 後 コ ン ピュー タが 出現 し、1956年 に司 法 省 との 間 で通 信会 社 は処理

の 分野 に乗 り 出さ な い とい う同 意審 決 が され て い る。 そ の後連 邦通 信 委 員会 そ

の もの は情報 処理 に つ いて は 規制 す る 関係 には な く、 ラジオ、 テ レ ビ、電 話 、

電 信 、 衛 星 通 信 、 い わ ゆ る通 信 全体 を規 制 対象 と して い るわ け で 、公 益 を守 る

とい う立場 か ら通 信 業務 の認 可 を行 うこ とに影 響力 を持 って お るわ け で すが 、

コ ン ピュー タ とか 情報 処 理 とい う絡 みが 出 て きた ため に、 当然 そ れ ら との境 界

問 題 とい う こ とでFCCが 重要 な役 割 を して いる とい うことに な る。

FCCは 、 資 料 に あ る よ うに、 コン ピュー タ が出 て き て以 降終 始 自 由競 争 を

支持 す る とい う立場 で施 策 を進 め て い る。

そ こに一 連 の 出来 事が書 い て あ る が 、1968年 に カー ター ホ ン とい う会 社

が 、 これ は移動 通 信 です が、通 信 回線 へ の相互 接 続 を申請 した。 従来ATTの

有 す る通 信 網 に端 末 機 器 、 自営 設備 、 い わ ゆ る 自営 付 属機 器 を相 互接 続 す る こ

と は 、 そ れ ま で料 金表 、 タ リフ表 に よ って禁 止 さ れ てお っ たわ け で す が 、FC

Cの 裁 定 に よっ てい わ ゆ る、 外 部機 器 の 接続 を認 め るこ とに なっ た。

次 に 出 て きた 問題 は、1969年 の 例 の マ イク ・ウ ェー ブ ・コー ポ レー シ ョ

ン(MCI)の 設立 とい うこ とで、 従来 電話 を主 と して い た通 信 回 線 では デー

タ の需 要 を満 足 で きない とい う こ とか ら、 デ ー タ専用 の会 社 、 ス ペ シ ャ ラ イズ

ド ・キ ャ リヤ とい う もの が 出 て き た。 これ に 対 してATTは 、い わ ゆ る シュー

ク リー ムの い い とこ ろだけ 取 る の だ とい う ことで、 田舎 の へ ん ぴな と ころま で

多 額 の 金 を か け て サーーーービス しなけ れ ば な らないATTと は違 うとい う反 対 を し

た け れ ど も、 い ずれ に して もデー タ通信 の発 展の た め に は新 しい サー ビスが必

要 で あ る と い うことで、FCCは 自由競 争 の原 理 を導入 して、 こ こで特 殊通 信

業 者 と い う もの を 許 可 した 。 そ れ に続 い て デー トラン社 、 これ は 不幸 に して

資 金 面 で破産 した わけ です が、 そ れ とか ユナ イテ ッ ド ・ス テー ツ ・テ レ コ ミュ

ニ ケー シ ョ ン ・シス テ ム とか 、 い ろ い ろ な会社 が特 殊通信 業 者 と して許 可 さ れ

て い るo.、
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1966年 か ら71年 にか け て 、 これ は後 で出 て きま す が、通 信 と処理 の境

界 とい うこ とで公 聴 会 が 開か れ て 、一 応 の結 論 が 出 てい る。

次 に 出 て きた のは 、1972年 の衛 星 通信 、特 に国 内 衛星 通 信 をATT以 外

に 認 め る か とい うこ となの です が 、 これ も俗 に オー ブ ン ・ス カ イ ・ポ リ.シー と

言 わ れ る政 策 を打 ち出 して、 自由 にや って よ ろ しい とい う こ とに な り、 いろ い

ろ な国 内通 信 衛 星 が打 ち上げ られ てい る。 そ の結 果 と して1977年 に はSB

S(サ テ ラ イ ト ・ビ ジネ ス ・シス テム ズ社)の デ ー タ通 信 用 の通 信 衛 星 ビジネ

ス へ の 進 出 を許 可 す る とい う決定 が され てい る。

次 に 出 て きた の は 、ATTな どか ら専 用線 を 借 りてい ろい ろ な付 加価 値 を つ

け て、 エ ラー ・チ ェ ッ ク とか、 速 度変 換 、 メ ッ セー ジ交換 など を提供 す る業 者

が 出 て きま して、 これ はパ ケ ッ ト ・コ ミュ ニ ケー シ ョン ・イ ン コー ポ レー テ ッ

ド、PCI、 は 資金 難 でつぶ れ たが 、TELNETは 非 常 に伸 び てい る し、TY

MNET、ITTDTS、 す なわ ち国際 通信 をや っ てい るITTの デー タ ・テ レコ

ミ ュニ ケ ー シ ョン ・シス テム ・サー ビス とい うよ うな もの が許 可 さ れ て い る。

資料 に は書 い てい ません が、 そ の後 また 非 常 に大 きな決定 が され て お り、 そ

れ は通信 回線 の再 販 売 と共 同使 用 を全 面 的 に 自由化 す る とい うFCCの 命 令 が

1976年7月 に 出 され てい る。 この辺 の経 緯 につ いて は 、市 況情 報 セ ンター

が お 出 しに なっ た パ ン フ レ ッ トに 非 常 に詳 し く出 て い る。

そ れ か ら も う1つ は、 コ ン ピュ ター ・ネ ッ トワー ク とか 分散 処理 とい うこ と

が 出て き た。 そ れ か ら も う1つ は 、 ミニ コン とい うよ うな もので処理 が 非 常 に

安 くな って 分 散 指 向 され て きた の で、 ま た ま た 通信 と処 理 の 間 の境 界 に つい て

再 検討 を要 す る という こ とに な っ た。 これ はFCCに お いて 一昨年 か ら検討 作

業 に入 り、 そ うい う問題 に つ い てそ ろそ ろ結 論 が出 る と ころ まで あ る∩

そ こで、 本 来、 電 気 通 信 とい うの は、 地域 的 な問題 もある し、公 衆 サー ビス

とい うこ とが あっ て重 複 す るの は能 率 が よ くな い とい うこ とで、統 合 す る と自

然独 占 とい う形 に な る。 そ の た め に 、や ろ うと思 え ば何 で もで き る とい うこ と

に な るの で、 そ れ を監 督 す る意味 でFCCも し くは司 法 省 あ た りの規 制 を受 け
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る こ とに な り、 コ モ ン ・キ ャ リヤの ビジネス に つ い ては す べ て 規制 され る。 こ

れ に対 し、情 報 処理 の 分野 は 自 由競 争 の分野 で ある。 そ のた め、 この オ ンラ イ

ン とのか か わ.りの 部分 を ど うす るか とい う問題 が 出 て きて、 先 ほ ど申 し上げ た

よ うに、1966年 か ら71年 にか け て この 問題 に つ い て公 聴会 が 開か れ た。

主 な 質 問

1.電 気通 信 とデー タ処 理 の境 界線

デー タ処理 の規 制

通 信 業 者 によ るデー タ処 理 サー ビス

主 な質 問 と しては 、 電 気通 信 とデー タ処理 の境 界線 を ど うす る か、 デ ー タ処理

に っ いて規 制 す べ きか ど うか 、公衆 通 信 会 社 が情 報処理 の ビジネ ス を行 って よ

い か ど うか とい う3つ の 質 問 が あ っ た。そ の結果 、 資料 に ある よ うに 、FCC
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の 裁 定 と して、 電気 通 信 の 範疇 に入 る処理 の部分 、 をハ イブ リッ ド通 信 、 デ ー

タ処理 に付 随 す る通 信 の 部分 を ハ イブ リッ ド ・デー タ 処 理 と い う こ と で 境 界

FCC裁 定

境 界

デ ー タ処理 は規 制 しな い

通 信業 者 の デー タ処理 サ ー ビス

線 を分 け て、 電 気通 信 に入 る処理 の部 分 は規 制 す る とい うこ とで あ った。 それ

か ら、情 報 処理 につ い て は依 然 と して 自由競 争 で行 うこと と し、通 信 業 者 が デ

ー タ処 理 を や る と きに は ガ ラス張 りに して完 全 に独 立会 計 に しなけ れ ば な らな

い とい う決定 が され て い る。 こ うい うこ とで一 応 当 時 と しては け りがつ い た形

で あ っ たわ け です 。

と ころが、 最 近御 承知 の よ うに 技術 の 進歩 が あ り、特 に コ ン ピュー タ のい ろ

い ろ な進 歩 、集 積 回 路 、 半導 体 メ モ リー 、 ミニ コ ン、 マ イク ロプ ロセ ッサー 、
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通信政策問題 新展開の背景

技 術 の 進 歩

端 末 機 お よ び 通 信 網 へ の コ ン ピ ェー テ ィ ン グ ・パ ワー の 分 布

－LS1

一 半 導 体 メ モ リ一

一 マ イ ク ロ フ ロ セ ッサ ー

ー ミニ コ ン ピ
ュー タ

一 子 ヅ ト ワー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ一

一 コ ン ピ
ュー タ ・ネ ッ トワー ク

ー デ ィ ジ タ ル 伝 送

　 交 換 技 術

ネ ッ ト ワ ー ク 体 系 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク 、DDXを 中 心 と し た デ ィ ジ

タ ル伝送 ・ パ ケ ・ 咬 換 ≒い うよ うな'も』の力唱 て きて・ いわ ゆ るネ ・ ト・一 キ

ン グ と機 能 の分 散 、特 に通 信機 能 の分散 とい うこ とが 出て きた 。先 ほ どの処理

と通 信 の間 の境 界 とい うの は非 常 に あ い まい に なっ て きた とい うこ とが言 え る

わけ で あ る。

新 しい コン ピ ュー タ/通 信 政 策問 題

L

2

a

4

5

ATTDS40/4端 末 機

ATTト ラ ン ズ ア ク シ ョ ン ・ネ ヅ トワー ク ・サ ー ビ ス

ペ ル 法 案

第2次 コ ン ピ ュー タ ・イ ン ク ワ イ ア リ"

ATTお よ びIBMの リス ポ ン ス
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と ころが 、 これ に 対 して、 通信 会 社 の巻 きか え しとみ られ る行動 が あっ たわ

け で あ るoATTの デー タ ・ス ピー ド40と い う端 末機 、 これ は デ ィス プ レ イ

装 置 で、完全 に コ ン ピュー タに互 換 性 の あ る端 末 機 を 出 して きた。

それ に、ATTの トラ ンズ アク シ ヨ ン ・ネ ッ トワー ク、 これ は プ ッ シュ ホン

か らキー ・イ ン して 、 バ ッ ジを入 れ る とク レジ ッ トカー ドの信 用状 況 を店舗 に

音 声 で返 答 す る とい うサー ビス で、 そ うい う ものが 大 々的 に企 画 され て い る。

さ らに、 い わゆ る ベ ル法 案 、通 信 消費者 改 革法 案 とい う もの が提 案 されて 、

FCCの 権 限 を も う少 し弱 め よ うと い う動 きが 出 て きた。

そ して、 第2次 コン ビ=一 夕 ・イ ンク ワ イア リー とい うこ とに なっ て、 情報

処 理 どい う もの を も う少 し厳 格 に規 制 すべ き で あ る と して、 引 き続 いて通 信会

社 と コン ビ=一 夕業 界 との論 争 に 発 展 して い るo

先 に 言 及 した デー タ ・ス ピー ド40と い うの は 、完 全 な デ ィ スプ レ イで、 テ

IBM3270情 報 表示 シス テム と コン ハァnフ ル

テ レタ イ プ社 製

1975年11月 発表(2400、4800、BPS、BSC)

1975年12月IBM、FCCに 反 対 提 訴

1976年3月

FCCコ モ ンキ ャ リヤ ・ビュー"Pt-

1.DS40/4は デー タ処 理装 置

2.ATTは 同意 審 決 違 反

1977年1月FCCコ ミ ッシ ョナー は認 可決 定

IBM、CCIA

FCCの 認 可 を 取 消す よ う巡 回 控訴 裁判 所 に提訴

現 在 ベ ル社 内用 を含 め て数千 台 設置 州 内 か ら州際 に拡 大
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●

レ タ イ プ ・ コ ー ポ レ ー シ ョ ン の 製 造 に な る 。2400BPS、4800BPS

の 端 末 で す 。 これ に 対 し て 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ メー カ ー か ら 、 司 法 省 か ら 出 て い

るATTは 情 報 処 理 ビ ジ ネ ス を や っ て は な ら な い と い う同 意 審 決 に 違 反 して い

る と い う反 対 意 見 が 出 て い る 。 同 時 に 、FCCの コ モ ン ・キ ャ リ ヤ ・ ビ ュ ー ・

(1200BITSPERSECOND

　　ソ　　　　　　むロ　 　　　り　　し　ラ

＼
鍮

鍮

フ、 ● ・
Xt

l"て

一 ウ
ェ ス タ ンエ レ ク ト リ ッ ク製 端 末 機

一 パ ン ク/ク レ ジ ッ ト/カ ス トマー カー ド

ー1976年 末 開 始

一 ワ シ ン ト ン州 シ ア トル

'一 ミネ ソ タ 州 ミネ ア ポ リ ス

ー パ ロー ス
、CCIA、IBMEFT委 に 提 訴

/
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一 と コ ミ ッ シ ョ ナ ー と 意 見 が 違 う と い う 事 態 が 発 生 し て 、 コ モ ン ・ キ ャ リヤ ・

ビ ュ ー ・ 一 はATTは 同 意 審 決 に 違 反 し て お り 、 端 末 そ の も の は 情 報 処 理 機 器

で あ る と し た が 、 コ ミ ジ シ ヨ ナ ー は 認 可 す る と い う こ と に な り 、 こ れ に 対 し て

コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ ー と コ ン ピ ュ ー タ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ イ ン ダ ス ト リ

ElementsofDataProcessing

PROCESSING

Performanceof
logicaloperations

andcalculations
oninformation.

INPUT

Translationof

informat輌onand

entryofinfor・

mationintothe

system.

→

‡
CONTROL

Controlandcoordi・

nationofmachinas

anddatabasedon

operatinginstruk・

tions.

一→

‡
STORAGE

Storageofinstruc・

tionsanddatafor

transferanduse

whenneeded.

OUTPUT

Conversionof

proceSSingresult
andreturnof
informationfrom

thesystem.

DINPUT/OUTPUT
TAPESCENTRALPROCESSINGUNIT

'

'

(
＼.ノ

〔
PRINTER

s

)
LEGEND

INPUTOUTPUT

PROCESSING

CONTROL

STORAGE

CABLES

DISKS

●
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一
ア ル ・ア ソ シエー シ ョン 、 これは 通信 機 械 工業 会 の よ うな もの です が、 これ が

巡 回控 訴 裁 判 所 にFCCの 認可 を取b消 す よ うに異 議 申 し立 て を してい る。 デ

ー タ ・ス ピー ド40は ベル の 社 内 を含 め て
、か な りの端 末 を使 って お っ たわけ

です が 、 そ れ が州 内か ら州際 に拡 大 して、 その 台 数 が数 千 台 と言 うことにな り

論 争 が 出 て きた わけ です 。 これ はATTが ビ ジネス の チ ャ ンス を拡 大す るた め

に い ろ い ろ と活 動 を始 め た とみ られ てい る わ け です。

そ れ か ら、 ト ランズ ア ク シ ヨ ン ・ネ ッ トワー ク の端末 は、基 本 的 に は ウェス

タ ン ・エ レク ト リックの電 話 機 です 。 た だ端 末 で ク レ ジ ッ トカー ドの磁 気 ス ト

ラ イプ を読 む こと が で きる。 そ うい うこ とで1976年 末 か ら開始 して、1/ア

トル、 ミネ ア ポ リス地 区 で稼 動 してい る。音 声 応 答 が つい てお り、顧 客 の信 用

状 況 が入 力 に 対 して音 声 で返 っ で くる。 これ に対 して、 パ ・一 ス と か通 信 機械

工 業 会 、IBMと い った と ころが反 対 意 見 を提示 してい るの が実 状 で ある。

次 に 、 ベ ル法 案、 これ は正 式 に は コ ン シ ュー マー ・コ ミュ ニ ケー シ ョン ・リ

フ ォー マー ・ア ク トです が 、 別 名1976年 の モノ ポ リーe'プ ・テク シ ョン ・

ア ク トとい うあ だ 名 が あ る。そ の反 対 意見 とい うの は 、公 衆 通 信分 野 に おけ る

競 争 を推 進 して、 自由競争 を標榜 して い るFCCに 公 然 と挑 戦 して ペ ル ・シス

テ ムの独 占体 制 を維 持 しよ うとす る こ とを ね らっ た ものだ ζ してい るo

これ に対 してATTと して は、電 話 料 金 の値上 げ を避 け る た め の法 律 で あ り、

これ は公衆 の利 益 を守 る ため の法 律 で あ る という こ とを言 っ て い る。 マ イク ロ

ウ ェー ブ ・コー ポ レー シ ョン とか 、デ ー ト ラン とか、 そ の他 の 衛星 通 信 、特 殊

通 信 業 者 な どが 出 て きた の で、 専用 線 が ぐっ と下 が っ'てい る。 特 にハ イ ・ロニ'

・タ リ フと い うこ とで よ く使 われ る地域 の料 金 は 非 常 に安 くな って い るた め に

下 げ ざる を 得 ない とい うこ となの で す が、片 や 田舎 に もサー ビスを しなけ れば

な らないo専 用 線 は余b下 げた くない が競 争 で下 が って くるo専 用線 収入 で 田

舎 へ電 話 を 引 く負担 も してk・るの で、 この ま まで い く と住 宅用 の電 話 料 金 を7

9%、 約8割 も上 げ なけ れ ば い け な い とい う事 態 にな る。 従 っ て これ をぜ ひ通

して も らい た い とい って いる。
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BELLBILLベ ル 法 案

CONSUMERCOMMUNICATIONSREFORMACT

:Gi糧≧1三=1・ ㌫ ≡1ニ ー

1騰 蕪;灘i:::ご一 ー ー

一 特 殊通 信 事業 を"通 信 回 線 の浪 費 と不 必 要 な重 複"と し既存 の特 殊 通信 業 者 をそ の

免許 の 切れ る時 に排 除 しよ う とす る。

一 新 しい特 殊 通 信事 業者 の免 許 は、 そ の提 供 し よ うと してい るサー ビスが既 存 の

CARRIERに よって提 供 で きな い時 のみ。

一 端 末装 置 に 関す るFCCの 規 制 権 限 を州公 益 事業 委 員会 に移 す。

一 電 話会 社 が
、 増 分費 用 に基づ き、 任 意 に料 金 設 定 を行 うこ と を認 め る。

1976上 院 ・下 院 に提 出

1977新 議会 の初 日に 再提 出

一 各 方 面 の証 言

一 反 対法 案 の提 出

一 司法 省 の反 対 表 明

ATTと して は、 他 の特殊 通 信 事 業 は 通 信 回線 の 浪 費 と不必 要 な 重 複 であ り、

した が っ て、 特殊 通 信 業 者 の 免 許 が切 れ る と きに排 除 しよ うとい う意見 で あ る。

そ れ か ら、 新 しい特 殊 通 信業 者 の免 許 は、 既存 の キ ャ リヤ、ATTと か そ うい う

う とこ ろが提 供 で きな い分 野 に つ いて の み 許 可され るべ きだ。 さ らに、端 末 装 置

に 関 す るFCCの 規 制 権 限 を州 の公益 事 業委 員 会 ・ す なわ ちパ ブ リック'ユ

テ ィ リテ ィのガス、水 道 、 電 力 と同 じよ うな料 金 を調 停 す る ところ の権 限 に移 そ
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う とい う こ とをい って いる 。 そ して、 電 話会 社 が増 分 費用 に基 づ き任 意 に 料 金

設 定 で き る よう に しよ うとい うこ とで、 議会 に対 して活 発 な活 動 を開 始 して い

る 。 もち ろんATTに 対 してい ろい ろ な反 対意見 を持 っ てい る司 法 省 が ある わ

け で、ベル法案に対 して司法省は反対 の立場 である・

そ こで 出て きたの が第2次 ・ ン ピ。一 夕 ・イ 〃 ワ イアV－ で、 ・976年

8月9日 に質 問書 を 出 して 、 先 ほ ど 申 し上 げ た技術 の 進歩 の結 果 、 第1次 コ ン

1976年8月9日 追 加質 問 書1977年3月8日

"技 術の 進 歩 の結 果、CI1の 裁 定 は 見直 しを要 す るtt

"デ ー タ処理 をよ り厳 密 に定 義 し、 それ 以外 を通信 とす る"

(ハ イ ブ リッ ドの概 念 は廃 止 す る)

"デ ー タ処 理"と は
、 電 子 的 に 自動化 された情報 の処理 で、 次 の も のを い う。

(a)入 力 情報 の 内容 ・意 味 が、 何 らか の方法 で変 え られ る こ と。

(b)入 力情報 に対 す る、 予 定 され た応答 が 出力 情報 として得 られ る こ と。

1.演 算処 理(一 般 商 業会 計 、 在庫 管 理、 銀行 業 務、pos、 財務、 計量 経 済 モ

ァ ル、 科 学 計 算等)

2.言 語 処理(会 話 型 情 報 検索 シス テム、 経 営 情報 システ ム、 テキ ス ト編 集、.

翻 訳 、 植 字 等)

プ ロセ ス管理(継 続 的 プロセ スの電 子 装置 に よ る監視 ・制 御 、 例 えば原 子力

発 電 所 、 電力 配 電網、 自動 工機具、 火 災検 知 制 御 シ ステ ム等)
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下 の 、CARRIERに よ るCOMPUTRはDPで}い 。

①NETWORKCONTROLANDROUTING

メ ッセー ジ/回 線 交換

時 分割 回線 交 換、 パケ ッ ト交 換、 自動的 呼転 送、 短 縮 ダイ ヤル、 特 殊 アナ ウ ンス

等

ス ピー ド変 換、 コー ド変 換

パル ス、 フ ォー マ ッ ト変 換

伝 送 エ ラー の検 出 ・訂正

AD/DA変 換

Sll}NALPROCESSING

電気 信 号 の表 わす 情 報 の 内容 を維 持 す る た めのCOMPUTER使 用。

信 号 の 検 出、 再 生、回 線 の等 化 な ど

時分割 多 重

②INPUT/OUTPUTPROCESSING

CARRIERNETWORK中 に持 つPROCESSING『

CAPABILITYを 使 用 して、 異 った 情報 発 生端 と受 信端 相 互、 お よ びそれ ら

と伝送 シ ス テ ム とをCOMPATIBLEに す る。 例 え ば異 な った伝 送媒 体の 電気

的 特性 とCOMPATIBLEに す るた め の、 情 報 のFORMATTING、

EDITING、BUFFERING等

主な質問

工

2

3

この デー タ処理 の 定 義 に よ り、 両者 の境 界 が 明確 化 され るか。

デー タ処 理端 末 機 を通 信 会社 が 提供 す る こ とに っ い て

通 信 法 を どう改 正 した らよ いか

期 限

10●12・ ハ76

4。llΦ'77
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77

77

ピュ一 夕 ・イ ンク ワ イア リー の裁 定 の見 直 しを必 要 とす る こ とに なっ た。 デー

タ処 理 を厳 密 に定 義 し、 そ れ以 外 を通信 とす る とい うこ とで、先 ほ ど申 し上 げ

た ハ イブ リッ ドの概 念 は廃 止 す る こ とで は ど ちか とい う考 え方 が 出 て来 た。

これ は いわ ゆ る たた き台 と して で ある が、FCCは デー タ処 理 の定義 は次 の

よ うに した ら ど うか と い う提 案 を し、そ れ に つい て 関係 者 の意見 を問 うた。 す

な わ ち1デ ー タ処 理 」 とは、 電 子 的 に 自動 化 され た情 報 の 処理 で、 次 の もの を

い う。入 力情 報 の 内容 ・意味 が 何 らか の方 法 で変 え られ る こ と。 そ して、入 力

情 報 に 対 す る予 定 さ れ た応 答 が出 力情報 と して得 られ る こ と。 きわ め て限定 さ

れ た 定義 です 。そ の例 と して、演 算 処理 、 言語 処理 、 プ ロセ ス管理 とい う分 野

が挙 げ られ て い るo

そ して 次に挙 げ る通信 会 社 に よるコンピュータの使 用 はDPで は ないとす る。

ネ ッ トワー ク制 御 と経路 制 御 につ いて 、 メ ッセー ジ交 換/回 線 交換 、時 分割

回 線 交換 、 パ ケ ッ ト交換 、 自動 的呼 転送 、短 縮 ダ イヤ ル、 特殊 ア ナ ウ ンス等 。

ス ピー ド変 換 、 コー ド変 換 。 パル ス ・フォー マ ッ ト交換 、伝 送 エ ラー の検 出 ・

訂 正 。 デ ィ ジ タル ・アナ ログ変換 。 信 号 の処理 。 時 分割多 重。

次 に 、入 出 力処理 に関 して は、 キ ャ リヤ ・ネ ッ トワー クの 中に持 つ 処理 能 力

を使 用 して、 異 な っ た情 報 発生 端 と受 信 端相 互 、 及 びそ れ らと伝送 シス テ ム と

の 間 に互換 性 を持 たせ る とい うこ と。 た とえ ば異 なっ た伝 送媒 体 の電 気 的特 性

と互 換 性 を持 た せ るた めの情 報 の フォー マ ッテ ィ ン グ、編 集 、 バ ッ フ ァ リング

等 は 情報 処 理 で は ない どす る。 こ こで挙 げ た後 者 の項 目 とい うの はVAN、 付

加 価 値 サ ー ビス の範晴 に属 す るわけ です 。
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そ こで、 こ うい う定 義 を一 時 的 な もの と して 、主 な 質 問点 が3つ あ りま す。

こ う∨、うデー タ処理 の定 義 に よ り、 両 者 の境 界 が 明確 化 され るか とい うこと。

そ れ か ら、 デー タ処理 端 末 機 を通 信 会 社 力・サー ビス で きるか とい うこ と・ そ れ

か ら、1934年 の通信 法 を どの よ うに改 正 す る必要 が あ る か とい うこ とで す。

公 聴会 が 開 か れ、意 見 の提 出 を求 め られ 、48の 回答 が 昨年 の夏 ま で に集 ま

っ て、 そ れ を一 わ た り レ ビュー して 、 ほ か の人 の意 見 もつけ て意 見 を 出 した と

こ ろへ そ れ を返 して、 それ に対 す る反 対 意 見 が あっ た ら申 し立 て られ た い とい

う こ とで審 議 が すす め られ て い る。 そ の 中}・は米 国 の 司法 省 の回 答 書 ・意 見 表

明 が あ り、 規制 は最 小 限 に と どめ、 競 争 原 理 を助 長 す べ きだ し、 バ リュー ・ア

デ 。 ド.キ 刈 ヤ の 付加 価 値 サー ・ス に っ いて ぱ 制 か ら外 す べ きで あ る とい

うこと、 そ して、ATTの 同ee議 は轍 や廃止す べきでは勒 とい うこと・

そ れ か ら、完 全 分 離 は相 互 補 填 を防 止 す るに は不 十 分 で 、 もっ と明確 化 すべ

き で ある とい う態 度表 明 が され てい る。

これ に 対 してATTと して は、 通 信 法 お よび同 意 審決 は改 訂 す る必 要 が な く、

ATTの 同 意審 決 の 中 で情 報 処理 は で きるの だ とい う解 釈 で あ る。

さ らに、FCCが 提 案 して い る デー タ処 理 の定 義 は広 過 ぎる 、 した がっ て、

情 報 の 内容 を変 え る処理 の み に限 定 す べ き で ある と してい る。

それ か ら、 新 しい通 信 サー ビス を提 供 す るた め に、 通 信法 の 規制 下 で 、デ 一
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イ ンク ワイ ヤ リー が 提案 する デー タ処理 の定 義 は 広過 ぎ る。 情 報 の 内容 を変 え る

処理 のみ に限 る べき で あ る。

新 しい通信 サー ビス を提 供 す るた め に、 通 信 法 の規 制下 で、 デー タ処 理 を含 む処

理 サー ビス を提 供 で きる。 これ を明文化 す る。

した が って、 通 信 に付 随す るデー タ処理 端 末 機の 提 供や、 各種 のネ ッ トワー ク ・

サー ビス の提 供 を含 む デー タ通信 サー ビス は、 通 信法 の 下 で の通 信 サー ビスで あ

る。

規制 下 の キ ャ リヤ も、 非 規 制下 の会 社 も、競 争 で デー タ通信 サー ビスの提 供 が で

き る。

キ ャ リヤ とそ のDP子 会 社 は、DPサ ー ビス を含 む コ ン ピュー タ機 能 を、 他 の通

信 会 社 に 提 供 で き る よ うにす る。

タ処理 を含 む処理 サー ビス を提 供 で きる 、 これ を 明文化 す べ きで あ る。

した がっ て、通 信 に付 随 す る デー タ処 理端 末 機 の提 供 や 、各 種 の ネ ッ トワー

ク ・サー ビス の提 供 を含 む デー タ通 信 サー ビス は、 通 信法 の下 で め サー ビス で

あ るo

そ れ か ら、 規 制 下 の キ ャ リヤ も、非 規制 下 の会 社 も、 競 争 で デー タ通 信 サー

ビス の 提供 が で きる の だ とい うこ と。

そ して、 キ ャ リヤ とそ のDP子 会 社 は 、DPサ ー ビス を含 む コン ピ ュー タ機

能 を、 他 の通 信 会 社 に提 供 で きる よ うに す る とい う意 向 です。

これ に対 して コ ン ピ ュー タ メー カー か らはい ろ いろ な意見 が 出 て お り、 資料

の原 本 は 色刷 りに な っ て い るの ですが 、 一 番上 の黄 色 い 部分 が処理 、真 ん 中の

赤 い 部 分 が制 御 、 左 と右 の緑 色 の 部分 が入 出 力、 一 番下 が記憶 装 置 です。
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ッ ド ・ ネ ッ ト ワ ー ク が 提 供 し て い る サ ー ビ ス 、 す な わ ち 、 入 出 力 機 能 、 デ ー タ

コ ー ドや フ ォ ー マ ッ トの 変 換 、 入 出 力 装 置 と プ ・ セ シ ン グ/ス ト レ ッ ジ 間 の プ

ロ ト コ ル
、 そ し て デ ー タ処 理 に お け る 誤 り 制 御 ・訂 正 、 そ れ か ら 分 散 デ ー タ 処

理 シ ス テ ム の 制 御 等 はSTAND-ALONEの デ ー タ 処 理 で 行 っ て い る 機 能 で あ

る 。 通 信 媒 体 が チ ャ ネ ル か 通 信 回 線 か の 違 い で あ っ て 、 こ う い う も の は コ ン ピ

ュ ー タ の そ も そ も の 機 能 で あ る と し て い る 。 た だ 、 通 信 回 線 で 結 ん で や る 場 合

に こ う い っ た 通 信 処 理 が 入 る の で 、 こ れ を コ ン パ ウ ン ド ・デ ー タ ・ サ ー ビ ス と

呼 ぼ う で は な い か 、 こ うい う こ と をIBMは 言 っ て い る 。

い わ ゆ る 情 報 処 理 の 側 か ら の 結 論 と し て は 、 通 信 会 社 は 本 来 のPuretrans

missionに 徹 す べ き で あ る 、 こ うい う こ と で す 。 そ し て 、 過 去 の い ろ い ろ な

判 例 に 基 づ き 、 次 の 定 義 を 提 案 し て い る 。

通 信 会 社 の本 来 の サー ビス はPURETRANSMISSION過 去 の判 例 に基 づ き

次 の定 義 を提 案

"通 信 会 社 の サー ビス"と は
、 す べ ての 公衆 に提 供 され る サー ビスで、 も っぱ ら、 ユー

ザー の選 ん だ情報 の伝 送 か ら成 り、 かつ この伝送 に お い て、 受信 人 の受 け と る情報 の

形 式 と内 容 が、 送信 人の 送 り出 した情 報 の形 式 と内 容 とに一致 す る もの をい う。

た だ し、 ここ で い う情報 とは、 通 信 の本 文 の こ とで、 宛 先情 報(ダ イヤ ル パル ス等)は 含

ま な い。

こ の定 義 は、 通信 会 社 がPURETRANSMISSIONの 助 け と して コ ン ピ ュー タ を使

用 す る こ とを妨 げ な い。(イ ン ク ワイ ヤ リー のNETWORKCONTROLAND

ROUTINGの 内 コー ド変 換 を除 いた もの)

"「 通 信 会 社 の サー ビス」 とは
、す べ て の公 衆 に提 供 され るサー ビス で、 も

っ ぱ ら、 ユー ザー の 選 ん だ情報 の伝 送 か ら成 り、 か つ こ の伝 送に お いて、 受 信

人 の 受 け取 る情 報 の形 式 と内容 が 、送 信 人 の送 り出 した情報 の形 式 と内容 と に

一 致 す る もの を い う
o"
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STAND-ALONEの バ ッ チ ・シス テム につ いては 、 こ うい うふ うに左 側

にIOが あ るoそ れ か ら、 真 ん 中 のCPUの 中に は制 御 機能 と処理 機能 が 同居.

して い る。 それ か ら、 右側 に磁 気 テー プ と磁 気 デ ィスクが あり、 これが 外 部 記

憶 で す。

次 に い きます と複雑 な ネ ッ トワー ク機能 、歴 史 的 な経 過 が書 いて あ り、分 散

処 理 とか ネ ッ トワー キ ング と い うの は結 局 そ うい った基 本 的 な4つ の 機能 の分

散 だ とい うこ とで、 とに か く・ン .ピー一 夕の 開発以 来そ うい う ものは 存 在 した

の だ とい う説 明が あ り、 入 出力 、制 御 、処 理 、 記憶 がい か に 分散 され て きた か

を こ こ で述 べ て い るo

そ して、 こ の よ うに考 え て トラ ンズ ア ク シ ヨン ・ネ ッ トワー ク ・サー ビス は

こ の よ うな ものだ とい う絵 が あ っ て、 コ ン ピュー タの中は 処 理 と制 御 が あ り、

中 間 に ある集 線 装置 の よ うな制 御 機能 が あ り、 次 に デ ィス プ レ イのマー クが あ

るけ れ ど も、 これ が入 出 力 とい う形 で、 コ ン ピュー タの開 発 以 来 も とも とそ の

よ う な機 能 が存 在 した とい う説 明 が さ れ てい るo

TELENET、TYMNET、ATTのTNS等 のVANが 提 供 し て い る サー ビス 、

す な わ ち、

1.入 出 力 機 能、 デ ー タ コー ドや フ ォー マ ッbの 変 換

2.入 出 力 装 置 と プ ロ セ シ ン グ/ス トー レ ッ ジ間 の プ ロ トコ ル

3.デ ー タ処理 に おけ る誤 り制 御 ・訂正

4.分 散 デー タ処理 シ ス テム の制御

等 はSTAND-ALONEの デー タ処 理 で 行 っ てい る機 能

これ を、COMPOUNDDATASERVICEと 呼 ぶ。

～

TELENET、TYMNET、ATTのTNSと い っ た い わ ゆ る バ リ ュ ー ・ ア デ
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これ だ け に 限 る べ き で あ る とい うこ とです 。,

た だ し、 ダ イヤ ル をす る こ とは通 信 をす る場 合に 必要 です か ら、 ここ でい う

情 報 とい うのは通信 の本 文 の こ とで、 そ うい う付帯 的 なヘ ッダー 宛先 情報(ダ

イヤ ル パル ス等)は 情 報 に は含 め な い。

た だ、 この定 義 は、 通 信会 社 がPuretransmissionの 助 け と して コン ピ

ュー タ を使 用す る ことを妨 げ ない。 とい うこ とは 、 通信 本 来 の 目的 の た めの電

COMPOUND
PURE

DATA PROCESSING

TRANSMISSION
SERVICE

(伝 送) (入 出 力 ・制 御) (論 理演 算 ・計 算)

(ATT)1
1デ ー タ 処 理

1<ラ

・ 通 信 法 規制 下 の通 信 サー ビス ー

<7

同意 審決 の範 囲

<
競 争 〉

(IBM)
'

<ATT同 舖 決 。

現 在 のATTサ ー ビス ＼
<

規 制下 のS.C.規 制 下 のVAC

7

〈 の サー ビス 〉 〈 の サー ビス 〉

1但 専 用 サー ビス のみ

1

コ ン ピ ュー タ ・イ ンクワイヤ リー2の 規 制 提案1

〈[〉

ATTも 含 む!

STAND-ALONEDP以 来DP〈 〉

ナ チ ュラル モ ノポ リー 競 争 に よ り発 展
〈 〉 〈 〉

規 制FCCは 規制 しな い

キ ャ リヤ に 許す べ き サー ビス<＼ /

但規制下のキャリヤのとき 分 離 完全分離
<≧'<≧

ATTの 同 意 審決 は改訂 を要 す る。
'

一334一



子 交 換 機 器 の使 用 は 構 わ ない とい うこ とです 。

ま とめ と してそ の 対比 が して あ る。ATTの 最 近 申 し立 て てい る守 備 範 囲 と

い うのは 非 常 に広 くなっ て い る。伝 送 、 入 出 力 ・制 御 、 そ して論 理 演算 計 算 と

い う部 分 が あっ て 、ATTの 申 し立 て てい る分野 は 、 そ こに 非常 に長 い矢 印 で

示 され てい るが 、 通 信 法規 制 下 の通信 サー ビス は この範鴫 に入 る。 しか もそ れ

は 同 意 審決 の範 囲 で あ る と申 し立 ててい る。 完 全 に 規制 下 に入 る部 分 は この左

の 部 分 です け れ ど も、競 争 で もって入 出力 ・制 御 と情 報 処理 の半 分 ま でやれ る 、

デ三 夕処理 は ご くご く右 手 の情 報 の 内容 を変 え る こ との みに 限 られ る とい う意

見 で ある。

これ に対 して、 情報 処理 側 の意 見 とい うのは 、ATTの 同意審 決 で もた らさ

れ た結果 とい うの はPuretransmissionの みである。 と ころが 、 トランズ ァ

ク シ ョ ン ・ネ ッ トワー ク とか デ ー タ ・ス ピー ド40と い うよ うな こ とで、現 在

のATTサ ー ビスは コ ンパ ウン ド ・デー タ ・サー ビス の と ころま で伸 び てい る⊃

ス ペ シ ャ ラ イズ ド・キャ リヤ(但 し、 専 用 サー ビスの み)は 規制 下 に入 る。 そ

れ か ら、規制 下 のVACの サー ビス は付加 価 値 サー ビス と して コ ンパ ウン ド ・

デ ー タ ・サー ビス の カテ ゴ リー に 入 る。 コ ン ピュー タ ・インク ワ イア リ一 五の

規制 提 案 は 、伝 送 と入 出力 ・制 御 の 部分 も含 ん で、 こ こ ま で規制 しては ど うか

とい うこ とを いっ て い る。 それ はATTも もち ろん含 まれ るわ け で す。 それ に'

対 して、 コ ン ピュー タそ の もの、STAND-ALONEのDP以 来DPだ とい う

分 野 が あ る。 これ は コ ンパ ウン ド ・デー タ ・サー ビス.と、 演算 処理 をす べ て含

む。 こ の 分 野 は 競 争 に よ り発 展 で きる分野 で あっ て、FCCは 規 制 す べ きで

な い。 そ の左 の部 分 は 自然 独 占 とい う部 分 で、 これ は従 来 どお りATTの 同意

審 決 、 とFCCの 裁 定 の結果 規 制 され て い るが、 そ の規 制 下 に入 る もの で ある。

た だ し、 キ ャ リヤ が全 く何 もや っ て いけ ない とい うわけ で は な い。 とい うの は

コ ンパ ウン ド ・デー タ処理 に つ い ては 分離 を すれ ば よろ しい し、 デ ー タ処理 に

つ い ては 完 全 に別 会 社 にす れ ば よ い とい うこ とで、 自由競 争 裏 に サー ビスを し
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よ うで は ない か とい う意見 で あ る。

昨年 の10月 の 情報 化週 間 に 例 の経 団 連 で シン ポ ジ ウムが あ り、FCCコ ミ

ッ ショ ナー の ロバー ト ・ リー とい う人 が来 られ てそ の辺 の 問題 を 講 演 して帰 ら

れ た わ け で す が、 それ が昨年 の12月 の 「コ ン ピュー ト ピア」 に 「77年 の情

報 化 週間 の記録 」 とい うこ とで 大変 よ くま とま って掲 載 さ れ て い るo

以 上 説 明 した よ うに米 国 では活 発 な論 議 が あ り、 も うそ ろ そ ろ 今年 の前半 に

は これ の結論 が 出 るは ず で あ る。 これ は 大変 む ずか しい問題 で あ るが 、 アメ リ

カで は こ うい うふ うに 自由 に意 見 が い え て 、 しか も自由競 争 裏 に こ うい う産業

を伸 ば してい こ うとい う土 壌 が あるo

司 会 た だい まの お話 を承 っ て い る と、 ア メ リカで も通信 と情報処理 の問

題 がい ま非常 に重 要 な課題 と して提 出 さ れ てい るわ けで す が 、 ど うも日本 とは

事 情が逆 で 、通 信業 者 が 処理 の業 界 に入 っ て くるのが いい か悪 いか 、 い い と し

た らど こま で な ら許 され る のか 、 こ うい うふ うな議論 の立 て方 で あ る。逆 に、.

日本 の場 合 は46年 の公 衆 法 の改 正の と きに処 理 ま で通 信 の 中 に 包含 した形 で

法 律 がつ くられ て しま っ た。

そ れ か ら も う1つ 、 デ ー タ通 信 とい う言葉 で あ るけ れ ど も、 したが っ て これ

も通信 側 か ら処理 を含 め た概 念 なの で す が 、実 際 に デー タ通 信 設 備 サ ー ビス と

い うこと で電 電公 社 が な さ っ てい る部 分 は 明 らか に情 報 処 理 の サー ビス で あ る

け れ ど も、 国 際電電 がデ ー タ通信 設 備 サー ビス と して掲 げ られ て おる の は・ こ

れ は た だ いま の小笠 原 さん の説 明 です と、 明 らか に コンパ ウ ン ドの分野 に入 る

通 信 処理 で、 そ こ ら辺 の とこ ろ も同 じ言 葉 を実際 に法律 に 基 づ ρ て使 われ て お・

り な が ら、 ど うも非 常 に や や こ しい状 態 に なって お る よ うで あ る。
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